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序 本稿の課題

朝 鮮 時 代(1392～1910年)の 「白丁(ペ ク チ ョン)」 は 、 一 定 の 役 は な く柳 器 製 造 ・屠 畜 業

に 従 事 して い た 。 農 業 政 策 を 根 幹 と して い た 朝 鮮 時 代 に は 、彼 らの 生 業 で あ る屠 畜 業 は 「別

種 」ま た は 「異 類 」 と名 指 され 差 別 され た 。 そ の 原 因 の 一 つ は 、 彼 らが 自分 た ち の 生 業(牧

畜 、 狩 猟 、 歌 舞 な ど)を 守 る た め の 集 団 生 活 の な か で 、 国 家 との 摩 擦 、 略 奪 行 為 、 強 盗 、

放 火 、 殺 人 な どの 社 会 問 題 を 引 き 起 こ し た か らで あ る。 そ れ ら は 他 の 階 層 に も み られ る こ

とだ が 、 「白丁 」 と い う こ とで 彼 ら は 強 盗 の 代 名 詞 的 な 集 団 と み な され 、 「白 丁 」 身 分 と

い う理 由 だ け で 強 盗 の 犯 人 に され 、 社 会 不 安 の 元 凶 と認 識 され て い た1。

「白丁 」 とい う用 語 は 高 麗 時 代(913～1392年)か ら存 在 して 、 一 般 農 民 の あ る集 団 を

あ らわ す 呼 称 で あ っ た 。 朝 鮮 の 治 者 た ち は 柳 器 製 造 や 屠 畜 業 な ど を 生 業 とす る 才 人(チ ェ

イ ン)・ 禾 尺(フ ァ チ ョ ク)集 団 を 良 民 身 分 とす る た め 、 世 宗5(1423)年10月 に公 式 に 「白

丁 」 と改 号 し た 。 王 朝 の施 策 は 一 般 農 民 と い う意 味 で 「白丁 」 と改 称 した の だ が 、 そ れ が

結 果 的 に 差 別 階 層 を 表 す 呼 称 とな っ て い っ た 。

才 人 ・禾 尺 の 始 ま りは 、 高 麗 末 に 楊 水 尺(ヤ ン ス チ ョ ク)と い わ れ て い た 集 団 の 子 孫 で あ

る。 楊 水 尺 か ら才 人 ・禾 尺 、 そ して 才 人 ・禾 尺 か ら 「白丁 」 身 分 に な っ た 人 々 は 、 社 会 的

に 差 別 され る集 団 に 変 わ っ た 。 朝 鮮 中 ・後 期 に な る と 「白 丁 」身 分 は 、 「賎 民 」身 分 と し て

認 識 され 、 厳 しい 差 別 を 受 け た2が 、1894年 の 甲 午 改 革3に よ っ て 「賎 民 」 制 は 法 的 に は 解

1「 且才人 、 白丁旅 寓都 下、因傍留住者 頗有之。 才人 、 白丁類皆憲盗 、不可不 匪別 。請刷 還元居。傳 日

才人、 白丁不得 雑庭 京都 已有 法、其 考啓。捕 盗 將、令 兵 曹議啓 。黄海 道捕 盗事 、亦諭 監 司。 」成 宗

20(1489)年9月26日 辛 巳、 『朝鮮王朝 実録 』第11輯 、519頁 。(以 下 『朝鮮王朝 実録 』 は 『実録 』

と略す。)

なお漢文 につ いでは 「国史編纂 委員会(号 朴週尋 ♀TL、NationalHistoryCompilationCommittee)」

の 「朝鮮王朝 実録DB(THEANNALSOFTHECHOSENDYNASTYDB)」 を参考 に して、解読 した。 「国史編 纂

委員 会」 は、1948年 大韓 民国が政府 を樹 立 した 時に歴史編 纂機 構 の重要性 を認識 して 、大統領令 第

417号 で1949年3月 職 制 を改 めて国史編纂委員 会 を作 った。
2車 賎 者 「白丁社 会の暗憺 な生活状況 に墨論 し衡 平戦線 の統 一を促 す」『開壁』巻5 、7号 、1924年7

月39～45頁(「 白丁社会 到 暗苦尋生活状 ゜ 學論 苛叶 衡平 戦線 到 統b促 哲」『開壁』巻5、7

号 、1924年7月39～45頁)に よ る。
31894年(甲 午の年)か ら96年 にか けての朝鮮 の 内政 改革。 日本 の干 渉 によって成 立 した金 弘集政

権 の下 で、 国政 事務 と宮 中事務 の分離 、科 挙 の廃 止 、銀本位 制 の採 用 、身分 差別 の撤廃 な どの改革

が行 われた。
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消 され た。 しか し、そ の後 も旧 「白丁 」 出身 者 に対 す る差 別 は 強 固に残 り、 近代 にな っ て

差別 を撤 廃す るた め に 旧 「白丁 」 出身者 た ちは1923年4月24日 に衡 平社 を創 立 に した。

この よ うな差 別 意識 は現 在 に も偏 見 と して残 され てい る4。 「白丁 」身 分 の起 源 、職 業、

役務 それ らの個 々 の研 究 は少 ない が 、 「白丁」に対 す る差 別 、 差別 意識 の背 景 とその解 明 、

「白丁 」身 分 の闘 い ・抵 抗 につ い て の総合 的研 究 は ほ とん どな い。 韓 国 での朝 鮮 史研 究 は 、

王 朝史 中心 に な って しま い、 観 点 と方 法 の偏 りの た め研 究テ ー マ が限 定 され て い る。 特 に

被 差別 民 史 の場 合 は ほ とん ど行 われ て い ない 。朝鮮 時 代 の代 表 的 な賎 民 階層 で あ る 「白丁 」

身 分や 「妓 生」研 究 の場合 、初 歩 的 な語源 分 析 と基 礎 史料 の整 理 に とどま る と言 わ れ てい

る5。 これ は 、賎 民 階層 が最 初 か ら支 配 階層 に よって 意 図 的 に研 究 の価 値 を下 げ られ た り、

排 除 され た結 果 で あ った6。

日本 の場合 、活発 な近 世賎 民 身分 研 究 で被 差別 部 落 民 の総 体 を解 明 しつ つ あ り、差 別 意

識 を明 らか に して 、被 差別 部 落 民 に対 す る差 別 の解 消 に貢 献 し よ う として い る。 今 後 、韓

国の被 差 別 民史 の発 展 の た め、 日本 の近 世賎 民 身分 との比 較 史 的分析 が必 要 で あ ろ う。

朝鮮 王 朝初 期 の 「白丁 」 に 関す る研 究 史 をま とめ る と、以 下 の よ うで あ る7。

4私 は 、現 在 韓 国人 の 旧 「白 丁 」出身 者に対 する意識 状 況 にっい2調 査 を した 。2006年8月22日 か ら9月30

日 ま で 、218名 に ア ン ケ ー トを行 っ た 。 まず 、 朝 鮮 時代 の 「賎 民 」 階 層 で あ る 「白丁 」 身 分 に対 して

の質 問 を行 い 、 「白丁 」 とい う言 葉 の イ メー ジや 結 婚 観 に 関す る質 問 を した 。 全 体 的 な分 析 は 、徐 知

延 ・徐 知 伶 「韓 国 に お け る 旧 「白丁 」 に 対 す る意 識 状 況 につ い て 」 『月 刊 ヒ ュー マ ン ライ ツ』(解 放 出

版 社 、2007年2.月 、28～41頁)を 参 照 。
5朴 鍾 晟 『白丁 と妓 生 一朝 鮮 賎 民 史 の 二 つ の顔 一』 ソ ウル 大 学 校 出版 部

、2003年 、12頁 。
6同 上 、4頁 。

7朝 鮮 初 期 の 「白丁 」 に 関 す る研 究 に は 、 次 の よ うな諸 業 績 が あ る。 今 村 靹 「朝 鮮 の特 殊 部 落 」『朝 鮮

風 俗 集 』斯 道 館 、1914年 。鮎 貝 房 之進 「楊 水 尺(ヤ ン ス チ ョク)・ 水 尺(ス チ ョク)・ 禾 尺(フ ァチ ョク)

條 」 『雑 孜 』 第6集 、 自費 出版 、1918年 。 金 台 俊 「『白丁 』 釧 史 的 考 察 」 批 判 社 『批 判 』4、3、1936

年4.月(「 『白丁 』 の 史 的 考 察 」『批 判 』4、3、 批 判 社 、1936年4月)。 姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」 『史 学研

究 』18、 韓 国 史学 会 、1964年 。 平木 実 「朝 鮮 後 期 奴 碑 制 研 究 」 知 識 産 業 社 、 明 治 図 書 、1984年 。 井

上 富 貴 「朝 鮮 ・賎 民 『白丁 』 の 系 譜 」 『現 代 世 界 の差 別 問 題 』 明 石 書 店 、1985年 。 金 永 大 『朝 鮮 の被

差 別 民 衆 』 部 落 解 放研 究 所 、1988年 。 文 詰 永 「高 麗 末 期 朝 鮮 初 白丁 の 身 分 と差 役 」 『韓 国 史 論 』26、

1991年 。 浜 中昇 「高 麗 末 期 ・朝 鮮 初 期 の 才 人 ・禾 尺 」 『紀 要 』 第4号 抜 刷 、東 京 大 学 文 学 部 朝 鮮 文 化

研 究 室 、1997年3月 。李 俊 九 「朝 鮮 後 期 白丁 釧 存 在 様 相:大 丘府 西 上 面 路 下 里 白丁 部 落 暑 吾 忍 皇 呈 」

大 丘 史 学 会 、 『大 丘 史 学 』53、1997年6月(「 朝 鮮 後 期 白丁 存 在 様 相:大 丘府 上 面 路 下 里 白丁 部 落 中

心 」 大 丘 史 学 会 、 『大 丘 史 学 』53、1997年6月)。 李 俊 九 「朝 鮮 前 期 白丁 到 犯 罪 相 叫 齋 民 化 施 策 」

大 丘 史 学 会 『大 丘 史 学 』6、 大 丘 史 学 会 、1998年12.月(「 朝 鮮 前 期 白丁 犯 罪 相 齋 民 化 施 策 」大 丘 史 学

会 『大 丘 史 学 』6、 大 丘 史 学 会 、1998年12月)。 韓 嬉 淑 「朝 鮮 太 宗 ・世 宗 代 白丁 の 生 活 状 態 と強 盗

活 動 」『韓 国 史 学 報 』 第6号 、1999年3.月 。 金 仲 攣 『衡 平 運 動 一 朝 鮮 の被 差 別 民 ・白丁 そ の歴 史 とた

た か い 』部 落 解 放 ・人 権 研 究 所2003年 。朴 鍾 晟 『明相 叫 フ1想 一至 組 週 剋 朴 到 早 望 ・舌 一』刈{≧ 司 叫 ヱ

2003年(『 白丁 と妓 生 一朝 鮮 賎 民 史 の 二 つ の 顔 一』 ソ ウル 大 学 校 出 版 部 、2003年)。 梁 永 厚 「近 世 朝

鮮 の 『白丁 』 と 『奴 碑 』 一 『経 国大 典 』 を 基 に」 沖 浦 和 光 ・寺 木 伸 明 ・友 永 健 三 編 著 『ア ジ ア の身 分
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鮎 貝房 之進 の 「楊 水 尺(ヤ ン スチ ョク)・ 水 尺(ス チ ョク)・ 禾 尺(フ ァチ ョク)條 」8で は 、

楊 水尺 ・水 尺 ・禾 尺 な どにつ い て語 源 的 な解 説 は してい るが 、 『朝 鮮 王朝 実録 』 を参 考 に

して い ない た め、彼 らの 朝鮮 時 代 の生 活 の実 態 を明 らか に して い ない。 そ して 、才人 は研

究 され てい な い。

姜 萬吉 は 「鮮 初 白丁考 」9で 、 『朝 鮮 王朝 実 録』 に記 載 され て い る 「白丁」 の記 事 か ら、

「白丁 」 は 高麗 末期 まで は一 般農 民層 を指 す 意 味で 、朝 鮮 初期 に下層 賎 民 と して 転落 した

と述べ 、 「白丁 」 た ちの 起源 は北方 の遊 牧 民 系 だ と述 べ てい る。 「白丁 」 と改 称 され る以

前 の高 麗 末期 の才 人 ・禾 尺 は流 浪 しなが ら柳器 を製 作 し、狩 猟 ・屠 畜 を した が 、彼 らの屠

畜 の生 活 を重視 して北 方 の遊 牧 民族 系 で 異民 族 出身 だ と主 張 した。 そ して 、 才人 の芸 能 や

才 人 ・禾 尺 が定 着 しなか っ た生活 か らの物 乞 い生 活 、 しば しば 盗賊 とな った こ とを明 らか

に した。 さ らに、彼 らの 生活 、封 建 社会 で の彼 らの位 置 、農 耕 社 会 へ の同化 過 程 を解 明 し

て い る。 しか し、 姜 萬吉 の 才人 ・禾 尺 の研 究 には次 の よ うな疑 問が残 る。 第1に 「白丁」

身 分 の起源 を北 方 の遊 牧 民族 系 で 、 「白丁」 は異 民族 出身 だ と主 張 してい て 、朝鮮 の一般

農 民 と同化 で きな か った こ とは異 民族 と して の 自由奔放 な生活 のた め だ った と主張 して い

る点 で あ る。 『朝鮮 王 朝 実録 』 の記 事 を検 討 す るこ とに よ って 、異 民族 出 身 で あ った と推

論 した。 この よ うな考 え方 か らは朝 鮮 の 「賎 民 」身 分 の形 成 に際 して の 国 内基盤 は全然 な

か った こ とに な るだ ろ う。

第2に 、 なぜ 「白丁 」 が他 の身分 よ り差 別 され た の か 、 なぜ 賎 民 身 分 の なか で一番 低 い

身 分 に な った のか 、そ の背 景 に関 して説 明 され てい な い点 で あ る。 もち ろん 「白丁」 の略

奪行 為 や 強 盗 が一般 農 民 に対 して は否 定 的 な見方 とな っ て広 が って い たの は 当然 の こ とだ

と考 え られ る。

文 詰永 は 「高麗 末 期 朝 鮮初 白丁 の身分 と差 役(課 役 法)」10で 、高 麗 末期 と朝 鮮 初期 との

制 と差 別 』 解 放 出版 社 、2004年 。
8鮎 貝 房 之進 「楊 水 尺 ・水 尺 ・禾 尺 條 」 『雑 孜 』 第6集 、 自費 出版 、1918年 。

9姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」『史 学 研 究 』18 、 韓 国 史 学 会 、1964年 。
1°文 詰 永 「高 麗 末 ・朝 鮮 初 白丁 の身 分 と差 役 」 『ソ ウル 言 葉 研 究 』26

、 ソ ウル 大 学校 、1991年12.月 、

3



「白丁 」 の社 会 的位 置 付 け と差別 を比較 検 討 して、 高麗 時 代 の 「白丁」 の本 来 の性 格 を追

究 してい る。 文 詰 永氏 は、才 人 ・禾 尺 が 改称 され た 「新 白丁」 は、 高麗 時 代 以来 の身分 的

概 念 で あ る 「白丁 」 の性格 を継 承す る もので は な く、新 しい性 格 の 身分 が創 出 され た と論

じて い る。 そ こで は 、高麗 時 代 の 「白丁 」 と朝鮮 時 代 の 「白丁 」 を比較 して相 違 点 を強調

して い る。 ま た、 「白丁 」 の起源 は辺境 の異 民族 流入 と深 く関連 して いて 、朝 鮮 王朝 は彼

らを同化 政策 の対象 とす べ き集 団 と して と らえてい た と論 じ、遊 牧 民族 として の活 発 な性

格 と 自由奔放 な生活 か ら、農 耕社 会 へ の適 応 は もち ろん 、朝鮮 王 朝 時代 の 庶 民 た ち との宥

和 も順 調 で は なか っ た と強調 して い る。

李俊 九 は 「朝鮮 前 期 白丁 の犯 罪 相 と齋 民 化 施策 」11で は、 「白丁 」 た ち の生 活 上 の犯 罪

を検 討 して 「白丁 」 の罪名 とそ の行 刑 を検 討 した。 「異類 」 ま た は 「別 種 」 な ど と して扱

われ て いた 「白丁 」 た ちは本 来 韓 国 の民族 と違 う出身 で農 業 に従 事せ ず 、彼 ら同士 で居 住

して婚 姻 し、彼 らだ けの集 団 を成 して流 浪 しな が ら再 乞 、射 猟 、屠 畜 、柳器 と皮 物製 造 ・

販 売 な どで 自生 しな が ら寒 くひ も じい 時 に は窃 盗 、強 盗 を重 要 な生 活 手段 と して生 きて き

た と述 べ て い る。 この よ うな生 活方 式 は 、彼 らの長 い 間続 けて いた 生活 習慣 と劣 悪 な環境

か ら始 ま った と説 明 して い る12。

韓嬉 淑 の 「朝鮮 太 宗 ・世宗 代 白丁 の生 活 状 態 と強盗 活 動 」13で は、 「白丁 」 の 身分 的 地

位 や牛 馬 に関 わ る犯 罪 問題 と国家政 策 との 関連 を分析 してい る。 そ こでは 、農 民化 政 策 の

失敗 と牛 馬 の屠 畜 業 の盛行 、 また彼 らの 強盗 行為 の様 子 とそ れ に対 す る処 罰 な どを体 系的

に整 理 して い る。 ま た、 「白丁 」 は、職 業 のた め に賎視 され た と韓嬉 淑 は理解 して い る。

韓嬉 淑 に よ る と、 「略奪行 為 、 放火 、 強 盗 、殺 人 な どの一 般 的 な犯 罪 が多 か っ たが 、特 に

牛 と馬 を盗 む 白丁 の集 団 的 な群 盗活 動 は社 会 問題 にな っ た。牛 馬賊 の活 動 が取 りざた され

た の は 、 当時、 牛 と馬 を統制 す るのが 重要 だ っ たか らで あ る。 牛 と馬 は生 産手 段 、交 通 手

59～90頁 。
ll李 俊 九 「朝 鮮 前 期 白丁 犯 罪 相 齋 民化 施 策 」 『大 丘 史 学 』56

、 大 丘 史 学 会 、1998年12.月103～140頁 。
12同 上

、104頁 。
13韓 嬉 淑 「朝 鮮 太 宗 ・世 宗 代 白丁 の 生 活 状 態 と強 盗 活 動 」 『韓 国 史 学 報 』 第6号

、韓 国 史 学 会 、1999年
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段 、 そ して食 料 と して使 われ て 、需 要 が増 加 して値 段 が 上が る こ とにな った。 その た め、

牛 馬 を窃 盗 して生活 し、 肉を販 売 して 生 計 を立 て る集 団 が増 えた。 特 に革 靴 の需 要 が増 え

皮 の値 段 も上 が り、 白丁 に転 籍 す る者 が増 加 す る と同時 に、 牛馬 賊 も増 加 した と考 え られ

る。 ま た、農 耕社 会 のな か で は、農 業 に従 事 せず に牛馬 を屠 畜す る こ とは 、反 社 会 的 異集

団行 為 と認 識 され 、別 類 ま た は異類 と して 区別 され た。 農 民 た ち は彼 らを 同一 の民族 とは

認識 せ ず 、 差別 しは じめた。 白丁 が差別 され た の は、 異 民族 出身 だ か ら とい うよ り、 国家

の基幹 産 業 で あ る農 業 をせ ず に、法 律 で禁 止 され て い る牛 馬 の 屠畜 業 を しなが ら生活 をす

る存在 だ った か らで あ る」14と 述 べ て い る。 ま た 、農 民 た ちが 自 らと区別 して 賎視 しよ う

と した 、性理 学 的 イデ オ ロギー か ら差別 がお こなわ れ た と考 え られ て い る こ と、差別 意 識

が農 民 た ちの性 理 学 的イ デオ ロギー か ら出て きた こ とを論 じて い る15。

そ して 、柳 器製 造 に従 事 して い る才 人 ・禾 尺 な どの 「柳 白丁(コ リベ クチ ョン)」 は社 会

的 に問題 にな らな か った が 、屠 畜業 に従事 して い る 「白丁 」 が 問題 に な った。 「柳 白丁」

の場合 、 自分 自身 の技 術 を利 用 して物 を作 り、 これ を税 金 として国 家 に捧 げ なが ら集 団生

活 を した と考 え られ る。 この よ うな生活 は 、雑役 を担 当 した他 の集 団 の者 と比較 して 特別

とは言 えな い。 問題 にな るの は屠畜 業 に従 事 してい る 「宰 殺 白丁 」集 団の場 合 で あ る と指

摘 してい る。 つ ま り、職 業 のた め に賎視 され た と韓嬉 淑 は理解 して い る。

梁永 厚 の 「近 世朝 鮮 の 『白丁』 と 『奴碑 』一 『経 国 大典 』 を基 に」16で は、 『経 国 大典 』

を基 に 「白丁 」部 落や 生 活 につ い て分析 してい る。 『経 国 大典 』は15世 紀 の半 ば に編集 さ

れ た 朝鮮 王 朝 初期 の諸 法 令集 成 で、 そ の 「才 白丁 団聚 」 条17を 分 析 して 、 「白丁 」 の起 源

は、在 来 の被 差別 民 で あ る才人 ・禾 尺 の伝 統 的 な生 業 と漂 泊 生活 を抑 え、 定住 と混住 を強

3.月 、271～305頁 。
14同 上

、300頁 。
15同 上

、304頁 。
16梁 永 厚 「近 世 朝 鮮 の 『白丁 』 と 『奴 碑 』 『経 国 大 典 』 を基 に 」 沖 浦 和 光 ・寺 木 伸 明 ・友 永 健 三 編 著

『ア ジ ア の 身 分 制 と差 別 』 解 放 出 版 社 、2004年 、79～lo1頁 。
17【 才 白丁 団 聚 】「京 ・外 才 人 ・白丁 蓋 刷

、 分 保 各 坊 各 村 、成 籍 、 有 職 及 安 業 居 生 者 不在 此 限 、本 曹漢 城

府 ・本 部 、 本 道 ・本 邑 、 各 藏 一 件 、 毎 年 考 其 生 産 ・物 故 ・逃 亡 、 啓 聞 、 置 薄 。 逃 亡 者 、 依 徒 ・流 ・

付 庭 人 逃 亡 例 論 」『朝 鮮 王 朝 法 典 集 』 景 仁 文 化 社 、1972年10.月 、476頁 。
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い た 施 策 に よ る と論 じて い る 。 そ して 、 こ の 法 令 は 「白丁 」 に 対 して 日常 の 生 活 様 式 ま で

も 制 限 し、 「白丁 」 部 落 形 成 の 画 期 とな っ た と述 べ て い る18。

井 上 富 貴 の 「朝 鮮 ・賎 民 『白丁 』 の 系 譜 」19で は 、 鮎 貝 の 論 文 や 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 、 韓

国 にお け る 「白丁 」 の 研 究 を 参 考 に し、 彼 らの 系 譜 と 高 麗 末 の 身 分 状 況 を 分 析 して 、 朝 鮮

初 期 に 入 っ て か らの 農 村 の 「白 丁 」 ・都 市 の 「白丁 」 に つ い て 追 求 した 。

浜 中昇 は 「高 麗 末 期 ・朝 鮮 初 期 の 禾 尺 ・才 人 」20に お い て 、 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 な どの 記 録 に

書 か れ て い る 才 人 ・禾 尺 の 様 々 な 名 称 を 整 理 し 、 名 称 変 遷 の 意 味 を 考 察 し た 。 そ し て 禾

尺 ・才 人 そ れ ぞ れ の 生 業 を究 明 し、 史 書 に 比 較 的 多 く登 場 す る 時 期 が 高 麗 末 期 か ら 中 宗 朝

ま で で あ る こ と も 考 察 した 。禾 尺 は 高 麗 時 代 に は 「楊 水 尺 」21、高 麗 末 期 に な る と 「水 尺 」、

朝 鮮 王 朝 時 代 に な っ て 「禾 尺 」 と記 され た とい う22。

ま た 才 人 と い う呼 称 は 高 麗 以 来 変 わ ら な い と述 べ て い る 。 才 人 ・禾 尺 を 北 方 か ら朝 鮮 半

島 に流 入 した 遊 牧 民 系 統 の 異 民 族 出 身 と して 把 握 した 姜 萬 吉 の 研 究 に対 して 「才 人 ・禾 尺

が 牧 畜 に 従 事 して い た とい う形 跡 は な い の で 、 彼 ら を遊 牧 民 系 統 と す る の は 適 当 で は な い

の で あ ろ う。 ま た 、 朝 鮮 半 島 に お い て 恐 ら く才 人 ・禾 尺 は 、 高 麗 時 代 以 前 か ら彼 らに 固 有

の 生 業 に 従 事 して き た の で あ る か ら、 彼 ら を 異 民 族 出 身 とみ な す 必 要 も な い 」23と 、 述 べ

て い る。 「白丁 」 の 起 源 に 関 して は 、 才 人 ・禾 尺 は 、 世 宗5(1423)年 に 国 家 に よ る彼 らの 同

化 政 策 の 一 環 と して 「白丁 」 と され た 、 しか し官 吏 らは しば し ば 「新 白丁 」 と呼 ん で い た

18梁 永厚前掲論 文、80～84頁 。
19井 上富貴 「朝鮮 ・賎 民 『白丁』 の系譜」『現代 世界の差別 問題』 明石 書店

、1985年 、11～46頁 。
2°浜 中昇 「高麗末期 ・朝鮮初期 の才人 ・禾 尺」『紀要』 第4号 抜刷 、東京大 学文学部朝鮮 文化研究室 、

1997年3.月 、47～72頁 。
21『高麗 史』には 「禾尺即楊水 尺」 と書かれ てい る

。『言睾註 高麗史第(世 家四)』 東亜大 学校 出版社 、列傳

巻第47(高 麗 史巻134)辛 偶2(1376年)、174頁 。
22浜 中昇前掲 論文 、50頁 。浜 中氏 によ ると、 「楊 水尺」 の 「楊」 は柳 ・器製作 に 由来す るが、 「水 」は何

を意 味す るのか は分 か らない。 「楊水 尺」 か ら 「水尺 」へ の表 記法 の変化 は柳器 製作者 が高麗 末期 に
su

牛 馬 の 屠 畜 を も行 な うよ うに な っ た こ と と関 連 す る の で は な い か と、み て い る。そ して 「水 尺 」は 「水

尺 」 も 「禾 尺(訓 がSU)」 も 音 に変 わ りは な か っ た こ とか ら何 か 具 合 悪 い 表 記 とみ な され 、 「水 尺 」 が

「禾 尺 」 に な った と推 測 して い る。 才人 ・禾 尺 は 、1423年 に 「白丁 」 と改 号 され る の で 「白丁 」身 分

の起 源 に 関す る部 分 は 究 明 され て い る が 、 そ の 変 遷 で あ る 「楊 水 尺 」 → 「水 尺 」 → 「禾 尺 」 の 具 合 悪

い表 記 で 「水 尺 」 が 「禾 尺 」 に な っ た とい う事 情 解 明 は不 十 分 だ と考 え る。
23同 上

、63頁 。
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と してい る24。

「新 白丁 」は、世宗6(1424)年 か ら出て くるが 、世 宗30(1448)年4 .月9日 に よる と 「歳

甲辰 、改 號新 白丁 、給 田籍 軍 、許 令平 民 相婚 、以 安生 業 。 然 立 法以 後、未 聞平 民 之婚 白丁 、

白丁之 嫁 平 民、 而服 田力 稿者 也 。 」 と、 「甲辰 の年(1424年)、 新 白丁 と改 号す 」 と正 式 に

「白丁 」 は 「新 白丁」 とな った の で、 官 吏 らが 「新 白丁」 と呼 んだ とい う浜 中昇 の主 張 は

誤 りで あ る。

この よ うな 関係 諸論 文 で は、 「白丁 」 は高 麗 末期 まで は農 民層 を指す 普 遍 的 な平 民 身分

だ った のが朝 鮮 時代 で は差別 され た下層 「賎 民 」に転 落 した変 化 の過程 は 明 らか に した が 、

「白丁 」 の 起源 や 差別 され た の原 因 を適切 に追 究 した もの は少 な い。 高麗 末 期 か ら朝鮮 初

期 に現 れ るい ろい ろ な形 態 の身 分 の動揺 や 社 会構 造 の変 化 の な かで 、 下層 民 の総 合 的研 究

は ほ とん どな か った。 「賎 民」 階層 は最初 か ら支 配 階層 に よっ て排 除 され 、 意 図的 に研 究

の価 値 を下 げ られ て しま った とい え よ う。

しか し、朴 鍾 晟 の 「白丁」 の研 究 は、起 源 や 差別 され た原 因 を歪 曲な く追 究 した と考 え

られ る。 『白丁 と妓 生一 朝鮮 賎 民 史 の二 つ の顔 』25では 、従来 の研 究 とは違 う視 角 で 、 「白

丁 」 につ い て論 じて い る。 朴 鍾 晟 は、 朝鮮 王 朝 時代 の 「賎 民 」 階層 史 を 中心 に 『朝鮮 王 朝

実録 』 と、 文学 作 品 の なか に書 かれ て い る 「白丁」 と妓 生(キ ーセ ン)に つ い て分 析 を して

い る。 朴 鍾 晟 の二 つ の考 えをみ て み る。一つ は、「白丁 」と妓 生 は王 朝 国家 朝鮮 の賎 民 を代

表 す る職 種 で 、「白丁」は男性 賎職 、妓 生 は女 性賎 職 で あ る と主 張 して い る こ とで あ る。 二

つ 目は 、彼/彼 女 らの存在 理 由は別 にあ った と述 べ て い る こ とで あ る。 朝 鮮 身分 制社 会 の

なか で政 治 的 に考案 され 、差 別 が歴 史 的 、文 化 的 に助長 され た結 果 として 理解 す る必 要 が

あ る。 つ ま り、彼/彼 女 らがお かれ た 身分 の形態 は、 王朝 政治 権 力 の意 図 的不 平 等 の措 置

と無縁 でな く、 抑圧 の メカ ニズ ム の なか で、 もっ とも閉鎖 的 で一 方 的 な圧 迫 の対 象 と され

た と考 察 してい る。 しか し、差 別 の対 象 に な った理 由 と 「白丁 」身 分 に対 す る差 別意 識 の

24同 上、68頁 。
25朴 鍾晟 『白丁と妓生一朝鮮賎民史の二つの顔一』ソウル大学校出版部、2003年 。

7



分 析 は で き て い な か っ た 。

「白丁 」 の 抵 抗 ・闘 い に 関 す る研 究 は 、 林 巨 叱 正(イ ム ゴ ジ ル ジ ョ ン)26の 乱 の 研 究 が あ

る 。 林 巨 叱 正 は 黄 海 道 楊 州 牧 「白丁 」 出 身 で 、 朝 鮮 時 代 三 大 盗 賊27と も 呼 ば れ て い た 。 林

巨 叱 正 に 関 し て は 、 以 下 の よ うな 研 究 が あ る 。

朝 鮮 時 代 の 群 盗 研 究 に最 も権 威 的 な 存 在 で あ る韓 嬉 淑 は 、林 巨 叱 正 の 乱 に つ い て 、「林 巨

正 の 乱 は 、 当 時 朝 鮮 時 代 の 全 体 を混 乱 させ る 事 件 で あ り、 長 い 間 人 々 の 話 題 に 上 っ た 。 こ

の 事 件 に つ い て 多 く の 人 々 が 注 目 して い て 、林 巨 正 を 見 て い る視 覚(殺 人 や 盗 み を よ く働 く

残 虐 な 盗 賊 林 巨 正 、盗 ん だ も の を貧 しい 人 々 に配 っ た 義 賊)は 多 様 で あ る。 しか し時 代 的 状

況 をみ る と、 林 巨 正 の 乱 は 、 農 村 か らや む を 得 ず 流 浪 す る しか な か っ た 没 落 農 民 や 小 商 人

らが 集 団 で 盗 賊 団 を 作 っ て 、 土 地 を 拡 大 し な が ら社 会 ・経 済 的 矛 盾 の 責 任 を農 民 た ち に転

嫁 す る功 臣 ら に 対 し て 積 極 的 に抵 抗 した と も い え る だ ろ う。 ま た 、 こ の 乱 は 農 民 の 抵 抗 が

発 展 す る 過 程 の な か で 起 き た 、 郡 盗 の 形 を 借 りた 、 最 高 の 抵 抗 の 形 で あ る。 乱 は 、 黄 海 道

か ら京 畿 道 ・平 安 道 ・江 原 道 に 渡 っ て 行 わ れ 、 朝 鮮 全 体 に影 響 を及 ぼ した 賊 乱 で あ る 。」28

と主 張 して い る。

そ して 韓 嬉 淑 は 「身 分 差 別 を 受 け て い た 「白 丁 」・賎 民 た ち が 集 ま っ て 盗 賊 と な っ た の で

あ る。 林 巨 正 らの 攻 撃 の 対 象 は 、 両 班 で あ っ た 。 交 通 路 ・国 家 の 品 物 の 運 搬 路 ・商 業 の 流

通 路 な ど を集 中 的 に 攻 撃 した 。 しか し、 こ の過 程 で 農 民 た ち の 被 害 も少 な く な か っ た 。 …

…腐 敗 した 支 配 層 に は 恐 ろ しい 存 在 に
、 逼 迫 され た 民 た ち に は 正 義 の あ る英 雄 と して 思 わ

れ て い た 。こ の 二 つ の イ メ ー ジ は 、歴 史 の ア イ ロニ ー で あ ろ う。」29と韓 嬉 淑 は述 べ て い る 。

韓 嬉 淑 だ け で は な く 、 他 の 歴 史 学 者 た ち も社 会 的 混 乱 期 で あ っ た 朝 鮮 中期 に 登 場 した 盗 賊

林 巨 叱 正 を 注 目 して い る3°。

26イ ム ゴジル ジ ョンで あるが、林 巨正(イ ム ゴジ ョン ・イム コ ッチ ョン)と も呼ばれ ている。研 究者 に よ

って 「林 巨正 ・イム ゴジ ョン ・イ ムコ ッチ ョン」 と異な ってい るが、筆者 は、林 巨叱正 とす る。
27洪 吉童(1440～ 不 明

、非嫡 出子)、 林 巨叱正(不 明～1562、 「白丁」 出身)、 張吉 山(不 明、広 大出身)
28韓 嬉淑 「林 巨正が乱 を起 こ したわけは」『明 日を開 く歴 史』第5号 、2001年5.月 、18～19頁 。
29韓 嬉淑前掲論 文

、13～19頁 。「朝鮮 中期の貧官 汚吏 を篭絡 した林 巨正」『歴 史批評15』1991年11月 、

331～337頁 。
3°李 正守 「16世 紀 黄海道 の米 穀生産 と商品流通:林 巨正の乱 と関連 して」『釜 大史学』 第19輯 、釜 山
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日本 で は 波 田 野 節 子 は 「〈 林 巨 正 〉 の 「不 連 続 性 」 と 「未 完 成 」 に つ い て 」31、 「<林 巨

正 〉執 筆 第 二 期 に 見 られ る"ゆ れ"に つ い て」32を 発 表 した。 本 稿 の 論 点 とは違 うが 、波

田野節 子 は小説 『林 巨正 』33全 体 の 執筆 過 程 とそ の過 程 で利 用 した 『朝鮮 王 朝 実録 』 の記

事 を本 格 的 に考 察 し、『朝鮮 王 朝 実録 』 と小 説 『林 巨正』 との 関係 につ いて分 析 して い る。

波 田野 は、小 説 『林 巨正 』 の新 聞連 載本 と単 行本 を比較 して 、連 載 日や 作 品 の なか で の時

間の流 れ 、『朝 鮮 王朝 実 録 』の記 事 との比較 な ど、一 目瞭然 に分 か る よ うに整理 した 多様 な

表 を作 成 した。 波 田野 は 「小 説 『林 巨正』 の前 半部(鳳 丹編 、皮 匠編 、両 班編)と 後 半部

(義兄 弟 編① ～ ③ 、火 賊編 ① ～④)に 分 け て、 そ の 間の期 間 を"不 連続 性"と して み てい

る。 そ して"未 完 成"の 原 因 は そ の"不 連 続 性"に あ る」 と述 べ て い る34。

文学 界 で は林 巨 叱正 と碧初35洪 命 悪(ホ ン ミ ョン ヒ)に つ い て の小説 『林 巨正 』 に 関す る

研 究36が 進 ん で い る 。碧 初 洪 命R(1888年 ～1968年3月5日)は 、1888年 忠 清 北 道 の 椀 山 で 、

大 学 歴 史 会 、1995年 、259～289頁 。 「16世 紀 の盗 賊 の 発 生 とそ の 経 済 的 な 意 味 」 『韓 国 史 研 究 』92、

韓 国 史研 究 会 、1996年 、69～107頁 。 李 道 男 「朝 鮮 時 代 楊 州 地 方 史 研 究 」建 国 大 学 大 学 院 博 士 論 文 、

2003年2.月 。
31波 田 野 節 子 「〈林 巨 正 〉 の 「不 連 続 性 」 と 「未 完 成 」に つ い て」『朝 鮮 学 報 』第195輯

、2005年4.月 、

120～132頁 。

32波 田 野 節 子 「〈林 巨正 〉執 筆 第 二期 に 見 られ る"ゆ れ"に つ い て 『朝 鮮 学 報 』 第199・200輯
、2007

年7月 、197～202頁 。
331928年11

.月～1940年10月 ま で 『朝 鮮 日報 』 に 連 載 、新 聞 の廃 刊 後 の1940年 『朝 光 』 に最 後 の 一 話

を発 表 す る ま で 、12年 間全1118話 を 連 載 した 。 新 幹 会 幹 部 だ っ た 洪 命 恵 は 、 抗 日運 動 で 留 置 場 に行

っ た り、健 康 が 悪 化 した り して 、連 載 と 中断 を繰 り返 した が 、1940年 に 完 全 に 中断 して 、未 完 成 で 終

わ っ て し ま っ た。2003年 に 小 説 『林 巨 正 』(四 季)全10冊 が 出版 され た 。1鳳 丹 編 、2皮 匠 編 、3両

班 編 、4義 兄 弟 編 ① 、5義 兄 弟 編 ② 、6義 兄 弟 編 ③ 、7火 賊 編 ① 、8火 賊 編 ② 、9火 賊 編 ③ 、10火 賊 編

④ で あ る。1の 鳳 丹 編 、2の 皮 匠 編 、3の 両班 編 は 、 出身 以 外 は架 空 の ス トー リで あ る。4～6ま で の

義 兄 弟 で は重 要 登 場 人 物 で あ る林 巨正 と徐 林(ソ リ ン)以 外 の 人 物 は 仮 構 の 人 物 で 、 説 話 や 外 史 、他 の

小 説 を モ チ ー フ に して い る。7～10の 火 賊 編 は 林 巨正 の 火 賊 の結 成 ス トー リで あ っ て 、1934年 ～1940

年 ま で の7年 間執 筆 した 。 韓 国 文 学 史 上歴 史 的 事 実 を 大 河 的 に 書 い た小 説 で あ る。
34姜 玲 珠 「〈林 巨 正 〉 の創 作 過 程 と 『朝 鮮 王 朝 実録 』」 『韓 国 現 代 文 学 研 究 』 第20輯

、2006年12.月 、

14～16頁 。
35洪 命 悪 の別 名

。
36小 説 『林 巨 正 』 に 関す る研 究 は

、 次 の よ うで あ る。

韓 国 で は 林 榮 澤(イ ム ヒ ョン テ ク)・ 姜 玲珠 編 『碧 初 洪 命 恵 の 『林 巨 正 』研 究 資 料 』 四 季 出版 社 、1996

年 。(『 司 室'00司 斗 『望 列 相 』 到 望 子 叫 豆 』 神 洲 租 暑 暑 朴 、1996年)。 林 榮 澤 ・姜 玲 珠 『碧 初洪

命 悪 『林 巨 正 』の 再 認 識 』 四季 出版 社 、1988年(望 碧 引 ・な 唱手 遍 『碧 初 洪 命 悪 『林 巨 正 』潮 刈呈 咽 』

朴 刈 租 暑 暑 朴 、1988年)。 姜 玲 珠 『碧 初 洪 命 恵研 究 』 創 作 と批 評 社 、1999年(『100=1望 子 』

を4斗 日1瑠 朴 、1999年)。

日本 で は 、波 田野 節 子 の研 究 が 多 くあ る。「洪 命 憲 の 東 京 留 学 時 代 」『新 潟 大 学 言 語 文 化 研 究 』第6号 、

2000年 。 「洪 命 憲 が 東 京 で 通 っ た 二 つ の 学 校 」科 研 報 告 論 文 集 『朝 鮮 近 代 文 学 者 と 日本 』2002年 。 「獄

中 の 豪 傑 た ち一 一 洪 命 悪 と李 光 株 が東 京 で 共 有 した 世 界 一 一 」『大 谷 森 繁 古 稀 記 念 朝 鮮 文 学 叢 』 白帝

社 、2002年 。 「00弁 叫 入レ翌釧OO1」 『暑 昇4井 』2003年 秋 号 。 『林 巨 正 』 の 「不 連 続 性 」 と

「未 完 成 」 につ い て 」 『朝 鮮 学 報 』195輯 、 朝鮮 学 会 、2005年4月 、89～141頁 。
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豊 山洪 氏 秋轡 公 派 両班 の長 男 と して生 まれ た 。名 門両班 出身 の作 家 は洪命 悪 だ けで あ り、

非 常 に例 外 的 な 存在 とい え る37。 小説 『林 巨正 』 は 、朝鮮 時代 の下 層 民 の生 活 の 生 々 し さ

描 写 を通 じて近 代 的 リア リズ ム小説 の典 型 を提示 し 「生 きて い る最 高 の我 が言語 辞典 」 と

称 され る程 、土俗 的 の使 用法 に優 れ てい た38の で 、文 学 界 では活 発 に研 究 が行 われ て い る。

文学 界 で最 も有名 な研 究者 は姜玲 珠 で あ る。姜玲 珠 は 、1996年 に林 榮澤 と 『碧 初洪 命b

と林 巨正 の研 究 資料 』(四 季)を 発 表 、1999年 に 『碧 初洪 命 悪研 究』(創 作 と批 評社)を 発

表 、2004年 に は 『洪 命 悪 の評 伝 』(四 季)を 発 表 した 。

そ して 『朝 鮮 王朝 実 録 』 の林 巨 叱正 の記 事 と小説 『林 巨正 』 を比 較 して 、 作家 洪命 悪 は

どの よ うに 『朝鮮 王朝 実録 』 を利 用 した のか につ い て研 究 論文 「〈林 巨正 〉の創 作過 程 と

『朝鮮 王 朝 実録 』」 を発 表 した。 この論 文 で姜 玲珠 は 「『明宗 実録 』 には 、林 巨正 一 党 の約

3年 間48件 の活 動 関係 の記 事 が あ り、 主 に朝 廷 で大 臣 らが報告 した啓(報 告 文)と 伝 教(王

が各官 庁 に送 る文)、 そ してそ の過 程 で行 われ た議 論 が記 載 され て い る。そ のな かで は 、実

際 に林 巨正 の名 前 が 出て くる記 事 が何件 か あ り、彼 の名 前 が な くて も林 巨正一 党 の仕 業 だ

と推 測 され る記 事 は多 数 あ る。 … …鳳 丹編 、皮 匠編 、 両班 編 、義 兄 弟編 の林 巨正 は 、男 ら

しくて火 賊 の大 将 に なれ る く らい の気 質 を持 っ てい る人 物 で 、反 抗 的 で あ りなが ら、 一貫

性 の あ る愚 直 な性格 を持 っ てい る人 物 として描 かれ て い る。 しか し、火 賊 編 の林 巨正 は、

乱 暴 な指 導者 で部 下 を殺 した り、妻 の ウンチ ョン(金 善)に 暴 力 を振 った りす る人物 と し

て描 かれ て い る。 小説 の な か の林 巨正 の 一党 は、民 のた め に闘 う義 賊 で はな く、略 奪行 為

を行 い 、彼 らが裕 福 に暮 らす こ と しか 考 え てい ない 人 物 で あ る」39と 述 べ て い る。

と ころで 、崔 ユ ング は、林 巨叱正 は義賊 では な く、 た だの 暴力 的 な人 物 っ ま り小説 『林

巨正』と同様 な盗賊 に違 い ない と述 べ 、歴 史学 界 の常識 一林 巨叱正 義賊 説 を批 判 して い る。

少 し長 い が、 崔 ユ ン グは韓 嬉 淑 の研 究 に対 して次 の よ うに述 べ てい る。

37波 田野節子 「『林巨正』の 「不連続性」と 「未完成」について」『朝鮮学報』195輯
、朝鮮学会、2005

年4月 、91～92頁 。
38金 徳珍著者、藤井正昭訳者 『年表で見る韓国の歴史』明石書店、2005年 、308頁 。
39姜 玲珠前掲論文

、39～41頁 。
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「韓 嬉 淑 は 、 林 巨 正 の 乱 の研 究 の 代 表 者 的 な 存 在 で あ る 。 彼 女 は 歴 史 研 究 者 の 立 場 か ら

小 説 『林 巨 正 』 と 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 の 林 巨 叱 正 を 丁 寧 に 比 較 した 。 小 説 『林 巨 正 』 に つ い

て は 、 多 く の 史 料 を 反 映 し よ う と して い た と韓 嬉 淑 は 述 べ た 。 ま た 小 説 な か の 歴 史 的 人 物

や 事 件 に つ い て も 、 記 録 が 持 っ て い る 客 観 性 を生 か して 視 覚 的 な 形 を 作 っ た と分 析 し て い

る。 … … 洪 命 恵 に つ い て 韓 嬉 淑 は 、 歴 史 的 人 物 や 事 件 を 歪 曲 して い な か っ た と述 べ 、 歴 史

的 事 実 と歴 史 的 想 像 力 を 一 っ の概 念 と関 連 して"正 しい 歴 史 意 識"と"現 実 を 正 し くみ る

こ と が で き る意 識"を 持 っ て い る と述 べ た 。」4°と、崔 ユ ン グ は 韓 嬉 淑 の 研 究41を 整 理 し た 。

こ の 主 張 に対 して 崔 ユ ン グ は 「大 衆 た ち と歴 史 学 界 が 共 有 して い る 義 賊 林 巨正 とい う誤 解

と偏 見 、 つ ま り文 学 研 究 者 た ち に は 慣 れ て い る 『常 識 』 を 文 学 以 外 の 世 界 で 間 違 っ て 知 ら

れ て い る 状 況 を 正 し く直 す こ とを 目的 と して い る」42と 歴 史 学 界 で の 研 究 を批 判 して い る 。

韓 嬉 淑 だ け で は な く、 他 の 歴 史 学 者 た ち も社 会 的 混 乱 期 で あ る 朝 鮮 中 期 に 登 場 した 盗 賊

林 巨 叱 正 を 注 目 して 、 歴 史 学 立 場 か ら彼 の こ と を鏡 と して 参 考 に し よ う と して い る と説 明

して い る 。 歴 史 学 者 た ち は 「当 時 、 朝 鮮 王 朝 時 代 の 状 況 を み る と 、 林 巨 正 の 乱 は 農 村 か ら

仕 方 な く、 流 浪 す る しか な か っ た 没 落 農 民 や 小 商 人 らが 集 団 で 盗 賊 団 を 作 っ て 、 土 地 を拡

大 しな が ら社 会 的 ・経 済 的 矛 盾 の 責 任 を農 民 た ち に 転 嫁 す る 功 臣 ら に対 して 積 極 的 に 抵 抗

した と も い え る 。 ま た 、 こ の 乱 は 農 民 の 抵 抗 が 発 展 す る過 程 の な か で 起 き た 、 郡 盗 の 形 を

借 りた 、 最 高 の抵 抗 の 形 で あ る。 黄 海 道 か ら京 畿 道 ・平 安 道 ・江 原 道 に 渡 っ て 行 わ れ 、 朝

鮮 全 体 に影 響 を 及 ぼ した 賊 乱 で あ る 。」43と 主 張 して い る 。

しか し、崔 ユ ン グ の 主 張 に 疑 問 が 残 る。 ま ず 、崔 ユ ン グ は 「『朝 鮮 王 朝 実 録 』 と野 史 な ど

4°崔ユ ング 「『林巨正』 の義賊 モテ ィーフ」国民大学校 大学院 国語国文学科 、2007年 、28～31頁 。
41韓 嬉淑 は 「実際

、林 巨正が義賊 だった のか、義賊 ではなか ったのかの問題 は、事実 を超 えて、彼 を時

代 が生んだ一つ の歴 史的 な人物 と して受 け入 れ るこ とにな ってお り、洪命 恵は好 きであ ろ うが嫌 いで

あろ うが林 巨正 を義賊 と して理 解 され る決 定的 な役割 を果た した作家で ある」 と述 べて いる。韓嬉淑
「洪命 恵 の 『林 巨正』のなかで受 け入れ ている歴 史事実 の検討 」『地域学論 集』4、 淑 明女子大学校韓

国学研 究所 、2004年 、238～239頁 。
42崔 ユ ング前 掲論文 、33頁 。
43韓 嬉淑 「林 巨正 が乱 を起 こ したわ けは」『明 日を開 く歴 史』第5号

、2001年5月 、18～19頁 。李正 守
「16世 紀 黄海 道 の米穀 生産 と商 品流通:林 巨正の乱 と関連 して」釜 山大学歴史会 学術誌論 文、1995

年。 「16世 紀の盗賊 の発 生 とそ の経済的 な意 味」『韓 国史研 究』92、 韓国史研 究会、1996年 。李道 男
「朝鮮 時代楊州 地方史研究 」建 国大学 大学院博 士論 文、2004年2月 。
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の、林 巨正 の義賊 行 動 につ い て は何 も書 か れ てい な い」 と断 言 してい る。だ が、「京 畿 か ら

海 西 に至 るま で衙 前(朝 鮮 王 朝 時代 の 地方 官衙 の吏 属)た ちは皆 林 巨正 らと密 か に 内 通 し

て い た ので 官衙 で捉 え よ うと した ら、 そ の機 密 が漏 洩 しま った 」や 「京 畿 道 ・黄 海道 の周

辺 の 吏民 た ち は林 巨正 と闇 か ら闇 まで葬 って い たか ら、 と らえ よ うとした ら、す ぐに そ の

情 報 が林 巨正 に流れ て いた 」44と い う史料 は多 く存在 す る。『明 宗実 録 』 巻26、15(1560)

年12月1日(壬 辰)の 条 には 、 「猿桿 之 魁 、囎 聚 齊 民、 遂成 大 黛 、如 獲 首謀 、 則脅 從 可赦 。

況 無享 之 民、多 有 牽連 、亦 可衿 側。 究 察 情　 、宜加 撫 憧。 窮 村 之 民、畏 其報 復、不能 拒 却 、

在 所不 免 。 埜穀 之 下 、不 畏 國法 、利 其 分財 、容 隠賊 窯者 、比 比 有之 。令 刑 曹 考 閲、窮 極 推

治 、讐 動 聞見。 至於 外 方 容 隠養 賊 者 、令 其 道 方 伯 、秘 密 訪 問 、依 律 痛 治。 」45と 書 かれ て

お り、下 線 の部 分 は 、林 巨叱 正 の義 賊 の 姿 を示 して い る。

韓嬉 淑 の 主張 につ いて 崔ユ ン グは、「実 際存 在 した林 巨正 は治者 に対 して 本 能的 に抵 抗 を

した か も知れ ない。 しか し、 意識 的 な反 乱 者 で は ない よ うに描 いて い る小説 林 巨正 の キ ャ

ラ クター が 文学研 究者 た ちに は小説 『林 巨正 』 の限 界 と して よ く言 われ て い る こ とを韓 嬉

淑 は知 らな い ことは確 か だ」46と批 判 して い る。つ ま り先 に述 べ た韓 嬉 淑 の 「3年 とい う長

期 間 の林 巨正 の活動 は農 民層 とのつ なが りが あ った か らこそ で きた 」とい う主張 に対 して 、

崔 ユ ン グは 「歴 史 の記 録 で あ る 『朝 鮮 王朝 実 録』 と野 史す べ て林 巨正 の義賊 の行 動 につ い

て は何 も書 かれ て い ない 」47と 述 べ て い る。

私 は先 行研 究 を整 理 しな が ら、 い くつ か の疑 問 を持 った 。 まず 一 つ 目は 、 なぜ 林 巨 叱正

の乱や 林 巨叱正 につ いて論 じる とき にい つ も 「盗 賊 で あ るの か 、義賊 で あ るの か」 とい う

ところ か ら出発 す るのか とい うこ とで あ る。 林 巨 叱正 は 、 当時 の3年 間治 者 と闘 った群 盗

の象徴 で あ るが、 現在 は、大 盗 賊林 巨正 ま た は義 賊 林 巨正 の よ うに正反 対 の イ メー ジ と し

て評 価 され てい る。 二 つ 目は、 なぜ 楊 州 「白丁 」 出身 で あ る林 巨正 が 盗賊 、 ま た は義賊 に

44韓 嬉淑 「林巨正が乱を起 こしたわけは」『明日を開 く歴史』第5号
、2001年5.月 、15～16頁 。

45『実録』第20輯 、572頁 。下線は、引用者による。
46崔 ユング前掲論文、31頁 。
47同 上
、63頁 。
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な る しか な か った の か 、 そ の理 由に つ い て は 明 らか に され て い な い こ とで あ る。 ま た 、3

年 間 と らえ られ な か った理 由 も明 らか に して い ない。

以上 、朝鮮 王 朝 時代 の 「白丁 」 関係 諸論 文 を検 討 した結 果 、 「白丁」 の起源 、職 業 、役

務 につ いて の個 々 の研 究 も不 十 分 な もの が あ り、 「白丁 」の起源 、 「白丁」に対す る差別 、

差別 を支 えて きた 意識 、 「白丁 」 の抵抗 ・闘い等 につ い ての総 合 的 な研 究 につ いて は 、 ほ

とん どな され てい な い こ とが わか った。

そ こで 、本 稿 で は 、 「白丁 」 に 関す る総 合 的 な解 明 を課 題 と した。

第1章 で は 、 「白丁 」身分 の成 立 につ い て述べ る。 『高 麗 史』『高麗 史 節 要』お よび 『朝

鮮 王朝 実 録』 な どの史 書 の記 事 を検 討 して朝鮮 初 期 の 「白丁」 の前 身 で あ る才人 ・禾 尺 の

生 活状 態 を分 析 しな が ら 「白丁 」 の起源 につ い て論 じる。

第2章 で は 、才人 ・禾 尺 の社 会 的系譜 を継 承 した 「白丁 」の職 業 を検 討 す るた め、 才人 ・

禾 尺 の職 業 に 関す る 『高麗 史 』・『高麗 史節 要 』 お よび 『朝 鮮 王朝 実 録』 な どの史 書 の記 事

を確 認 、整理 す る。

第3章 で は 、 「白丁 」 に強制 的 に課 せ られ た役 務 を検討 す る。

第4章 で は、 『朝 鮮 王 朝実 録 』 な どの 史書 や残 され た朝 鮮 時代 の文学 作 品 な どに書 かれ

て い る 「白丁」 の記 録 を分析 し、彼 らに対す る差別 処遇 の記 事 を分 析す る。 次 にそ の 差別

を支 え て きた賎視 意識 につ い て論 じる。

第5章 で は 、 『朝鮮 王 朝実 録 』 の記 事 に よ って朝 鮮 後期 に登場 した 「白丁 」 出身 の林 巨

叱 正 の動 きにつ い て述 べ る。
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第1章 「白丁 」 身分 の成 立

身分 制 度 は一般 的法 制化 され 、各 身 分 は世 襲 的 に 固定 され た。 そ して貴 賎 と上 下 の 区別

が設 定 され 、身 分集 団 は封鎖 的 ・排 他 的 な特 徴 を もった。

国家 の時代 区分 に従 ってみ て み よ う。 農 耕 と青 銅器 文 化 を基 に成 立 した最 初 の 古代 国家

で あ る古 朝鮮48で は、支 配 層 、被 支配 層 、最 下 身分 層 の奴 碑 が あっ た49。B.C.2世 紀 ごろ の

夫鯨(扶 鯨;紀 元 前2世 紀 ～494年)の 身 分 制度 は、王 の 下 に貴族 出身 の 「四加(馬 加 、牛

加 、猪 加 、狗 加)」、官 吏 の 「大使(大 使者 、使者)」 があ った 。 そ の下 に 「下 戸 」 と呼 ばれ

た 土着 民 が あ った が 、「下戸 」は牧畜 と農 業 に従事 し、貢 納 を強 要 され て い た。そ して成 興

平 野 を 中心 に した成 鏡 道海 岸 地 方(北 朝鮮 、現 在成 興 市)に は沃 沮 が あ り、そ の南 には東 減

が あっ た。 この二 つ の国 は 、政 治 的発 展 が遅 れ た た めに 王 はい な く、各 部族 は君 長 に よ り

統 率 され て い た50。

古朝 鮮 の後 、満 州 と朝鮮 半 島 に小 国が登 場 した。 古 代 国家 と して発 展 した 国 は高句m.n、

百 済 、新 羅 で あ る。

高句 麗(紀 元 前38～668年)は 、 三 国の な かで もっ とも早 く国家 の体制 を整 え た。 王 と王

族 で あ る 「桂 婁 部 」 が連合 し、 政治 を主導 した。 太祖 王 に よ り国の 体制 が整 備 され 、広 開

土 大王 と長寿 王 の とき には飛 躍 的 に発展 した 。 王の 下 に 「大対 盧(貴 族)」、十 余 等級 の官

吏 が あ った。

百済(紀 元前18～660年)は 、王 の下 に土着 の 氏族 共 同体 が あっ て、「解 氏 」・「燕 氏 」・「筋

氏 」 な どの 八っ の姓 の貴族 が支 配 してい た。

新羅(紀 元前57～935年)は 、「聖 骨 」・「眞 骨 」の骨 制 と六頭 品以 下 一頭 品 まで の 「頭 品

制 度」 の独 特 な身 分制 度 が あ った。 「聖 骨 」・「眞骨 」 は王族 で あ り、六頭 品以 下、 四頭 品 ま

48紀 元前2333年 ごろ壇君が建てた韓国最初の国家
。紀元前108年 中国の漢に滅ぼされた。

49「八條禁法」に 「他人のものを盗んだ者は奴脾にする」 とい う規定があった。
5°石渡延男監訳 ・三橋広夫共訳 『入門韓国の歴史 【新装版】一国定韓国中学校歴史教科書』明石書店、
2001年 、39頁 。
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で は貴 族 で あ った。 三 頭 品以 下 は平 民層 で あ り、官 職 担 当 は 四頭 品以 上 に限 っ た。 しか し

王 族及 び 貴族 と平 民 の間 に官 職 の登 用 、特権 な どで は差 が あ った が、隷属 関係 は なか っ た。

下 層 の身 分 の奴隷 が隷 属 させ られ た。

高麗 時代 は支 配層 ・庶 民層 ・賎 民層 で 身分 が 区別 され てお り、王 室 ・宗親 ・戚 臣 ・功 臣

らは支 配 層 を 占めて いた。 そ して地 方 の 豪族 らは 「郷職 」 を 占めて い た。 しか し科 挙制 度

導 入後 は賎 民及 び奴 隷 を除外 した 王族 ・貴族 、地方 の郷族 は試 験 に よ って登 用 され て い た。

こ うして官僚 制 度 が確 立 した。 これ に高 官や 功 臣 の子 孫 を特別 に採 用す る新 しい制度 が加

わ り、家 系 に よ って官 職 に登 用 され る新 支 配 層 が形成 され た。 この新 支 配層 は徐 々 に文武

官 の正 職 になれ る両班 階層 に なっ てい た。 庶 民層 に は 「南班 」、 「雑 岐 」、 「雑職 」 及 び 良人

層 が あ る。「南 班 」は庶 人層 の なか で地位 が一 番 高 く、宮 中の 内僚職 に就 くこ とが 出来 る階

層 で あ る。宮 中の 日直 や侍 従 な どの仕 事 を して い た。「雑 岐 」は技 術 として官職 につ く階層

で 、地 理 ・律 ・算 な どに従 事 して い た。 「雑 職 」は役 と して官 に仕 えて役 人 にな っ た部類 で

あ り、幕 士 ・門僕 ・電 吏 ・杖 首 ・津 駅 吏 ・部 曲吏 な ど一番 下 の管 理職 につ い た。賎 民 層 は 、

津 尺(津 丁)・ 駅 丁 ・楊 水 尺 ・禾尺 ・才人 ・商 人 ・工 匠 ・樂 工 ・奴碑 及 び郷 ・所 ・部 曲 ・島

民 で あ る。 そ のな か で一番 賎 視 され た 身分 は奴 と碑 だ っ た。奴 と碑 は 、公奴 碑 、 寺奴 碑 、

貴 族や 個 人 に所 属 した私奴 碑 に 区分 され て 、売 買 ・贈 与 ・相続 ・略 奪対 象 にな って い た。

朝鮮 王 朝 時代 の身 分 制 は 、高 麗 の身 分制 度 を受 け継 い た制 度 で あ り構 造 的 に差 はな い。

しか し、高麗 時 代 とは違 っ て庶 子 の差別 が はげ しか った。 庶子 は、 士族 が 忌避 して い た武

官 に 占有 され てい て技 術 官 ・胃 吏 につ く中人 と同様 に両班 と良人 の 中間階層 で あっ た。

法律 上 で 良人 と呼 ばれ た身 分 は 、租 税 ・軍役 ・役 夫 を担 当 した。ほ とん どが農 民 で庶 民 ・

常 人 とも呼 ばれ た。 商 人 ・工 匠 も良人 の身 分 で あ った。

最 下層 身分 の 「賎 民」 は 、 「七般 公 賎」 と 「八般 私 賎」 に分 け られ てい た。 七般 公 賎 に

は、阜 隷(チ ョレ)、羅 將(ナ ジ ャ ン)、日守(イ ル ス)、漕 軍(チ ョグ ン)、水 軍 、峰 軍(ボ ン グン)、

駅 保(ヨ ク ボ)、 八般 私 賎 に は僧 侶 、 喪 輿 ク ン(サ ン ヨッ ク ン)、 工 匠 、巫 女(ブ ニ ョ)、 広 大
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(ク ァンデ 、大道 芸 人)、 私奴 碑 、妓 生(キ ーセ ン)、 「白丁」 が あ る。 同 じ 「賎 民」 で も、

実 際 に は社 会 的 地 位 や 差 別 の され 方 が一 様 で は な か っ た。 社 会 的 に徹 底 的 に 隔離 され た

「白丁 」 は 「賎 民 」 の なか で も一番 低 い 身分 集 団 だ った。

第1節 「白丁 」身 分 の起源 説

「白丁 」 と改 称 され る前 の才 人 ・禾 尺 は どん な集 団 だ った の か。 現在 の 「白丁 」身 分研

究 で代 表 的 な起源 説 は三 つ あ る。 第 一 に姜 萬吉 の 北方 異 民 族説51、 第 二 に衡 平 社 員 た ち に

知 られ て い る伝 説 を土 台 に して い る杜 門洞 七 二 忠 臣説52、 第 三 に朴 鍾 晟 の楊 水 尺 説53が あ

る。

1北 方 異民 族 説

まず 姜 萬 吉 の 「北方 異 民族 説 」につ い て み よ う。

史 料1-A「 兵 曹 啓 、 才人 、禾 尺本 是 良人、業 賎號 殊 、民 皆視 爲 異 類 、差與 爲 婚 、

誠 可憐 欄。 乞 改號 白丁、令 平 民相 婚雑 庭 、籍 其 戸 口、給 閑 田與 多 占陳荒 人 田、使 之

業農 、除 田猟 之役 、翻柳 器 、皮 鑑 筋 角 之貢 、以安 其 生。 其家 計 豊 實有 武 才者 、爲侍

衛牌 、其次 守城 軍、其 中武 才特 異者 、令都 節 制使 取 才、移 報本 曹、更 試 甲士職 叙用 。

若 因イ乃薔 業 、不 事農 桑 、彼 此 流 浪者 、依律 論 罪 、イ乃考 戸籍 、 印令 還 本 、其 中私庭 奴

碑 、聴 本 主 匪庭 、從 之。 」(世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯)54)

姜 萬 吉 は 、 史 料1-Aに よ っ て 、 本 来 良 人 で あ る 才 人 ・禾 尺 は 、 民 衆 か ら み る と 、 彼 ら

51姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」 『史 学 研 究 』18
、 韓 国 史 学 会 、1964年 、492～494頁 。

52衡 平 社 総 本 部 「朝 鮮 衡 平 運 動 の梗 概 」『朝 鮮 及 朝鮮 民 族 』1輯
、朝 鮮 思 想 通 信 社 、1927年 、166頁 。

金 仲 攣 『衡 平 運 動 研 究 』民 営 社 、1994年 、45頁 。 金 永 大 『朝 鮮 の被 差 別 民 衆 』解 放 出 版 社 、1988年 、

3頁 。
53朴 鍾 晟 『白丁 と妓 生 一朝 鮮 賎 民 史 の 二 つ の顔 一』 ソ ウル 大 学 校 出版 部

、2003年 、19～37頁 。
54『 世 宗 実 録 』 巻22

、5(1423)年10月8日(乙 卯)、 『実録 』 第2輯 、559頁 。
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の職 業 が賎 しい 、称 号 も一般 百姓 と違 うこ とに よ り一般 百姓 た ち が彼 ら と結婚 す る こ とを

避 け るこ とを強調 してい た。

史 料1-B「 禾 尺群 聚 、詐 為倭 賊 、侵寧 海 郡 、焚 公癬 □ 民戸 遺判 密 直林 成 味 □ 同

知 密 直 安 沼 □密 直副 使 皇 甫 量 琳 □ 前密 直副 使 姜 笠 等 、 追捕 之 、成 味 等 、 献所 獲 男

女 五 十余 人 □馬 二 百余 匹、 禾 尺即 楊水 尺 」(『 高麗 史 』巻134、 辛 禍8(1382)年4

月55)(□ は 、判 読 不 明の 文字 で 、 そ の文字 数 は原 文 の字数 に よる。 以 下 同 じ)

史料 のな か の 「禾 尺 即楊 水 尺 」 か ら、禾 尺 以 前 に は楊 水 尺 だ った と指 摘 した。 ま た 、次

の史料 を用 い て論 を展 開す る。

史 料1-C「 賊 因 矢 傷 、 不 能 快 走 、 有 一 白 丁 我國有別種人、以射猟結造柳器爲業、異於編眠。名日白丁、自p

前朝之揚水尺.射 賊 二 矢 皆 中 、 猶 不 イト地 。 」(中 宗5(1510)年8.月4日(丁 亥)56)

史 料1-D「 白丁 、 或 称 禾 尺 、 或 称 才 人 、 或 称:.一:p、 其 種 類 非 一 、 国 家 欄 其 不 歯

於 齎 民 也 、 称 白 丁 、 以 攣 薔 号 、 厨 軍 伍 、 以 開 仕 路 、 然 而 至 今 、 遠 者 五 百 鯨 年 、 近

者 数 百 年 、 本 非 我 類 」(世 祖2(1456)年3月28日(丁 酉)57)

史 料1-Cの な か の 「白丁 即 前 朝 楊 水 尺 」 に よ り、 結 局 「白丁 」 の 系 譜 は 、 「白丁 」 以

前 に は 禾 尺 、 禾 尺 以 前 に は 楊 水 尺 だ と論 じた 。 史 料1-Dの 「白丁 、 或 称 禾 尺 、 或 称 才 人 、

或 称 　 粗 、 其 種 類 非 一 、 … … 本 非 我 類 」に よ っ て 遊 牧 民 族 系 出 身 だ と主 張 して い る 。 ま た 、

『朝 鮮 王 朝 実 録 』 の な か の 「白丁 」 は 異 民 族 出身 だ と考 え られ る 記 録 を 挙 げ て い る。

55『高麗 史』巻134
、辛禍8(1382年)4.月 、『言睾註高麗史 第4(世 家 四)』 東 亜大学校 古典研究室、1971

年 、173～174頁 。
56『中宗実録 』巻12 、5(1510)年8.月4日(丁 亥)、 『実録 』第14輯 、453頁 。
57『世祖実録 』巻3

、2(1456)年3.月28日(丁 酉)、 『実録 』第7輯 、121頁 。
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史 料1-Er下 書 諸 道 観 察 使 日 、 才 白丁 、 本 皆 異 類 、 不 事 農 業 、 屯 聚 無 人 之 也 、 專

以 盗 賊 爲 事 」(成 宗7(1476)年7月18日(己 未)58)

姜 萬吉 は 、各 道 の観 察使 に送 る文 書 にあ る 「才 白丁 はみ な異類 」 とい う記 録 を取 り上 げ

て 、 「異 類 」 とい うこ とを強 調 した。

ま た 「白丁」の 系譜 は、「白丁 」以 前 には禾 尺 、禾 尺 以前 には楊 水 尺 で あ って 、才 人 はそ

の系譜 か ら離 脱 した グル ー プ、っ ま り 「白丁 」の起源 も生 活様 式 も違 うグル ー プ で 、「み な

異 類」 の よ うに扱 われ て い た と姜 萬吉 は言 って い る。 高麗 末 か ら朝 鮮前 期 にわ た って書 か

れ て い るす べ ての記 録 か ら 白丁 系(白 丁 ・禾 尺)と 才 人 は、 そ の呼 称 の違 い は あ るが 、彼

らは皆 遊 牧 民系 出身 でそ の生 活 上 の違 い は なか った とい う。『世 祖 実録 』には 「本 非 我類 」、

『中宗 実 録』に は 「別 種人 」、『成 宗実 録 』に は 「本 皆 異類 」 と書 かれ て い る よ うに、「白丁」

も禾 尺 も才人 も皆 異民 族 出身 で あ る と姜 萬吉 は、強 調 してい る。 さ らに 「白丁」 と才人 の

流 浪生 活 は社 会 不 安 を起 こ した と述 べ て い る59。

朝廷 は、彼 らを身 分 的 に は 良人 に扱 い な が ら、 「課 役 」 としての 軍役 を義 務 化 しなか っ

た。 「白丁 」 と才 人 の流 浪生 活 が社 会 不 安 を起 こ した と判 断 した朝 廷 は、 同化 政 策 と して

才 人 ・禾 尺 を 「白丁」と改称 した が 、結 果 的 に は同化 で きなか っ た。 以 下 の記録 を見 よ う。

史 料1-F「 傳 旨各道 観 察使 及 開城 府 留 守、 才 人禾 尺等 、屯 聚 幽居 、不 事農 業 、專

以柳 器 皮物 資生 、故 今 改稻 白丁 、給 田土 、與 平 民雑庭 、相 爲婚 姻 之 法 、載 在 六典 今

聞 、官 吏 人 民等 、 因以新 白丁 爲號 、視 與 平 民 匪別 」(世 宗24(1442)年8月6日(癸

巳)6°)

58『 成 宗 実 録 』 巻69
、7(1476)年7.月18日(己 未)、 『実 録 』 第9輯 、539頁 。

59姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」 『史 学 研 究 』18
、 韓 国 史 学 会 、1964年 、492頁 。

6°『世 宗 実 録 』 巻97
、24(1442)年8月6日(癸 巳)、 『実 録 』 第4輯 、247頁 。
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史料1-Gr前 同知 敦 寧府 事 趙費 上 書 日…蓋 此輩 、本 無 田宅、不 事農 桑、常 以fj乞

資生、飢寒 迫 切、少 則 穿 窯夜 羅、大則 殺人 火 屋、無所 不 至。 歳 甲辰 、改 號新 白丁 、

給 田籍 軍 、許 令 平 民相婚 、以 安 生業 。 然 立 法 以後 、未 聞平 民 之婚 白丁 、 白丁 之嫁

平民 、而服 田力稿 者 也。 蓋 平 民厭 其 異類 而 不欲 婚 嫁 、 守令 視爲 絵 事 而不 給 田宅 、

彼 錐 欲 不盗 、其 可 得乎 。京 外 彊籍 、 此徒過 半者 宜 　。」(世 宗30(1448)年4A9日

(甲 子)61)

史料1-Fは 、 各道 の観 察使 と開城 府 の留 守 に傳 旨(王 の意 見 を官 庁 や 官 吏 に伝 え る こ

と)し た もの で あ る。 「才 人禾 尺 等 、屯 聚 幽居 、不 事農 業 、專 以柳器 皮 物 資 生 、 … …、 官吏

人 民等 、因 以新 白丁爲 號 、視 與 平 民旺別 」(文 中の …… は 中略 を示 す。 以 下 、 同 じ)と 書 か

れ て い る よ うに、 朝廷 は、1423年 に才 人 ・禾 尺 を一 般 百姓 た ち と同化 させ よ うとす る 目的

で 「白丁 」 と改 称 したが 、百 姓 た ち は彼 ら と同 一視 され るの を拒 否 し、彼 らを 「新 白丁 」

と呼び 区別 した。 史料1-Gの 「歳 甲辰 、改 號新 白丁 」を見 て わ か る よ うに、世 宗6(1424)

年 「白丁 」 は 「新 白丁 」 と号 され るよ うに な った。

これ が 「白丁 」 の起 源説 の なか で一番 有力 な 北方 異 民族 説 で あ る。井 上 富 貴 も、 先 に掲

げた史 料1-A～1-Gを ふ ま えて異 民族 起源 説 を今 日の定 説 と して 理解 して い る62。

次 に 、杜 門洞 七 二 忠 臣説 を考 察す る。

2杜 門洞 七 二 忠 臣説

旧 「白丁 」 出身 で あ る金永 大 は 「白丁 」 の起源 説 を次 の よ うに主 張 して い る。 少 し長 い

が、 引用 してお く。

「一 三 九 二年 、 李成 桂 が高 麗 を滅 亡 させ て 李氏 朝鮮 を建 国す るた め に多 くに忠 臣 た ち を

説 得 して李 氏朝鮮 建 国 に同意 を強 要 した。 しか し彼 らの うち、 あ る もの は 自殺 し、 あ るも

マ マ

の は 暗 殺 さ れ た 。 松(現 ・開 城)の 松 岳 山 に 隠 れ て い た 一 部 の 高 麗 の 忠 臣 た ち が 、 現 在 知

61同 上
、 巻120、30(1448)年4.月9日(甲 子)、 『実 録 』 第5輯 、59頁 。

62井 上 富 貴 「朝鮮 ・賎 民 『白丁 』 の 系 譜 」『現 代 世 界 の 差 別 問 題 』 明石 書 店
、1985年 、12～16頁 。
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られ てい る杜 門洞(京 畿道 、 開豊光 徳)の 七 二人 で あっ た。 当 時の松 岳 山は 山林 茂れ る野

生 動物 の棲 息地 で 、彼 ら七二 人 は生 計 の 手段 として 、 野生 動物 を狩 りっ て食糧 に して いた

ので あ った。

七 二人 の 一部 の 中に は、 山 に多 くあ る萩 の木 で環 、 箕(農 具 の一種)を 作 り、野 生動 物

の皮 で革 靴 、太 鼓 、長 鼓 な どをつ く り、食 糧 と生活 必需 品 を物 々交 換 して 生活 を続 け た。

彼 ら杜 門洞 七二 人 は 、 あ くまで 高麗 の 忠 臣で あ って 、李 氏 朝鮮 建 国 に 関係 せ ず 、 高麗 だ け

のた め に最後 まで抵 抗 し続 け る こ とにな る。 や がて 李成 桂 は密 使 を杜 門洞 に送 り、李 氏 朝

鮮創 設 に同意 す るな らば位 と財 物 を与 える と、一 緒 に仕 事 をす る こ とを誘 っ たが 、拒 絶 に

あい 、怒 った李 成桂 は部 下 た ちに命 令 して松 岳 山へ火 を放 った ので あ った。

七 二人 の 中 の多 くの もの は焼 け死 に、 一部 の もの は九死 に一 生 を得 て、 杜 門洞 か ら全 国

各 地方 に分散 す る よ うにな った。 自分 た ち の身分 を隠す た め に野人 として 生活 し、杜 門洞

で 覚 え た手 工業 の腕 前 で製 品 をつ く り、衣 食 住 をまか な って い った 。や が て李 氏 朝鮮 が社

会 的 に身 分制 度 が きび しくな り、農 ・工 ・商 に従 事 す る人 々 を蔑視 す る よ うに なっ た。 手

工 業 に よ って環 、 箕 、太鼓 、長 鼓 、革靴 な どをつ く り、 肉類 を生産 す る もの を 『賎 民 』視

す る よ うにな った 」63と 。 伝 説 を基盤 と して 作 られ た 起源 説 で あ る。

二っ 目の杜 門洞 七二 忠 臣 た ちの志 操説 は 「白丁 」 の先祖 た ちが高 潔 な存 在 ・身 分 で あ る

こ とを強 調 してい る64。

3楊 水 尺起 源 説

先 に も述べ たが 、浜 中昇 氏 は、 才人 ・禾 尺 を北 方 か ら朝 鮮 半 島 に流入 した 遊牧 民 系統 の

異 民族 出身 と して把 握 した姜 萬 吉 の研 究 に対 して 「禾 尺 ・才 人 が牧 畜 に従 事 してい た とい

う形跡 はな い ので 、彼 らを遊 牧 民系 統 とす るの は適 当で はな い で あろ う」65と 述 べ た。

姜 萬吉 は 「白丁 」身 分 の起 源 が 、異 民族 流 入 と深 い 関係 が あ るこ と、彼 らを朝 鮮社 会 に

63金 永大 『朝鮮の被差別民衆』部落解放研究所
、1988年 、3～4頁 。

64金 仲攣 『衡平運動一朝鮮の被差別民 ・白丁その歴史 とたたかい』部落解放 ・人権研究所、2003年 、
46頁 。朴鍾晟 『白丁 と妓生 一朝鮮賎民史の二つの顔 一』 ソウル大学校出版部、2003年 、27頁 。
65浜 中昇 「高麗末期 ・朝鮮初期の才人 ・禾尺」『紀要』第4号 抜刷

、東京大学文学部朝鮮文化研究室、
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同化 させ な けれ ば な らな い対 象 、 また は 定着 させ ざ るを えな い人 々 で あっ た と主張 してい

る。 そ して 、異 民族 と して活 発 さや 生 活 状態 の 奔放 さは 、農耕 を生 活 の 中心 と して 考 えて

い た 当時 の朝 鮮 時代 の庶 民 た ち との宥 和 を難 しく させ て いた と強調 してい る66。

姜 萬吉 の 北方 異 民族 説 は 、果 た して適 切 な もの だ った のか。 韓 国の 「賎 民 」身 分 は 国 内

で 内発 的 に形 成 され なか っ た のか ど うか とい うこ とを検 討 す る必 要 が あ る。

朴鍾 晟 は 、姜 萬 吉 の北 方異 民 族説 につ い て次 の よ うに指 摘 してい る。

「姜 萬 吉 は 、 白丁 の一般 百姓 とは完 全 に相 違 した生活 風 習 を生 ん だ気 質 の 差 は、権 力 に

よ る考 案 物 で はな くて、彼 ら 自身 の政 治 的 な選択 の結果 で あ る と主 張 してい る。 そ して 国

家 が彼 らの経 済 的適 応 を誘 導 した結 果 、 生 まれ た のが そ の身分 で あっ て、意 図 した 文化 の

所 産 だ った と指 摘 してい るが、 しか しこの よ うな指 摘 が正 しい ので あ ろ うか。 特 に 白丁身

分 が なぜ 専制 君 主 時代 に差別 され た のか につ い て は、 そ の構 造 的 な背 景 は相 変 わ らず 分 か

らな い。 果 た して 朝鮮 時代 の賎 民身 分 の起 源 は基 層農 民や 異 民族 の 流入 と関係 して い るの

か疑 問 で あ る。」67と 。 そ して朴 鍾 晟 は 「北方 異 民族 流入 説 は 、 白丁 の存 在 をで き るだ け 回

避 して無 理や りに共存 せ ざる を得 な い集 団 だ と考 え よ うと して い た」 と強 調 してい る。 そ

して 、 「白丁」 の 略奪 行為 、 放火 、強 盗 、殺 人 な どの抵 抗 行為 が あっ た こ とも否 定 的 な見

方 が広 がっ た原 因 で あ る こ とを指摘 して い る。

しか し朴鍾 晟 は高麗 末期 の楊 水尺 の記 録 か らみて 、 朝鮮 時代 まで続 け られ て きた 朝廷 に

対 す る抵 抗行 為 の 動機 はま だ不 明 で あ る こ とも強調 して い る。 また 、姜 萬 吉 の 北方 異 民族

説 は 、朝 鮮 「賎 民 」 の外在 的起源 を合理 化 して 内在 的原 因論 自体 を不透 明 に した と朴鍾 晟

は批判 して い る。 そ の うえ、韓 国 の 「賎 民」 につい て ま だ十分 研 究 され て い ない こ とも指

摘 して い る68。

朴鍾 晟 は 「白丁 」 の起源 説 の虚 構 性 を乗 り越 え る現段 階 の合 理 的 な代 案 は、現 在 に残 さ

1997年3.月 、63頁 。
66姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」『史 学 研 究 』18

、 韓 国 史 学 会 、1964年 、492～494頁 。 朴 鍾 晟 『白丁 と妓 生 一朝

鮮 賎 民 史 の 二 つ の顔 一』 ソ ウル 大 学 校 出 版 部 、2003年 、21頁 。
67朴 鍾 晟 前 掲 書

、21～23頁 。
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れ て い る記録 を総合 して 、 も う一度 該 当部 分 を復 元 ・再現 す る こ とで あ る と し、 そ の なか

で歴 史 の記録 が許 容 す る「賎 民 」階層 の 古典 的 基礎 、 つ ま り集 団 と して の最 下層 の起源 は 、

楊 水 尺 に あ る と論 じてい る69。 これ が起 源 説 の 三 っ 目楊 水 尺 か ら始 ま っ た とい う説 で あ る。

朝鮮 王 朝 時代 の 「白丁 」 の起源 を 「北方 異 民族 」 だ と考 え る と、 朝鮮 の 「賎 民」 身分 の

国 内的基 盤 は な か った こ とに な る。 朴 鍾 晟 は 、姜 萬吉が 「賎 民 」 階層 につ い て の朝鮮 良人

た ちの排 他 的支 配論 理 を強調 しす ぎ てい るので は ない か と指摘 して い る70。

なお 、起源 説 には 、 「夏 萬氏 の塗 山万 国会 に壇 君 の太子 が参 席 した 際 に、 随行 した者 に

臨時 に仕 事 を分 担 させ た が 、そ の 時 に牛 を殺 す役 に 当て られ た者 の子孫 が 白丁 で あ る とい

う説 、股 の 箕子 が 朝鮮 に逃 げて 平壌 に都 市 を 開 き、八 條 の法 を発 布 した時 に犯罪 人 を 『白

丁 』 と した とい う説 、壬辰 倭 乱 の折 の 日本 兵 の捕 虜 説 、 また イ ン ドの被 差別 カー ス ト出身

者 や チベ ッ ト族 だ とい う説 」 もあ る71。 この よ うな説 は実証 的 な根 拠 が ない と考 え られ る

た め、 こ こで は と りあ げない 。

第2節 「白丁 」身 分 の成 立

高麗 時代 に も朝鮮 時代 に も 「白丁 」 身分 が存在 して い た。 高麗 時 代 の 「白丁 」身 分 の概

念 につ い て検 討 す る。 『韓 国民 族文 化 大 百科 事典 』 に よ る と、 高麗 時代 の 「白丁」 は 、軍

役 ・騨 役 な どの特 定 の職 役 を負 担 せ ず に主 に農 業 に従 事 して い る農 民層 を指 して い る。

「白丁 」 とい う名 称 は、 元来 中国 の南 北 朝お よび階 の時代 に無 官者 で あ る平 民 、つ ま り百

姓 を称 して い う言葉 で あ る。

「白丁」 の 「白」 は 「ない」 ま たは 「… で は ない」 とい う意 味が あ る。 「丁 」は 「丁戸 」

また は 「丁人 」 とい う意 味 で 「白丁 」 は 「丁 戸(丁 人)で はな い人 」 を指 して い る。 高麗

時 代 の丁 戸 は16歳 か ら59歳 まで の 民丁 の な かで軍 役 の義 務 を負 って い た人 を言 う。 当時

68同 上
、23～25頁 。

69同 上
、21～25頁 。

7° 朴 鍾 晟 前 掲 書
、19～37頁 。

71井 上 富 貴 前 掲 論 文
、41頁 。
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の軍役 は、 両班 層 が官 職 に従 事 す る権利 及 び 義務 で あ る。地 方 の郷 吏(ヒ ャ ン リ;中 人 階層)

た ちが負 担せ ざるを得 な い義 務 で あ り、騨 民た ちの義務 で あ った騨 役 な ど と同 じ性格 の職

役 で あ る。 したが っ て丁 戸 は 、高m.n時 代 の職 役 に従 事 しな けれ ば な らない 身分 のな か で軍

役 に従 事 す る一 般農 民 層 の意 味 で あ る。 上記 の 理 由 で丁戸 で は な い 「白丁 」 は 、農 業 に従

事 す るが軍役 の義務 を負 って いな い身 分層 だ と考 え られ る。 高麗 時代 の丁 戸 は 、彼 らが負

担 してい る職 役 と しての 軍役 に対す る反 対給 付 と して 国家 か ら軍人 田また は 足丁 ・半丁 と

言 われ てい る名 田を支 給 され たが 、 「白丁」 は職 役 と しての 軍役 負 担 が なか っ たた め 、職

役 に対 す る反 対 給付 と して の名 田は支 給 され な か った。 名 田の支 給 とは実 際 的 な土地 支 給

とい うよ りも、名 田を元 来所 有 してい た職 役 負担 者 か ら、そ の 土地 に関す る租 税 を免 除す

る とい う意 味 で あっ た。 そ の意 味 か ら考 え られ るの は 、 「白丁 」 が 国家 か ら土地 を支 給 さ

れ な か った の は、彼 らの 土地 所 有 につ い て租税 免 除 の恵 み が な か った こ とを意 味す る。

「白丁 」 は土 地 を所 有す る こ とがで きない とい う意 味 で はな い。 高麗 時 代 の 「白丁 」 は

自 ら土地 を所 有 す るこ とが で きた が、彼 らが 所有 す る こ とが で きた 土地 は先 祖 か ら伝 来 さ

れ た 土地(普 通 は、祖 業 田 と呼 ばれ て い た)か 、 開墾 して確保 した土 地 が主 で あ った。

しか し、す べ て の 「白丁」 が 土地 を所 有 す る こ とは で きな か った。 土 地 を所 有 す る こ と

がで き なか っ た 「白丁 」 は 、両 班 ・軍 人 田 ・寺 院 田 な どの私有 地 か 、 国有 ・共有 地 な どの

各 種 土地 を借 りて佃 戸 耕 作 した の で あ る。 つ ま り彼 らは佃 戸(小 作 農)と して 存在 した の で

あ る。

この よ うに 「白丁」 は基本 的 に 軍役 の 義務 もな く、 国家 か ら土地 も支 給 され なか っ た。

特殊 な場 合 のみ 軍役 に選 ん で差 し出 され た り、反 対 給付 と して 土地 を支 給 され た りした。

高 麗 時代 の 「白丁 」 は国 家 の有 事 の際 、 閑人(土 豪 出身 の武 人)・ 学 生 な ど と一緒 に軍役 に

動 員 され た が、 この場 合 に は 国家 は彼 らに 田丁(田 畑)を 支 給 した。 高麗 末 期 に論 議 され た

白丁代 田(毎 年 土 を変 えな が ら耕 作 す る畑)が そ の代 表 的 な例 で あ る。

高麗 時代 の 「白丁」 は職 役 と して軍役 の負 担 は なか っ たが 、一 般雑 役 の負 担 は負 って い
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た。 彼 らは よ く国 有 ・共 有地 の耕 作 ・築城 ・祝祭 ・宮 閾(皇 居)築 造 な どに動員 され た の で

あ る72。 世宗5(1423)年 以前 の 白丁 と以 降 の 「白丁 」 とは性質 が 異 な る。

次 に 「白丁」 身分 の起源 につ い て、今 まで の研 究成 果 をふ ま え なが ら 「白丁」 身 分 の成

立 時期 と 「白丁 」 の社 会 的系 譜 の 二つ に分 けて考 案 す る。

1「 白丁 」身 分 の成 立 時期

朝鮮 王 朝 時代 の 「白丁 」身 分 は 、前 掲 史料1-Aで わか る よ うに 高麗 時代 の才人 ・禾 尺 の

後 身 で 、国 家 が彼 らを農 民化 す るた め 同化 政 策 の一 つ として 世 宗5(1423)年10.月 に一般 農

民 を意 味す る 「白丁 」に改称 した 。 「白丁」の起 源 を考 え るに あた っ て、 才人 ・禾 尺 が 「白

丁 」 と改 称 され た背 景 と大 き な関係 が あ る と考 える。 そ の記録 を検 討 して み よ う。

兵曹 が王 に提 出 した文 で あ る史料1-Aに よ る と、 才人 ・禾 尺 は、 元 は 良人(ヤ ンイ ン)

だ った。 史料 の 内容 に は 「従 事 してい る職 業 が賎 視 され て、 一般 人 とは違 うとみ ん な が言

い 、 「異 類 」 と して見 られ てい る。 そ の 理 由で 一般 人 は 、彼 ら と婚 姻す る こ とは恥ず か し

い と思 って い る。 この よ うな こ とはか わ いそ うで あ る。 白丁 と改号 して ほ しい。 平 民 と婚

姻 させ て戸 籍 に も いれ て 、 閑 田 と陳 荒 人 田を与 え て 、 白丁 を農 業 に従 事 させ るべ き で あ

る」 とい うもので あ る。 これ は、 一般 百姓 と同化 させ る一 方 、狩 猟 して得 た 物 を差 し出す

役 を免 除す る ことに よ り 「白丁 」 の生活 を保 障す る とい うもの で あ る。 つ ま り、 才人 ・禾

尺 が農 民 とは違 って柳 器 業 また は屠 畜 業 に従 事 して い た た め、一般 百姓 た ちは彼 らを賎 し

い と し、 「別 種 」 ま た 「異類 」 とみ な してい た ので 、兵 曹 が そ の才 人 ・禾 尺 を 「白丁 」 と

呼 ぼ うと提議 し、 それ を王 が許 可 して 「白丁 」 とい う名 称 で 呼 ばれ る よ うにな った こ とが

わか る。

しか し、 一般 平 民 た ちは彼 ら と同一 視 され るの を拒 否 し、彼 らを 「新 白丁 」 と呼 び 、差

別 した。 そ の結 果 、史料1-Gの 「甲辰 の歳(1424年)、 新 白丁 に改 號 す 」をみ て わ か る よ う

72『韓国民族文化大百科事典』第9巻
、1993年 、439～440頁 。(韓 国精神文化研究院(編)『 韓国民族文

化大百科事典』第9巻 、1993年)
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に、世 宗6(1424)年 に は 「白丁 」 は 「新 白丁 」 と称 され るよ うに な った73。

世宗6(1424)年 「白丁 」 に対 す る 区別 を な く して 平 民 と婚姻 して 、農 業 に従 事 させ る こ

とを試 み た が、史 料1-Gの 「蓋 平 民厭 其 異類 而不 欲 婚 嫁 、守令 視 爲鯨 事 而不 給 田宅 、彼 錐

欲 不盗 、其 可得 乎。 京 外 弼籍 、此徒 過 半者 宜 　 」 で分 か るよ うに 、守令 らが 同化 政策 を守

らな か った の で、 「白丁 」 た ちは 生活 が貧 し くて物 を盗み 、強盗 を働 い た。世 宗17(1435)

年 には 同化政 策 の 一環 として再 び 才人 、禾 尺 を 「白丁 」 と改 称 しよ うと王 が命 令 し、兵 曹

が各 官 に そ の命 令 を伝 え てい た 。 しか し、 こ の時 も各 官 は 同化 政 策 を従 わ な か っ た ので 、

「白丁 」 は ます ます 差 別 され て い った。

図1「 白丁」 身分 の起源 と変遷

73世 宗5(1423)年10
.月以 前 の 「白丁 」 記 録 は 、 ① 太 宗4(1404)年9月19日(丁 巳)(『 実 録 』 第1輯 、

306頁)、 ② 太 宗6(1406)年6.月5日(癸 亥)(『 実 録 』第1輯 、359頁)、 ③ 太 宗11(1411)年1月3日(甲

子)(『 実 録 』 第1輯 、572頁)、 ④ 太 宗15(1415)年3月8日(丙 午)(『 実 録 』 第2輯 二、54頁)、 ⑤ 世 宗

1(1419)年2.月7日(壬 午)(『 実 録 』 第2輯 、301頁)で あ る。 こ の記 録 をみ る と、 流 浪 民 よ り も一 般

平 民 の 意 味 で あ る。 附 属 〔資料 〕 で あ る 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 所 載 才 人 、禾 尺 、 去 骨 匠 、 「白丁 」 身 分 に

関す る記 事 一 覧 を 参 照 。
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図1「 白丁」身分 の起源 と変遷

「一一 「白丁」身分 の成 立時期一一コ
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楊水尺

(=水 尺)
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宣祖(1567-1608)

才人

白丁

世宗5(1423)年

→ 才人と禾 尺を白丁と改号 →

(良 人身分)

一 → 景宗(1720-24)一 →

屠 市

英祖(1724-76)一 →

庖丁

宰人

世宗6(1424)年 →

才人 と禾尺 を新 白丁と改号

正祖(1776-1800)一 →

屠牛
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～7(1425)年

→才人 白丁 と改号 才人

ト →禾尺 禾尺

ト → 白丁 白丁
L-→ 新 白丁 新 白丁

才白丁
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純祖(1800-34)一 → 憲宗(1834-49)一 → 高宗(1863-1907)

白丁 屠 屠

屠漢 屠漢

房

一→ 文宗(1450-52)一 →

才人

禾尺

白丁

新 白丁

両色 白丁

世祖(1455-68)

才人

禾 尺
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白丁

才白丁

『高麗史』、『高麗史節要』、『朝鮮王朝実録』に より筆者が作成。



「新 白丁 」 は 世 宗6(1424)年 か ら世 祖4(1458)年 ま で み られ る。 同 じ記 録 に 「新 白丁 」

と 「白 丁 」 が 出 て く る の で 「新 白 丁 」 は 「白丁 」で あ る。 「両 色 白 丁 」 は 、1450～1452年(文

宗)ま で み られ る。 『文 宗 実 録 』 に は 「両 色 白丁 」、 「新 白 丁 」、 才 人 、 禾 尺 と 出 て く る の で 、

「新 白丁 」 と 「両 色 白丁 」 は 同 じで 「白 丁 」 を示 す 表 記 で だ ろ う。

禾 尺 が み られ る の は 『世 祖 実 録 』ま で な の で 、禾 尺 は こ の 時 期(1455～1468年)に 「白丁 」

身 分 に な っ た とい え る 。 「才 白丁 」 は 『世 祖 実 録 』 か ら 『光 海 実 録 』 ま で み られ る。 「才 白

丁 」 は 、 才 人 が 「白丁 」 と な っ た 集 団 と 考 え られ る 。 中 期 か ら は 才 人 と 「白丁 」 に 分 か れ

て お り、 こ の 才 人 は 歌 舞 を 職 業 と した 集 団 で 、大 道 芸 人 で あ る 「広 大(グ ァ ン デ)」1と つ な

が る。

世 宗5(1423)年 か ら 『実 録 』に記 録 され て い る 才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」・「新 白丁 」・「才 白丁 」・

「禾 白丁 」 は 全 部 「白丁 」 身 分 で あ る。 そ して 彼 らの 生 活 習 慣 と職 業 は 、 高 麗 末 の 楊 水 尺

と 同様 で あ る こ と か ら、 楊 水 尺 が 源 流 と い え る だ ろ う。

な お 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 の な か に 記 載 され て い る 「白 丁 」 「才 人 」 「禾 尺 」 な どの 関 係 記 事

を 一 覧 表 に し た も の が 巻 末 の 〔資 料 〕 で あ る 。 そ れ に よれ ば 、 「白丁 」 と い う呼 称 は 、 太 宗

6(1406)年6月5日 付 が 初 見 で 、 光 海2(1620)年6月 ま で は 頻 出 す る が 、 そ れ 以 降 「白丁 」

と して 登 場 す る の は 景 宗2(1722)年3月27日 付 で 、約100年 間 そ の 名 称 は 出 て こ な い 。『景

宗 実 録 』か ら 『高 宗 実 録 』ま で は 「白丁 」は 一 例 の み で 、「屠 市 」、「庖 丁 」、「宰 人 」、「屠 牛 」、

「屠 漢 」、 「房 」、 「屠 」 と して11件 の 記 載 が み られ る 。 そ れ ら11件 を 表 に ま とめ る と 次 の

通 りで あ る。

1朝 鮮 時代 の 「賎民」身分 の一つで 、柳器 を製造 し、流浪 しなが ら歌舞 の生活 を していた。
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表1-1『 朝 鮮 王 朝 実 録 』 ・ 『高 宗 純 宗 実 録 』 所 載 「白丁 」 ・ 「屠 市 」 ・ 「庖 丁 」 ・ 「宰 人 」 ・ 「屠 牛 」 ・ 「屠 漢 」 ・ 「房 」 ・ 「屠 」 に 関す る 記 事

年 代 呼称 内容 出展

景 宗2(1722)年3月27日(壬 子) 屠市 武 術 が 優 れ て い る 人 をた と え て 「屠 市 」 と語 っ た。 『実 録 』 第41輯 、201頁

景 宗3年(1723)年3月13日(壬 辰) 屠市 汚 く 、 醜 い こ と を た と え て 「屠 市 の 間 の 悪 少 年 」 と 語 っ た 。 『実 録 』 第41輯 、284頁

英 祖15(1739)年2月22日(己 亥) 庖丁 右 議政宋 寅明は 王に 申 し出た。仕 事 が順 調 である ことをた とえ 『実 録 』 第42輯 、618頁

て 「庖 丁 が 牛 を さ ば く よ うに 」 と語 っ た 。

英 祖23(1747)年4月5日(甲 子) 宰人 王 は 、 禮 曹 判 書 と参 判 金 爾 魯 に 命 令 した 。 『実 録 』 第43輯 、245頁

祭 享(祭 司)は 、 犠 牲 が 大 事 で あ る の で 、 祀 官 は 宰 人 を 連 れ て 攣

刀 で犠牲 を割 り、祝史 は各盤 に命 令 を して毛血 を取 る ことを今

回 の 大 享 か ら禮 文 に よ っ て 行 い な さ い と命 じ た。

純 祖9(1809)年6月5日(甲 午) 白丁 王は朴孝成 の報告 書 をみ て、 開城 府 にく石 を投 げた事 件」 につ 『実 録 』 第47輯 、631頁

い て 大 臣 に 質 問 した 。 そ の 事 件 に つ い て 、 金 思 穆 は 王 に 次 の よ

うに 答 えた 。 「私 は よ く わ か り ませ ん が 、 閻 巷 の 間 に 、 い わ ゆ る

白 丁 と言 わ れ て い る 者 が お り 、 とて も 賎 者 です 。 な の で 常 人 と

同 様 な 行 動 は で き ま せ ん が 、 今 日聞 く と 、 該 府 に 住 ん で い る 白

丁が婚嬰 する ときに冠服 を着 て 日傘 を使 用 したので 邑の人 々は

騒 ぎ を 起 し、 冠 服 を 貸 した 人 に は 乱 打 を し ま し た 。 そ して 冠 服

を着た 白丁の家 を壊 し、本府 に白丁が 冠服 を着 た罪 を厳 しく罰

し な い と い う理 由 で 起 こ っ た 人 々 が 数 十 人 集 ま っ て 石 を 投 げ ま

し た 」 と答 え た。

純 祖9(1809)年6月11日(庚 子) 屠漢 開城 留 守 韓 致 慮 は 、 最 近 起 きた 乱 に つ い て 申 し 出 た 。 そ の 人 々 『実 録 』 第47輯 、632頁

は 屠 漢 で あ る。

憲 宗6(2842)年6月5日(壬 午) 屠牛 【屠畜禁止法 】 『実 録 』 第48輯 、490頁

領 議 政 趙 寅 永 は 、 王 に 申 し出 た。 個 人 的 に 屠 畜 す る こ とを 禁 じ

る 法 を 作 る こ と を 頼 ん だ 。 そ の な か に は 「屠 牛 」 の 記 載 が あ る。

高 宗2(1865)年10月4日(乙 末) 屠漢 議 政府 は王に報告 した。 京畿監 司愈致 善の報 告に よる と、 高陽 『高宗純 宗実録 上』199頁

屠 漢 で あ る 李 石 東 は 、 楊 州 居 朴 甲 京 を殺 害 し 、 牛 を盗 み 、 屠 畜

を お こ な っ た と い う。 そ の な か に は 「屠 漢 」 の記 載 が あ る。

高 宗29(1892)年6月10日(丙 申) 房 王 は 廟 の 手 順 と 関 連 して 、次 の よ う に減 免 した 。市 民 の 孫 役 は2 『高 宗 純 宗 実 録 中』421頁

ヶ 月 に 限 っ て 、房 賄 は10ヶ 月 に 限 っ て 特 別 に減 免 す る よ うに 免

じ た

高 宗29(1892)年7月18日(癸 卯) 屠漢 議 政 府 は 、 税 穀 の 問 題 に つ い て 王 に 申 し出 た 。 最 近 牛 の 値 段 が 『高 宗 純 宗 実 録 中』431頁

上 が り 、年 貢 と して あ る 地 域 は 「年 貢 と して 牛 を 収 納 す る」 と

あ る 。 そ の な か に は 「屠 漢 」 の 記 載 が あ る 。

高 宗35(1898)年12月9日(陽 暦) 屠 前 参書官 安泰遠 の民会 に関す る上疏。最 近町 の様子 について報 『高宗純 宗実録 下』77頁

告 した 。 そ の な か に は 「屠 」 の 記 載 が あ る 。

表1-1か ら 「屠 市 」、 「庖 丁 」、 「宰 人 」、 「屠 漢 」、 「房 」、 「屠 」 は 、 屠 畜 ・牛 ・祭 祀 と 関 係

して い る 。 「屠 市 」 は 武 術 も優 れ て い た 。 表1-1の 関係 記 事 に よ り 「屠 市 」、 「庖 丁 」、 「宰

人 」、 「屠 漢 」、 「房 」、 「屠 」 は 、 「白丁 」 身 分 の こ とで あ る こ と が 推 測 され る。

名 称 「白 丁 」 の こ と を指 して い る 呼 称 が 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 に 最 後 に 登 場 す る の は 、 高 宗

35(1898)年12.月9日(陽 暦)で あ る。 そ の な か で は 「白 丁 」 を 「屠 」 と表 記 して い る。 高 宗

35(1898)年 以 降 は 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 に は 登 場 しな い 。

以 上 の こ と を ま と め る と 、 「白丁 」身 分 は 世 宗5(1423)年 か ら 「新 白丁 」 と改 号 され る 同

6(1424)年 頃 に 成 立 し 、朝 鮮 時 代 に 差 別 され る身 分 と な っ た 。 以 上 の こ と を 図 示 す る と 図1

の よ うに な る。

2「 白丁 」 身 分 の 社 会 的 系 譜

「白丁 」 身 分 の 社 会 的 系 譜 に つ い て 検 討 した 結 果 、 「白丁 」 は 才 人 ・禾 尺 、 才 人 ・禾 尺

の さ ら に そ の 前 は 、 才 人 ・楊 水 尺 に っ な が る こ と が わ か っ た 。 楊 水 尺 とい う集 団 は 、 高 麗

時 代 に 存 在 し た 最 下 層 集 団 で あ る。 そ し て 、 「白丁 」 とい う身 分 呼 称 は 、 伝 統 的 な 才 人 ・
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禾 尺 の生 活 を禁 じて 、一般 百 姓 と同化す るた め の手 段 と して与 え られ たの で あ る。

と ころで 、「白丁 」の起源 ・社 会 的系 譜 につ い て の見解 は 、研 究者 に よって 異 な る。 まず 、

姜 萬 吉 は前掲 論 文 で は 「白丁 」 系 と才 人 は遊 牧 民 出身 で 、そ の生 活 上 の差 は な か った と考

えて い る。 ま た才 人 と禾 尺 を合 わせ て 「白丁 」 に改 称 した記録 を根拠 に彼 らをみ ん な 「白

丁 」で あ る と述 べ て い る。 「白丁 」系 と才 人 の起源 は皆 異 民族 だ と姜 萬 吉 は主 張 してい る。

韓嬉 淑 は 、楊 水 尺 は高麗 初 期 と江 華 島天 道 を才人 、 才人 は禾 尺 とも呼 ばれ 、次 第 に互 い

の 区別 が ほ とん どな くなっ た と推 測 して い る2。

浜 中昇 は 、禾 尺 ・才人 の様 々 な名 称 を整 理 してそ の変 遷 や意 味 を考察 して禾 尺 ・才人 そ

れ ぞれ の生 業 を究 明 して い る。「禾 尺 ・才人 の うち、禾 尺 は高 麗 時代 には 『楊 水 尺 』 と記 さ

れ た が 、高麗 末 期 に な る と 『水 尺』 と記 され るこ とが多 くな り、朝鮮 王 朝 時代 に は 『禾 尺』

とされ た。 才人 とい う呼称 は高麗 以 来 変 わ らない 」3と 説 明 し、 「白丁」 は禾 尺 だ け を さす

用 語 に変 わ っ た と論 じて い る4。 モ ン ゴル に支 配 され た 忠烈 王 代 か ら才 人 と禾 尺 に分 化 し

た と分 析 してい る。 また 、禾 尺 は柳 器製 造 業 を主 に した集 団 の称 号 で 、才 人 は遊 牧民 であ

るモ ン ゴル の支 配 を受 け る間そ の影 響 で 主 に屠 畜業 に従 事 した集 団 の称 号 で あ る と分 析 し

て い る。

梁永 厚 は 、 才人 は強 権 的 に 「団聚 」 を作 らされ る こ とな く、忠 清道 の烏 山に 「才人 庁 」

とい う集 会所 を設 け 、 同所 を拠 点 に伝 来 の歌 舞 、 曲芸 、音 曲を演 技 しなが ら全 国を 回 って

い た芸 能集 団 で あっ た と主 張 して い る。『経 国大 典 』の 「才 白丁 団 聚」条 の 「才 白丁 」は 「白

丁 」 だ け を指 した もの とい え るが 『朝鮮 王朝 実録 』 には 、 「才人 と白丁 は も とも と一 定 の

職 を持 たな い人 た ち で、 専 ら優戯 を業 とす る。 … …要 す るに近 世朝 鮮 の 白丁 は 、法 的 に も

意 味 的 に も整 合 を見 ない身 分 で あ った。 それ は近 代 改革 にお い て発 表 され た 『身 分解 放 』

の布 告 『公私 奴碑 の典(法 律)、 これ を廃 止 す る。 人 身販 売 を禁 じ、駅 人 、侶 優 、皮 工 は

2韓 嬉淑 「朝鮮太宗 ・世宗代 白丁の生活状態 と強盗活動」『韓国史学報』第6号
、韓国史学会、1999年3

月、275～276頁 。
3浜 中昇「高麗末期 ・朝鮮初期の才人 ・禾尺」『紀要』第4号 抜刷、東京大学文学部朝鮮文化研究室、1997

年3月 、68～69頁 。
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賎 人身 分 を免 じる』と、 白丁 は皮 工(皮 革 を扱 った職 人)5に 含 ませ たの か 、 明示 され な か っ

た こ とか らも言 え る」6と 論 じて い る。

全畑 澤 は 、禾 尺 は胡 種 ・:.一:pと呼 ばれ てい て 、高麗 時代 には楊 水 尺 と呼 ばれ てい た。 朝

鮮 初期 の資料 では 、 才人 が禾 尺(ま たは 「白丁 」)の区別 は な く一様 に述 べ る とき に は侶 優 ・

雑戯 ・絃歌 ・鼓 吹 と と もに屠 殺 業 に従 事 した と記 述 され て い るが 、実 際 には 区別 され て 、

「白丁 」 は屠 殺 業 を 、才 人 は侶優 ・雑戯 を した と考 え られ る。 この理 由は、 「白丁 」 と才

人 は 明確 に区別 して い る朝鮮 中期 の史 料 に は才 人 だ けが優 戯や 雑 戯 を して い る とな っ てい

て 、宮 殿 で は 、灘 禮 も才 人 が担 当 して い るか らで あ る と して 禾 尺 だ けが 「白丁」 と改称 さ

れ て 、 才人 はそ の ま ま才 人 と呼 ばれ た と述 べ て い る7。

崔洛 弼 は 、禾 尺 とい うの は楊水 尺 ・禾 尺 と呼 ばれ て い るが 、元 々禾 尺 は屠 畜 を生業 とし

なが ら肉 を売 った り、皮 をな め した りす る一 連 の作 業 は も ちろ ん柳 細 工ま で して い た多方

面 的 な手 工 業者 を意 味す る とい う。 そ して才 人 は鳴 物 、歌 舞 、壽福 お よび鎭 護 に関す る祝

言 な ど特 殊 な技 芸 を持 ってお り、他 人 を楽 しませ た り、生 活用 品 を調 達 した りす る歌 舞伎

術者 で あ る。 才人 も禾 尺 と同様 に賎 民 で あ りな が ら兵役 と倍役 負 担 を持 って い る特殊 部類

で あ る とす る8。

梁永 厚 は 、世宗5(1423)年 に 才人 ・禾 尺 を 「白丁」 と改 号 した 意 味 にっ い て 、「高麗 時代

に広 く多 数 を 占めて いた 平民 、 良 民、 百姓 と同義 と解 釈 され た が 、の ち の法令 で高麗 時代

の 白丁 と区別 して 「新 白丁」 と呼 んだ。 した が って 近世 朝鮮 の 白丁 とは 「新 白丁 」 の こ と

4同 上
、48頁 。

5『 朝 鮮 王 朝 実 録 』 所 載 皮 工 に 関 す る記 事 は
、 次 の よ うで あ る。

年代 内容 出典

世 宗10(1428)年7月8日(戊 午) 今 齎 來 鹿 子 皮 一 千 張 、 令 本 國 皮 工 、 熟 練 以 進 、 有 聖 旨 。 第3輯 、137頁

世 宗12(1430)年4月6日(乙 亥) 盗殺牛 馬者甚衆 、必皆皮工無 頼者也。 第3輯 、228頁

成 宗24(1493)年1月3日(己 巳) 刻 匠盤 其 附 羽 庭 、皮 工 附 羽 、鐵 匠 倣 嫉 。 第12輯 、265頁

高 宗31(1894)年7月2日(丙 子)
一
、騨 人 、 侶 優 、皮 工 、 拉 許 免 賎 事 。 第2輯 、498頁

6梁 永 厚 「近 世 朝鮮 の 『白丁 』 と 『奴 碑 』 『経 国 大 典 』 を 基 に 」 沖 浦 和 光 ・寺 木 伸 明 ・友 永 健 三 編 著

『ア ジ ア の 身 分 制 と差 別 』 解 放 出 版 社 、2004年 、go頁 。
7全 畑 澤 「賎 人 」『韓 国 史 』25国 史 編 纂 委 員 会

、1994年 、195～197頁 及 び237～244頁 。(「賎 人 」『尋 テ 朴 』

25テ 朴 週 恐 ♀1割 司 、1994年 、195～197頁 及 び237～244頁 。)
8崔 洛 弼 「高 麗 時 代 にお い て社 会 的 身 分 制 と 白丁 の 地 位 に っ い て」『論 文 集 』17

、 全 北 大 学 校 産 業 経 済 研

究 所1987年2月 、88～103頁 。
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で あっ た」9と 述 べ てい る。

この よ うに研 究者 に よっ て 「白丁 」 の社 会 的 系譜 に関す る主張 は異 な るが 、楊 水 尺 ・才

人 ・禾 尺 ・「白丁 」 の生 業 の分 析 、 「白丁 」 と改 号 され た理 由 につ いて は意 見 が一 致 して い

る。 そ して農 耕社 会 で あっ た朝鮮 王朝 時代 に生活 した才人 ・禾 尺 は営農 法 を学 ばず 、 生 き

て い る 自 らの伝 統 的 な生活 様 式 で あ る牧 畜 ・狩 猟 に従 事 し、 一 部 は歌舞 を しな が ら流 浪 生

活 を してい た と分析 して い る。 才人 ・禾 尺 の遊牧 民 的 な生 活状 態 は彼 らの 前身 で あ る楊 水

尺 の生 活 様 式 がそ の まま 受 けっ がれ て きた と、『高m.n史 』 崔 忠献 條 の 「好 逐 水草 遷 徒無 常 」

とい う記 述 を もとに推 測 してい る。

「白丁 」身 分 の源 流 で あ る楊 水尺 は、 高麗 時代 に存在 した 最 下層 集 団 で あ る。「白丁」身

分 の起 源 に関 して 一番 有 力 な説 は 、 「北方 異 民族 説 」 が あ るが 、楊 水 尺が 北 方異 民族 出身

で あ るこ とを 明示す る史 料 は ない。 「白丁」 身 分 の起源 は楊水 尺 か ら始 ま った と考 え られ

る。 そ して 、 「白丁」 とい う身 分名 は、伝 統 的 な才 人 ・禾 尺 の生 活 を禁 止 させ て 、一 般 百

姓 と同化 す るた めに改 称 され た の で あ る。 以 下 、 そ の生活 状 態 の解 明 を通 して考 察 してい

きた い。

「白丁 」身 分 の社 会 的 系譜 の源 流 で あ る楊 水尺 は どの よ うな生活 様 式 を もっ てい た の か。

楊 水 尺 の研 究 で は、 高麗 の太 祖 後 、後 百済(892年 ～936年)を 攻 撃 す る とき制 御 し難 か

った集 団で 、本 来 、貫 籍(本 籍 地)と 賦 役 もな くて 水 草 の あ る所 に移動 しなが ら生活 した

集 団 だ と言 われ て い る。彼 らは柳 器 をつ く りなが らそ れ を販 売 して い た とい う。 禾尺 の前

身 で あ る楊水 尺 は 、後 三 国時 代(新 羅 、後 百済 、 泰封 の 時代 、892～935年 頃)か らあっ た

集 団 で 、彼 らは土 地 に束縛 され ず 、貫 籍 もなか っ た。 これ は国 家 の年貢 対 象 に な って い な

か った こ とを示 唆 してい る。 彼 らは柳器 製 造 に必 要 な材 料 を探 して 移動 生 活 をす る過 程 で

狩 猟生 活 を行 う集 団 だ った。

9梁 永 厚 「近世 朝鮮 の 『白丁』 と 『奴碑 』 『経 国大典』 を基に」沖浦和 光 ・寺木伸 明 ・友永健 三編著

『アジアの身分制 と差別』解放 出版社 、2004年 、81頁 。
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表1-2『 高麗 史 』所 載 楊水 尺 に関す る記録 一 覧
年代 内容 出典

高 宗1(1214年) 「又 諜 者 三 人 、入 宣 義 門 、 門 卒 、 捕 訊 之 、及 楊 『高 麗 史』 巻22、 世 家 、 巻 第22、 高 宗1

水 尺 、 及 我 降 卒 也 」 (『言睾註 高 麗 史 第2(世 家2)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下
247頁 。)

高 宗4(1217年) 「井 獲 楊 水 尺 一 人 、 得 牛 馬 敷 百 匹 、 符 印 器 侯 甚 『高 麗 史 』 巻103、 列 傳 巻 第16、 金 就 糖

衆 、 乃 拝 純 祐 、 爲 將 軍 、 初 李 義 肢 之 子 至 榮 、 爲 (『言睾註 高 麗 史 第8(列 傳1)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下
朔 州分道將軍 、楊 水尺、多居 興化雲 中道 、至榮 308頁 。)

日 、汝 等 、 本 無 賦 役 、 可 属 吾 妓 紫 雲 仙 、 遂 籍 其

名 、 微 貢 不 已 、 至 榮 死 、 崔 忠 献 、又 以 紫 雲 仙 爲

妾 、計 口徴 貢 滋 甚 、楊 水 尺 等 、大 怨 、及 丹 兵 至 、

迎 降 郷 導 、 故 山川 要 害 、 道 路 遠 近 、 悉 知 之 、楊

水 尺者、太祖攻 百濟時、所難制 之遺種也 、素 無

貫 籍 賦 役 、 好 逐 水 草 、 遷 徒 無 常 、 唯 事 田猿 、又

編 柳 器 、 販 窩 爲 業 、 凡 妓 種 、 本 出 於 柳 器 匠 家 」

辛 禍2(1376年) 「楊 水 尺 群 聚 、詐 爲 倭 賊 、侵 寧 越 郡 、 焚 公 癖 民 『高 麗 史 』 巻134、 列 傳 巻 第47、 辛 祠2、4月

戸 、遣判 密直林成 味等追捕 之、獲 男女五十鯨 人 (『言睾註 高 麗 史 第4(世 家4)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下

馬 二 百 鯨 匹 … … 禾 尺 、 即 楊 水 尺 」 174頁 。)

崔忠献 条 「楊 水 尺 、 多居 興 化 雲 中道 」 『高 麗 史 』 巻129、 列 傳42、 崔 忠 献

(『 言睾註 高 麗 史 第10(列 傳3)』 東 亜 大 学 校 出版 社 、 250

～251頁 。)

表1-3『 高麗 史 節 要』 所載 楊 水 尺 に 関す る記 録 一覧
年代 内容 出典

高 宗3(1216年)9月 「楊 水 尺 、 多 居 興 化 雲 中 道 」、 「楊 水 尺 者,太 祖 攻 百

濟 時,所 難 制 之 遺 種 也 」

『高 麗 史 節 要 』 巻14、 高 宗3、 丙 子(1216年)9月 、385～387頁 。

高 宗4(1217年)3月 「丹 兵 六 人 、 入 國 清 寺 、 僧 、檎 殺 一 人 、 飴 皆 散 走 、

又 諜 者 三 人 、入 宣 義 門 、 門 卒 、 捕 訊 之 、 乃 楊 水 尺 、

及 我 降 卒 也 」

『高 麗 史 節 要 』 巻15、 高 宗4、 丁 丑(1217)年 、390～391頁 。

辛 偶8(1382年)4月 「楊 水 尺 群 聚 、 詐 爲 倭 賊 」 『高 麗 史 節 要 』 巻31、 辛 祠8、 壬 戌(1382)年 、788頁 。

『高 麗 史』 及 び 『高 麗 史節 要 』 に書 か れ てい る楊 水 尺 の生活 状 態 につ い て詳 し く見 てみ

よ う。

史 料1-H「 至 是 、 契 丹 兵 入 冠 、 京 城 無 備 、 人 情'陶 櫻 、 皆 怨 忠 献 、 初 、 李 至 栄 、爲

朔州 分 道 将 軍、楊 水 尺 、 多居 興化 雲 中道 、至 榮謂 日、汝 等 、本 無 賦役 、可 属吾 妓 紫

雲仙 、遂籍 其名 、徴 貢 不 已 、至榮 死 、 忠献 、 又 、以 紫雲 仙 爲 妾 、計 口徴 貢 滋甚 、楊

水 尺等 大怨 、及 契丹 兵 至 、迎 降郷 導 、 故悉 知 山川 要 害 、道 路遠 近 、楊 水 尺 者 、太祖 、

攻 百濟 時 、所 難 制者 遺 種也 、素無 貫 籍賦 役 、 好逐 水 草 、遷 徒 無常 、 唯事r≪ 、編柳

器 販 繋 爲 業 、凡 妓種 、本 出於 柳器 匠家 、後 、 楊水 尺 等 、 帖匿名 書 云 、我 等 、 非故 反

逆也 、不堪 妓 家侵 奪 、 故投 契 丹賊 、爲郷 導 」(『 高 麗 史』 列傳 、巻42叛 逆3、 「崔

忠献 條 」)

史 料1-1 「三 軍各 獲 別 抄一 百 、神 騎 四十人 、 行至 朝 陽 阿爾川 邊 與 契 丹兵 戦 、我 兵

梢却 、後 軍郎 將 丁純 祐 、 突入 賊 中、斬 持轟 者 、丹兵 奔 潰 、乗 勝斬 誠 八 十 二級 、携 十
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人 、井 獲楊 水 尺 一人 、得 牛馬 敷 百 匹 、符 印器侯 甚衆 、 乃 拝純 祐 、爲 將 軍 、初 李 義 岐

之 子至 榮 、爲 朔 州分 道 將 軍 、楊水 尺 、多居 興 化 雲 中道 、 至榮 日、汝 等 、本 無賦 役 、

可屡 吾 妓紫 雲 仙 、遂 籍 其名 、徴 貢 不 已、 至榮 死 、崔 忠献 、又 以紫 雲 仙 爲 妾 、計 口徴

貢滋 甚 、楊 水 尺 等 、大 怨 、及 丹 兵 至 、迎 降郷 導 、故 山川 要害 、道 路 遠 近 、悉 知 之 、

楊水 尺 者 、太祖 攻 百濟 時 、所 難 制 之遺 種也 、素 無貫 籍賦 役 、好 逐水 草 、遷 徒 無 常 、

唯 事 田猟 、又 編柳 器 、 販 謬爲 業 、 凡妓 種 、本 出於 柳器 匠家 。 」(『 高 麗 史節 要 』高

宗安 孝 大 王 、丙 子3年 、 丙子(1216年)9月10)

史 料1-J「 丹 兵 六 人 、 入 國 清 寺 、 僧 、 檎 殺 一 人 、 飴 皆 散 走 、 又 諜 者 三 人 、 入 宣

義 門 、 門 卒 、 捕 訊 之 、 乃 楊 水 尺 、 及 我 降 卒 也 。 賊 五 六 人 、 又 至 、 殺 門 卒 三 人 、携

一 人 而 去
。 」(『 高 麗 史 節 要 』 高 宗 安 孝 大 王4年 、 丁 丑(1217年)3.月11)

史料1-K「 楊水 尺 群 聚 、詐 爲倭 賊 、侵 寧 越 郡 、焚公 解 民 戸 、遣 判密 直林 成 味等

追捕 之 、獲 男 女五 十 鯨人 馬 二 百絵 匹。 」(『高麗 史節 要』巻31、 辛祠8年 、 壬戌(1382

年)4月12)

史 料1-H、1、J、Kは 楊 水 尺 を 当 時 ど う認 識 され て い た か を伝 え る 貴 重 な 史 料 で あ る。

史 料1-H『 高 麗 史 』 の 「李 至 榮 、 爲 朔 州 分 道 将 軍 、 楊 水 尺 、 多 居 興 化 雲 中道 」 の 記 述 に よ

っ て 、 李 至 榮 が 朔 州 文 道 将 軍 で赴 任 した 時 、 興 化 雲 中道 に 多 数 の 楊 水 尺 が 住 ん で い た こ と

が わ か る 。

李 至 榮 は 、 彼 らに は 本 来 賦 役 が な い と 考 え て い た 。 そ れ で 、 自分 の 妓 生 紫 雲 仙 に所 属 さ

せ て 名 前 を 登 録 して 貢 物 を徴 収 は じ め た 。 李 至 榮 が 死 ぬ と、 崔 忠 献 は妓 生 紫 雲 仙 を 自分 の

1°『高麗史節 要』亜細亜文化社
、1973年 、385頁 。

ll同 上、390頁 。
12同 上、788頁 。
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妾 に して、楊 水 尺 の人 数 を計 算 して貢 物 を も っ と厳 しく要 求 したの で 、彼 らに恨 まれ てい

た。 そ のた め、 契 丹族 が侵 入 した 時、楊 水 尺 は 崔忠 献 に背 い て 契丹 族 に地 理 的情 報 を教 え

て 道案 内 した と書 かれ て い る。

この記 事 に よ って禾 尺 の前 身 で あ る楊 水 尺 は 国家 に所 属 して い なか った こ とが わか る。

彼 らは水 草 に よ って移 動 し、柳器 製 造 と狩 猟 生活 を して いた。 ま た厳 しい貢 物徴 収 が我 慢

で きな くな っ て契 丹族 に降伏 して逆 徒 に な った と記 され てい るよ うに 、反 逆行 為 とい う社

会 問題 を起 こ して い た。

反逆 行 為 は 、史料1-Kの 「楊 水尺 群 聚 、詐 爲倭 賊 」 に もみ られ る。 しか し史料1-Hの

「楊 水 尺 等 、帖 匿名 書 云 、我 等 、非 故反 逆 也 、不 堪 妓 家侵 奪 、 故投 契 丹賊 、 爲郷 導 」 に よ

る と、楊 水 尺 は故意 に反 逆 した の で はな く、 妓 家 の収 奪 に耐 え られ な か った の で、契 丹 族

の道案 内人 に な った とい う。

史料1-1の 内容 を要 約す る と、楊 水 尺 は高 麗 の初 期(918年 頃)か ら恭 慰 王 の 時代(1351

年 ～1374年)ま で存 在 して いた。

表1-2・3で 分 か る よ うに 『高麗 史 』 と 『高麗 史 節 要』 で は 、楊 水 尺 に 関 して、 契丹 族

を饗 導 した 際 の記録 以 外 には、倭7Lを 偽 装 した とす る史料1-B「 禾 尺群 聚 、詐 為 倭賊 、 …、

禾 尺即 楊 水 尺」 と史料2-Aの 「楊 水 尺 群聚 、詐為 倭 賊 」 とい うよ うな記 録 しか ない13。

『高麗 史 』 と 『高麗 史 節 要』 以 外 の記録 に は どの よ うに書 か れ てい るのか 。

表1-4楊 水 尺 に関す る記録 一 覧
内容 出典

華 東妓源緋謹 説

(楊 水尺 の起源 と職業)

『五 洲 衛 文 長 箋 散 稿 』 経 史 篇 、 民 族 文 化 推 進 会 、1989年 、38～40頁 。

成 宗 『海 東 野 言 』 韓 国古 典 総 合DB参 照 。

高 宗3丙 子(1216年)

(楊 水 尺 の起 源 と職 業)

『東 史 綱 目』 韓 国古 典 総 合DB参 照 。

高 宗2丁 丑4(1217年)

(楊 水 尺 の 生 活 様 式)

『東 史 綱 目』 韓 国古 典 総 合DB参 照 。

王偶8壬 戌(1382年) 『東 史 綱 目』 韓 国古 典 総 合DB参 照 。

官 妓 『星 湖 俸 説 』(『 五 洲'rai文 長 箋 散 稿 』 経 史 篇 、 民 族 文 化 推 進 会 、1989年 、39頁 。)

世 宗 朝 の 上 申

(起 源 、 職 業)

李 肯 栩 編 『國 言睾 燃 黎 室 記 述X』 民 族 文 化 推 進 会 、1977年 、897頁 。

盗賊 『燃 黎 室 記 述 』 民 族 文 化 推 進 会 、1977年 、843頁 。

娼 妓

(妓 姓の起源 と楊水尺 の職 業)

李 肯 栩 編 『國 言睾 燃 黎 室 記 述X』 民 族 文 化 推 進 会 、1977年 、897頁 。

水 尺

(楊 水尺 の起源 と職業)

『與 猶 堂 全 書 』 第 一 集 雑 纂 集 第 二 十 四 巻 、 雅 言 覧 非 巻 三 、531頁 。

13浜 中 昇 「高 麗 末 期 ・朝 鮮 初 期 の 才 人 ・禾 尺 」 『紀 要 』 第4号 抜 刷
、東 京 大 学 文 学 部 朝 鮮 文 化 研 究 室 、

1997年3.月 、49頁 。
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そ の な かで い くつ か の記録 を検討 す る。

史 料1-L「 水 尺者 。 官 妓 之別名 也 。 今 官碑 汲水 者 。猶 稻 巫玄玄伊 。 以文 繹 之。 印爲

水 尺。 巫者 水 也。 玄玄者 尺也 。 非 因汲 水 而得 名 也。 妓 之 古名 。移 干 碑。 吾東 本無 妓。

有楊 水 尺者 。 本柳 器 匠遺種 。 其種 落 素 無貫 籍 。好 逐 水 草。遷 徒 無 常。 唯事 敗猟 。販

鴛柳 器 。 自口拷 楮 之囑 。 高麗 李 義 映 之子 至榮 。 以 楊水 尺 編 干妓 籍。 徴 貢 不 已。 自玄玄以

降。 男 生爲 奴 。 女生 爲 妓。 此 吾東 有 妓 之始 也。 元耶 律楚 材 。 久客 西番 。 有 贈妓 之詩 。

妓 皆長 脅。 印西 番亦 有 妓。 水 尺 之名 。 蓋本 於 此。 今 庖奴 名 日刀 尺 。 庖 丁必 治柳 器 。

皆 古俗 之流 傳 者。 」(『與猶 堂全 書 』第 一集 雑 纂集 第24巻 、雅 言 畳非 、巻3、 水 尺14)

史 料1-M「 本 出於 楊 水 尺。 楊 水 尺者 。柳 器 匠也。 麗祖 攻 百濟 時。 所難 制 之遺 種 也 。

高麗 忠 烈 王 己卯。 選 州 郡妓 。 充教 坊 。 素無 貫 籍賦 役 。好 逐 水 草。 遷 徒 無常 。惟 事 田

猟 。 編 柳爲 器 。敗 粥 爲 業。 後 李義 肢之 子 至榮 。 遂籍 其名 於 妓 妾紫 雲 仙。 而徴 貢 不 已。

至 榮死 。崔 忠献 以紫 雲仙 爲 妾 。計 口賦敏 滋 甚。 故 遂 降 於 丹兵 　。 後 隷 邑籍 。 男爲 奴 。

女爲 碑 。碑 多爲 守宰 日尼寵。 故 飾容 装 習 歌舞 。 目之以 妓。 妓 樂漸 熾 。 上 下淫 媒。 不 可

復禁 。 」(『 五 洲衛 文 長 箋散 稿 』経 史篇 、論 史類 論 史[1097]華 東 妓 源 耕讃 説15)

史 料1-N「 工曹判 書 梁誠 之上 書 日……楊 水 尺者 、前 朝初 有 之 、江都 時亦 有 之 、才

人 白丁 忠 烈 王時 有 之、 恭慰 王 時亦 有 之 、遠 者 五 六百 年 、近 不 下数 百年 、其 絃歌 之 習

宰殺 之 事 、 至今 不改 」(容 宗1(1469)年6.月29日(辛 未)16)

史 料1-0「 我 國 之 妓 種 。 本 出 於 楊 水 尺 。 楊 水 尺 者 。 柳 器 匠 也 。 麗 祖 攻 百 濟 時 。 所

14『 影印櫛 占 韓 国 文 集 叢 刊281與 猶堂全書』 民 族 文 化 推 進 会
、2002年 、531頁 。

15『 五 洲 衛 文 長 箋 散 稿 』 経 史篇
、 民 族 文 化 推 進 会 、1989年 、38～40頁 。

16『 容 宗 実 録 』 巻6
、1(1469)年6月29日(辛 未)、 『実録 』 第8輯 、393頁 。
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難 制 之遺 種 也 。 高麗忠烈王己卯。選州郡妓。充教坊。素 無 貫 籍賦 役 。 好 逐 水 草 。 遷 徒 無 常。

惟 事 田猟。 編 柳 爲器 。 敗 粥爲 業。 後 李 義 日文之 子 至榮 。 遂籍 其名 於 妓 妾 紫雲 仙。 而徴

貢 不 已。 至榮 死 。崔 忠 献 以紫 雲仙 爲 妾。 計 口賦 敏 滋 甚。 故 遂 降於 丹 兵 　。 後 隷 邑籍 。

男爲 奴 。 女爲 碑。 碑 多 爲 守宰 日尼寵 。 故 飾容 装 習 歌舞 。 目之以 妓。 妓 樂漸 熾 。 上 下淫

媒。 不 可復 禁 」『星湖 倥 説』 巻23、 経 史 門 、官妓17

史料1-L『 與 猶 堂全 書 』18では 、楊 水尺 の起源 と生活 様 式 にっ い て詳 し く書 かれ て い る。

『高麗 史 』 と 『高麗 史 節 要』 と同様 に柳 器 製 造や 狩 猟 生活 を してい た と記 され てい る。

そ して 「男 生 爲奴 。 女 生爲 妓 。 此吾 東 有妓 之始 也 。 」に よ って妓 姓 の起 源 も確 認 で き る。

また 「水 尺 之名 。 蓋本 於 此。 今 庖奴 名 日刀 尺 。庖 丁 必 治柳 器 。皆 古俗 之流 傳 者。 」に よ り、

楊 水尺 は屠 畜業 に従事 して いた 。

史料1-Mの 『五洲 衛 文長 箋 散稿 』経 史 篇 の 「男 爲奴 。 女爲 碑 。 碑 多爲 守 宰睨 寵。 故 飾

容 装習 歌 舞。 目之 以妓 。妓 樂 漸熾 。 」 に よ り、楊 水 尺 は柳 器製 造 ・狩猟 生 活 は もち ろん、

歌 舞生 活 を してい た こ とが分 か る。 そ して史 料1-0の 「我 國之妓 種 。本 出於楊 水 尺 」に よ

り、楊 水 尺 は妓 姓 の源 流 で あ る こ とが わ か る。

朝鮮 初 期太 祖 か ら13代 の 明宗 の1558年 まで の野 史 ・奇 言 を記 録 した『海 東野 言 』「成 宗 」

に次 の よ うに記 され てい る。

史 料1-P「 清 州 有 楊 水 尺 三 兄 弟 。 所 行 不 類 。 聞 慶 徴 君 事 親 有 道 。 棄 其 菖 染 。 悔 悔

然 執 子 道 。 亦 昏 定 農 省 。 喪 親 之 日。 勺 飲 不 入 口。 居 盧 三 年 。 不 進 酒 果 。 喪 畢 之 後 。

三 人 同 居 。 蓋 得 激 心 。 相 自戒 日。 若 有 不 類 之 行 。 慶 生 員 聞 之 。 不 亦 悦 乎 。 」(『 海 東

17李 肯栩編 『國繹 燃黎 室記述X』 民族文化推進 会、1977年 、897頁 。
18本 書は巻154 、76冊 で、茶 山丁若鋪(1762～1836)の 文集 であ る。與猶 堂は丁若鋪 の號 であ る。 『欽 定

新書 』、 『牧民心書 』な どか ら 『詩律 』に至 るまでの尼大 な全 書であ る。鄭 寅普、安在 鴻が校正 して
1934年 か ら1938年 まで京城 の新 朝鮮社 によ り刊行 され た。
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野 言 』 海 東 野 言 二 、 成 宗19)

史料1-Pは 清州 に楊 水尺 三 兄弟 がい た が、他 人 の親 孝 行 の話 を聞 いて 自分 た ちの行 動

を反 省 した とい う内容 で あ る。

次 に 、才人 と禾 尺及 び初 期 の 「白丁 」 の生 活状 態 をみ てみ よ う。 『高麗 史 』及 び 『高麗

史節 要 』 の 才人 と禾 尺 に関す る記事 をま とめ る と次 の 通 りで あ る。

表1-5『 高麗 史』 所 載 才 人 ・禾 尺 に関 す る記 事 一 覧

年代 内容 出典

恭 慰 王5、 丙 申(1356年)9月 「9月 、遣 使 諸 道 、 刷 済 州 人 、 及 才 人 ・

禾 尺 、 補 西 北 面 戌 卒 。」

『高 麗 史 』 巻82、 志 巻 第36、 兵2、 恭 慰 王5、9月

(言睾註 高 麗 史 第7(志3)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下241頁 。)

辛 禍2、 丙 辰(1376年)4月 「楊 水 尺 群 聚 、 詐 爲 倭 賊 、 侵 寧 越 郡 、

焚 公 廊 民 戸 、 遣 判 密 直 林 成 味 等 追 捕

之 、 獲 男 女 五 十 鯨 人 馬 二 百 鯨 匹 … … 禾

尺 、即 楊 水 尺 」

「高 麗 史 』 巻134、 列 傳 巻 第47、 辛 偶2、4月

(「言睾註 高 麗 史 第4(世 家4)』 東 亜 大 学 校 出版 社 、 目録 下174頁 。)

辛 禍4、 戊 午(1378年)12月 「以 両 班 ・百 姓 ・才 人 ・禾 尺 為 軍 人 」 「高 麗 史 』 世 家 、 兵 志1、 五 軍 、 辛 偶4、12月

(「 言睾註 高 麗 史 第7(志3)』 東 亜 大 学 校 出版 社 、 目録 下230頁 。)

辛 偶9、 癸 亥(1383年)7月 「9年7月 、 獲 防 里 人 、守 西 門、 時 才 人

禾 尺 等 、 成 群 標 掠 、 故 有 此 令 。 」

「高 麗 史』 巻81、 志 、 巻 第35兵1、 辛 偶9、7月 、

『言睾註 高 麗 史 第4(世 家4)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下 、230～232頁 。

趙凌伝 才 人 ・禾 尺(生 活 様 式) 『高 麗 史 』 巻180、 趙 凌 伝

(『 繹 註 高 麗 史 第lo(列 傳3)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目録 下8頁 。)

表1-6『 高麗 史 節 要』 所載 才 人 ・禾 尺 に 関 す る記 事 一 覧

年代 内容 出典

高 宗 安 孝 大 王5、 戊 寅(1218年)12月 才人(生 活 様式) 「高 麗 史 節 要 』

巻16、 高 宗2(1218年)5月 、369頁 。

忠 烈 王4、 戊 寅(1278年)5月 才人(生 活様式) 『高 麗 史 節 要 』

巻22忠 烈 王4(1278年)5月 、572頁 。

辛 禍9、 癸 亥(1383年)6月 水 尺 ・才 人(生 活 様 式) 「高 麗 史 節 要 』

巻31、 辛 祠9(1383年)6月 、794頁 。

辛 昌 即 位(1388年)8月 才 人(職 業 、 生 活 様 式) 「高 麗 史 節 要 』

巻33、 辛 昌 即 位(1388年)8月 、848～853頁 。

『高麗 史 』 と 『高麗 史 節 要』 に記 され てい る才人 と禾 尺 は、居 住地 が一定 では な か った。

『高麗 史 』に よ る と、「各諸 道 に住 んで い る才 人 と禾 尺 を軍 人 と して徴 集 して いた。ま た才

人 と禾 尺 は農 業 に従 事 せず 、 平 民 の租税 で生 活 して い る。 才人 と禾 尺 は、 互 い に何 人 か 山

谷 に集 ま って住 ん で い る。 彼 らは 、 自分 で倭 賊 だ と詐 称 して い る。 そ の姿 は恐 ろ しい。 早

速 州郡 には 、才 人 と禾 尺 の人 口を調 べ 、 そ の籍 をつ く るこ とを命 令す る。 才人 と禾 尺 の移

動 を禁 じ、余 って い る土 地 を与 え、農 業 に従 事す る こ とがで き る よ うにす るべ きで あ る。

19韓 国古典総合DB参 照 した
。韓 国古典総合DBは 、行政 安全部韓 国情 報文化振 興院の 国家 知識 情報資源
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才 人 ・禾 尺 と平 民 が一 緒 に住 む よ うに命 令 す る。」 と記 され て い る。

次 は 『朝鮮 王 朝 実録 』 の なか で 才人 と禾 尺 及 び初 期 の 「白丁」 の生活 状 態 を考 え る。

高麗 末 か らの流浪 生 活 は朝鮮 時代 にな って か らも続 い てい た。 最 初 に登 場 す る記事 に は

次 の よ うに記 載 され てい る(附 属 の 〔資 料〕 も参 照)。

史 料1-Q「 壬 寅、都 評 議 使 司 表 克 廉 、 趙 凌 等 上 言 二 十 二 條 、 … … 、一 、才 人 禾 尺 、

彼 此 流 浪 、 不 事 農 業 、 未 免 飢 寒 、 常 聚 爲 盗 、 宰 殺 牛 馬 。 所 在 州 郡 、 籍 其 生 口、 使 之

土 著 爲 農 、 違 者 罪 之 。 」(太 祖1(1392)年9月24日(壬 寅)20)

太祖1(1392)年9.月24日 の記 事 に は 「才 人 と禾 尺 は あ ち らこち ら移 動 生活 して 、農 業 に

従 事 してい な い。 常 に飢饒 で苦 労 して い る ので 常 に群 れ て集 ま って 盗 んだ り、牛馬 の屠 畜

を行 っ てい る。彼 らの住 ん で る州 郡 で は そ の人 々 を戸籍 に載せ て定着 させ るが、 これ に違

反 す る者 には罰 を与 え る」 とあ る。

朝鮮 を建 国 した太 祖 は 、 まず 才人 と禾 尺 の生活 安 定 を重 視 した。3年 後 も才人 と禾 尺 の

移 動 を禁 じ、戸 籍 を作 り、土 地 を与 え る よ うに と知 益 州事 は王 に訴 えてい る。

史 料1-R「 知 益 州 事 関 由 義 上 請 革 淫 祠 、 立 家 廟 、==豚 、 養 老 病 、 供 祭 祀 、禁 僧

寺 役 碑 執 僕 、 禁 才 人 禾 尺 流 浪 、 籍 口給 田 、 上 日 、 此 皆 已 有 著 令 、 第 不 能 墨 行 耳 。 令

使 司 移 牒 各 道 。」(太 祖4(1395)年12月25日(甲 寅)21)

これ につ い て王 は 、才人 と禾 尺 の流 浪 を禁 止す る令 を出 した もの の行 われ て い なか った 。

使 司 に各 道 にそ の令 を移牒 す る こ と命 じた。 世宗(1418～1450)に な って も才 人 と禾 尺 の生

管 理 事 業 の 支 援 に よ り 構 築 さ れ た 。(http://db.itkc.or.kr/itkcdb/mainlndexlframe.jsp)
2° 『太 祖 実 録 』 巻2

、1(1392)年9.月24日(壬 寅)、 『実 録 』 第1輯 、31頁 。

21同 書
、 巻8、4(1395)年12月25日(甲 寅)、 『実 録 』 第1輯 、88頁 。
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活 は 変 わ らな か っ た 。 世 宗4(1422)年7月15日 付 に は 、

史 料1-S「 兵 曹 啓 、 元 、 績 六 典 、 禾 尺 、 才 人 不 事 耕 種 、 相 聚 爲 盗 。 自今 令 所 在 州

郡 籍 其 人 口 、 不 使 流 浪 、 許 令 平 民 婚 嫁 。 今 才 人 、 禾 尺 彼 此 流 浪 、 拉 皆 刷 括 還 本 、 其

不 用 心 考 察 守 令 、 啓 聞 論 罪 。 從 之 。」(世 宗4(1422)年7月15日(庚 午)22)

と記 され て お り、 才 人 と禾 尺 は移 動 生 活 を 続 け て い た こ とが 分 か る。 才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」

の移 動 生 活 は 、 中 宗36(1541)年 ま で 続 い て い た 。

史 料1-T「 以 賑 憧 廉 節 目、 下 干 政 院 日 、 … … 一 、 呈 才 人 、 白丁 等 、 本 是 無 恒 産 之

人 、 專 業 優 戯 、 横 行 閻 里 、 稻 爲 乞 糧 、 實 犀 朗 奪 、 閣 族 資 生 、 寄 於 民 家 、 小 有 不 枢 、

非 徒 衡 火 、 窺 硯 作 賊 、 爲 害 不 貨 。 今 年 凶 荒 、 恣 行 盗 賊 、 必 倍 於 前 。 如 此 蕪 類 、 横 行

境 内 者 、 一 切 痛 禁 。 緩 禁 守 令 及 監 考 、 色 掌 、 推 考 重 論 。 」(中 宗36(1541)年5.月14

日(己 亥)23)

史 料1-Tは 、賑 憧 磨24で 條 目を 承 政 院 に 知 らせ 、各 官 庁 に 王 の 命 令 を 伝 え た 記 事 で あ る。

こ の 史 料 に よ る と 「本 是 無 恒 産 之 人 、 專 業 優 戯 」 の よ うに 、 才 人 、 白丁 の 生 活 が 厳 しか っ

た こ と が わ か る。

才 人 と 「白丁 」 の 居 住 地 に 関 す る 記 事 に は 、『成 宗 実 録 』巻33、4(1473)年8月9日(戌

辰)の 「才 人 、 白丁 … … 本 無 居 室 山 屯 野 庭 成 群 爲 盗 」25と 『中宗 実 録 』 巻21、9(1514)年

12.月16日(甲 辰)「 才 人 等 無 恒 産 無 定 居 」26が あ る 。

22『世宗実録 』巻16 、4(1422)年7月15日(庚 午)、 『実録 』第2輯 、488頁 。
23『中宗実録 』巻95 、36(1541)年5.月14日(己 亥)、 『実録』第18輯 、465頁 。
24朝 鮮王朝 時代 に民衆 を凶年か ら救 済す るた めに作 った官庁

。救荒磨 が賑1血磨 にな り、仁祖4(1626)

年 には常平廉 に変わ った。
25『実録』第9輯

、51頁 。
26同 書
、第15輯 、48頁 。
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と ころで 、 才人 ・禾 尺 ま た は初 期 の 「白丁 」 の も う一つ の 生活 状態 を表 してい る記 録 が

あ る。 彼 らは、 高麗 末 期 の倭7L侵 略の慌 ただ しい政 局 時 に、群 れ をな して倭7Lに 偽 装 して

支 配層 を悩 ま させ た。『高麗 史 節 要』に は、辛 偶8(1382)年 に は 「偶 王8(1387)年4.月 には 、

禾 尺 の前 身 で あ る楊 水 尺 が群 れ を な して倭7Lに 庭 世 を し、寧越 郡 を侵犯 して 倉庫 や 民 家 に

火 をつ けた の で、判 密 直 派 の林 成 味 な どを行 かせ て、 男女50名 と馬 約200匹 を捕 らえた」

27とあ り
、 また 『高 麗 史』 辛 禍2(1375)年 の記録 に は 「西 海道 按 廉使 の李 茂 が禾 尺30名

余 りと馬100匹 を捕 ま えて捧 げた 」28と 書 か れ てい る。

そ して 「翌年 に も才人 ・禾 尺 が倭 憲 に偽 装 して平 昌 ・原 州 ・寧 州 ・順 興 ・横 川 な どの江

原 道地 方 を7L掠 した ので 、金 立 堅 ・崔公 哲 な どに この人 らを追 撃 させ て50名 余 りを逮 捕

して首 を切 っ た」29と い う記 事 も見 られ る。

『朝鮮 王 朝 実録 』に も才人 、禾 尺 、「白丁」が犯 罪 的生 活 を して い た との記 録 が み られ る。

世 宗10(1428)年 には 「白丁 が馬 に乗 って武 器 を持 ち、約10名 集 団で 通信 信 号 で は火 を利

用 した。 当時第 二 の官 衙都 市 で行 政 力 が一 番 強 か った 開城 を根 拠 地 と して活 動 して い た」

30とい う記 録 が見 られ る
。

信 号 に火 を利 用 した こ とで彼 らは計 画 的 ・組 織 的 に活動 した と推 測 され る。 「白丁」 の こ

の よ うな生活 に関 す る詳 しい 記録 は史 料1-Gで あ る世 宗30(1448)年 に も見 られ る31。

史 料1-G「 前 同 知 敦 寧 府 使 、 趙 費 上 書 日 … … 近 年 、 盗 賊 興 行 、 剰 掠 村 落 、 耳 目 所

及 四 隣 之 内 或 被 焼 盧 、 或 被 刀 杖 、 父 母 妻 撃 、 儘 イト流 血 、 見 者 酸 鼻 、 莫 不 痛 惜 、w特

27『 高 麗 史 節 要 』31
、 辛 禍8、 壬 戌(1382年)4月 、788頁 。

28『 高 麗 史 』134
、 列 傳 、巻47、 辛 偶2、 丙 辰(1376年)、 『高 麗 史 』 下 、 延 世 大 学 校 東 方 学 研 究 所 纂 、 景

仁 文 化 社 、1961年 、902～903頁 。
29同 書

、 巻48、 辛 祠3、 丁 巳(1377年)、 辛 祠 條 。 『高麗 史 』 下 、918～919頁 。
3°「黄 海 道 監 司啓

、江 陰 縣 天 神 寺 塔 蜆 有 新 白丁 二 十 飴 騎 、明 火 爲 盗、縣 守 率 軍 追 捕 、遇 賊 男 婦 十 人 、皆 侃

弓箭 、力 射 拒 之、 射 賊 男 一 人 弊 、又 檎 男 婦 七 人 、 一 女 着 男 服 。 男 二 人 、 逃 向 開 城 王 興 山、追 之不 及 。

又 於 平 山元 積 洞 山 峯 、 賊 騎 八 人 、 皆 帯 弓 箭 、 塁 火 一 炬 、 白川 護 國 山東 峯 、 亦 塁 一 炬 相 慮 。 毎 遇 賊 追

之 、 則 皆 向 開城 而 走 、 是 必 居 開 城 白丁 才 人 也 。 賊 窯 射 矢 而 拒 、 難 以 生 檎 、 如 有 拒 者 、 請 皆 射 獲 。 且

居 開城 新 白丁 才 人 、 拉 依 他 例 、 雑 庭 平 民 、 以 解 其 黛 。 」 『世 宗 実 録 』 巻40、10(1428)年4.月3日(甲

申)、 『実 録 』 第3輯 、127頁 。
31『 実 録 』 第5輯

、59頁 。
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老 臣所 居 一村 而 己 、八道 皆 然 、 而 閻巷少 民、 因 此失 産者 、不 可以 数 、 是誠 国家所 當

深 慮 者 也 … …姑 以老 臣寓居 、一村 観 之 、今 年 正 、二 月 之 間、 焼焚 人屋 者 四、 路上 槍

奪傷 人者 三 、牛馬 家 産被 盗 者 、不 可 勝記 、皆 末知 何 人 之所 作也 、但 以顯 　者 言 之 、

前郡 事 サ 臣 、獲捕 馬 賊 、 乃 才 白丁也 、 又有 里 人夫 妻 、爲 強 盗賊 所 害 、 隣里捕 獲 、乃

禾 白丁 也 、 臣家数 月 之 内 、牛 馬爲 盗 、所 楡 者 四 」(世 宗30(1448)年4A9日(甲 子))

史料1-Gは 、 前 同知敦 寧 府使 の趙 費 が郷 里 に居 住 しなが ら 目撃 した事 情 を書 い た上 書

文 で あ る。彼 の上 書文 に よる と、盗 賊 に家 屋 を焼 か れ て 、生命 を失 っ た者 が続 出 して 、彼

らが住 んで い る村 落 だ けで も正 月 ・2月 の 間、 家 を焼 かれ た者 が4人 、路 上 で物 を盗 まれ

て怪 我 した者 が3人 で、 それ 以 外 に牛馬 と家 産 を失 った者 は数 え られ ない。 盗 賊 を追 捕 し

て み る と皆 「才 白丁」で あっ て、趙 査 自身 が数 力,月間 に牛 馬4匹 を失 った」。引用 史 料 に は

出て い ない が、 さ らに記録 を読 む と次 の よ うで あ る。 盗賊 を追跡 して 「才 白丁」 が住 んで

い る村 に行 っ たが 、捕 ま え られ な か った。 さ らに 、 「白丁」 は 田畑 が な く物 乞 い生活 を し

て い た。 飢 え と寒 さに さい な まれ 、そ の 人数 が少 な けれ ば、 こそ泥 にな り、 人数 が 多 けれ

ば殺 人 ・放火 を した 、 とい うこ とが書 かれ てい る。 この よ うな行 動 が 一般 百姓 や 政 治家 に

大 きな脅威 を与 え、 「白丁」=盗 賊 とい う偏 見 をみ 出 した原 因 の一 つ だ と考 え られ る。

ま た 中宗2(1507)年 には 「燕 山君 の在 位 時 に外 方 の 才人 「白丁 」 た ちが京 城 に移 住 して

明火賊32が 盛行 して 、 才 人 、 白丁 を原 籍 地 に刷 還 しよ うとす る大 臣た ちの意 見 に 王 も賛 成

して い る」 とい う記録 もあ る33。

姜 萬吉 を含 めた ほ とん どの研 究者 は、 この よ うな 「白丁 」 の犯 罪 的 な生活 方 式 を単 純 な

窃 盗行 為 とい うよ り営 農 法 を知 らない彼 らの生活 方便 の一 つ で あ り、朝鮮 社 会 に対す る一

種 の抵 抗 行為 で あ る と分析 してい る。 ま た韓 嬉淑 は、 「白丁 」 の狩 猟 生活 や 屠畜 業 が農 耕

32当 時土地は荒廃 し
、政治は乱れていて農民たちは 自然に流民 ・盗賊 になるしかなかった。明火賊は、

松明を持って富豪家を襲撃 したので「火賊」ともいわれた。30～40名 ぐらいで組を組んで活動 した。
33『中宗実録』巻3 、2(1507)年6月3日(乙 亥)、『実録』第14輯 、153頁 。
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社 会 を 混 乱 させ る傾 向 が あ っ た と論 じて い る34。

こ の よ うな 生 活 様 式 を持 っ て い た 「白 丁 」 を 土 地 に 定 着 させ て 、 農 耕 を奨 励 しな が ら農

民 化 させ る 作 業 は 高m.n及 び 朝 鮮 王 朝 の 課 題 で あ っ た35。 そ れ で 国 家 は彼 ら を 農 民 に 同 化 さ

せ て 、 一 定 の 課 役 を 負 担 させ る た め に 、 い ろ い ろ な 政 策 を 行 っ た。 才 人 ・禾 尺 を 同 化 させ

よ う と した 政 策 に つ い て 述 べ て み よ う。

『高 麗 史 』 の 「趙 凌 條 」 に 、 「才 人 ・禾 尺 が 畑 を す き 起 こす こ と を せ ず 、 庶 民 の租 税 を

取 ろ う と して 、 互 い に 集 ま っ て 倭 憲 とい う名 称 を詐 称 して い る。 こ れ か ら は彼 らが 住 ん で

い る所 で 、 そ の 人 口 を 数 え て そ の 籍 を 作 り、 流 浪 す る こ とが で き な い よ うに して 、 空 い て

い る 土 地 を 与 え て 農 耕 に従 事 させ 、 平 民 と一 緒 に 扱 っ て 、 これ に 違 反 す る者 が い れ ば 法 律

で 処 罰 す る こ と だ 」36と あ る よ うに 、 才 人 ・禾 尺 を 把 握 して 、 国 家 に編 入 し よ う とす る 措

置 を と ろ う と して い た こ と が わ か る。 こ の よ うな 措 置 は 朝 鮮 王 朝 建 国 直 後 に お い て も続 い

て い る。

こ の よ う に 「白 丁 」 を 農 民 に 転 換 させ る 作 業 は 新 しい 王 朝 の 課 題 で あ っ た37。 朝 廷 で は

彼 らを 農 民 に 同化 させ て 一 定 の役 を 負 担 させ る た め に 、 い ろ い ろ な 政 策 を施 行 した 。 まず 、

流 浪 を禁 ず る た め に 戸 籍 の 作 成 、 號 牌(ホ ペ)38の 支 給 、 軍 籍 の 作 成 、 行 状 制 の 実 施 が あ る 。

戸 籍 の 作 成 は 税 の 負 担 層 を 掌 握 し よ う とす る 国 家 権 力 の 維 持 と 関 連 が あ る。 そ れ は ま た

良 人 身 分 全 体 を 対 象 に 行 う こ とで あ る。 こ の 政 策 は 「白丁 」 の 身 分 を 良 人 化 す る 作 業 で あ

り、 彼 らの 戸 籍 を 作 成 し よ う とす る 努 力 は 、 そ の 後 、 太 宗 の 人 口把 握 政 策 と と も に 続 け ら

れ た の で あ る。

ま た 、 軍 籍 の 作 成 と行 状 制 を 併 用 して 「白丁 」 の 流 浪 を 止 め よ う と した 。 行 状 制 度 は 、

34韓 嬉淑 「朝鮮 太宗 ・世宗 代 白丁 の生活状態 と強盗活動」『韓 国史学報』 第6号
、韓 国史学会 、1999年

3.月 、281頁 。
35姜 萬吉 「鮮初 白丁 考」『史学研究』18 、韓国史学会 、1964年 、492～493頁 。韓嬉淑 前掲論文 、271頁 。

李俊 九 「朝鮮 前期 の 白丁犯罪 相 と齋民化施 策」大丘 史学会 『大 丘史学』6、 大丘 史学会、1998年12

月 、103～104頁 。
36『高麗史』118 、列傳 、巻31、 「趙凌條」。 『高麗 史』下、延世大学校 東方学研 究所纂、景仁 文化社 、

1961年 、594頁 。
37韓 嬉淑前掲論 文、281～282頁 。
38朝 鮮王朝 時代 に16歳 以上 の男性 が持 っていた もので、表 は姓名 と生まれ た干支 を書 いて、裏 は官庁
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「白丁 」 を農 地 に束縛 す るた めに考 案 され た もので あ る。

『世 宗実 録』巻18、4(1422)年11月24日(丁 丑)39に よ る と 「軍籍 に載 って な い才人 ・禾

尺 は監 察 す る方 法 が ない の で、 このた めに彼 らはひ っそ り して い る所 に住 ん でい る。 そ し

て 姦淫 や 盗賊 な どをひ そ か に働 い た り、人 を殺 した り してい る。 各 道 に よ り軍籍 に載 って

い な い 才人 ・禾 尺 を漏 れ な く調 べ て軍籍 に登 録 させ て農 業 技術 等 を身 につ け させ る。 三年

間一度 、出 生 した 子 どもた ち を探 して 戸籍 に入れ て他 の地 域 に行 かせ ない よ うにす る」 と

い う上 書 を兵 曹 が 王 に奉 じた。

戸籍 と號 牌 法4°そ して行 状 制 は、 才人 ・禾 尺 を土地 に縛 るた めの 、 ま た軍役 を賦 課 す る

た めの制 度及 び 基礎 作 業 で あ り、結 局 、農 民 化 政策 の一環 で あっ た。 このた め に朝鮮 王朝

国家 は 、才 人 ・禾 尺 につ い て新 しい名称 つ ま り 「白丁 」 とい う称 号 を付 与 しなが ら彼 らを

農 民化 させ よ うと したの で あ る。 前 に も述べ た よ うに世宗 は、 才人 ・禾 尺 が 一般 百姓 た ち

に疎外 されず に平 民 た ち と交 わ っ て住 め る よ うに 「白丁」 と呼び 直 そ うとい う主 張 を受 け

入 れ た。 ま た高 麗 時代 か ら課 役 を負 担 してい ない とい う意 味 の 「白丁 」とい う称 号 を才人 ・

禾 尺 に公 式 的 に付 与す る こ とに よって彼 らに対す る身分 的 区別 ・差別 を解 消す る一方 、彼

らを農 民化 しよ うと した41。 に もか か わ らず 、 前述 の よ うに そ の後 、積 極 的 な差別 解 決 政

策 が と られ な か った た め、社 会 的差 別 が存 続 す るこ とに な った。

以上 の こ とを検 討 した結 果 、筆 者 は、 高麗 時代 の楊 水 尺 が 白丁 の源 流 で あ り、 かつ 、 才

人 、禾 尺 が 良人 を意 味す る 「白丁 」へ と改称 され る世 宗5(1423)年 頃 か ら 「新 白丁 」へ と

再 び改 称 され る世 宗6(1424)年 頃 に 、 「白丁」 身分 が 成 立 した と考 え る。

の烙 印 が 押 して あ っ た 。 現 在 の 身 分 証 明 書 に あ た る もの で あ る。

39「 兵 曹 啓
、 軍 籍 不 付 才 人 、禾 尺 等 、 検 考 無 門。 因 此 聚 居 隠庭 、 暗行 妊 盗 、 或 至 殺 人 。 請 令 諸 道 、 軍 籍

不 付 才 人 、 禾 尺備 細 推 刷 、 録 於 軍 籍 、 雑庭 平 民、使 習 農 業 。 三 年 一 次 、 子 枝 推 刷 成 籍 、使 不 得 他 適 、

如 有 出 入 庭 、則 限 日行 状 成 給 。 從 之 。」『実 録 』 第2輯 、513頁 。

40号 牌 の 携 帯 を 義 務 づ け た 法
。

41韓 嬉 淑 前 掲 論 文
、287頁 。
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第2章 「白丁 」 身分 の職 業

『高麗 史』 崔 忠献 條 「編 柳器 販RS-1爲業」 で わ か る よ うに、楊 水 尺 は柳器 製 造 に従事 して

い た。 第1章 で述 べ たが 、楊 水 尺 の狩 猟 生活 様 式 は、 才人 ・禾 尺 と呼 ばれ る よ うにな って

も、 さ らに 「白丁 」 と改 号 され て も続 き、柳 器製 造 業 、屠 畜 業 も続 い てい た。 そ して屠 畜

業 と とも に肉販 売 、皮 革 業 に も従事 して いた 。

第1節 柳 器 製 造

まず 才 人 ・禾 尺 の柳器 製 造 につ いて検 討 す る。

表2-1『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 才人 の柳器 製 造 業 に 関す る記 事 一 覧

年 代 内容 出典
太祖1(1392)年9月24日(壬 寅) 柳 器製造業 第1輯 、31頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 柳 器製造業 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年3月8日(甲 申) 柳 器製造業 第2輯 、585頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 柳 器製造業 第3輯 、649頁

世 宗24(1442)年8月6日(癸 巳) 柳 器 は 才 人 か ら集 めて 上 納 して い る。 雑 役 を して い る。 第4輯 、247頁

成 宗2(1471)年2月18日(辛 酉) 柳 器 製 造 業 、 農 業 に従 事 せ ず 、 強 盗 を 働 い て い る 。 第8輯 、555頁

表2-2『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 楊 水 尺 、禾 尺 の柳器 製 造 業 に 関す る記 事 一覧

年 代 楊 水 尺 、禾 尺 内容 出典

太祖1(1392)年9月24日(壬 寅) 禾尺 柳器製造 業 第1輯 、31頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 禾尺 柳器製造 業 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年3月8日(甲 申) 禾尺 柳器で作 った衣紋掛 けはすべて禾 尺か ら集 めて上納 している。 第2輯 、585頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 禾尺 柳器製造 業 第3輯 、649頁

世 宗24(1442)年8月6日(癸 巳) 禾尺 柳 器 は 禾 尺 か ら集 め て 上 納 して い る 。 雑 役 を して い る。 第4輯 、247頁

中 宗5(1510)年8月4日(丁 亥) 楊 水尺 楊水尺の職 業は柳器製 造であ る。 第14輯 、453頁

次 の史 料 は1-Aと 同一 え あ るが重 要 な ので 再度 揚 げ てお きたい 。

史 料2-A「 兵 曹啓 、才 人 、禾 尺本 是 良人 、業 賎 號殊 、民皆 視 爲 異 類 、差 與 爲 婚 、

誠 可憐 欄。 乞 改號 白丁、令 平 民相婚 雑 庭 、籍 其 戸 口、給 閑 田與 多 占陳荒 人 田、使 之

業農 、除 田猟 之役 、錫 柳器 、皮叢 筋 角 之貢 、以 安其 生。 其家 計豊 實 有武 才者 、 爲侍

衛牌 、其次 守城 軍、其 中武 才特 異者 、令都 節 制使 取 才、移 報本 曹、更 試 甲士職 叙用 。

若 因イ乃菖 業、不 事農 桑、彼 此 流 浪者 、依律 論 罪、イ乃考 戸籍 即 令 還本 、其 中私庭 奴 碑 、
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聴 本 主 匪 庭 、 從 之 。 」(世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯)42)

史 料2-B「 工 曹糠 京 畿 監 司關 啓 、在 前長 興 庫柳 笥、皆 牧於 禾 尺 之戸 上納 。 今 才人 、

禾 尺拉 使 平 民雑庭 婚 嫁、禁 其 前 業。 請柳 器 依 他 貢物 例、敏 於 民 戸 上納 。從 之」(世 宗

6(1424)年3月8日(甲 申)43)

史 料2-C「 傳 旨 兵 曹 、 大 臣献 議 、 績 典 、 才 人 禾 尺 、 改11」¥白丁 、 量 授 土 田、 一 依 平

民 録 籍 、 其 不 事 農 業 、 彼 此 流 浪 者 罪 之 。 乞 申 明 曉 諭 、 痛 行 禁 止 、 如 有 不 俊 者 、 壼 行

推 刷 、 井 其 妻 撃 、徒 入 閲 延 等 庭 、 以 實 邊 園 、實 爲 良 法。 其 抄 刷 便 否 、擬 議 以 聞。 」(世

宗17(1435)年8月27日(丙 寅)44)

史 料2-D「 傳 旨各 道 観察 使 及 開城 府 留守 、才人 禾 尺 等 屯聚 幽居 、不事 農 業 、專

以 柳器 皮 物 資生 、故曾 改11」¥白丁 給 土 田、與 平 民雑 庭、相 爲婚 姻 之 法、載在 六 典 。今

聞官 吏人 民 等 因以新 白丁 爲號 、視 與 平 民匿別 、所 在 官 守令 役於 田猟 等雑 事 、以 至柳

器、公 然 牧敏 者、或 有 之。 其 具雑 役 之状 以 聞 」(世 宗24(1442)年8月6日(癸 巳)45)

史 料2-Aは 、 世 宗5(1423)年 に 才 人 ・禾 尺 の 名 称 を 「白 丁 」 と改 号 し よ う と し た 兵 曹 が

王 に提 議 した 文 書 で あ る。「白丁 」の 生 活 を 安 定 させ る た め に 、 国 家 は 彼 ら に 閑 田 と陳 田 を

支 給 し て農 事 に 従 事 させ な が ら柳 器 と皮 ・筋 ・角 な ど の 貢 納 を 要 求 した こ と が 記 録 され て

い る。

同化 政 策 で 農 業 に 従 事 させ よ う と した の で あ っ た が 、 狩 猟 生 活 で 得 られ る も の で あ る 柳

器 と皮 ・筋 ・角 な ど を 貢 納 と して 才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」に 要 求 した こ とは 、 同化 政 策 の 矛 盾

42『世宗実録 』巻22
、5(1423)年10月8日(乙 卯)、 『実録 』第2輯 、559頁 。

43同 書、巻23、6(1424)年3.月8日(甲 申)、 『実録』第2輯 、585頁 。
44同 書、巻69、17(1435)年8月27日(丙 寅)、 『実録』 第3輯 、649頁 。
45同 書
、巻97、24(1442)年8A6日(癸 巳)、 『実録』第4輯 、427頁 。
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で あ る。

史料2-Aに よれ ば 、多数 の 「白丁 」は遊 牧 民族 的 な生活 を してい た が、農 業 に従事 した

一 部 は
、国 家 に捧 げ た貢物 を免 除 また は軽 減 され た46。

史料2-Bの 世 宗6(1424)年3月 の京 畿 監 司の 上書 をみ る と、禾 尺 の 前職(=屠 畜)を 禁

じさせ て、 平民 と混住 させ るた め に、従 来 、禾 尺 か ら徴収 した長 興 庫 の柳 器製 造 品の筒(=

柳 の木 で作 っ た衣紋 掛 け)を 一 般 民戸 か ら も徴 収 しよ うと した。

史料2-Dの 世 宗24(1442)年 に京 畿 道 監 司か ら各 道 観察 使 と開城 留 守 た ちに伝 達 され た

文 で も、 「才人 と禾 尺 は、農 業 をせ ず 、 ひ たす ら柳 器 と皮 革物 で生 活 しよ うとす る」 と記

され 、 才人 ・禾 尺 が柳 器製 造 、 狩猟 生 活 をや め よ うと しない か ら、農 民 と同化 させ よ う と

して 「新 白丁」 と改称 した理 由が書 か れ てい る。

史料1-Cで も狩 猟 とと もに柳 器 製 造 に従 事 してい た こ とが確 認 で き る。

史料2-E「R海 道都 観 察使 李 堤 啓禾 尺 才 人納 貢 之 法。 啓 日、禾 尺 等曾 不 務農 、

游 手 而食 。 國家欲 革 其弊、才人則 貢 楮 貨五 十 張、禾 尺 則 貢楮 貨 三十 張、納 干 内資 寺。

今 則 與 平 民雑 居 、皆 從 軍役 、願 除其 貢 、 以厚 其生 。 上 日、可。 李 贋 駁 之 日、 此人

等貢 干 内 資久 　 、不 可遽 革 。 韓 尚徳 日、其 中事農 業 付 軍役 者 、翻 免 其貢 何 如。 上

日、此 言誠 是也 。 」(太 宗14(1414)年6月13日(辛 丑)47)

「豊 海 道 都 観 察 使 の 李 根 は 、 才 人 は 楮 貨50枚 、 禾 尺 は 楮 貨30枚 の 税 金 を 内 資 寺 に 収 め さ

せ よ う と上 書 で 王 に 意 向 を述 べ た 。 ま た 、 平 民 と雑 居 して 軍 役 を 負 担 す れ ば 、 税 金 を免 除

す る」 と あ る。 楮 貨 の 量 が 「才 人 は 楮 貨50枚 、 禾 尺 は 楮 貨30枚 」 と額 が 違 う こ とか ら 、

才 人 と禾 尺 で は 取 り扱 い が 区 別 され て い た と推 測 され る。 しか し こ の 楮 貨 で の 納 税 は 実 際

46成 宗4(1473)年12月18日 甲戌
、『実録 』第9輯 、79頁 。 「生業の ある もの、つま り農業 に従事 してい

る人に は保 を作 る」 と記 され てい る。
47『太宗実録 』巻27 、14(1414)年6月13日(辛 丑)、 『実録』第2輯 、22頁 。
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に実施 で きず 、楮 貨代 わ りに柳器 製 造 品 を捧 げな けれ ば な らな か った48。

「白丁 」 が柳 器製 造 に従 事 した こ とにつ いて 、姜 萬 吉 は 「柳 器 製 造 が 白丁 た ちの職 業 の な

かで重 要 な職 業 の ひ とっ で あ り、 『経 国 大典 』 に工 匠條 に京外 工匠 を問 わず柳 器 匠 が ない

こ とか ら、 当時 の柳 器 製 造 品 はほ とん ど 白丁 に依 存 して いた 」 と指 摘 して い る49。

『朝 鮮 王朝 実録 』 のな か で 「白丁 」身 分 の柳 器 製 造 に 関す る記 事 を表 で ま とめ る と次 の

通 りで あ る。

表2-3『 朝 鮮王朝 実録』所載 「白丁」、「新 白丁」、 「才 白丁」、「禾 白丁」 の柳器 製造業 と農業 に関す る記事一 覧

年 代 白丁 、 新 白丁 、 才 白 丁 、 禾 尺 内容 出典

世 宗5(1423)年10月8日 乙 卯 白丁 柳器製 造業、農業 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年10月10日 辛 亥 新 白丁 柳器製 造業、農業 第2輯 、629頁

世 宗17(1435)年8月27日 丙 寅 白丁 柳器製 造業 第3輯 、649頁

世 宗24(1442)年8月6日 癸 巳 白丁 、 新 白丁 柳器製 造業、雑役 第4輯 、247頁

世 宗30(1448)年4月9日 甲子 才 白 丁 、 新 白丁 、禾 白丁 、 白 丁 柳 器 製 造 業 、 農 業 に 従 事 し な い。 第5輯 、59頁

世 宗5(1423)年 国 家 は 才 人 と禾 尺 の 屠 畜 を禁 止 して 「白丁 」 と改 号 した も の の 、 「白丁 」

に柳 器 製 品 を 要 求 し た 。 翌 年 に は 才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」 だ け で は な く、 民 戸 に も貢 物 と して

柳 器 製 品 を 要 求 した 。

前 掲 史 料 の1-C(中 宗5(1510)年8,月4日(丁 亥))5° に よ っ て 、「白 丁 」 の柳 器 製 造 は 高 麗

時 代 の 楊 水 尺 の職 業 で あ っ て 、 朝 鮮 時 代 に な っ て も そ の 職 業 は 変 わ っ て い な い こ と が 分 か

る。

才 人 の柳 器 製 造 は 成 宗2(1471)年 ま で 、 禾 尺 の 柳 器 製 造 は 世 宗24(1442)年 ま で 、 「白 丁 」、

「新 白丁 」 、 「才 白丁 」 、 「禾 白丁 」 の 柳 器 製 造 は 世 宗30(1448)年 ま で 続 い て い た 。

世 宗6(1424)か ら一 般 平 民 も柳 器 製 造 を し て お り、 「白 丁 」 身 分 に は農 業 に 従 事 させ 、軍 籍

に 編 入 させ る政 策 に よ り、 多 くの 「白丁 」 は柳 器 製 造 は しな く な っ て い っ た 。

成 宗6(1575)年2.月24日 の 条 に は 、 民 衆 の 年 貢 の 徴 収 、柳 器 に つ い て 詳 し く記 され て い

48文 詰永 「高麗末 ・朝鮮 初 白丁 の身分 と差役 」『韓 国史論』26
、1991年 、74頁 。韓嬉 淑 「朝鮮 太宗 ・世

宗代 白丁 の生活状 態 と強盗活 動」『韓 国史学報』 第6号 、韓 国史学会 、1999年3.月 、278頁 。
49姜 萬吉 「鮮初 白丁考」『史学研究』18 、韓 国史学会、1964年 、505頁 。
5°「賊 因矢 傷

、不能快 走、有 一 白丁我國有別種人、以射猟結造柳器爲業、異於編眠。名日白丁、自p前朝之揚水尺。射賊 二矢皆 中、

猶 不イト地。」『中宗実録』 巻12、5(1510)年8月4日(丁 亥)、 『実録 』第14輯 、453頁 。
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る 。

史 料2-F「 戸 曹 啓 、 今 承 傳 教 、 陳 言 者 有 言 、 養 慧 錐 重 、 民 弊 亦 多 。 以 泰 仁 都 會 之

弊 言 之、其 所 用 鼎 釜 、 薦 席 、 編 茅 、 董 箔 、 陶 盆 、 柳 器 、 木 盤 等 物 、則 限 年 牧 用、米 、

豆 、 炭 柴 、 紙 地 、 燈 油 等 物 、則 逐 年 牧 用 、皆 出 於 民 力 、其 牧 合 之 際 、該 吏 因 縁 爲 妊 、

其 弊 一 也 。 」(成 宗6(1575)年2月24日(癸 卯)51)

史料2-Fは 、戸 曹 が王 に報 告 した文 で あ る。こ こには 「鼎 釜 、薦 席 、編 茅 、 輩箔 、 陶 盆 、

柳器 、木盤 等 物 、 米 、豆 、炭 柴 、紙 地 、燈 油 等 は 、全 部 民か ら徴 収 す るので 、民 衆 は厳 し

い 生活 を してい る。」 と書 かれ て い る。

世宗30(1448)年 を最 後 に 『朝鮮 王 朝 実録 』 の なか で禾 尺 ・「白丁 」 の柳器 製 造 に関す る

記 事 は ない。 しか し、柳器 製 造 自体 に関す る記事 は あ るので 、 その記 録 を検 討 す る。

史料2-G「 一 日。 流 民 之類 、 如各 業 匠人 、 山峡則 有 水鐵 匠 、磨 造 匠 、浦 澤則 有

柳 器 等 匠、皆遷 徒 不 常、行 止 不適 然、 既具男 女 家 口、亦 不 可不 随衆 作 統、而 必令 元

居 近 統 、爲 其 主統 、使 得 常 常 照管 、検 飾 統牌 。 亦令 於 元 統 牌端 、列 書 自某 方 移 來 、

居住 幾 年 、男 女幾 口。 」(粛 宗1(1675)年9月26日(辛 亥)52)

史 料2-Gは 、 備 辺 司 で 「五 家 統53の 事 目」 に っ い て 議 論 した 内 容 で あ る。 全 部 で21條

で そ の な か の 一 っ を 取 り上 げ て み る と、「流 民 之 類 、如 各 業 匠 人 、山挾 則 有 水 鐵 匠 、 磨 造 匠 、

浦 澤 則 有 柳 器 等 匠 」 の よ うに 才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」 とは 記 され て い な い が 、 「流 浪 して い る

51『成 宗実録 』巻52 、6(1575)年2月24日(癸 卯)、 『実録 』第9輯 、200頁 。
52『粛宗実録 』巻4 、1(1675)年9月26日(辛 亥)、 『実録 』第38輯 、303頁 。
53五 家作統 といい

、朝鮮 時代 に税金 の徴収、役務 の動員 な どのた めに、五つ の民戸 を一つ の組 とす る制

度。
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民 の な か に、 山挾 に は水鐵 匠54と 磨 造 匠55、 浦 に は柳 ・器等 匠 がい る」 と記録 され て い る。

粛宗1(1675)年 に は柳器 製 造 を専 門 としてい る職 人 が存 在 し、流 浪 してい た才 人 ・禾 尺 ・

「白丁 」 の 一部 が柳 器 匠 と して 生 きて い た と考 え られ る。

と ころが 、農 業 に従 事せ ず 、屠 畜 を行 って 、軍役 に服役 しなか った 才 人 ・「白丁 」が 国 に

とって大 きな 問題 とな って くる。 その屠 畜業 につ い て検 討 す る。

第2節 屠 畜 ・食 肉販 売

まず 才 人 と禾 尺 の屠 畜 業 ・狩 猟 につ い て検討 す る。『朝 鮮 王朝 実録 』の なか で才 人 の屠 畜

と狩 猟 生 活 に 関す る記 事 を表 で ま とめ る と次 の通 りで あ る。

表2-4『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 才 人 の屠 畜 業 ・狩猟 に 関す る記 事 一覧

年代 内容 出典

太 祖1(1392)年9月24日(壬 寅) 屠 畜 、 狩 猟 第1輯 、31頁

太 祖4(1395)年12月25日(甲 寅) 屠畜 第1輯 、88頁

太 宗10(1410)年11月2日(甲 子) 狩猟(漁 業) 第1輯 、569頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 屠 畜 、 柳 器 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年3月8日(甲 申) 屠畜 第2輯 、585頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 屠 畜 、 狩 猟 第3輯 、649頁

世 宗24(1442)年8月6日(癸 巳) 屠 畜(皮 革 業)、 狩 猟 第4輯 、247頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 狩 猟 、 狩 りに 動 員 第6輯 、378頁

容 宗1(1469)年6月29日(辛 巳) 狩 猟 、 屠 畜 第8輯 、393頁

成 宗2(1471)年2月18日(辛 酉) 屠 畜 、 皮 革 業 第8輯 、555頁

成 宗4(1473)年8月9日(戊 辰) 屠 畜 、 狩 猟 第9輯 、61頁

成 宗4(1473)年8月21日(庚 辰) 屠畜 第9輯 、55頁

成 宗6(1475)年4月12日(庚 寅) 屠 畜 、 狩 り、 獲 物 の 販 売 第9輯 、214頁

成 宗15(1484)年11月20日(癸 卯) 屠畜 第10輯 、641頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 狩 りに動 員 第13輯 、547頁

中 宗1(1506)年10月29日(甲 戌) 屠 畜 、 狩 り(皮 革 業) 第14輯 、91頁

中 宗2(1507)年10月29日(己 亥) 狩猟 第14輯 、200頁

中 宗21(1526)年5月5日(丁 亥) 屠 畜 、 柳 器 第16輯 、509頁

中 宗31(1536)年1月9日(乙 丑) 狩 りに動 員 第17輯 、630頁

高麗 時 代 の楊 水 尺以 来 の屠 畜 と狩 猟 の生 活 は 、朝鮮 時代 にな って も続 い て いた 。『朝 鮮 王

朝 実録 』に最 初 に登場 す る太 祖1(1392)年9.月24日 の記事 に もそ の よ うな こ とが指摘 され

て い る。前述 の よ うに、史料1-Qに よ る と、当時 の才 人 ・禾 尺 は 「常 聚爲 盗 、宰殺 牛馬 。

所在 州 郡 、籍 其 生 口、使 之 土著 爲農 、 違者 罪 之 」 の よ うに牛馬 を盗 ん で屠 畜 を して い たの

54朝 鮮時代に工曹に属 している京工匠(兵器や王族や貴族の生活品 ・飾 りを製作 した職人)で 、鉄の器を

作った職人である。
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で 、 国民 生活 の安 定 のた め に、 戸籍 を作 り、 土地 に定着 させ る こと(同 化 政 策)を 命 じた。

しか し、史料1-Rに は、 「禁 才人禾 尺 流 浪 、籍 口給 田、 上 日、 此皆 已有著 令 、第 不 能基 行

耳。 令 使 司移 牒 各道 。 」 とそ の同化 政 策 が進 ま な か った こ とで 、再 び実 施 す る よ うに各道

の使 司 に命 令 した。 太 宗(1400～1418)の 時代 に入 って も才人 は屠 畜 を行 って い た。

太 宗 は 、まず 才人 ・禾尺 を軍 に入 れ56、 禾 尺 の 屠 畜 を禁 止 す る令 を 出 した57。 そ して 才人 ・

禾 尺 の年 貢 は 「国用 の魚 物 以外 に は皆楮 貨 で収 納す る よ うに」58と 決 めた。 そ して號 牌 法

を実施 し59、狩 りの た め に才 人 ・禾 尺 を集 め6°、忠 清 道 ・慶 尚道 ・全 羅道 の地 域 で騙 軍(猟

師)を 徴 発 した り した61。

世宗 時代 に は屠 畜 に関す る記 事 は、4件 しか 見 られ な い。 ほ とん どの記録 は 才人 ・禾 尺

の屠畜 を禁止 して 、土地 を与 え、軍 に入れ よ うとい う記 録 で あ る。「白丁 」を同化 させ よ う

とす る国の 目的 が あ った か らで あ る。太 祖 時 代 か ら世宗 時 代 ま では 「白丁 」 た ち は 自分 た

ちは生 き るた め に屠畜 を行 って い たが 、 時 間が経 つ につれ て上 か らの命 令 で屠 畜 を行 わな

けれ ば な らな か った。 そ の記 録 を み よ う。

史 料2-H「 癸 卯 、刑 曹判 書 魚 世謙 等 來啓 日、襲者 内摘妊 時 犯禁 者 多 、實 由 臣等 不

能検 察 也。 然 近 日捕 得 宰殺 牛 隻者 、多 出於 士 大 夫家 行廊 。 士 大夫 家 、若非 内使 、則

捜得 甚 難。 請 自今 、錐 士 大 夫家 、有 疑庭 、則 捜 之」(成 宗15(1484)年11月20日(癸

卯)62)

史料2-Hに は 「近来 不 法 で牛 を屠 畜 して い る者 は、 士大 夫 の家 で行 っ てい る」 と書 かれ

55京 工 匠 の 一 種 で
、 繕 工 監 に 属 し て い た 。

56『 太 宗 実 録 』
、 巻8、4(1404)年9.月19日(丁 巳)、 『実 録 』 第1輯 、306頁 。

57同 書
、 巻11、6(1406)年4.月24日(甲 申)、 『実 録 』 第1輯 、355頁 。

58「 才 人 禾 尺 身 貢 及 漁 梁 船 税
、 國 用 魚 物 外 、 皆 以 楮 貨 牧 納 。 」 同 書 、 巻20、10(1410)年ll.月2日(甲 子)、

『実 録 』 第1輯 二、569頁 。

59同 書
、 巻26、13(1413)年8月21日(丁 卯)、 『実 録 』 第1輯 、684頁 。

6° 同 書
、 巻25、13(1413)年3月4日(癸 未)、 『実 録 』 第1輯 、664頁 。

61同 書
、 巻26、13(1413)年9.月16日(壬 辰)、 『実 録 』 第1輯 、688頁 。

62『 成 宗 実 録 』 巻172
、15(1484)年11月20日(癸 卯)、 『実 録 』 第1輯 、641頁 。
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て お り、や む を えず 、才 人 は士 大夫 の命 令 で屠 畜 を行 わ な けれ ば な らな か った と推 測 され

る。 た とえば、 士 大夫 が 「白丁 」 を無 断 で連 れ て きて い る とか 、多 くの 「白丁」 が 士 大夫

の家 にい るな どの記 録 が存 在 す る。 そ の記 事 を検 討 す る。

史 料2-1「 史 臣 日 、 子 光 、 世 居 南 原 、 廣 置 田 宅 、 多 占 白丁 、 吏 不 敢 入 門 、府 使 鄭

准 梢 裁 抑 之 」(成 宗23(1492)年7.月19日(壬 寅)63)

史 料2-J「 壬 申年 、 柳 順 汀 啓 以 、 南 原 等 官 土 豪 、 品 官 、 冒 占 白丁 之 弊 。 臣 適 授 監

司 、 親 承 傳 教 、 到 界 捜 括 、 其 濫 占 匿 使 、 多 至 五 六 十 、 官 奴 碑 亦 多 隠 接 役 使 、 臣未 及

畢 推 而 逓 、 至 今 不 啓 。 」(中 宗9(1514)年12月19日(丁 未)64)

史 料2-K「 且 以 全 羅 土 豪 濫 占 才 白 丁 事 、 今 方 推 考 灌 弘 、 而 言 及 於 世 貞 、 錐 上 來 、

未 得 行 公 、 請 逓 」(中 宗10(1515)年2.月4日(壬 辰)65)

史 料2-L

申)66)

「前 江 界 府 使 朴 英 、以 才 、 白丁 濫 占、罷 職 」(中 宗12(1517)年7月2日(甲

史 料2-M「 司 □ 寺 倉 正 申潮 、前 爲 光 州 牧 使 時 、羅 州 牧 使 奉 嗣 宗 、欲 以 光 州 居 白丁

叱 於 里 等 四 口、 爲 己 奴 碑 、 潮 以 嗣 宗 族 親 、 陰 遂 嗣 宗 妊 謀 」(中 宗32(1537)年7月7

日(乙 巳)67)(□ は 不 明 。)

史 料2-1、J、K、L、Mは 、 「白 丁 」 と 「才 白 丁 」 を 奴 碑 に し よ う と し た 記 録 や 無 断 で 連

63同 書
、 巻267、23(1492)年7月19日(壬 寅)、 『実 録 』 第12輯 、207頁 。

64『 中 宗 実 録 』 巻21
、9(1514)年12.月19日(丁 未)、 『実 録 』 第15輯 、49頁 。

65同 書
、 巻21、10(1515)年2月4日(壬 辰)、 『実 録 』 第15輯 、54頁 。

66同 書
、 巻28、12(1517)年7.月2日(丙 子)、 『実 録 』 第15輯 、284頁 。
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れ て き て、家 にい させ た記 録 で あ る。そ の理 由は 、「白丁 」に法律 で 禁 じ られ てい る屠 畜 を

行 わせ るた め で あろ う。

表2-5『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 楊 水尺 、禾 尺 の屠 畜業 ・狩 猟 に関す る記事 一 覧

年代 楊 水 尺 、 禾 尺 内容 出典

太 祖1(1392)年9月24日(壬 寅) 禾尺 屠 畜 、 狩 猟 第1輯 、31頁

太 祖4(1395)年12月25日(甲 寅) 禾尺 屠 畜 第1輯 、88頁

太 宗10(1410)年11月2日(甲 子) 禾尺 狩猟(漁 業) 第1輯 、569頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 禾尺 屠 畜 、 柳 器 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年3月8日(甲 申) 禾尺 屠 畜 第2輯 、585頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 禾尺 屠 畜 、 狩 猟 第3輯 、649頁

世 宗24(1442)年8月6日(癸 巳) 禾尺 屠 畜(皮 革 業)、 狩 猟 第4輯 、247頁

世 宗29(1447)年3月21日(癸 未) 禾尺 屠 畜 第5輯 、10頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 禾尺 狩猟 第6輯 、378頁

世 祖2(1456)年3月28日(丁 酉) 禾尺 屠 畜 第7輯 、121頁

世 祖13(1467)年1月4日(辛 未) 禾尺 屠 畜 第8輯 、56頁

容 宗1(1469)年6月29日(辛 巳) 楊水尺 狩 猟 、 屠 畜 第8輯 、393頁

「白丁 」に 関 して の最 古 の記録 で あ る前掲 史料1-H『 高麗 史』崔 忠献 條 には 、楊 水 尺 の

職 業 と して狩 猟 と柳 器 製 造 のみ 記録 され てい るが、 同書趙 凌傳 に は 「:一:.p禾尺以 屠 牛代 耕

食 」68と い う記録 が あっ て、禾 尺=楊 水 尺 が 屠畜 業 に従 事 してい た こ とが わか る。

史 料2-N「 禾 尺 屯 庭 僻 地 、 不 事 農 務 、 以 業 宰 殺 」(太 宗11(1411)年10.月17日(乙

巳)69)

史 料2-0「 申 　 組 禾 尺 宰 殺 牛 馬 之 禁 。 」(太 宗6(1406)年4,月24日(甲 申)7°)

史 料2-N及 び史料2-0に よって 当 時 の禾 尺 が農 業 よ りも屠 畜 業 に従事 した こ とがわ か る。

そ して屠 畜 業 と ともに 肉販 売 も行 っ てい た。 朝鮮 王 朝 時代 にな って も屠 畜 業 は 「白丁」 の

職 業 の一 つ と して据 え られ てい た。

で は、 次 に 「白丁」、 「新 白丁 」、 「才 白丁」、 「禾 白丁 」 の屠 畜 業 に関す る記録 を見 て い こ

67同 書
、 巻85、32(1537)年7.月7日(甲 申)、 『実 録 』 第18輯 、90頁 。

68『 高 麗 史 』 巻180
、 趙 凌 伝 『繹 註 高 麗 史 第10(列 傳3)』 東 亜 大 学 校 出 版 社 、 目 録 下8頁 。

69『 太 宗 実 録 』 巻11
、11(1411)年10月17日(乙 巳)、 『実 録 』 第1輯 、606頁 。

70同 書
、 巻11、6(1406)年4.月24日(甲 申)、 『実 録 』 第1輯 、355頁 。
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表2 6『 朝 鮮王朝 実録』所載 「白丁」、「新 白丁」、 「才 白丁」、「禾 白丁」 の屠畜業 ・狩 猟に関す る記 事一覧

年代 白 丁 、 新 白 丁 、 才 白丁 内容 出典

世 宗5(1423)年10月8日 乙 卯 白丁 屠 畜 業 、(柳 器 製 造 も) 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年10月10日 辛 亥 新 白丁 屠畜業 第2輯 、629頁

世 宗7(1425)年2月4日 甲辰 新 白丁 、 白 丁 屠畜業 第2輯 、652頁

世 宗8(1426)年12月15日 甲 戌 白丁 屠畜業 第3輯 、53頁

世 宗9(1427)年11月27日 辛 亥 新 白丁 屠畜業 第3輯 、103頁

世 宗16(1434)年4月24日 辛 未 白丁 屠畜業 第3輯 、560頁

世 宗17(1435)年8月2日 辛 丑 新 白丁 屠畜業 第3輯 、645頁

世 宗17(1435)年8月27日 丙 寅 白丁 屠 畜 業 、 狩 猟 第3輯 、649頁

世 宗18(1436)年 閏6月18日 癸 未 白丁 狩猟 第4輯 、3頁

世 宗21(1439)年2月16日 乙 丑 白 丁 、 新 白 丁 牛 の屠 畜 、 農 業 に従 事 しな い 新 白丁 が 多 い。 第4輯 、188頁

世 宗24(1442)年8月6日 癸 巳 白 丁 、 新 白 丁 屠 畜 業(皮 革 業)、 狩 猟 第4輯 、247頁

世 宗28(1446)年10月28日 壬 戌 新 白丁 屠畜業 第4輯 、711頁

世 宗29(1447)年3月21日 癸 未 白丁 禾尺 の屠畜業 第5輯 、10頁

世 宗30(1448)年4月9日 甲 子 才 白丁 、 禾 白丁 、新 白 丁 、 白丁 狩 猟 、(柳 器 製 造 も) 第5輯 、59頁

文 宗1(1451)年4月19日 丁 亥 両色 白丁 狩 猟 、狩 りに 動 員 第6輯 、378頁

世 祖2(1456)年3月28日 丁 酉 白丁 屠畜業 第7輯 、121頁

世 祖4(1458)年2月8日 丁 酉 白丁 屠畜業 第7輯 、251頁

世 祖4(1458)年12月11日 乙 丑 新 白丁 屠畜業 第7輯 、304頁

世 祖10(1464)年10月2日 壬 午 白丁 狩猟 第7輯 、655頁

世 祖13(1467)年1月4日 辛 未 白丁 屠畜業 第8輯 、56頁

容 宗1(1469)年6月29日 辛 巳 楊 水 尺 、 白 丁 狩 猟 、 屠 畜 業 第8輯 、393頁

成 宗2(1471)年2月18日 辛 酉 白丁 屠畜業 、皮革業 第8輯 、555頁

成 宗3(1472)年1月5日 壬 寅 才 白丁 畜産 第8輯 、622頁

成 宗3(1472)年10月8日 辛 未 白丁 畜 産 、狩 り 第8輯 、689頁

成 宗4(1473)年8月9日 戊 辰 白丁 屠 畜 業 、 狩 猟 第9輯 、61頁

成 宗4(1473)年8月21日 庚 辰 白丁 屠畜業 第9輯 、55頁

成 宗6(1475)年4月12日 庚 寅 白丁 屠 畜 業 、 狩 り、 獲 物 の 販 売 第9輯 、214頁

成 宗7(1476)年7月18日 己 未 才 白丁 屠 畜 業 、 狩 り(農 業 に従 事 しな い) 第9輯 、539頁

成 宗20(1489)年11月14日 乙 丑 才 白丁 畜 産 、狩 猟 第11輯 、539頁

成 宗21(1490)4月7日 己 丑 才 白丁 屠畜業 第11輯 、583頁

成 宗23(1492)年7月19日 丁 亥 白丁 屠 畜 業 、 狩 猟 第12輯 、207頁

燕 山3(1497)年8月3日 壬 申 白丁 狩 り 第13輯 、268頁

燕 山5(1499)年9月16日 癸 酉 才 白丁 屠 畜 業 、 狩 り 第13輯 、377頁

燕 山8(1502)年4月18日 己 未 白丁 屠畜業 第13輯 、486頁

燕 山9(1503)年2月23日 庚 申 白丁 狩 りに動員 第13輯 、547頁

中 宗1(1506)年10月29日 甲 戌 白丁 屠 畜 業 、 狩 り(皮 革 業) 第14輯 、91頁

中 宗2(1507)年10月29日 己 亥 白丁 狩猟 第14輯 、200頁

中 宗7(1512)年9月6日 丁 丑 才 白丁 狩 りに動員 第14輯 、162頁

中 宗21(1526)年5月5日 丁 亥 白丁 屠 畜 業 、(柳 器 製 造 も) 第16輯 、509頁

中 宗22(1527)年2月7日 甲 寅 才 白丁 狩 りに動員 第16輯 、549頁

中 宗31(1536)年1月9日 乙 丑 白丁 狩 りに動員 第17輯 、630頁

中 宗31(1536)年12月5日 丙 戌 才 白丁 狩猟 第18輯 、3頁

光 海12(1620)年6月29日 乙 亥 白丁 狩猟 第33輯 、329頁

英 祖15(1739)年2月22日 己 亥 庖 丁 屠畜業 第42輯 、618頁

英 祖23(1747)年4月5日 甲 子 宰人 屠畜業 第43輯 、245頁

正 祖24(1800)年4.月16日 戊 戌 屠 午 屠畜業 第43輯 、258頁

純 祖9(1809)年6.月5日 甲午 白丁 屠畜業 第47輯 、631頁

純 祖9(1809)年6.月11日 庚 子 屠 漢 屠畜業 第47輯 、632頁

憲 宗6(2842)年6月5日 壬 午 屠 屠畜業 第48輯 、490頁

表2-7『 高宗 純 宗 実録 』 所載 屠 漢 ・房 の 屠畜 業 ・狩 猟 に 関す る記 事 一 覧

年代 屠 漢 ・房 内容 出典

高 宗2(1865)年10月4日 乙 末 屠漢 屠畜業 『高 宗 純 宗 実 録 』上 、199頁

高 宗29(1892)年6月10日 丙 申 房 屠畜業 『高 宗 純 宗 実 録 』 中 、421頁

高 宗29(1892)年7月18日 癸 卯 屠漢 屠畜業 『高 宗 純 宗 実 録 』 中 、431頁

史 料2-P「 其 盗 殺 牛 馬 者 、 專 是 新 白丁 、 故 於 永 樂9年 、刷 出 新 白 丁 、 移 置 都 城 三

舎 之 外 」(世 宗7(1425)年2月4日(甲 辰)71)
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史 料2-Q「 今 新 白丁 、 與 平 民 間 居 、相 與 作 窯 、爲 盗 宰 殺 牛 馬 之 利 、 耳 濡 目染 」(世

宗28(1446)年10.月28日(壬 戌)72)

史料2-Pに よれ ば、世 宗7(1425)年2月 には 「当時 、牛 馬 を盗 んで殺 す者 は全 部新 白丁

で あ り、牛馬 肉 を食 べ て い る者 に対 す る罰 が 軽 くて人 々 が公 然 と牛 馬 を食 べ て い る」 と牛

馬 の屠 畜 と肉 の販 売 が行 われ てい た とい う記 録 が あ る73。

同年29(1447)年3.月 の議 政 府 の上 書 で あ る『世 宗実録 』巻115、29(1447)年3月21日(癸

未)の 記 録 に よる と「農 牛 を:一::と 禾 尺 た ち に販 売す る者 とこれ を 買 う者 はみ な宰 殺 牛馬 律

に よっ て裁 くこ とを主 張 した」74と い う内容 が 見 られ る。 禾 尺 だ けで は な く、 　胆 も屠 畜

して い た。

『成 宗 実録 』巻3、1(1470)年2.月8日(丁 巳)75に は 、「才 白丁屯 聚 、則 盗 心 自生 、害及 平

民 、祖 宗 朝 已令與 平 民雑 庭 、宜壼 心推 刷 、勿 使 屯聚 。 内需 司奴、托 以牧 債、濫 奪 民家 田地 、

財 産 、民 甚 苦之 、拉 痛 治禁xA。 」 と見 え、 才 白丁 が集 住 して い る と、盗 み 心 が生 じ、 平民

に被 害 を与 え る こ とにな るの で、集 ま って住 む こ とを禁 じる命 令 を王 は 出 した。

農 耕 社 会 だ っ た朝 鮮 時 代 に 、 「白丁」 の屠 畜 業 は脅 威 の あ る職 業 とみ な され て い た76。

朝鮮 の治者 た ちは 、屠 畜 業 に従 事 した 「白丁 」 に対 して どの よ うな 態度 を とった の か をみ

て み よ う。

史 料2-R「 初 、前 吏曹 判書 朴信 上言 、我 國家 新 白丁 、無庭 無 之 、殺 牛 代耕 、遊 手

而食 、故 自開 國以來 、屡 降條 令 、禁 殺 牛 、使 耕稼 而食。 然 其 俗 以農 爲 苦 、乃 日、農

本 不爲 之事 、量 易學 之 。 其殺 牛如 前 、無有 俊 改 、無 利 於 國家 、 有害 於 生 民甚 　。 自

今 限十 年 、 以新 白丁 農 事 實不 實爲 殿 最 、則 守 令 皆壼 心勧 課 、終必 有 成 効　 。 下 政府

71『 世 宗 実 録 』 巻27
、7(1425)年2月4日(甲 辰)、 『実録 』 第2輯 、652頁 。

72同 書
、 巻114、28(1446)年10.月28日(壬 戌)、 『実 録 』 第4輯 、711頁 。

73同 書
、 巻27、7(1425)年2.月4日(甲 辰)、 『実 録 』 第1輯 、652頁 。

74「 如 有 費 農 牛 於 　 靱 禾 尺 者 及 　 範 禾 尺
、 皆 論 以 宰 殺 牛 馬 律 、 身 充 水 軍 。 有 捕 獲 露 告 者 、 以 本 人 家 産 充

賞。 」 同書 、巻115、29(1447)年3.月21日(癸 未)、 『実 録 』 第5輯 、10頁 。
75成 宗1(1470)年2月8日(丁 巳)

、 『実 録 』 第8輯 、464頁 。
76韓 嬉 淑 前 掲 論 文

、281頁 。
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議 之 。 政 府 啓 日 、 此 言 甚 合 事 宜 。 歴 考 條 章 、 新 白丁 計 口 給 田 、 賜 郷 録 籍 、 與 平 民 雑

庭 、 相 爲 婚 嫁 、 假 托r1乞 、 成 群 爲 盗 者 、 拉 奪 其 馬 、 勒 令 費 之 、 以 絶 爲 賊 之 計 、 其 爲

立 法 」(世 宗21(1439)年2.月16日(乙 丑)77)

世宗21(1439)年 、前 史 曹判 書 朴信 は、

「我 が国 に到 る庭 にい る新 白丁 は営農 の代 わ りに屠 畜業 を しなが ら遊 ん で い る。 これ に

対 して 国家 か ら何 回 も条令 を 出 して、 屠 畜業 を禁 じて農 業 に従 事 させ よ うと した が 、彼 ら

の習俗 か らした ら農 業 を営む こ とは きつ くて た ま らな い よ うだ。 新 しく農 業 を学 ぶ こ とは

で きず 、屠 畜業 を続 けて 、過 去 の行 い や 態度 の あや まち を認 め て心 を入 れ 替 え る こ とがで

きな い」 と述 べ て い る。 屠畜 業 に従 事 してい た 「新 白丁 」 は、農 耕 生活 が で き な くて屠 畜

業 生活 を続 け てい た。

史 料2-S「 壬 戌 、判 中椹 院事 李順 蒙 上 書 日、 … … 臣聞 前朝 之季 、倭 憲興 行 、 民不

柳 生 、然 其 問倭 人不 過 一 二 、而本 國之 民 、假 著倭 服 、 成 窯作 齪 、是 亦鑑 也 。 今新 白

丁 、與 平 民 間居 、相 與 作 黛 、爲 盗 宰殺 牛馬 之 利 、 耳濡 目染 、以爲 常事 、或 因嫌 隙 、

故嶢 人 家 、將 恐 有難 防 之 患。 救弊 之要 、莫 切 於 號牌 。 昔在 太 宗朝 、號 牌 之法 、試 行

敷年 、而流 浪 鮮 少 、或 議煩 擾 民 間 而塵 之」(世 宗28(1446)年10月28日(壬 戌)78)

しか し、 史 料2-Sの 世 宗28(1446)年10月28日 の 条 に よ る と 、 結 果 的 に は 「判 中福 院

事 李 順 蒙 は 、 今 は 新 白丁 が 平 民 と付 き 合 い を しな が ら徒 党 を組 ん で 盗 賊 に な っ た り、 牛 馬

を 宰 殺 して 利 益 を得 た り し て い る」 と、 同 化 は され ず 、 屠 畜 業 が 社 会 問 題 に つ な が る と考

え られ て い た よ うだ 。

前 に 触 れ た よ うに 、 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 の 初 期 部 分 で は 「白丁 」 が 屠 畜 業 に 従 事 した 記 録

77『世宗実録 』巻84 、21(1439)年2月16日(乙 丑)、 『実録』第4輯 、188頁 。
78同 書、巻114、28(1446)年10.月28日(壬 戌)、 『実録 』第4輯 、711頁 。
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が見 られ る。 『成 宗 実録 』巻172、15(1484)年11月20日(癸 卯)79で は 「才 白丁 た ちの宰 殺

行 為 には朝 士(士 大 夫)た ち との 関係 が あ る」 とい う記録 が あ り、 この 二つ の記録 に よ り、

「白丁 」 と支 配 層 との結託 が あっ た こ とが うか が え る。

と ころで 、朝鮮 初 期 にお いて は屠 畜 業 は 「白丁」 身 分 だ けの完 全 独 占的 な職 業 で は なか

った。 『朝鮮 王 朝 実録 』 に よる と去骨 匠8°と呼 ばれ て い る集 団 も屠 畜業 に従事 して いた 。

表2-7『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 去 骨 匠 に関 す る記事 一 覧

年代 内容 出典

世 祖10(1464)年8月4日(乙 酉) 刑 曹 は牛 馬 の 屠 畜 す る 者 す な わ ち 、 去 骨 匠 を と ら え る こ とを 命 じ た 。 第7輯 、644頁

世 祖13(1467)年1月4日(辛 未) 農牛 の屠 畜禁止 に関す る大司憲梁 の上疏。 去骨匠 は屠 畜を して いる。 第8輯 、56頁

成 宗5(1474)年2月7日(壬 戌) 金 質 は 、京 内 で 去 骨 匠 が 屠 畜(牛)を し て い るの で 去 骨 匠 の 屠 畜 を 禁 止 させ る べ き で あ る と、

王 に意 見 を 述 べ た 。

第9輯 、90頁

成 宗5(1474)年 閏6月17日(庚 子) 洪 允 成 らは 去 骨 匠 が 屠 畜 を し て い る こ とを 王 に報 告 し、 牛 の 屠 畜 を禁 止 させ るべ き で あ る

と、 王 に 意 見 を述 べ た 。

第9輯 、119頁

成 宗5(1474)年12月7日(戊 子) 李 亨 元 らは 、 家 で 牛 を 屠 畜 した者 去 骨 匠 に罰 を 与 え る よ う、 王 に頼 ん だ 。 第9輯 、171頁

成 宗23(1492)年2月24日(乙 丑) 刑 曹 は屠 畜(牛)禁 止 文 を 王 にみ せ て 報 告 した 。 去 骨 匠 は 屠 畜 を して い る と報 告 した 。 第12輯 、151頁

中 宗5(1510)年3月26日(辛 巳) 去 骨 匠 は 即 ち 屠 牛 者 で あ る。 人 々 は 屠 畜 を職 業 と して い る もの を 大 悪 と思 っ て る 。 第14輯 、418頁

中 宗28(1533)年7月14日(乙 卯) 成宗朝 に去骨匠 は家 で屠畜 を していた と言 った。 第17輯 、446頁

去骨 匠 につ いて 最初 に登場 す る記 事 は 次 の もの で あ る。

史 料2-T「 傳 旨刑 曹 日、京 城 内以屠 牛馬 爲 業 、號 稻 去骨 匠者 、令 五 部管 領坊 里人

密 封 以 告 、無 時捜 捕 。 且 盗賊 亦依 此例捜 捕 。 」(世 祖10(1464)年8月4日(乙 酉)81)

史 料2-Tの 『世 祖 実 録 』に は 「京 城 に住 ん で い る 去 骨 匠 と呼 ば れ て い る 牛 馬 屠 畜 業 者 を

五 部 管 領 と坊 里 人 に 密 封 して 報 告 させ る。 い つ で も 探 し て 捕 ま え る よ うに刑 曹 に伝 え る 」

と書 か れ て い る。 そ して 去 骨 匠 の 職 業 は 、 牛 馬 の 屠 畜 で あ る こ とが わ か る。 去 骨 匠 は 、 肉

や 皮 を 販 売 す る た め 、 骨 と 肉 を さ ば く必 要 が あ っ た 。 彼 らは 牛 を さ ば く技 術 を 持 っ て い た

の で あ ろ う。 太 宗6(1406)年 か ら朝 廷 は 「屠 畜 禁 止 令 」 を 出 して い た の に 、 守 令 ら は 「屠

79「然近 日捕 得宰殺牛隻 者
、多出於士大 夫家行廊。 士大夫 家、若非 内使、則 捜得甚難。 才 白丁 、以宰殺

爲 業、京 中來接者 多、朝 士若許接 、恣其所 爲、 固宜重論。 婦女接庭 外 、捜探何如 。」『実録』 第10

輯 、614頁 。
80カ ッパチ(染 叫ヌ1)ともいわれて い る。
81『世祖実録 』巻34

、10(1464)年8.月4日(乙 酉)、 『実録 』第7輯 、644頁 。
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畜 禁止 令 」 を守 らず 、京 内 で屠 畜 が行 われ て い た。

史 料2-U「 昔者 白丁 、禾 尺 宰之 、今 則 京外 良民皆 宰 之 、昔 者 多以 爲 莚宴 之備 而宰

之 、今 則 以 市裏販 費 而 宰 之 、昔者 盗 於 人 而宰 之 、今 則 買於 市 而 宰之 。 白丁 有数 也 、

而 良民 無敷 、鑓 宴有 数 也 、而 販 費無 窮 、盗 殺 有 敷也 、 而 買殺 無窮 。 以 有敷 之 牛 、行

無窮 之 殺於 無 窮 之 日、必 如南 山之松 、壼伐 而 後 已　 。 昔爲 宰 牛賊 、今稻 去 骨 匠。 閲

閻庭 庭 、雑 居 爲 之 、大 小 隣里 、 專 不爲 怪。 如 有 用 肉之 事 、如 取諸 市 、持債 而往 、求

無 不獲 。 臣 聞衆 心安 定 、 謂 之俗 、 此風 已成 　 。 非大 施刑 罰 、無 以止 之 。 自今 限風 俗

帰 正 、始依 軍法施 行 。 」(世 祖13(1467)年1月4日(辛 未)82)

史料2-Uは 、 屠畜 行 為 につ い て 、大 司憲 で あ る梁 誠 之 が王 に報 告 した もの で あ る。

「昔 は 白丁 と禾 尺 が牛 を殺 して い たが 、今 は京外 の良 民 が皆牛 を殺 してい る。 昔 は鑓 宴 準

備 で牛 をた く さん殺 した が、 今 は市 場 の裏 で販 売 す るた め に牛 を殺 してい る。 昔 は 牛 を盗

んで殺 した が 、今 は市 場 で販 売 をす るた め に牛 を殺 して い る。 白丁 は数 が 限 られ て い るが、

良民 の数 は 限 りな く多 い。 鑓 宴 は有 限 だ が、販 売 は無 限 だ。牛 を盗 ん で殺す こ とは有 限だ

が、牛 を買 っ て殺 す こ とは無 限 な ので 、 限 られ てい る牛 を無 限 に殺 す こ とは、南 山の松 の

木 を全 部 切 っ て しま うこ と と同 じだ。 昔 は牛 を盗 ん で殺 す 盗賊 だ と言 った が 、今 は去 骨 匠

とい い 、閻 閻各庭 に い ろい ろ な所 で散 らば って住 み な が ら牛 を殺 して い る」 とあ る。

この記 録 か ら、 昔 白丁 と禾 尺 と呼 ばれ た人 々 が去 骨 匠 と呼 ばれ 、彼 らは市 場 の裏 で皮 ・

牛 肉の販 売 業 と屠 畜業 を営 んで い た。 注 目す べ き箇 所 は 、屠 畜 に対 して民 衆 た ちは 「臣 聞

衆 心安 定 、謂 之 俗 、 此風 已成 　 。 」 と心 の安 定 を感 じ、屠 畜 は 一つ の風 習 で あ る とい われ

て い る部 分 で あ る。 去 骨 匠 の屠 畜 業や 肉 ・皮 の販 売 業 に対 して 民衆側 に は抵 抗 がな か った

よ うで あ る。

82同 書、巻41、13(1467)年1.月4日(辛 未)、『実録』第8輯 、56頁 。
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「白丁 」 と禾 尺 は農 業 に慣 れ な か った ので 、生 活方 便 と して屠 畜 業 に従事 しよ うと去骨

匠 と名 称 を変 えた で は ない か と思 われ る。 去 骨 匠 となっ た 「白丁」 と禾 尺 は 、堂 々 と屠 畜

業 と牛 肉 ・皮 の販 売業 に従事 した が、結果 的 に史料2-Vの よ うに暴 利 をむ さぼ るた めに屠

畜 業 に従 事 した と思 われ るよ うに な った。

史 料2-V「 正言 安 □啓 日、京 城 中無 頼 之徒 、 日以 屠 牛 爲 業 、名 爲 去 骨 匠 、 以規

(窺)厚 利 者 甚 多 、不 可 不痛 禁 、前者 、稻 外 知 部者 、 皆徒 邊 上 間左 右 … …金 質 日、

京 中奮 無 去骨 匠 、 土族 家婚 姻 祭 祀 時、 必請 於 司衡所 而爲 之 、今則 去 骨 匠者 、 無庭 無

之 、随 其 現露 、徒 邊 爲 便 」(成 宗5(1474)年2月7日(壬 戌)83)

史料2-Vに は「当 時の 正言 で あ った 安 □ は、 去骨 匠 は利 益 を吸 い取 るた めに屠 畜 業 を恣

に して い るの で、 この こ とを禁止 して彼 らを辺境 に移 住 させ よ う」 と提 議 し、金 質 とい う

人 は 、 「京 中 は、 昔 は去 骨 匠 がな くて 土族 家 が婚 姻 の時 とか祭 祀 の あ る ときに は必ず 司衡

所 で 肉類 を頼 んで 式 が行 われ てい た が、今 は去骨 匠が い ない所 は ない。 だ か ら去 骨 匠 を見

付 けた ら辺境 に移 住 させ るべ きで あ る」 とい う主張 した。 去 骨 匠 も 「白丁 」 身分 と同様 に

辺境 に移 住 させ られ 、居住 地 に対す る差別 を受 けた とい え る。

で は 、去 骨 匠 は どの程 度 の屠 畜 業 を行 っ てい た のか。

史 料2-W① 「御 経 鑓 講 詑 、 領 事 洪 允 成 啓 日 、 今 旱 甚 、 必 有 所 召 、 臣 意 、 都 城 内 、

有 稻 去 骨 匠 者 以 屠 牛 爲 業 、 国 家 錐 立 法 嚴 禁 、 其 利 甚 厚 、 故 人 不 畏 法 、 孚 効 爲 之 、

至 以 骨 酪 、 積 置 路 傍 、 感 傷 和 気 、 恐 由於 此 、 請 蓋 刷 此 輩 、:;諸 退 喬 、 以 痛 懲 之 、

正 言 安 啓 日 、 臣 見 坊 曲 之 間 、 頗 以 牛 頭 骨 、 置 溝 渠 中 、 以 通 行 焉 、 其 屠 殺 之 多 、

可 知 」(成 宗5(1474)年 閏6.月17日(庚 子)84)

83『成 宗実録 』巻39 、5(1474)年2.月7日(壬 戌)、 『実録 』第9輯 、100頁 。
84『実録』第9輯 、121頁 。
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史料2-W① は、成 宗5年 に 当時 の領 事 の洪 允成 が王 に提 議 した文 書 で あ る。 そ のな か で

「経 莚85で 、 日照 りが甚 だ しい のは 、去 骨 匠た ちが屠 畜 業 をす るた めだ。 都 内の 去骨 匠 が

暴利 をむ さぼ るの で 、 国家 は禁 止 法 を 出 したが 、そ れ を恐 れ ず 屠畜 業 を して い る。 そ のた

め に道 路 には牛 馬 の骨 が積 もって い る。 」正 言 の安 □は 「都城 内 の溝 に は牛 の頭 が放 置 さ

れ て い て通行 が不便 だ」 と言 って い て、 屠畜 業 が盛 ん に行 わ れ てい た こ とが推 測 され る86。

同年 には去 骨 匠 と宗 親(政 治 家)と 結 託 した記録 もあ る。

史 料2-W② 「大 司憲 執 義 、李 亨 元等 上剤 子 日、 臣等 聞 、東 陽正 徐 、命 只 牧 丘 史、

臣等 □念 、徐 以 宗親 、 交結 去 骨 匠金 山、使 其 奴 卯 同、許 於 其 家屠 牛 、及 爲 本府 吏所

捕 、不 自畏 縮 、 乃與 其 弟 、率 丘 吏 、成群 劫 奪 、狂 妄 不道 、罪犯 至 重 、 此而 不治 、何

以懲 悪 大低 去 骨 匠者 、 類 皆借 大家 、垣 塙 、嚴 固庭 屠 殺 、欲 其 不爲 、金 齪 吏所 獲也 、

宗親 之 家 、 門戸深 遽 、 禁齪 吏 卒 、尤 不 得到 、 故 交結 無頼 之 人 、恣 行 屠殺 、 事畳 又 不

嚴 治 、則 宗親 將 無所 懲 」(成 宗5(1474)年12月7日(戊 子)87)

成宗 朝 廷 の大 司 憲執 義 で あ った李 亨 元 の上 書 史料2-W② に よる と 「宗親 の東 陽正徐 は 、

金 山 とい う去骨 匠 と結 託 し、 自分 の家 で 屠畜 業 をお こな って い た。 しか し官 吏 は彼 らの屠

畜 をお こな っ てい るこ とにつ い て調 査 を しよ うと した が 、 か えっ て彼 らは反 抗 した 」 とい

うこ とが書 かれ て い る。 この記録 に よ る と、 去骨 匠 た ち は有 力者 で あ る宗 親 と結 託 して い

た こ と、屠 畜 をお こな った場 所 は宗 親 の 家 で あ る こ とが わ か る。 屠 畜 業 が禁止 され て い る

に もか かわ らず 、 宗親 は屠畜 業 を行 って いた の で あ る。

中宗 時 代 の北 方徒 民 対象 で登 場す る記 録 か ら屠畜 業 に対 す る差 別 意識 が うか が え る。

85王 の 学 問 の た め
、 臣 下 と講 説 し、討 論 す る こ と。

86姜 萬 吉 「鮮 初 白丁 考 」 『史 学 研 究 』18
、 韓 国 史 学 会 、1964年 、510頁 。

87『 成 宗 実 録 』 巻50
、5(1474)年12.月7日(戊 子)、 『実録 』 第9輯 、171頁 。

58



史 料2-W③ 「朴元 宗議 、今 観傳 教 之僻 、上 教 甚當 。 去骨 匠 、即牛者也。曾 立禁 断之

法 、非 不詳 且嚴 也 、縁 官奉 法 不謹 、犯 法 不止 。 今後 嚴加 糾 摘 、 而如 不 自敢 、令推 刷

全 家徒 邊無 妨 。 姜渾 、灌 鈎 、洪 景舟 、 申用 概 、 李季 男議 類 此 。柳 順 汀議 、以 屠 牛爲

業 者 、人 所 大 悪 、 一 朝 壼刷 徒 邊 、 實 快於 人 心 、人 心 所快 、天 意 亦 可 知 　。 」(中 宗

5(1510)年3月26日(辛 巳)88)

に く

この史 料 に よ る と 「以 屠牛 爲 業者 、 人所 大 悪 」 の よ うに屠 畜業 は、 「人 々が大 い に悪 む」

職 業 で あっ た。

去骨 匠 に関す る史料 は 『成 宗 実録 』 巻262、23(1492)年2月24日(乙 丑)89の 後 、『中宗

実録 』28(1533)年7月14日(乙 卯)9°の記 録 を最後 に して記 録 上 に は現れ て こない 。

皮 を扱 って い た職 人 、皮 匠 も存在 した。『朝 鮮 王朝 実 録 』のな か で皮 匠 に 関す る記 事 は次 の

通 りで あ る。

表2-8『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 皮 匠 に 関す る記 事一 覧

年代 内容 出典

世 宗8(1426)年ll月17日(丙 午) 皮 匠が詐欺罪 で逮捕。 第3輯 、49頁 。

世 宗9(1427)年9月7日(壬 辰) 年 貢 に つ い て 議 論 した 。 皮 は 皮 匠 が 担 当 す る。 第3輯 、91頁 。

燕 山10(1504)年1月18日(庚 辰) 王 は 熟 皮 匠 、 毛 衣 匠 、靴 匠 は 皆 呼 ん で 、 針 線 碑 及 び 合 練 碑 の 二 人 は 宮 殿 の な か に入 られ る

よ うに 命 令 した 。

第13輯 、590頁 。

中 宗1(1506)年10月29日(甲 戌) 才 人 と 白丁 を 「皮 を扱 う匠 」 と し て利 用 して い る を 崇 祖 が 王 に 報 告 し た 。 第14輯 、91頁 。

中 宗13(1518)年6月27日(乙 未) 宗室登臨守 舜臣を尋 問 した。 第15輯 、456頁 。

中 宗17(1522)年9.月5日(戊 申) 定虜衛金弼 臣は臣往定虜衛 景孝曾 の罪につ いて政院 日に報 告 した。 第16輯 、160頁 。

中 宗17(1522)年10月7日(己 卯) 南部薫坊 に住 んでい る陶熟皮匠池龍 は緑馨 を上 納 した。 第16輯 、164頁 。

以 上 、 『高 麗 史 』 や 『朝 鮮 王 朝 実 録 』 に 書 か れ て い る記 録 を 通 して 「白 丁 」 身 分 の 職 業

に つ い て 検 討 して き た 。 才 人 ・禾 尺 の 屠 畜 ・狩 猟 の 生 活 は 、 高 麗 末 か ら続 け られ 、 朝 鮮 王

朝 時 代 に 「白丁 」 と改 号 され た 後 も継 承 され て い っ た 。 そ して 、柳 器 製 造 や 屠 畜 業 、 肉販

88『中宗実録 』巻10 、5(1510)年3.月26日(辛 巳)、 『実録 』第14輯 、148頁 。
89「乙丑、刑 曹啓禁牛隻 宰殺條 、一、去 骨匠録 簿、保授管領 、切 隣、本曹或 遣人樋妊 、其有犯者 、依律

論罪 、全 家徒邊、其管領 、隣保 、以知情藏 匿罪人律科 断。」『成宗 実録』巻262、23(1492)年2.月24

日(乙 丑)、 『実録 』第12輯 、151頁 。
9°当時屠畜業 が盛行 していた理 由を成 宗時代 の去骨匠 のせ いに して いる

。
「成 宗朝、以去骨 爲業者、皆全 家入居。此錐 不載 績録 、當 時之俗太甚 、故 立法如此 耳。 今亦不 可不禁

断。 且見百姓流移 困弊之事、官吏未嘗推 恕、以 自隷 定役、則 塁族逃散、百姓無有 田地者」『中宗 実録 』
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売 業 は 、 農 業 を 基 本 とす る朝 鮮 王 朝 社 会 の な か で 、 社 会 的 問 題 と され て い っ た 。 牛 を 殺 す

こ と は 法 律 で 禁 止 され た に もか か わ らず 、 「白丁 」 身 分 は 農 業 に 慣 れ な か っ た の で 、 生 活

方 便 と して 屠 畜 業 を し、 彼 ら の 代 表 的 な 職 業 と して 発 展 して い た 。 そ の 法 律 の こ とは 『太

宗 実 録 』 巻22、11(1411)年10.月17日(乙 巳)91と 『世 宗 実 録 』 巻84、21(1439)年2.月16

日(乙 丑)92に 載 っ て い る。

才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」 身 分(「 新 白 丁 」、 「禾 白丁 」、 「才 白丁 」)は 、柳 器 製 造 ・牛 馬 の 屠 畜

に 従 事 し、 去 骨 匠 は 主 に 肉 ・皮 の 販 売 業 に 従 事 して い た 。

去 骨 匠 は 、 屠 牛 者 とい う意 味 で 、『世 祖 実 録 』 に2件 、 『成 宗 実 録 』 に4件 、 『中 宗 実 録 』

に2件 が 出 て く る。 禾 尺 と 「白 丁 」 を 去 骨 匠 とい っ て い る とい う記 録 か ら去 骨 匠 の 屠 畜 業

は 「白丁 」身 分 か ら受 け継 が れ て い た も の と 考 え られ る 。屠 畜 業 は 、 「白丁 」身 分 の 固 有 職

業93で あ り、 他 の 身 分 の 人 々 は 従 事 しな か っ た と考 え る。

巻75、28(1533)年7月14日(乙 卯)、 『実 録 』 第17輯 、446頁 。
91『 実 録 』 第1輯

、604頁 。
92『 実 録 』 第4輯

、188頁 。
93世 祖13(1467)年1月4日(辛 未)の 条 に は 「昔 者 白丁

、 禾 尺 宰 之 、 今 則 京 外 良 民 皆 宰 之 、 … … 白丁 有

敷 也 、 而 良 民 無敷 、 鑓 宴 有 敷 也 、 … … 今 稻 去 骨 匠。 閻 閻庭 庭 、 雑 居 爲 之 」 と書 かれ て い る が 、 この

良 民 は 「白丁 」 身 分 を意 味 して い て 、 屠 畜 業 は 「白丁 」 身 分 だ け が 従 事 して い た と考 え られ る。
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第3章 「白丁 」 身分 の役務 と負 担

次 は 「白丁」 身分 た ちの役 務 と負 担 につ い て検 討 してみ た い。 朝 鮮初 期 には 才人 、禾 尺

は柳 器 製 造 業 に従 事 して い た ので 、国 に年 貢 を納 め る義 務 が あ った。 太 宗10(1410)年11

,月2日(甲 子)付 の 記録 には 、

「太宗10(1410)年11月 には時職 ・散職2品 お よび 各 司 の西 班 大護 軍 以上 に命 じて 、各 々

楮 貨 を通 行 させ る条 目を進 言 した。 議 政府 は才 人 ・禾 尺 の貢 納 と魚 梁税 ・船税 の なか で 国

用 の魚 物 以外 は全 部楮 貨94で 収納 しよ う」95とした とあ る。 才人 ・禾 尺 の身貢 と して 国家 は

楮 貨 を要 求 したの で あ る。

そ して 前掲 史 料2-Eの 太宗14(1414)年6Aの 記 録 には 、

「豊海 道都 観 察使 の李 根 は、 才 人 は楮 貨50枚 、禾 尺 は楮 貨30枚 の税 貢 を 内資 寺 に収 め さ

せ よ うと上 書 で王 に意 向 を述 べ た。 ところが 、 才人 と禾 尺 が平 民 と雑居 して 軍役 を負 担 し

て い た ら、税 金 を免 除 す る」96と あ る。 こ の楮 貨 で の納税 は 実際 に は実施 で きず 、楮 貨 代

わ りに柳 器 製 造 品 を捧 げな けれ ば な らな か った が97、 才 人 と禾 尺 に は朝鮮 初 期 か ら軍役 と

い う役 務 が課 され て いた。

第1節 警備及び軍事動員

国 家 は 「白 丁 」 を 軍 事 的 な 目 的 に 動 員 し 、 軍 籍 に 編 入 さ せ よ う とす る 政 策 を 強 化 し て

94高 麗 末 期 ・朝鮮 初 期 に 貨 幣 で 使 わ れ た 楮 注 紙
。

95『 太 宗 実 録 』 巻20
、10(1410)年11月2日(甲 子)、 『実 録 』 第1輯 、569頁 。

96前 述 の よ うに 楮 貨 の量 が 「才 人 は 楮 貨50枚
、 禾 尺 は 楮 貨30枚 」 と違 うよ うに 、 才 人 と禾 尺 で は 取 り

扱 い が 区別 され て い た と推 測 され る。
97韓 嬉 淑 「朝 鮮 太 宗 ・世 宗 代 白丁 の生 活 状 態 と強 盗 活 動 」『韓 国 史 学 報 』 第6号

、韓 国 史 学 会 、1999年

3.月 、278頁 。 文 詰 永 「高麗 末 ・朝 鮮 初 白丁 の身 分 と差 役 」 『ソ ウル 言 葉 研 究 』26、 ソ ウル 大 学校 、

1991年12月 、74頁 。
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い た98。 才 人 ・禾 尺 が 「白丁 」 と改 号 され 、同化 政 策 の一 つ と して彼 らが持 って い た活 動

性 と強 靭 な気 質 、 熟練 した武 術 の腕 前 な どで、 朝鮮 王 朝初 期 の倭 」Lの侵 略 の とき には 、有

益 な軍 事 力 と して利 用 され た と言 われ て い る99。

「白丁 」 た ちが 国 防 に利 用 され た記録 は高麗 末 期 か ら見 られ る。 『高 麗 史』 恭 慰 王世 家

に よ る と 「楊 廣 道(現 在 忠清 道)と 全 羅 道 の 才人 ・禾 尺 を西 北 面 の戌 卒 に させ た 」1°°とい う

内容 が見 られ る。 偶 王2(1376)年 に も 「倭7Lを 防禦 す るた め、 官 と大小 品そ の弟 子 、 閑散

両 班 、 百姓 、各 宮 司倉 庫 の私 奴 漢 、僧 人 、郷 吏 と才人 ・禾 尺 の 中で 武 才の あ る者 に装 備 を

備 えて動 員 した」とい う記 録 が あ る(史 料3-A)。 狩 猟 生活 の習慣 で一般 人 よ り武 術 に優 れ

て い た 才人 ・禾 尺 を軍 役 に利 用 したの で あ る。

表3-1『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 才 人 の軍 役 に 関す る記 事 一 覧

年代 内容 出典

太 宗4(1404)年9月19日(丁 巳) 軍役 第1輯 、306頁

世 宗1(1419)年6月2日(乙 亥) 軍役 第2輯 、320頁

世 宗3(1421)年10月11日(庚 子) 軍役 第2輯 、457頁

世 宗4(1420)年11月24日(丁 丑) 同 化 政 策 の 一 環 と し て 軍 籍 に 登 録 させ る。 第2輯 、513頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 同 化 政 策 の 一 環 と し て軍 籍 に 登 録 させ る 。 第2輯 、559頁

文 宗1(1451)年1月6日(丙 午) 各 種 の な か で 武 才 と勇 気 の あ る も の を 選 び 、 報 告 す る よ うに 命 じた 。 第6輯 、342頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 軍役 第6輯 、378頁

世 祖5(1459)年4月22日(癸 酉) 軍役 第7輯 、324頁

世 祖5(1459)年8月24日(癸 酉) 軍政 第7輯 、344頁

世 祖12(1466)年1月21日(甲 子) 軍役 第8輯 、4頁

成 宗22(1491)年4月23日(戊 辰) 軍役 第12輯 、16頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 軍役 第13輯 、547頁

燕 山11(1505)年11月10日(辛 卯) 軍役 第14輯 、27頁

中 宗2(1507)年10月29日(己 亥) 軍役 第14輯 、200頁

光 海 即 位(1608)年2月19日(丙 子) 軍役 第31輯 、269頁

光 海11(1619)年9月19日(戊 戌) 軍役 第33輯 、267頁

表3-2『 朝鮮 王 朝 実録 』所 載 禾 尺 の軍 役 に 関す る記 事 一覧

年代 内容 出典

太 宗4(1404)年9月19日(丁 巳) 軍役 第1輯 、306頁

太 宗12(1412)年1月18日(癸 卯) 忠清道 の水軍に禾尺 を所属 させ よ うと命令 した。 第1輯 、662頁

世 宗1(1419)年6月2日(乙 亥) 軍役 第2輯 、320頁

世 宗3(1421)年10月11日(庚 子) 軍役 第2輯 、457頁

世 宗4(1420)年11月24日(丁 丑) 同 化 政 策 の 一 環 と して 軍 籍 に 登 録 さ せ る。 第2輯 、513頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 同 化 政 策 の 一 環 と して 軍 籍 に 登 録 さ せ る。 第2輯 、559頁

文 宗1(1451)年1月6日(丙 午) 軍役 第6輯 、342頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 軍役 第6輯 、378頁

世 祖5(1459)年4月22日(癸 酉) 軍役 第7輯 、324頁

史 料3-A「 祠 日、 四方 盗賊 未 息 、軍 政 、當 時所 急 、今 後 、 毎當 興 師 之際 、令 各道

98姜 萬 吉 前 掲 論 文
、519頁 。

99韓 嬉 淑 前 掲 論 文
、283～284頁 。
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都 巡 間 使 … … 、 大 小 品 官 及 弟 子 、 閑 散 両 班 、 百 姓 、 諸 宮 司 、 倉 庫 私 奴 漢 、 才 人 、

禾 尺 、 僧 人 、 郷 吏 中 、 澤 便 弓 馬 者 、 各 備 兵 器 及 冬 衣 、 戎 衣 、 二 朔 料 □ 、 末 乾 飯 以 待 、

如 有 緩 急 、 元 帥 、 各 軍 目、 道 兵 器 馬 使 、 及 期 來 會 」(『 高 麗 史 』 兵 志1、 偶 王2、 丙

辰(1376年)7月1°1)

また 同 王3(1377)年 に も倭7L防 備 の た め に両 班 、 百姓 と とも に才人 ・禾 尺 を兵 士 と して

軍 翼 に編 入 させ て い る(史 料3-B)。

史 料3-B「 都 堂 議 置 軍 翼 、 遺 各 道 計 □ 、 元 帥 下 旨 限 、 倭 憲 寝 息 、 依 西 北 面 例 、 各

道 、 皆 置 軍 翼 、 澤 請 白能 射 御 者 、 自奉li至 四 品 、 爲 千 戸 、 五 六 品 爲 千 戸 、 参 外 爲 統

主 千 戸 統 千 名 、 百 戸 百 名 、 統 主 十 名 録 籍 、 其 絵 三 品 至 六 品 、 分 □ 各 翼 、 備 軍 品 衣 甲 、

以 両 班 、 百 姓 、 才 人 、 禾 尺 爲 軍 人 、 人 吏 、 □ 子 、 官 、 寺 、 倉 庫 、 宮 司奴 私 奴 爲 姻 戸

軍 」(『 高 麗 史 』 志35、 兵 志1、 偶 王3、 丁 巳(1377年)12.月102)

史料3-Aと3-Bで わ か る よ うに高麗 末期 か ら才人 ・禾尺 は軍事 的 に優 れ てい たlo3。 そ し

て 、各 種 軍役 に動員 され てい た。 朝 鮮 王朝 時 代 に は ど うなっ た ので あ ろ うか。 朝鮮 時代 の

「白丁 」 の 軍役(警 備 も含 む)の 動員 に 関す る記録 を検討 して み よ う。

1°°『課 註 高麗 史 第2(世 家2)』 東 亜 大 学 校 古 典 研 究 室
、1971年,247頁 。

1°1『高 麗 史 中』82志
、 巻 第35、 兵1、 延 世 大 学 校 東 方 学 研 究 所 、 景 仁 文 化 社 、1961年 、786頁 。

lo2同 上
、789頁 。

1°3姜 萬 吉 前 掲 論 文
、520頁 。
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表3-3『 朝 鮮 王朝実録 』所載 「白丁」、「新 白丁」、「禾 白丁」、「才 白丁」身分 の軍役(警 備 も含 む)に 関す る記事 一覧

年代 「白丁 」、「新 白 丁 」、「禾 白丁 」、「才 白 丁 」 内容 出典

太 宗4(1404)年9月19日(丁 巳) 白丁 軍役 第1輯 、306頁

太 宗6(1406)年6月5日(癸 亥) 白丁 白丁 は官職 と軍役 の免 除を訴 えてい る。 第1輯 、359頁

太 宗15(1415)年3月8日(丙 午) 白丁 議 政 府 、 六 曹 は 人 心 を 和 合 す る 条 目や 軍 政 、

雑 税 に つ い て 報 告 した 。

第2輯 、54頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 白丁 同 化 政 策 の 一 環 と して 軍 籍 に登 録 させ る。 第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年10月10日(辛 亥) 新 白丁 軍役 第2輯 、629頁

世 宗7(1425)年1月22日(癸 巳) 新 白丁 新 白丁 の 軍 役 を決 め る 。 第2輯 、649頁

世 宗7(1425)年2月4日(甲 辰) 新 白丁 、 白丁 軍 籍 に編 入 させ る。 第2輯 、652頁

世 宗7(1425)年2月27日(丁 卯) 新 白丁 警備 第2輯 、658頁

世 宗8(1426)年1月4日(己 亥) 新 白丁 警備 第3輯 、1頁

世 宗10(1428)年 閏4月30日(辛 亥) 新 白丁 警 備 。 盗 賊 を と ら え る 役 務 を させ た 。 第3輯 、130頁

世 宗10(1428)年9月25日(甲 戌) 新 白丁 中 央 軍 に 編 入 させ る。 第3輯 、146頁

世 宗12(1430)年6月23日(壬 辰) 新 白丁 新 白丁 を 選 び 、 城 を 守 らせ た 。 第3輯 、242頁

世 宗14(1432)年9月1日(丙 辰) 白丁 補充軍 第3輯 、414頁

世 宗14(1432)年10月12日(丁 酉) 新 白丁 軍役 第3輯 、420頁

世 宗15(1433)年2月27日(辛 亥) 新 白丁 新 白丁 に平安 ・黄海道 、二つ道 に警備 をさせ る。 第3輯 、453頁

世 宗15(1433)年8月13日(癸 巳) 新 白丁 全羅道 地方に武術 のある新 白丁 を行かせ た。 第3輯 、499頁

世 宗15(1433)年 閏8月16日(丙 寅) 新 白丁 警備 第3輯 、507頁

世 宗18(1436)年 閏6月18日(癸 未) 白丁 軍役 第4輯 、3頁

世 宗21(1439)年2月16日(乙 丑) 新 白丁 軍役 第4輯 、188頁

世 宗21(1439)年9月15日(庚 申) 白丁 、 新 白丁 警備 第4輯 、238頁

世 宗32(1450)年1月15日(辛 卯) 白丁 軍役 第5輯 、156頁

文 宗 即 位(1450)年10.月10日(庚 辰) 白丁 軍役 第6輯 、302頁

文 宗1(1451)年1月6日(丙 午) 両色 白丁 軍役 第6輯 、342頁

文 宗1(1451)年4月17日(乙 酉) 白丁 警備 第6輯 、377頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 両色 白丁 軍役 第6輯 、378頁

世 祖5(1459)年8月24日(癸 酉) 白丁 軍政 第7輯 、344頁

世 祖6(1460)年1月16日(丁 丑) 才 白丁 軍政 第7輯 、363頁

世 祖13(1467)年7月1日(甲 子) 白丁 警備 第8輯 、92頁

成 宗1(1470)年2月30日(己 卯) 白丁 、 才 白丁 軍役 第8輯 、473頁

成 宗3(1472)年2月1日(戊 辰) 才 白丁 軍役 第8輯 、629頁

成 宗7(1476)年7月18日(己 未) 才 白丁 軍役 第9輯 、539頁

成 宗20(1489)年10.月2日(丙 戌) 才 白丁 将 軍役 第11輯 、521頁

成 宗22(1491)年4月23日(戊 辰) 白丁 軍役 第12輯 、16頁

燕 山5(1499)年9月16日(癸 酉) 才 白丁 軍役 第13輯 、377頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 白丁 軍役 第13輯 、547頁

燕 山10(1504)年9.月12日(己 亥) 才 白丁 軍役 第13輯 、661頁

燕 山11(1505)年11.月10日(辛 卯) 白丁 軍役 第14輯 、27頁

中 宗2(1507)年10月29日(己 亥) 白丁 軍役 第14輯 、200頁

中 宗16(1521)年3.月5日(丁 巳) 才 白丁 軍役 第16輯 、20頁

中 宗22(1527)年2月7日(甲 寅) 才 白丁 軍役 第16輯 、549頁

中 宗31(1536)年6.月21日(甲 辰) 才 白丁 軍役 第17輯 、666頁

中 宗31(1536)年7月18日(辛 未) 才 白丁 軍役 第17輯 、672頁

中 宗31(1536)年9.月10日(壬 戌) 才 白丁 軍役 第17輯 、681頁

宣 祖34(1601)年3.月18日(丙 辰) 白丁 軍役 第24輯 、218頁

光 海 即 位(1608)年2.月19日(丙 子) 白丁 軍役 第31輯 、269頁

光 海11(1619)年9.月19日(戊 戌) 白丁 軍役 第33輯 、267頁

光 海12(1620)年6.月29日(乙 亥) 白丁 軍役 第33輯 、329頁

史 料3-C「 召 議 政 府 、 六 曹 及 三 軍 都 鎭 撫 使 、 黄 喜 等 日 、 京 中侍 衛 、 亦 不 可 □ 古 人

有 言 精 兵 一 百 、 所 向 無 前 、 不 必 加 送 、 但 抄 平 安 黄 海 雨 道 新 白 丁 、 作 牌 人 送 、 則 此 徒 、

慣 行 山 坂 、 熟 於 弓 矢 、 似 有 益 也 」(世 宗15(1433)年2.月27日(辛 亥)1°4)

世宗15(1433)年 に は野 人(=女 眞族)討 伐 を計 画 した とき、 議政 府 の黄 喜 等 が 山坂 を行

った り来 た りして 弓 を射 る こ とに 上手 な 「白丁 」 た ちを動 員 した こ とが わか る。

1°4『 世 宗 実 録 』 巻59
、15(1433)年2.月27日(辛 亥)、 『実 録 』 第3輯 、453頁 。
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史 料3-D「 抄 全 羅 道 新 白 丁 有 武 才 者 、 赴 防 則 可 以 除 京 中 軍 供 億 之 煩 」(世 宗

15(1433)年8月13日(癸 巳)105)

この よ うに 、 同年8,月 に も 「全羅 道 の新 白丁 の 中で武 才が ある者 を選 んで 国境 警備 に充

当 しよ う」 とい う意 見 が 出 され て い る。

史 料3-E「 下三道 螢 鎭 属及 各 官 山行 除役 新 白丁等 、 常 習敗猟 、能 騎能 歩 、若 用 此

輩 、所 謂 以 攣夷 攻 撃攣 夷也 、 臣願 、塩 干 、 白丁 内 、能騎 能歩 壮勇 出衆者 、誘使 慮 幕 、

或 労 求選 棟 」(世 宗18(1436)年 閏6月18日(癸 未)106)

次 に 才 人 、禾 尺 、 「白丁 」、 「新 白丁 」、 「両 色 白丁 」、 「禾 白 丁 」、 「才 白 丁 」 が 実 際 に 軍 役 に

動 員 され た 記 録 を み て み よ う。

史 料3-F「 雨 上命 召 、柳 廷 顯 、朴 岩 李原 、 許稠 等 議 、乗虚 征 封 馬便 否 … …即命 以

長川 君 李從 茂 、 爲三 軍都 膿 察 使 … …將 慶 尚、全 羅 、忠 清 三道 、兵 船 二 百艘 、 下番 甲

士 、別 牌及 守城 軍 、螢 属 才人 、禾 尺 ……等 、以 激倭 憲 還蹄 之 路 、約 以 六.月初 八 日、

各道 兵 船 並集 見及 梁 以待 」(世 宗1(1419)年5月14日(戊 午)1°7)

史 料3-G「 兵 曹 啓 、 今 以 諸 道 兵 船 、 往 征 封 馬 島 、 因 此 、 各 浦 防 禦 虚 躁 、 今 留 防 兵

船 、 分 運 屯 泊 、 要 害 之 庭 、 陸 地 、 亦 令 下 番 甲 士 、 別 牌 、 侍 衛 牌 、 鎭 属 及 才 人 、 禾 尺 、

日守 雨 班 、 可 爲 防 、 上 王 從 之 」(世 宗1(1419)年6,月2日(乙 亥)1°8

1°5同 書
、 巻61、15(1433)年8月13日(癸 巳)、 『実 録 』 第3輯 、499頁 。

lo6同 書
、 巻73、18(1436)年6.月18日(癸 未)、 『実 録 』 第4輯 、3頁 。

1°7同 書
、 巻4、1(1419)年5.月14日(戊 午)、 『実 録 』 第2輯 、316頁 。

1°8同 書
、 巻4、1(1419)年6月2日(乙 亥)、 『実 録 』 第2輯 、320頁 。
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史 料3-H「 乗 船 至 代 浦 、 爲 倭 所 虜 、 態 新 懸 二 人 、 至 巨 濟 島神 堂 串 、 又 爲 倭 所 虜 、

倭 賊 出 没 海 中 、 乗 問 殺 携 、 構 怨 欲 復 、 非 一 日　 、 不 可 不 備 己 、 徴 聚 附 近 郡 懸 、 侍 衛

牌 、 別 牌 、 才 人 、 禾 尺 以 備 之 」(世 宗3(1421)年10月11日(庚 子)1°9)

史 料3-1「 江 原 道 監 司 啓 、 各 官 新 白丁 、 居 計 才 品 分 挾 、 於 別 牌 、 侍 衛 牌 、 守 城 軍 、

随 宜 定 役 、 其 正 軍 九 十 八 名 、 奉 足 四 百 二 十 六 名 」(世 宗7(1425)年1月22日(癸

巳)11°)

史 料3-J「 兵 曹 啓 、曾奉 教 旨、接 忠 清道 兵 馬都 節 制使 牒 、與 政 府該 曹 同議 … …請

各道 侍 衛牌 、並 依前 敷 、 定爲 十 二牌 、 令 一年 一番 上 於各 官、 散住 新 白丁 、可 當侍 衛

牌 」(世 宗8(1426)年1月4日(己 亥)111)

史 料3-K「 兵 曹 啓 、 新 白 丁 、 己 與 平 民 例 、 論 許 屡 侍 衛 牌 、 請 依 他 侍 衛 牌 、 例 甲士

取 才 」(世 宗10(1428)年9.月25日(甲 戌)112)

史 料3-L「 兵 曹與 議 政府 同議啓 、各 年武 科 及 甲士 、別 侍 衛 去官 人 等 、姓 名 、住 接

庭 、京 中則 漢 城府 、外 方則 観 察使 、備 細捜 検 。 各州 、 郡住 及 品官 及 閑 良 、螢鎭 属 軍

官 、 才力 、智 勇 特異 、堪爲 禦 侮者 、各 道節 制 使 、備 細訪 問 、親 自選 蓬 、不 拘 定 額 、

開爲以 啓。 各 州 、郡 爾 色 白丁 及各 浦 船 軍 、盤 干 、 才力 可 用者 、 亦令 節 制使 、親 閲 、

不拘 定 額 、録 名 以 聞。從 之。 」(文 宗1(1451)年1月6日(丙 午)113)

史 料3-M「 兵 曹 啓 、 才 人 、 禾 尺 、 曾1守 城 軍 、 侍 衛 牌 者 、 己 令 試 充 補 甲 士 、 其 無

1°9同 書
、 巻13、3(1421)年10月11日(庚 子)、 『実 録 』 第2輯 、467頁 。

llo同 書
、 巻27、7(1425)年1.月22日(癸 巳)、 『実 録 』 第2輯 、649頁 。

lll同 書
、 巻31、8(1426)年1月4日(己 亥)、 『実 録 』 第3輯 、1頁 。

ll2同 書
、 巻41、10(1428)年9.月25日(甲 戌)、 『実 録 』 第3輯 、146頁 。
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軍 役 者 、則 不 許 取 才 、 此 輩 非 他 平 民 之 例 、 錐 無 軍 役 者 、 請 並 許 取 才 、 以 通 仕 路 、從

之 。 」(世 祖5(1459)年8月24日(癸 酉)114)

才人 ・禾尺 は世 宗元 年(1419年)5.月 には 、封馬 島征伐 に下 番 甲士 、別 爲 、侍 衛 牌 等 と一

緒 に参 戦 して(史 料3-F)、6.月 には対 馬 島征 伐 の遠 征 で 防備 が疎 か にな った 各浦 口の守備

を下番 甲士 、 別牌 、侍 衛 牌 、 鎭 軍 、 日守 、 雨班 と ともに担 った(史 料3-G)。 そ して世 宗

3(1421)年 封馬 島討 伐 後 に も侍 衛牌 、別牌 等 と倭 冠 防備 に活 躍 したの で あ る(史 料3-H)。

世 宗7(1425)年 に はそ の資 質 に よ って別 牌 、侍 衛 牌 、守 城 軍 の正 軍 で98名 、奉 足 で426名

が編入 され て(史 料3-1)、 翌年 には 「新 白丁 」 の一 部 分 を侍 衛牌 に編入 させ 、各 鎭 に所属

させ て螢 属 軍 と一 緒 に辺境 の地 に派 遣 され た(史 料3-J)。

世宗10(1428)年 に は、 「白丁」が侍 衛牌 に許 属 され て 甲士 に選 ばれ た とい う記 録 もあ る

(史料3-K)。

世祖5(1559)年 に は、 守城 軍 と侍 衛牌 に属 してい る才人 ・禾 尺 を試 験 に よって 甲士 に補

充 し、 軍役 に属 して い な い者 も一 般 平 民 よ り優 待 して選 ぶ こ とに した の で あ る(史 料3-

M)o

以上 、「白丁」た ち を軍役 に動 員 させ た記 録 を検 討 してみ た。 軍 役 に動 員 され た 背景 には

同化政 策 が あ った。 前 に述 べ た よ うに朝鮮 初 期 の 「白丁」 は 、柳器 製 造 ・屠 畜業 に従 事 し

てい た が、 国家 に対す る一定 の役 は なか った 。

農 業 政 策 を根 幹 と して い た朝鮮 時代 に彼 らの 「屠 畜 業」 は政 策 に反 す る こ とで あ った。

そ して彼 らの生 業 で あ る牧畜 、狩猟 、 歌舞 な どを守 るた め に集 団生 活 をす る過 程 で 、 国家

との摩 擦 や 、 ときに は略 奪行 為 、 強盗 、放 火 、殺 人 な ど社 会 問題 を引 き起 こ した。

この よ うな状 況 で 、国 家 は 「白丁 」 を同化 しよ うとす る政策 の一 つ と して 、軍 事 へ の動

員 や軍 籍 へ の編 入 を推 進 してい た。 「白丁」 の武 術 に強 い気 質 は 「白丁」 の 前身 で あ る才

ll3『 文 宗 実 録 』 巻5
、1(1451)年1.月6日(丙 午)、 『実 録 』 第6輯 、342頁 。

114『 世 祖 実 録 』 巻16
、5(1459)年8.月24日(癸 酉)、 『実 録 』 第7輯 、344頁 。
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人 ・禾 尺 か ら受 け継 がれ た もので あ った。 軍 役 を通 じた 「白丁 」 の同化 策 は 、営農 や 混 住

政 策 よ り比較 的 成 功 を収 め た と姜 萬吉 は 述べ て い る115。

しか し、 この役 務 に よっ て 「白丁 」 の武 術 が 強 くなっ た結 果 、他 の 同化 政 策 で あっ た営

農 法や 混 住制 策 な どが失敗 した と考 え られ る。 要す るに 同化政 策 が 失敗 につ な が った原 因

の一つ だ と考 え られ る。

第2節 狩 りの とき の動員

国家 は 「白丁 」 の優 れ て い る武 術 を軍事 的な 目的 に動員 し、軍 籍 に編 入 させ よ うとす る

政 策 を強 化 してい た が、講武116す る とき に も同行 させ られ た。「白丁」身 分 の人 々 は農 期 に

は農 夫 とな り、戦争 や 侵 略 され た場 合 は兵 士 に動 員 され 、王 の講武 の 時 には狩 りに行 かな

けれ ば な らな か った。 ま た狩 猟 生活 か ら得 た もの も国 の税 金 と して 払 わな けれ ばな らなか

った。才人 ・禾 尺 ・「白丁」身 分 が狩 りの とき に動 員 され た史 料 をま とめ る と次 の通 りで あ

る。

表3-4『 朝鮮 王朝実録』所 載才人 の狩 りに関す る記事一覧

年代 内容 出典

太 宗13(1413)年3月4日(癸 未) 広 州 で 狩 り る こ と を命 じた 。 第1輯 、664頁

太 宗13(1413)年9月16日(壬 辰) 王 の 狩 りの た め に徴 発 した 。 第1輯 、688頁

太 宗14(1414)年 閏9月3日(壬 辰) 騙軍 と して徴発 第2輯 、39頁

太 宗16(1416)年7月3日(壬 辰) 景 福 宮 の 裏 に も うけ た 庭 園 で 猿 と鹿 を 養 っ て い る。 これ を 捕 獲 し た の は の 張 先 で あ る。 第2輯 、126頁

世 宗1(1419)年2月20日(乙 未) 王の狩 りに動員 第2輯 、303頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 王の狩 りに動員 第2輯 、559頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 王の狩 りに動員 第6輯 、378頁

世 祖5(1423)年8月24日(癸 酉) 譲寧大君 の狩 りに動員 された。 第7輯 、344頁

世 祖12(1466)年1月21日(甲 子) 王の狩 りに動員 第8輯 、4頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 奉 常 寺 判 官 は 王 に農 期 に 才 人 ・白 丁 を 狩 りに 動 員 す る こ とを 避 け よ う とい っ た。 第13輯 、547頁

中 宗28(1533)年10.月7日(丙 子) 悪獣 を追 い出す仕事。 第16輯 、474頁

中 宗31(1536)年1.月9日(乙 丑) 20日 後 、狩 りに 行 く こ とを 計 画 した が 、25日 後 に 変 更 し た。 第17輯 、630頁

明 宗16(1561)年10.月14日(庚 午) 灘禮(中 国 の勅使 に対す るもてな しや 王の御幸)の 時 に動 員 され る才人男女 を調 べた。 第20輯 、605頁

ll5姜 萬 吉 前 掲 論 文
、522～523頁 。

116朝 鮮 時代 に 王 の 武 芸 を み が くた め の 行 事
。 王 は 臣下 と平 民 を集 め 、 一 定 の場 所 で 狩 りに 出 た 。 京 中

で狩 りに行 く時 に は 、 四季 の 終 わ り頃 に行 わ れ 、地 方 で 狩 りに行 く時 に は春 ・秋 に行 われ て い た 。

捕 ら えた 動 物 は 国 家 の 祭 事 に 使 用 した。
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表3-5『 朝鮮 王朝実録』所 載禾尺 の狩 りに関す る記事一覧

年代 内容 出典

太 宗13(1413)年3月4日(癸 未) 広 州 で狩 り る こ と を命 じた 。 第1輯 、664頁

太 宗13(1413)年9月16日(壬 辰) 王 の 狩 りの た め に徴 発 した 。 第1輯 、688頁

世 宗1(1419)年2月20日(乙 未) 王の狩 りに動員 第2輯 、303頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 王の狩 りに動員 第2輯 、559頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 王の狩 りに動員 第6輯 、378頁

表3-6『 朝 鮮 王朝実録』所載 「白丁」、 「新 白丁」、 「禾 白丁」、 「才 白丁」 身分の狩 りに関す る記 事一覧

年代 白 丁 、 新 白 丁 、 禾 白

丁 、 才 白 丁

内容 出典

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 白丁 狩 りに動員 第2輯 、559頁

文 宗1(1451)年4月19日(丁 亥) 両色 白丁 王の狩 りに動員 第6輯 、378頁

世 祖5(1423)年8月24日(癸 酉) 白丁 譲寧大君 の狩 りに動 員された。 第7輯 、344頁

世 祖6(1460)年1月16日(甲 午) 才 白丁 狩 りに動員 第7輯 、363頁

世 祖12(1466)年1月21日(甲 子) 白丁 騙 軍 と し て 徴 発 す る こ と を 命 令 し た 。 第8輯 、4頁

世 祖14(1468)年5月7日(丙 寅) 才 白丁 王は狩 りに催すため に才 白丁を徴収 する ことを命 じた。 第8輯 、183頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 白丁 奉 常 寺 判 官 は 王 に 農 期 に 才 人 ・白丁 を 狩 り に動 員 す る こ と を避

け よ う と い っ た 。

第13輯 、547頁

燕 山10(1504)年9月12日(己 亥) 才 白丁 講 武 す る と き 、才 白丁 は 自分 の 弓 、矢 に 住 ん で い る 村 の 名 前 を

刻 む よ うに命 令 した 。

第13輯 、661頁

中 宗16(1521)年3.月5日(丁 巳) 才 白丁 王 は 農 期 に 軍 民 と 才 白 丁 を 狩 りに 動 員 す る こ と を 避 け よ う と

命 令 した 。

第16輯 、20頁

中 宗17(1522)年10月19日(辛 卯) 才 白丁 進 上(狩 りに 動 員) 第16輯 、170頁

中 宗22(1527)年2月7日(甲 寅) 才 白丁 王 は 農 期 に 軍 民 と 才 白 丁 を 狩 りに 動 員 す る こ と を 避 け よ う と

命 令 した 。

第16輯 、549頁

中 宗28(1533)年10.月7日(丙 子) 白丁 悪獣を追 い出す仕事。 第16輯 、474頁

中 宗31(1536)年1.月9日(乙 丑) 白丁 20日 後 、 狩 りに 行 く こ と を 計 画 し た が 、25日 後 に 変 更 した 。 第17輯 、630頁

中 宗31(1536)年6.月21日(甲 辰) 才 白丁 講 武 の 兵 士 を 京 畿 の 才 人 ・白丁 を徴 発 す る こ と を 命 令 し た。 第17輯 、666頁

中 宗31(1536)年7月18日(辛 未) 才 白丁 講 武 の 兵 士 を 才 白丁 以 外 、雑 類(言 睾官 、 医 員 な ど の職 業 を持 っ

て い る人)か ら 二 つ に 分 け る こ とを 命 令 した 。

第17輯 、672頁

中 宗31(1536)年12月5日(丙 戌) 才 白丁 天使全 員 に支 供す るた めに京 畿才 白丁 と京中 の下番兵 士 らが

狩猟す る必要はない といった。
第18輯 、3頁

第3節 柳 器 等 の 上納

第2章 の職 業 の とこ ろで 、 「白丁 」 の柳器 製 造 品及 び狩 猟 生活 か ら得 たの もを上納 した

と述べ たが 、役 務 と関係 が あ るの で こ こで も う一 度 、簡 単 に言 及 す る。

太宗14(1414)年6.月 に豊海 道都 観 察使 の李 堰、議 は、才人 ・禾 尺 の貢 納 と して 、楮 貨 を要

求 した ので あ る。 そ の 内容 は 「才人 は楮 貨50枚 、禾 尺 は楮 貨30枚 の税 貢 を内 資寺 に収 め

させ よ う」とい う上書 が あっ た(史 料2-E)。 しか し前 述 の よ うに楮 貨 の納 税 は 実際 には実

施 で きず 、楮 貨 の 代 わ りに柳 器製 造 品 を捧 げな けれ ばな らな か った 。「白丁 」の生 活 を安 定

させ るた めに 、国 家 は彼 らに閑 田 と陳 田を支 給 して農 事 に従事 させ なが ら柳器 と皮 ・筋 ・

角 な どの納貢 を要 求 した(史 料1-A)。

世宗6(1424)年 以前 は柳 製 品は 、 才人 と禾 尺 が上 納す る こ とに な って いた が 、1424年 か

らは 民戸 か ら も上納 させ るよ うに した。

以上 、「白丁 」身 分 に課 せ られ た役 務 ・負 担 を 『実録 』を通 じて検 討 して きた。 軍 事 と狩

りへ の動 員及 び柳 器 製 造 品 ・狩 猟 生活 か ら得 た の も(皮 革 製 造 品)の 上 納 がそ れ で あ る。
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第4章 「白丁 」 身分 に対 す る差 別

『朝 鮮 王朝 実録 』 に現れ てい る 「白丁」 の生活 は被 差別 の実態 その もので あ った と考 え

られ る。 「白丁」は 、生 活全 領 域 にお い て さま ざま な差別 を受 けた。 ここで は、『朝鮮 王朝

実 録』 の記録 を も とに 「白丁 」 が受 けた 差別 につい て論 じて み たい。 差 別 の形 態 を大 き く

分 けて 、(1)職 業 に対 す る差別 、(2)居 住 地 に対 す る差 別 、(3)結 婚 差別 、(4)教 育差 別 、(5)

日常生 活 上 の差別 の五 っ が あ る と考 え られ る。記 録 か ら五っ の領 域 におい て 差別 され た こ

とを検 討 してみ よ う。

表4-1は 、『実録 』に よ る 「白丁 」身 分 に対 す る差 別 ・差 別意 識 をま とめた もので あ る。
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表4-1『 朝鮮 王朝実録』所 載 「白丁 」身分へ の差別 意識 と差別 関係記 事一覧

年代 内容 差 別 状 況 ・差 別 意 識 出典

太 宗11(1411)年10.月17日(乙 巳) 才人 の風 習 を 「醜悪 風習」 とい う。 職 業差別、不浄視 第1輯 、606頁

世 宗2(1420)年11.月7日(辛 未) 各官吏 たちは才人 ・禾 尺に対す る同化 政策

を施行 していな かった。

他 の身分 と区別 、

賎視

第2輯 、415頁

世 宗5(1423)年10.月8日(乙 卯) 才人 ・禾 尺 ・白丁 を異類 としてみてい る。
一般平民 は才人 ・禾 尺 ・白丁 を区別 して結

婚 しよ うとして いない。

他 の身分 と区別 、

異類 視

第2輯 、559頁

世 宗6(1424)年3.月8日(甲 申) 才人 ・禾尺 の屠畜 と一 般平民 との結婚 を禁

止す る。

職 業差別、賎視 第2輯 、585頁

世 宗7(1425)年2.月4日(甲 辰) 屠畜 は妊悪 で ある。 職 業差別、不浄視 第2輯 、652頁

世 宗7(1425)年12.月5日(庚 午) 母岳 山の下に住 んでい る新 白丁 は、屠畜 を

してい るので畿外 に住 ませ る。

職 業差別、居住地

差別 、不浄視

第2輯 、704頁

世 宗9(1427)年11月27日(辛 亥) 新 白丁 と平民が雑処 させ る令 を下 した。 居住地差別 第3輯 、103頁

世 宗10(1428)年 閏4月3日(甲 申) 同化政策 で才人 ・白丁を一般平 民 と一緒 に

住ませ る。

居住地差別 第3輯 、127頁

世 宗10(1428)年5月19日(庚 午) 盗賊 の増 加 に よ り平安 道 に防護 所 を設 置

し、新 白丁の出入 りを禁止 した。

他の身分と区別 第3輯 、72頁

世 宗14(1432)年10.月12日(丁 酉) 新 白丁 は も う平民 と雑 居 し、婚姻 してい て

軍役 を差 定す るこ とになった ので、郷学 に

出 られ る よ うに許可 を得た。

教 育 差 別 か ら教

育 の 自由を得 る。

第3輯 、420頁

世 宗16(1434)年4月24日(辛 未) 牛馬 盗賊 の増加 に よ り①牧 場 のな かで は

農民以外 、仕事 のない人は追い 出す。②牧

場 の近 くに住 んで い る新 白丁 は皆5、60

里 離 れ てい る場所 に追 う出だす。

居住地差別 第3輯 、560頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 才人 ・禾 尺に同化政策 を下 した。 職 業差別、結婚差

別 、居住地差別

第3輯 、649頁

世 宗21(1439)年2月16日(乙 丑) 新 白丁 は無 職で ある。国家で は屠 畜業は利

益 になれ らい。

職 業差別、賎視 第4輯 、188頁

世 宗24(1442)年8.月6日(癸 巳) 官吏 と人 民た ちは白丁を新 白丁 と呼び、平

民 と区別 してい る。守 令た ちは新 白丁い狩

りを させ て、柳器 も常に収 めている。

他の身分と区別 第4輯 、247頁

世 宗28(1446)年10月28日(壬 戌) 厳 しい役務 で良民 、公賎 ・私 賎、新 白丁 は

流浪 しなが ら盗賊生活 を して いるので、再

び號牌法 を施行す るよ うに命 じた。

平民の区別 第4輯 、711頁

世 宗30(1448)年4A29日(庚 子) 異類 とみ てい る。 他 の身分 と区別 、

異類 視

第5輯 、59頁

文 宗1(1451)年6月16日(癸 未) 両色 白丁 と平民 は互 いに結婚せず 、自ら区

別 しているので 、白丁 と平民 を結婚 させ る

べ きだ とい う。

結婚 差別、他の身

分 と区別

第6輯 、401頁

端 宗 即 位(1452)年11月1日(己

未)

飢鐘 で盗賊 の増加 によ り才人 ・禾 尺の夜 間

出入 りを禁 じた。

他 の身分 と区別 第6輯 、551頁

世 祖9(1463)年5.月8日(丙 申) 才人 ・白丁は盗賊 になってい るので、京 中

の才人 ・白丁 をさっそ く故郷 に追 い出す よ

うに命 じた。

居 住 地 差 別 、 才

人 ・白丁は盗賊 で

ある と見て いる。

第7輯 、574頁

世 祖11(1465)年5月25日(辛 未) 盗賊 は 白丁身分 である とい う。 第7輯 、687頁

世 祖14(1468)年8月14日(辛 丑) 崔瀬元 は安 孝禮 に「あなたは 白丁 の孫で あ

る」 と批判 した。

屈辱的表現 第8輯 、207頁

成 宗1(1470)年2月8日(丁 巳) 才 白丁 が群聚 す る と盗 みた い とい う気持

ちが生 まれ て くる とい う。そ うす る と平民

に被害 を与 えるこ とにな るか らである。

偏見 第8輯 、464頁

成 宗2(1472)年2月18日(辰 酉) 強盗犯 はほ とん どが才人 ・白丁 であ る。彼

らは本業 もな く、農業 に従事 してないか ら

で ある。

偏見 第8輯 、555頁

成 宗2(1472)年7月16日(丁 亥) 白丁朴吾 乙 と私奴碑 良奉は、屠畜 で 白丁朴

吾 乙は絞待 時 に、私奴 良奉 は枚 一百、流3

千 里、刺字 に三覆 して処 され た。

同 じ く屠 畜 を働

いたが、刑 罰が違

ってい る。

第8輯 、589頁

成 宗2(1472)年7月21日(壬 辰) 白丁成丹 と私奴莫 同 ・李松 は、牛 を盗ん だ

罪で絞待 時に、私奴莫 同 ・李松 は枚 一百、

流3千 里 、刺字 に三覆 して処 され た。

同 じ く屠 畜 を働

いたが、刑 罰が違

ってい る。

第8輯 、589頁

成 宗3(1473)年1.月5日(壬 寅) 京外 に住 ん でい る才 白丁 を京 中に入 れ な

い よ うに命 じた。京 中の人 との往 来 も禁 じ

た。

居住地差別 第8輯 、622頁
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成 宗4(1473)年4月24日(甲 申) 白丁 は本 来、居室 がな く、山野 に住 んで い 居住 地差別、結婚 第9輯 、51頁

る。国家 は平民 と白丁が一緒 に住 む ことと 差別
結婚す る ことを禁 じてい る法 を立てた。

成 宗4(1473)年8月21日(庚 辰) 才人 ・白丁の逃 亡(居 住 地か ら逃 亡 して い 第9輯 、55頁

る)を 防 ぐた めに行 状 を発給 した。

成 宗6(1475)年4月12日(庚 寅) これ か ら才人 ・白丁 と呼ぶ こ とを禁 じて、 才人 ・白丁は差別 第9輯 、214頁

一般平民 と雑居 させ る ことを命 じた
。 語 で あ る と治 者

は い う 。

成 宗7(1476)年7.月18日(己 未) 才 白丁 を異 類 とみ てい る。 異類視 第9輯 、359頁

成 宗19(1488)年11.月11日(庚 午) 刑曹 は 白丁の結婚 について 「白丁 と平民 が 結婚差別 第11輯 、399頁

結婚す る ことを禁止 」したが 、前例 の よ う

に 白丁 と平民 が結 婚 でき る よに許可 すべ

きだ と王 に意見 と述 べた。

成 宗20(1489)年9月26日(辛 巳) 才人 ・白丁は ほとん どが盗賊 だか ら、区別 他の身分と区別 第11輯 、519頁

し よ う と い う。

成 宗20(1489)年10月15日(己 亥) 王は 「盗賊 は皆才 白丁だ とい うのは間違 っ 才 白丁 は盗賊 で 第11輯 、526頁

て い る 」 と い う。 あ る と 見 て い る 。

成 宗20(1489)年12月9日(壬 辰) 才人 、白丁 を異類 とみていて 、区別 してい 他の身分と区別 第11輯 、551頁

る。盗賊 の増加 を減 らすた めにその区別 を

な く し、良民 と一緒 にす るこ とに よって盗

賊は な くな るとい った。

成 宗21(1490)年4月7日(己 丑) 盗賊の増加を減 らすために才白丁に対す 白 丁 身 分 に 対 し 第11輯 、583頁

る区別 をな くそ うといった。 て 区 別 して い た

と認 め た 。

成 宗23(1492)年7月19日(壬 寅) 白丁 をた くさん 占有 してい る。 第12輯 、207頁

中 宗5(1510)年3月26日(辛 巳) (去骨 匠)屠 畜業 は民衆か ら 「大悪 」と思 わ 職業差別 第14輯 、418頁

れ て い る 。

中 宗7(1512)年11月4日(甲 戌) 南原 の品官た ちは、才 白丁 を 自分 の家 に連 第14輯 、621頁

れ てい て勝手 に働 かせ た。 そ の才 白丁 は

元 々2千 人 だ っ た と い う。

中 宗9(1514)年10月13日(壬 寅) 白丁 に使役 をさせ てい る。そ のせ いで今 白 第15輯 、48頁

丁 の苦 労は10倍 に な り、 盗賊 にな っ た

人 々 は 多 い 。

中 宗9(1514)年12.月19日(丁 未) 白丁 の占有 第15輯 、49頁

中 宗10(1515)年2月4日(壬 辰) 白丁 の占有 第15輯 、54頁

中 宗12(1517)年7月2日(丙 子) 才 白丁 を勝 手 に占有 してい る と報 告 した。 第15輯 、284頁

中 宗19(1524)年12A18日(戊 申) 才人 ・白丁 を勝手 に働 かせた と報 告 した。 第16輯 、363頁

中 宗21(1526)年5月5日(丁 亥) 盗賊 を とらえるために才人 ・白丁 を とな え 第16輯 、509頁

る 。

中 宗24(1529)年7月8日(辛 丑) 白丁 は とて も荒唐 な者 であ る。 第17輯 、138頁

中 宗32(1537)年7月7日(甲 申) 奉嗣 宗 は 白丁 を 自分 の奴碑 に しよ うと し 第18輯 、90頁

た と い う。

景 宗2(1722)年3.月27日(壬 子) 武術 が優れ てい る人 をた とえて 「屠市」と 第41輯 、201

語 っ た 。 頁
景 宗3年(1723)年3月13日(壬 辰) 汚 く、醜 い ことをた とえて 「屠市 の間の悪 第41輯 、284

少 年 」 と語 っ た 。 頁

純 祖9(1809)年6月5日(甲 午) 「石 を投 げた事件 」;白 丁た ちが常人 と同 生活面での差別 第47輯 、631頁

様な行動を とれないに結婚式で冠服を着
て 日傘 を差 した ので、村人は 白丁 に冠服 を

貸 した人 を乱打 し、 白丁の家 を壊 した。
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第1節 職 業 差 別 意 識 と差 別

前 掲 史 料2-D117は 、 第2章 で も述 べ た よ うに 各 道 の 観 察 使 と 開城 府 の 留 守 に 傳 旨 し た も

の で あ る 。

「才 人 や 禾 尺 な ど が 人 里 離 れ た 所 に住 ん で い て 、 農 業 を せ ず 、 も っ ぱ ら柳 器 製 造 や 皮 革

物 製 造 な どを 生 業 に して い る 。 だ か ら早 速 白 丁 と呼 び 直 して 田地 を あ げ て 平 民 た ち と一 緒

に 住 む よ うに す る。 互 い に 婚 姻 させ る 法 律 が 『六 典 』 に 載 っ て い る。 今 聞 い て い る と、 官

史 と人 民 た ち が 新 白丁 と呼 ん で い て 平 民 た ち と区 別 して 視 て い る。 そ して そ こ の 官 守 た ち

が狩 猟 ま た は い ろ い ろ な こ と を させ た り した 。 柳 器 を公 然 に徴 収 して い る の で 、 彼 ら に さ

せ た 雑 役 の 状 況 を記 録 して 啓 聞 しな さい 」118と あ る。

記 録 に 見 られ る 「視 與 平 民 匪 別 」は 「平 民 た ち と 区 別 して 視 て い る 」と い う こ と で あ り、

差 別 の 原 因 は 「白 丁 」 が 柳 器 製 造 や 皮 革 業 な ど を生 業 に した か ら で あ る と考 え られ て い た

よ うで あ る。

前 掲 史 料1-Gll9に も 民 衆 側 の 職 業 差 別 意 識 が 見 られ る 。 前 同 知 敦 寧 府 事 だ っ た 趙 費 の 上

書 に は 、 「… … 甲辰 年 に新 白丁 と 改 号 して 田 土 を与 え 、 軍 籍 に入 れ て 、 平 民 と婚 姻 を許 可

す る と 同 時 に 、 そ の 生 業 を無 事 に 行 え る よ うに し た 。 立 法 され た 以 後 、 平 民 が 白丁 と婚 姻

した り、 白 丁 が 平 民 に 嫁 い で 畑 の 仕 事 や 農 業 を し た りす る な ど の こ とは 聞 い て い な い 。 た

い て い 平 民 た ち は そ の 白丁 を 異 類 と見 て い て 婚 姻 す る こ と を嫌 が っ て い る 。 守 令 も 余 力 と

して み て 田 土 と家 を 与 え な か っ た の で 、 白 丁 が 窃 盗 を した 」12°とい う よ うな 記 述 が み られ

る。 「白丁 」 の 生 活 方 便 の 一 つ で あ っ た 職 業 が 、 平 民 た ち か ら は 「異 類 」 と して 見 られ て

い た の で あ る。

朝 鮮 初 期 の 身 分 制 度 の な か で は 、 「白丁 」 身 分 は 良 人 身 分 で あ る こ と は 間 違 い な い が 、

史 料2-Dと1-Gを 通 して 、 才 人 ・禾 尺 か ら 「白丁 」 、 「白丁 」 か ら 「新 白丁 」 とい う変 遷

ll744頁 を参照 の こと
。

ll8『世宗 実録 』巻97 、24(1442)年8.月6日(癸 巳)、 『実録』第4輯 、427頁 。
ll919頁 を参照す る こと。
120『世 宗実録』巻120

、30(1448)年4.月9日(甲 子)、 『実録 』第5輯 、59頁 。
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のな か で、 「白丁 」 は良 人身 分 とはみ られず 、 差別 待遇 を受 け るよ うに な った と推測 され

る。

彼 らを 「異 類 」 と して み た記録 は他 に も見 られ る。

表4-2才 人 ・禾 尺 ・「白丁 」 身 分 の人 々 を 「異 類 」 と して み て い る記 事

年代 内容 出展

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 才 人 、禾 尺 本 是 良 人 、 業 賎 號 殊 、 民 皆 視 爲 異 類 、 差 與 爲 婚 、 誠 可 憐 欄 。 第2輯 、559頁

世 宗30(1448)年4月9日(甲 子) 未聞平 民之婚 白丁、白丁之嫁平 民、而服 田力稽者也。 蓋平民厭其 異類而不欲婚 嫁、守令

視爲鯨事 而不給 田宅 、彼雛欲不 盗、其可得 乎。
第5輯 、59頁

成 宗7(1476)年7月18日(己 未) 才 白丁 、 本 皆 異 類 、 不 事 農 業 、 屯 聚 無 人 之 地 、 專 以 盗 賊 爲 事 、 漸 不 可 長 也 。 第9輯 、539頁

成 宗20(1489)年12月9日(壬 辰) 許 交 嫁 良 民 、 此 實 美 法 、 然 州 縣 視 爲 異 類 、 令 隣 人 保 守 、爲 別 牌 而 役 之 、 不 歯 於 良 民 。 故

才 白丁 不 事 産 業 。

第11輯 、551頁

と こ ろ が 、 宣 祖26(1593)年5月15日(戊 辰)の 条 に 「異 類 」 た ち を 軍 事 政 策 に 動 員 した

記 事 が あ る。

史 料4-A「 憲 府 啓 日、 國家 多難 、討 賊 方 急 、只 因將 才之 乏絶 、錐 在 異類 而 井 蓄。

僧 人休 静 、 亦假 之 以兵 灌 、朝 廷 之差 辱 極 　。 静也 不 思職 勒 之 意 、惟 懐 縦恣 之 心 、多

率 駒從 、前 後擁 喝 、至 於 騎到 行 宮 門外 、親 徒 歩 之朝 士 、傷 然 作衣 冠 宰相 之 膿。 略無

緬 髭 之態 、請命 推 考重 治 、以懲 他 日。 上 日、此輩 之 事、何 足敷 乎 、然依 啓。 」(宣 祖

26(1593)年5.月15日(戊 辰)121)

これ は、 司憲府 が王 に報告 した文 で あ る。 こ こに は將 才122の 不 足 で 「異類 」 を動員 し、

僧 侶 の休 静 に兵 権 を任 せ てい る と書 か れ てい る。

史 料4-B「 忠 清 監 司 金 時 献 書 状 、 … … 臣 之 所 慮 、 内 浦 等 官 、 間 有 窟 獲 之 患 、 良 民

化 爲 異 類 、實 爲 暫 時 閑 事 。 若 不 及 時 善 庭 、則 他 日之 虞 、有 難 勝 言 。 」(宣 祖30(1597)

121『宣祖実録 』巻38 、26(1593)年5.月15日(戊 辰)、 『実録』第21輯 、706頁 。
122将 帥 にな るに足 る立派な人

。
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年3,月15日(乙 巳)123)

忠 清 監 司 金 時 献 の 文 書 で 「良 民 化 爲 異 類 」 と、 良 民 が 「異 類 」 に 変 わ っ て い る と指 摘 し

て い る。

しか し明 宗5(1550)年10月21日(辛 巳)に は 、 「巳 、 諌 院 啓 日 、 凡 僧 人 異 類 、 出 入 都 下 、

自有 法 禁 」124と あ り、 僧 侶 と 「異 類 」 が 都 城(城 郭 都 市)の 出 入 り を禁 止 され る とい う法 が

あ る と記 載 され て お り、 僧 侶 も 「異 類 」 とい わ れ た 集 団 も 国 家 か ら厳 しい 扱 い を 受 け て い

た 。

史 料4-C「 傳 干 政 院 日 、僧 人 困 辱 儒 生 、 至 爲 骸 愕 。 此 言 果 是 、則 當 言 某 儒 見 侮 於

其 僧 、 今 則 涯 言 如 此 。 此 必 悪 異 類 、 而 多 有 鴛 鴛 之 論 。 自上 未 知 何 如 也 。 」(明 宗

7(1552)年2月19日(辛 未)125)

に く

史料4-Cに は、 「異 類 を悪 ん で 、 なぜ 論 難 を招 い た の か につ いて は 、上 の方(治 者)で は

分 か らない。」 と書 かれ て い る。

に く

以 上 、 見 て き た よ う に 、 屠 畜 業 を 悪 ん で い た の で 「白 丁 」 が 「異 類 」 と み な さ れ る よ う

に な っ た と 考 え ら れ る 。

な お 、 「白 丁 」 身 分 の 人 々 を 相 手 が 見 下 し て み て い る 記 事 が あ る 。

史 料4-D「 孝 禮 與 瀕 元 、 各 執 是 非 相 難 、 瀬 元 謂 、 孝 禮 日 、 汝 是 白 丁 之 孫 、 孝 禮 日

果 我 是 白 丁 之 孫 、 則 汝 乃 我 子 也 。 」(世 祖14(1468)年8月14日(辛 丑)126)

史 料4-E「 御 経 鑓 。 講pZ、 大 司 諫 李 枠 啓 日 、 今 者 盗 賊 興 行 、 中 外 騒 擾 、 皆 才 白 丁

123『 宣 祖 実 録 』 巻86
、30(1597)年3.月15日(乙 巳)、 『実 録 』 第23輯 、180頁 。

124『 明 宗 実 録 』 巻10
、5(1550)年10.月21日(辛 巳)、 『実 録 』 第19輯 、724頁 。

125同 書
、巻13、7(1552)年2月19日(辛 未)、 『実 録 』 第20輯 、75頁 。

126『 世 祖 実 録 』 巻47
、14(1468)年8.月14日(辛 丑)、 『実 録 』 第8輯 、207頁 。
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之 類也 。 此輩 無 恒産 而 役使 甚 苦 、 其爲 盗 、 固其 所也 。 國 家 開生 生之 路 、然 後 盗賊 可

揖 也。 許 交 嫁 良民 、此 實 美法 、 然州 縣 視爲 異 類 、令 隣人保 守 、爲 別 牌 而役 之 、 不歯

於 良 民。 故 才 白丁 不事 産 業 、聚 爲 盗賊 、 其弊 難 救。 臣願 悉 革 才 白丁 之名 、f賦 役

皆 如 良民 、則 数 十年 之 後 、皆 攣 爲 良民 、 而盗 賊 可揖 也。 大 司諌李 枠 啓 日、 …… 臣願

悉m白 丁 之名 、 一慮 賦役 、皆 如 良民 」(成 宗20(1489)年12,月9日(壬 辰)127)

史料4-Dは 、朝 廷 の王 の前 で性 理 の説(性 理 学)に つ いて 口論 がお こった とき、孝 禮 が

瀬 元 に 「白丁」 の 子孫 だ と言 い 、言 われ た 聞 き手 は興 奮 した 、 とい う内容 で あ る。 これ は

相 手 に対 す る侮辱 的 な表 現 と して 「白丁 」 とい う用 語 が使 われ てい た例 で あ る。

と ころが 、史 料4-Eに よる と、成 宗20(1489)年 、大 司諌 李 枠 が 、 「白丁」が身 分 的 に は

良人 で あ るに もか か わ らず 社 会 通念 上 で は不 当に賎視 され て い る 問題 を解 決 す るた め に、

「才 白丁 」 とい う名 前 をな くそ うと提 起 した記録 もあ る。

以上 の二つ の記事 を見 て もわ か る よ うに 、 「白丁 」 とい う身分 名 は 、一 般農 民、 す な わ

ち良人 の意 味 を持 っ てい た言 葉 で あ るに もかか わ らず 、職 業差 別 に よ り賎視 概 念 へ変 換 し

て い っ た と考 え られ る。

次 の よ うに 「白丁」 を私奴 碑 と して扱 った 事例 も あ る。

史 料4-F「 御 朝 講 … … 領 事 柳 順 汀 日 、 臣 聞 、 南 原 品 官 強 桿 、 府 内 才 白丁 、 本 二 千

鯨 人 、 皆 爲 品 官 所 使 、 一 品 官 率 三 四 十 人 、 而 使 居 於 其 家 、 園 内 衙 前 、 未 得 督 出 、 守

令 若 推 尋 、 則 必 中 毒 」(中 宗7(1512)年11.月4日(甲 戌)128)

史 料4-G「 御 朝 講 … … 大 司 諫 金 世 弼 日 、 壬 申 年 、 柳 順 汀 啓 、 以 南 原 等 官 、 土 豪 品

官 、 冒 占 白 丁 之 弊 、 臣 適 授 監 司 、 親 承 傳 教 、 到 界 捜 括 、 其 濫 占 匿 使 、 多 至 五 六 十 、

127『 成 宗 実 録 』 巻235
、20(1489)年12.月9日(壬 辰)、 『実 録 』 第11輯 、551頁 。

128『 中 宗 実 録 』 巻17
、7(1512)年11月4日(甲 戌)、 『実 録 』 第14輯 、621頁 。
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官 奴 碑 亦 多 、 隠 接 役 、 臣未 及 畢 推 而 逓 、 至 今 不 啓 、 更 命 捜 括 、 啓 聞 何 如 、 上 日 、 下

諭 問 之 、 可 也 大 司 憲 宋 千 喜 日 … … 金 安 国 、 前 日言 、 威 安 有 李 季 賢 者 、 家 匿 才 白丁 、

多 至 三 十 鯨 人 、 人 之 牛 馬 、 公 然 宰 來 、 其 主 見 之 、 畏 不 敢 訴 」(中 宗9(1514)年12.月

19日(丁 未)129)

史料4-Fの 『中宗 実録 』 には 、

「中宗7年 に領 事 の柳順 汀 が 、朝 講 の 時 に南原 府 内に い る才 白丁2000余 人 を捕 ま え 、品

官 た ち が使 役(屠 畜)を してい る。 品官1名 が 、普 通 、 「白丁 」340名 ぐ らい 、屠 畜 に使

って い る。 守令 た ち が この よ うな こ とを禁 止 しよ うと した ら、や が て守 令 た ち に害 を与 え

る」 とい う内容 の こ とが 書 かれ て い る。

中宗2年 後 に は、大 司諌 金 世 弼 が言 っ た こ とで あ るが、 「壬 申年 に柳 順 汀 が南原 の土 豪

品官 の 白丁 の弊 害 につ い て言 った ので 、 臣 がす ぐに監 司 にな っ て 「白丁 」 が た くさん居 る

ところ に行 っ てみ た。 そ の 当地 に行 って調 査 した結 果 、独 占 して匿使 した ものが560名 に

至 る」 とあ る。 大 司憲 宋 千喜 は一緒 の場 所 で 、 「前 日金 安 国 に 聞い た事 を引用 す る と、慶

南 成安 に住 ん でい る李 季 賢 とい う者 は、 自分 の家 で 才 白丁30名 を隠 してい る、 そ して 「白

丁 」 に他 人 の牛 馬 を公 然 に盗 む よ うに させ る、各 牛 馬 の飼 い 主 がそ の よ うな こ とを見付 け

て も、怖 くて何 も言 えな い」 とい う内容 の記 録 が あ る。

史料4-Fと4-Gの 注 目す べ き とこ ろは 、有 力者 が 流浪 して い る 「白丁 」 を捕 ま えて、

自分 の家(政 治 家 の所)に 置 き、 牛 を盗 ませ た り、牛 を殺 した りな ど、 「白丁 」 を私奴 碑 の

よ うに扱 っ た事 例 がみ られ る こ とで あ る。 これ は 当時 の支 配層 の権 力 を利 用 した 不適 切 な

取 り扱 いで あ ろ う。 朝 鮮 初期 には 生活維 持 のた め に屠 畜業 に従 事 しな けれ ば な らな か った

が、 中期 にな る と権 力 者 の利 益 の た め に屠畜 業 に従 事 しな けれ ば な らなか った。

当時 の屠 畜 は、 とて も利 益 の あ る こ とで、 治者 は不 法 に もか かわ らず 、 自分 の 家 で 「白

129同 書、巻21、9(1514)年12.月19日(丁 未)、 『実録』第15輯 、49頁 。
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丁 」 に屠 畜 を させ て いた。 政府 も この 問題 を解 決 しな けれ ば な らな か った。

「白丁 」 身分 に対 す る差別 を支 えて きた賎 視 観念

韓 国 の歴 史学 界 で は 「白丁 」 身分 に対す る差別 につ い ては 少 しず つ研 究 され て きて は い

る もの の、 差別 を支 えた 差別観 念 につ い て はま だ ほ とん ど研 究 され て い ない。 韓 国の歴 史

学 の な かで は 「白丁」 身 分 の差別 原 因 を農 業 社会 にお い て屠 畜 業 を してい た め だ と簡 単 に

説 明 してい るのみ で あ る。

『実 録 』の史 料1-Aの 「才人 禾 尺等 、 屯聚 幽居 、不 事農 業 、專 以柳 器 皮 物 資生 、故 会 改

稻 白丁 」、 史料1-Gの 「未 聞平 民 之婚 白丁 、 白丁之 嫁 平 民、 而服 田力楕 、者 也 蓋 平 民 、厭

其 異類 、而 不欲 婚 嫁」 に よって 、屠 畜 業 ・柳 器製 造 業 を賎 しい とみ なす 職 業 差別 意識 が 明

らか に現 れ てい た こ とが確 認 され る。

ま た史 料1-Aに よって 屠畜 業 に対 す る強 い賎視 観 念 が存 在 し、屠 畜 業 に従 事 してい る「白

丁 」 とは結婚 しな い 、一 緒 に住 ま ない とい う差別 が存在 して い た。 なぜ 、屠 畜業 が 賎 しい

職 業 だ と考 え られ て きた の か。

賎視観 念 は 、史料 に 「異類 」 とい う表現 と して現 れ て い た。 これ に関 して 浜 中昇 は、「禾

尺 と才人 は 、高麗 時代 以 来、 身 分 は 『良』 で あ るが 、 そ の仕事 は 『賎 』 とみ な され る、 い

わ ゆ る身 良役 賎 層 で あ り、そ れ ゆ え 『白丁』 や 『平 民』 では な か った。 」 と述べ て い る。

そ して前 掲 史料1-Aの 史料 は 「才人 ・禾尺 が 『異類 』 と見 な され た とす る最初 の記録 で あ

り、 これ 以後 、 『朝鮮 王 朝実 録 』に は 『異類 』とい う表現 だ けで はな く、 『本 非 我 類』・『別

為 一種 』・『其 先胡 種 也 』・『我 国有 別種 人 』・『異 種』 とい った記 述 が み え る。 」130と 主 張 し

て い る。 つ ま り浜 中の主 張 に よ る と、職 業 が賎 しい と思 われ て いた の は 「白丁 」だ けで は

な く、 才人 ・禾 尺 で あ る とい うこ とにな る。 表4-2か らみ る と、 「異類 視 」 され て い た の

は才人 ・禾 尺 ・「白丁 」・「才 白丁 」 で あ る こ とが わか る。 才 人 ・禾 尺 も 「白丁」・「才 白丁 」

も屠畜 業 に従 事 され てい た か らで あ ろ う。

13°浜中昇 「高麗末期 ・朝鮮初期の才人 ・禾尺」『紀要』第4号 抜刷、東京大学文学部朝鮮文化研究室、
1997年3月 、52～53頁 。
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朝鮮 王 朝社 会 で は屠 畜 業 は どの よ うに思 われ てい た の か。前 掲 史料2-0131で は 「醜 悪 之

風 、世 久 不 変」 とあ る。

史 料4-H「 其盗 殺 牛馬 者 、專 是新 白丁 、 故 於永 樂 九年 、刷 出新 白丁 、移 置都 城 三

舎 之外、近 來禁 防 陵夷、乃於 城 中及 城 底、拉 還 來住 、與 閑雑 人 同盗 牛 馬、恣行 屠 殺 、

妊 悪莫 甚。 」(世 宗7(1425)年2月4日(甲 辰)132)

史料4-Hで は 「恣 行 屠殺 、妊 悪莫 甚 」 とあ る。 そ して前 掲 史料2-W③ で は 「以 屠 牛爲

業者 、人 所 大悪 」 とあ った。 この 三つ の記 述 か ら屠 畜 業 は他 の人 々か ら嫌 われ てい た職 業

で あ るこ とが わか る。 この よ うな意 識 は 、屠 畜業 に関す る差別 意識 つ ま り、賎 視観 念 ・不

浄観 念 で あ り、 この差 別意 識 は 「白丁 」身 分 へ の差別 意 識 につ なが るので あ ろ う。 そ して

前 述 の よ うに 「白丁」 を私奴 碑 の よ うに扱 った と事 例 が あ る こ とに よ り、 これ らの も賎視

観 念 だ と考 え られ る。

史 料2-W④ 「牛 於 畜 物 最 鈍 、耕 農 所 頼 甚 大 、實 養 人 者 也 、而 屠 牛 爲 業 者 、恣 行 宰 殺 。

一 人 一 年 所 殺
、或 過 百 鯨 、傷 天 地 、 生 物 之 心 、干 時 君 不 忍 之 政 、其 罪 何 可 勝 言。 」(中

宗5(1510)年3月26日(辛 巳)133)

に く

史 料2-W④ に は 当 時 の治 者 が 「な ぜ 人 々 は 屠 畜 を大 い に 悪 む の か 」に つ い て 分 析 して い

る。 そ の 理 由 は 「牛 は 家 畜 の な か で 一 番 大 き く 、 農 作 に 役 に 立 つ の で 、 人 々 を養 っ て くれ

る の で あ る。 と こ ろ が 、 屠 畜 を職 業 と し て い る者 は む や み に屠 畜 して い る。 一 人 当 た り約

100頭 以 上 屠 畜 して い る の で 、 天 地 ・生 物 の 心 を傷 め 、 政 治 に も悪 い 影 響 を 与 え る こ と に

13151頁 を参照す る こと
。

132『世宗実録 』巻27 、7(1425)年2.月4日(甲 辰)、 『実録』第2輯 、652頁 。
133本 稿 では 『中宗実録』巻10 、5(1510)年3.月26日(辛 巳)の 条 を二 つの分 けた。前掲 史料2-W③ は前

半で、史料2-W④ は後半で ある。『実録』 第14輯 、418頁 。
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な る。」 とあ り、牛 を屠 畜す るか らで あ る と記 され てい る。 この史料 に よ り、屠 畜 業 に従 事

して い た 「去骨 匠 」 も差別 され て いた と推 測 で き る。

第2節 居住地 に対す る差別

史 料4-1「 大 臣 等 啓 日 … … 且 廃 主 撒 居 時 、 外 方 才 人 白丁 等 、 移 居 京 師 、 近 來 明 火

賊 徒 、 書 夜 恣 行 、 請 一 切 刷 還 原 籍 、從 之 。 」(中 宗2(1507)年6.月3日(乙 亥)134)

史 料4-1は 中 宗 反 正 の 後 に 「燕 山 君 が 在 位 した 時 に外 方 の 才 人 ・白丁 た ち が 京 城 に移 住

して 明 火 賊 が 盛 行 す る の で 才 人 ・白丁 を原 籍 地 に 刷 還 し よ う」 とい う大 臣 た ち の 意 見 に 王

が 賛 成 した 記 録 で あ る 。 こ の よ うな こ と に よ っ て 、 「白丁 」 は 京 城 に 住 む こ とが で き ず 、

無 理 や り に原 籍 地 居 住 地 に 移 され た 。

世 祖9(1463)年5月8日 の 条 に よ る と 「才 白 丁 た ち が も との 故 郷 を離 れ 、 逃 亡 生 活 を し

て い る。そ うす る と 、京 中 に は 盗 賊 が 増 え る こ と に な る。急 い で 彼 らの 住 む 場 所 を 調 査 し、

移 住 させ よ う。」135と 、漢 城 府 は 報 告 して い る。 こ の 記 事 で 「白丁 」 の 居 住 地 を 移 転 させ る

根 本 的 な 理 由 は 、 社 会 問題 を な く して 民 生 安 全 の た め で あ っ た こ とが 推 測 され る 。 要 す る

に 「才 白丁 」=盗 賊 とい う認 識 、 「才 白 丁 」 に対 す る偏 見 を持 っ て い た と考 え られ る。

「白丁 」 を 農 地 に 定 着 させ よ う と した 同 化 政 策 の 一 つ で あ っ た 行 状 制 度 も彼 ら の 自 由 を

奪 っ た 。

行 状 制 度 と は 、 営 農 や 混 住 を 奨 励 し、 流 浪 して い た 「白丁 」 を 定 着 ・同化 させ る た め に

作 られ た 制 度 で あ る。 詳 し く い う と彼 らの 逃 亡 を禁 じて 、 行 商 た ち が 頻 繁 に往 来 す る こ と

を 制 限 す る制 度 で あ る 。 行 状 制 度 は 、 「白丁 」 の 移 動 を 禁 止 し て 土 地 に 定 着 させ て 安 定 的

134『中宗実録 』巻3
、2(1507)年6月3日(乙 亥)、 『実録 』第14輯 、153頁 。

135「傳 旨漢城府 日、才人 、 白丁等多逃 離本郷 、來寓京 中、盗賊漸 盛、其速推刷」『世祖 実録 』巻30、9(1463)

年5.月8日(丙 申)、 『実録 』第7輯 、574頁 。
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な生活 を維持 しよ うと した制 度 だ った が 、結 果 的 には 、 「白丁 」 は もち ろん全 社 会構 成員

まで農 地 に押 さえっ け る制 度 とな った の で あ る。 まず 、行 状 制度 に関す る記録 を検討 して

み よ う。

史 料4-J「 刑 曹 啓 、前 此受 教 、 才人 白丁、 逃 亡現 捉者 、依徒 民逃 亡例 庭 斬 、不 得

己出入 者 限 日給 行状 、 無行 状 横行 者 、過 限不 還者 、 並 以制 書 有違 論 断 、立 法 至爲

嚴 明但 如 父母 妻 子、在 他 官、以奔 喪救 病 、不 得 己 出入、欲 受 行 状、錐或 告 官 、守 令 、

恐 因此 逃 亡罪、漿及 己、不即 給状 、或値 守 令 不在 官、未 得 及期 受 状、不得 及 期 受 状 、

不得 己 出入 則 里 正切 隣、 於 不 告 之罪 、即 捕 告 官 、守令 、亦 不霰 實 例 、論 以徒 民逃

亡 、置 之重 典 、 故錐 隣近 官 、不得 随意往 來 、誠 爲 可 衿 、 自今 、逃 亡 明 白者 外 、如 有

族親 相 見 、或 買 費資 生 、 不得 己出入 者 、 随其 程途 遠 近 、事 情 緊否 、 計 日給 状 、苦 守

令 不在 、 因父 母 妻子 、 奔 喪救 病 、未 及 受行 状者 、分 挾通 罪 、 其無 行 状横 行者 、過

限 不還 者 、依 前 受教 施 行 、告 官 而不 即 給状 守 令 、令 観察 使 糾 察 、從 之 、価 傳 日、隣

近 官來 往 、皆 受行 状 、 則 不得 自由、終 無楽 生 之道 、 其 三 日程 、十 五 日來 往 以上 者 給

状 、其 食余、許 告 里正 出入 、違者 、如 法論 」(成 宗4(1473)年8月21日(庚 辰)136)

そ の 内容 は 、次 の通 りで あ る。

「成 宗4(1473)年 の兵 曹 の啓 文 に は、 この前 の受 教 に よ って逃 亡 したが捕 ま えた 才 白丁

は逃 亡 した 一般 の 人 々 と同 じ斬刑 にす 。仕 方 ない 出入 り者 は期 間 を決 め て行 状 を発 給す る.

行 状 が な くて横行 した者 と、 決 ま った期 間以 内 に帰 って来 ない者 は処 断す る法 を もっ と強

くす る。

父母 妻 子 が他 地方 にい て、 喪 事や 病気 で仕 方 な く出入 り しよ うと して、守 令 に行 状 発 給

を要求 した。 しか し守 令 は 白丁 が逃 亡 した らそ の罰 が 自分 自身 に影 響 を あた え るの を心配

136『成宗実録』巻33 、4(1473)年8.月21日(庚 辰)、『実録』第9輯 、55頁 。
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して行 状 をす ぐ発 給 しな か った。 あ るい は守 令 が官衙 にい な くて行 状 な しに 出入 りす る と

そ の周 辺 の人 々が 不告 罪 に な るの を怖 が って い る。

この よ うな ことを官 に報 告 して官 で は そ の事情 を不 問 して徒 民逃 亡例 と して重 刑 に した.

だ か ら、 「白丁 」 は近 所 に も 自由に往 来 がで きず か わ いそ うで あ る。 これ か ら逃 亡者 では

な くて親 族 を訪 問す る こ と とか 生活 品販 売 のた め に仕 方 な く出入 をす る者 は 、そ の事 情 の

程 度 に よ って期 間 を決 めて行 状 を発 給す る こ とにす る。

万一 、 守令 の不在 時 に父母 妻 子 の喪 事や 病気 で あ らか じめ行 状 を も らえな くて 出入 した

者 は分 別 して罰 す る。 また早 速 行状 を発 給 しな い守 令 は観 察使 か ら糾 察 させ て 、周辺 の往

来 時 はい ちい ち行状 を持 っ て生活 す る と不 便 な ので3日 程 度15日 往 来 以上 の者 だ け行 状 を

あ げてそ の他 の者 に は里 正 に報 告 だ けにす る。」

行 状 制 度 は 「白丁」 の 流浪 を塞 ぐた めに作 られ た制度 だ った が、 そ の結果 は彼 らを束縛

して 、 自由に移 動す る こ とがで き ない移 動 の制 限、 生活 の不便 を もた ら した。

史 料4-Kr御 純 経 鑓 詑 … … 上 間 左 右 日 、 酷 泉 居 白丁 魯 大 山 、 随 其 兄 、 移 居 聞 慶 、

兄 残 後 、 還 干 本 邑 、 今 例 以 徒 民 逃 亡論 死 、 予 欲 特 減 、 何 如 」(成 宗4(1473)年8月9

日(戌 辰)137)

史料4-Kの 内容 は 、 「醗 泉 に住 んで い た 「白丁」魯 大 山 とい う者 が 自分 の 兄 に付 い て聞

慶 に移 住 した。 兄 が死 ん だ後 、 前 に住 ん でい た醗 泉 に戻 って来 たが 、魯 大 山は徒 民逃 亡罪

に抵 触 して 死刑 に庭 され る とこ ろだ った 」 ので ある。 これ は 「白丁 」 だ った魯 大 山が逃 亡

者 と誤 解 され 、死刑 とい う不 当な処 罰 を受 けそ うに なっ た事 例 だ と考 え られ る。

137同 書
、 巻33、4(1473)年8.月9日(戌 辰)、 『実 録 』 第9輯 、61頁 。

82



第3節 結婚差別

前掲 史 料1-Aの 「民皆視 為 異類 、差 与為 婚 」、2-D「 官 吏 人 民等 、 因以 新 白丁 爲 號 、視

與 平 民 匪別 」 、1-G「 然 立法 以 後 、未 聞 平民 之婚 白丁 、 白丁 之嫁 平 民」 に よ り、治者 は朝

鮮社 会 の同化 政 策 の一 環 と して一般 百姓 との婚姻 を奨励 しよ うと した に もか か わ らず 、一

般 百姓 た ちは 「白丁」 の こ とを賎 し く思 って い て、 結婚 す る こ とは恥 ず か しい こ とだ と考

えて い た。

も し、 結婚 した と して も社 会 的 に は否 定的 に み られ た。 梁 永厚 の研 究 に よ る と、 「白丁 」

との結 婚 は 常民 の な か にあ る 良賎不 婚 の通 念 にか く され て、 白丁 同士 の結 婚 を常 と した。

そ して結 婚 が成 立 す る と 「相 丁(サ ン ゴム レ)」 と して 喜 び あ った。 しか し挙 式 、祝 宴 は規

制 を受 け、牛(常 民 は駕籠 か馬)に 乗 って婚 家 でお もむ く道す が ら村 民の 祝福 を うけ るだ

けで あ った。 まれ に で はあ るが 、 常民 の娘 と結婚 しよ うとす る と、身 分移 動 は法 的 に認 め

られず 、 「白丁 」 の まま娘 の家 で3年 間の ただ働 き をす る とい う不 文律 が あっ て、結 婚 の

成 立 はお ぼ つ かな か った。 逆 に常 民 の男子 が 「白丁 」 の娘 と結 婚 す る と、 妻 の家 を食 い潰

す お それ が あ る と され た138。

第4節 教育におけ る差別

朝鮮 王 朝 は、 「白丁」た ち を郷校 に入 学 させ て教 育 を受 け るチ ャ ンス を与 え よ うと した.

世 宗14(1432)年10.月12日 に よ る と、 「新 白丁 」 の子 弟 の なか で読 書 を願 う子弟 に地方 官

立 学校 で あっ た郷校 に入 学す る こ とを許 可 した で あ る。

史 料4-L「 禮 曹 啓 、 新 白丁 、 既 雑 庭 平 民 、相 爲 婚 嫁 、 差 定 軍 役 、其 子 弟 願 讃 書 者 、

138梁 永厚 「近世朝鮮 の 『白丁』 と 『奴碑』 『経国大典』 を基 に」沖浦和光 ・寺木伸 明 ・友 永健三編

著 『ア ジアの身分 制 と差別 』解放 出版社 、2004年 、88～89頁 。
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請 許 赴 郷 學 、 從 之 。 」(世 宗14(1432)年10月12日(丁 酉)139)

この よ うな ことは 「白丁」 の な かで も屠 畜 業 をや め て農 民化 した者 のみ に与 え られ た恵

み だ っ た。 しか し、上 層 の両 班 ・農 民 た ち の子弟 の入 学 も地方 官 吏 か らの 承認 が必要 だ っ

た 当時 では 「白丁 」 の入 学 は事 実上 不 可能 な こ とで あっ た14°。

第5節 日常生活面での差別

「白丁 」姓 は本 貫 の ない姓 とされ 、子 ど もの名 付 けに は儒 学 を象徴 す る 「仁 」 「義」 「礼 」

とい っ た漢字 を用 い る こ とはで き なか っ た。 「白丁 」 の 日常生 活 は 、一 般社 会 か らのい ろ

い ろな強 制 を被 り不 自由な生 活 を余 儀 な く され た。

「白丁 」 の服 装 は 、木 綿 地 の服 に 限 られ 、上 衣 は結紐 を とって着 用す る こ と、笠(帽 子)

をかぶ る とき は竹 製 の 「平冷 子(ペ レンイ)」 に限 り、 櫻 手 は一般 民 の よ うに黒紗 の紐 で は

な く細 藁 縄 の もの にす る こ と、髪 を結 うこ とや箸 を さす こ とを しない こ と、 な どの不 条 理

を強 い られ 、 日常 的 に、 は だ けた だ ら しない 服装 で 、頭 は蓬髪 のま ま 、足 元 は素 足 の まま

とい っ た、 見苦 しい外 見 を させ られ た の で あ る。

ト コ ン

両 親 や 親 族 の 葬 儀 で は 、 喪 主 や 一 族 の 人 は 喪 を 表 す る と き に は 、 一 般 民 が 被 る 「頭 巾」

か ぶ る こ とが で きず 「手 巾(手 拭 い)」 で 頭 髪 を巻 く だ け と され た 。 よ っ て 遺 族 は 外 見 よ り

も 死 者 の 冥 福 を 祈 る こ とに 重 き を お き 、 遺 体 に お く 「白丁 刀 」 を 中 心 に 、 父 母 が 生 前 に着

用 した り持 っ た りす る こ と の で き な か っ た 衣 服 、 装 飾 品 な どを 供 え 、 出 棺 時 に 枢 に 納 め た 。

野 辺 送 りは 枢 の 輿 は 使 えず 、 喪 主 が 「チ ゲ ソ ン ジ ャ ン 」 す な わ ち枢 を 背 負 い 、 「白丁 」 の

共 同墓 地 へ 行 き 埋 葬 を した 。 そ して 墓 碑 を 建 て る とか 、 位 牌 を 安 置 す る 祠 堂 を つ く る とか

とい っ た こ と は 規 制 され て で き な か っ た 。 よ っ て 、 彼 ら は 三 回 忌 の 喪 明 け ま で 仕 事 を 休 む

139『世宗実録 』巻58 、14(1432)年10.月12日(丁 酉)、 『実録』 第3輯 、420頁 。
14°『東亜 日報 』1924年7月18日 付。

84



こ と で も っ て 、 死 者 の 弔 い を した の で あ る141。

第5章 「白丁 」 出身 の林 巨叱正 の動 き

林 巨叱 正(イ ム ゴジル ジ ョン)が 実録 に登場 す る明宗 時代(1556～1567)は 朝鮮 中期 で 、歴

史 上政 治 的 に一番 混乱 した 時期 で あ った。 特 に明宗14(1559)年 か ら17(1562)年 ま で3年 間、

集 中的 に登場 す る林 巨叱 正 と関連す る記 事 は、 当時 の社会 的 混 乱 を象徴 して い る代 表 的 な

事件 で あ る142。林 巨叱正 の登場 す る前 の時期 は 明宗 が12歳 で即位 した頃 で 、政 治 的 に はサ

元衡 らの外戚 の勢 力 が強 く、支 配層 の横 暴 が極 に達 して い たの で 、王 権 は弱 って しま っ た。

そ して支 配層 の改 革意 志 は衰 えて いて 、財 産 に対 す る欲 求 はます ます広 がっ てい た。ま た、

社 会 的 には支 配 層 の 土地 の拡 大 で 、庶 民や 農 民 の土 地 は次 第 に減 って小 作 人 に なっ た り、

奴碑 に なっ た り、 流浪 す る農 民 も増 えた り した。 そ こに悪 天候 と凶作 の結 果 、 民衆 の 生活

は次第 に苦 し くな っ てい っ た。

『明宗 実録 』 巻22、12(1557)年5月19日 の記事 よ り当 時の楊 州 牧143の 状況 が わ か る。

史 料5-A「 楊 州 牧 使 金 若 黙 拝 辮 、 上 引 見 教 日 、 近 年 以 來 、 畿 旬 尤 甚 凶 荒 、 民 生 憔

悼 、 撫 百 姓 、勧 農 桑 、 興 學 校 、 壼 心 職 任 。 」(明 宗12(1557)年5月19日(辛 未)144)

史 料5-Aは 、 楊 州 牧 使 の 金 若 黙 が 王 に 命 じた 文 で あ る。 「畿 旬 尤 甚 凶 荒 、 民 生 憔 惇 」 と

京 畿 地 方 に 凶 作 の 被 害 か ら一 般 農 民 た ち を 救 お う と思 い 、 王 は 「勧 農 桑 、 興 學 校 、 壼 心 職

141梁 永厚前 掲論文、88～89頁 。
142李 道男 「朝鮮時代楊州 地方史研 究」建 国大 学大学院博 士論文 、2004年2.月 、146頁 。
143楊 州牧 は

、林 巨正 の出身地 で もあるが、高麗 時代以 来朝鮮 半島 の中心 に位 置 して いて、 開城 と漢城

とい う中心 地に近接 してい る。太祖(1397)年 に治所 を故地 に して楊州 と名 づ けた。 世宗12(1430)年

には楊州牧 に昇格 した。
144『明宗実録 』巻22

、12(1557)年5.月19日(辛 未)、 『実録』 第20輯 、415頁 。
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任 」 と命 じた 。 しか し、 悪 天 候 は 続 い て い た 。 明 宗14(1559)年12月26日 に は 、

史 料5-B「 癸 亥 、領 議政 尚震 、右 議 政李 凌 慶風 采 嚴整,友 干特 異 。 然 多 有 彊執

自用之 病。 啓 日、近 來 冬 月之 雷 、頻 獲 於各 道 、而衆 災 又從 而 畳 見。 臣等倶 以 無 状之

人 、狸 居 台鼎 之位 、 日復 一 日、 恐櫻 益 深。 曾 欲 將此 意 、 啓達 辞退 、而 適 上膿未 寧 、

憂慮 逗 邊 、未 假 及 此。 昨 日伏 見慶 尚 、全羅 道 状 啓 、則 陰7互已極 之 時 、大 雨、 雷 電 、

有 甚於 夏 月、而 至於 震破 樹 木 。 非 常之 攣 、非 止 一再 、 而 臣等 頑然 在 位 、 尚稽 引 各 自

マ マ

退 、 臣 等 之 罪 、 無 所 逃 迫 。 捏 恐 待 罪 。 答 日 、 災 異 實 由 予 否 徳 。 徒 切(競)〔 競 〕 憧 。

卿 等 引 各 、已 非 不 足、宜 勿 待 罪 。 三 啓 不 許 」(明 宗14(1559)年12月26日(癸 亥)145)

とい う記 録 が あ る。

この記 事 は 、か ん ばつ と長 雨 が繰 り返 して、領 議 政 と右 議 政 が何 回 も訴 えた文 で ある。

「近來 冬 月 之雷 、頻 獲 於各 道 、 而衆 災 又從 而 畳 見。 」 の よ うに当時 の天 気 は、冬 に各 地 に

雷 が な って い て、様 々 な災害 が起 きて い る。 そ して 慶 尚道 と全 羅 道 で は、 冬 に雨 が 多 く、

夏 には雨 が 降 らな い異 常 な気 候 現象 が繰 り返 され てい た。 そ れ だ けで は な く、 「非 常 之攣,

非 止一 再 、 而 臣等頑 然 在位 、f`1q稽引各 自退 、 臣等之 罪 、無 所逃 追 。 憧恐 待 罪。 」 の よ うに

政 治家 の権 力 の争 い もみ られ る。

明宗14(1559)年3月 と同 王15(1560)年5月 の 記事 には 、

史 料5-C「 史 臣 日、盗 賊 之 熾 獲 、 由於 守 令 之 措 克、守 令 之 培 克 、由 於 宰 相 之 不 廉 。

今 之 宰 相 、 貧 汚 成 風 、 不 知 紀 極 。 是 以 守 令 剥 民 膏 」血、 以 事 灌 要 、 啖 豚 咀 難 、 無 所 不

至 、 而 民 窮 無 告 、 其 勢 不 爲 盗 、 則 無 以 資 生 、 故 相 率 而 自投 於 死 亡 之 地 、 以 僥 倖 却 奪

145同 書 、巻25、14(1559)年12月26日(癸 亥)、 『実録 』第20輯 、538頁 。
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爲 事。 是w民 之性 也 哉 。 荷朝 廷清 明 、而無 惟 貨 其吉 之 心 、守 令 皆得 如 襲 、横者 而任

之 、則 帯釧 者 買植 而帰農 　 。 安 有 殺 越無 忌 、如 此 之 甚者 乎。 不然 、徒 欲 率兵 起 捕 、

則抑 恐 随捕 随起 、將 不 勝 其捕 　。 」(明 宗14(1559)年3月27日(己 亥)146)

史 料5-D「 成 鏡道 観 察使 丁f斗 馳 啓 日、道 内各 官、連 年 失稔 、錐 設場 賑濟 、而皆

是程 褒 、皮 稜 、 有名 無 實。 窮 民 等採 食 疏菜 、猶 不得 糊 口、弱 者潜 籍 、強者 殺越 、至

有 見其 持飯 而総殺 取 食者 。 凶荒 之 害 、至於 此 極。 且 大 小瘡 疹 及熱 病 、遍濡 道 内、錐

死 亡不 多、而病 臥 之人、十居 七 八、イ乃致農 作 失 時。 當 此 凶年、望 哺 之民、又 致失 農 、

災 害拉 至 、極 爲 憂催 云。 」(明 宗15(1560)年5月27日(壬 辰)147)

と、 権 力 と政 治 の 最 悪 の 状 況 の な か で 民 衆 は 苦 しん で い た 。

史 料5-Cで は 「盗 賊 が 盛 ん に な る こ と は 守 令 た ち が 苛 敏 珠 求 を 事 とす るせ い で あ り、 守

令 の 苛 敏 謙 求 は 宰 相 が 清 廉 で は な い か らで あ る。 今 宰 相 は 汚 職 ・不 正 を盛 ん に 行 っ て 限 り

が な い か ら、 守 令 は 人 民 の 膏 血 を し ぼ っ て 、 豚 と鶏 を食 べ て い る。 」 と 、 述 べ て い る。

史 料5-Dは 、 成 鏡 道 観 察 使 丁 慮 斗 が 現 地 に行 っ て 作 成 した 文 で あ る。 「道 内 の 各 官 庁 で

は 凶 作 の 年 が 連 年 続 い て い た の で 賑 位 して い る。 し か し民 衆 は 皆 セ キ チ ク(崔 嚢)と 黍 だ け

で あ る。 貧 しい 人 々 は 疏 菜 を 採 っ て 食 べ て い る が 、 な お 生 活 す る こ とが 難 し く て 弱 い も の

は密 か に 盗 ん で い て 、強 い も の は 殺 人 して い る。」 と あ る。 こ の よ うに道 内 の 各 官 庁 が 賑 位

して い る に も か か わ らず 、 度 重 な る 凶 作 と災 害 と伝 染 病 の 発 生 で 「賎 民 」 身 分 の 人 々 は も

ち ろ ん 一 般 農 民 や 商 人 も 苦 し くな っ て い っ た 。

史 料5-A、B、C、Dで わ か る よ うに 民 衆 は 、 最 後 の 生 き る 手 段 と して 盗 み を して い た と

推 測 され る。 盗 み は 貧 しか っ た 民 衆 た ち が 生 き る た め に 選 ん だ 手 段 の 一 っ だ っ た と考 え ら

れ る。 林 巨 叱 正 が 活 発 に活 動 した の は こ の 時 期 で あ り、 盗 賊 活 動 に よ っ て 政 府 に 対 し て 不

146同 書 、巻25、14(1559)年3A27日(己 亥)、 『実録 』第20輯 、508頁 。
147同 上 、巻26、15(1560)年5.月27日(壬 辰)、 『実録 』第20輯 、556頁 。
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満 を表 し、 抵 抗 を し た 。

林 巨 叱 正 は 黄 海 道 楊 水 牧 出 身 で 「白丁 」 身 分 に 生 ま れ 、 明 宗14(1559)年3月 か ら 明 宗

17(1562)年1.月 に捕 え られ る ま で 、 盗 賊 の 形 で 乱 を 起 こ した 。

林 巨 叱 正 に 関 す る記 録 は 、朴 東 亮(1596～1635)の 『寄 齋 雑 記 』、南 致 勤(不 明 ～1570、 林

巨 正 を 捕 え た 人)の 子 孫 で あ る 南 鶴 鳴(1654～?)が 書 い た 『南 判 サ 遺 事 』、李 漢(1681～1763)

の 『星 湖 イ塞 説 』、安 鼎 福(1712～1791)の 『列 朝 通 紀 』、李 肯li(1736～1806)『 燃 黎 室 記 述 』、

李 減 命(1807～1887)の 『東 野 彙 輯 』、李 徳 慰(1741～1793)の 『青 荘 館 全 書 』 な ど、朝 鮮 後 期

の 実 学 者 に よ っ て 記 録 され て い た148。

最 初 に 林 巨 叱 正 に つ い て 記 録 した の は 朴 東 亮 で あ る。 朴 東 亮 は 『寄 齋 雑 記 』 に 林 巨 叱 正

に つ い て 次 の よ うに 書 い た 。

史 料5-E「 強 賊 林 巨 正 。 楊 州 白 丁 也 。 性 狡 鮎 且ll¥勇 。 與 其 徒 敷 人 。 皆 極 趨 捷 。 起

而 爲 賊 。 焚 焼 民 居 。 齪 槍 牛 馬 。 若 有 抗 之 者 。 則 剛 裂 屠 蕩 。 極 其 残 酷 。 自折 旬 至 海 西 。

一 路 吏 民
。 與 之 密 結 。 官 欲 措 捕 。 輯 先 漏 通 。 以 此 横 行 無 忌 。 官 不 能 禁 。 朝 廷 使 宣 傳

官 哨 探 。 賊 倒 着 麻 鮭 。 使 見 者 入 則 謂 之 出 。 出則 謂 之 入 。 以 齪 其 縦 跡 。 宣 傳 官 往 九 月

山 見 其 　 。 以 爲 出 而 径 還 。 賊 在 後 射 殺 之 。 朝 廷 又 使 長 淵 翁 津 豊 川 等 四 五 官 武 臣 守 令 。

領 兵 往 捕 。 聚 干 瑞 興 。 吏 民 已 通 之 。 夜 率 六 十 鯨 騎 。 乗 高 傭 目敢。 齪 矢 如 雨 。 五 官 軍 不

能 支 潰 。 而 尤 横 無 忌 。 … … 、 一 人 日。 安 可 離 陣 一 歩 。 此 可 疑 。 五 六 騎 追 之 。 徐 林 遙

148申 叔舟 の 『國朝寳鑑』 明宗朝2 、17(1562)年 、李 肯liの 『燃 黎室記述11』 明宗朝故事本 末(逮 捕 強

盗林 巨叱正)、 尚震 の 『浸 虚亭集 』迂虚 亭集 巻 之四(議 。 開城都 事各別澤送 議 同年 己未 三月癸 酉朔

乙亥。書講。領議 政)に も同 じ内容 で、否定 的な見方で書 かれてい る。

下記は 、尚震 の 『浸 虚亭集』浸虚 亭集 巻之 四の記事で ある。 「開城 府都事。 以武 臣澤遣 。上教至 當。

但 錐以武 臣差遣。 不別措 置。循 常爲 之。則 猶無其 益。伏 聞近來。 強盗多葦 本府城底 。版害 人民甚多 。

而人畏報復 。不能進 告。 官吏錐或 見聞。無 設伏捕捉 之計。 頃者林居 叱正 黄海道 巨賊 。來居 干本府 之

地。 眼尋 之際。 不聴牌頭 之言。只給 軍人廿 食余名。 孤軍齪酷。 以致牌 頭見殺。 亦不 登時窮 追。遂令賊

勢 鴎張。 至爲骸愕。 今遣武 臣。講 究捕捉之 方。或 率兵桿捕。 或 聞見 尋捉。期 令必獲。 如或縦 逸 不捕 。

怯儒 不追則 以軍法論 罪事。 各別 開諭 下送。 留守庭亦 以此意 下諭何如 。都事 之職 。平 時則治本府 之務

乃其任也。 而凡軍務 之事。 又其所職 掌。如 有此等盗賊 之攣。 則 不可不以 軍法從事。 大典 内。境 内盗

賊 不能捕捉。 守令亦有其 罪。故敢啓。 」
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呼 日。 賊也 。 齪箭 射 之 。創 甚 。 乃 日。 吾 之此 計。 皆 徐林 所 爲 也。 徐 林 。終 能 投順 乎 。

蓋憤 其 先投 降。欲 以 見i也 。 賊獲 三年。 五 官 見残 。 官 軍敗 潰。 動 敷道 之兵 。僅 能捕

一賊
。 而 良 民死者 。 岡 有紀 極 。其 時軍政 之 玩 偶。 良可 嘆也 」(『 寄 齋雑 記 』149)

「林 巨正 は、楊 州 の 白丁 で あっ て、狡 猜 で悪 賢い 性格 で、 且 つ 、Il'/ju勇 で あ る。 彼 の 味方

の人 は 、はや くて 皆敏 捷 だ った。 林 巨正 らは盗賊 に なっ て民 家 に火 をつ けた り、牛馬 を奪

った りして い る。 も し抵抗 す る者 が あれ ば、 殺 して しま うので 、非 常 に残 酷 で あ る。

京 畿 地方 か ら黄海 道 に至 るま で の道 の 吏 と民 は、密 か に林 巨正 と結 んで い る。 官庁 で捉

え よ うとす る と、先 に知 らせ て い たの で 、忌 悼 な く横 行 して い る。

朝 廷 で は宣 傳 官15°に命 令 を して密 か に事情 を探 っ てみ た ら、賊 は 麻鮭 を逆 さま には い て

い るの で、 盗賊 が入 った とき に見 た者 は 出 た といい 、 出 た とき に見 た者 は入 っ た とい いな

が ら、そ の踪 跡 を混乱 させ た。 だ か ら宣傳 官 が 九月 山に行 って そ の踪跡 を発 見 して も う出

た と思 い 、す ぐに戻 って 来 る所 、盗 賊 が後 ろか ら宣傳 官 を射殺 して しま った。

また 朝 廷 で長淵 ・翁 津 ・豊 川 等 、 四つ の とこ ろに五 官 が武 臣 ・守 令 に命 令 して兵 を率 い

て 、黄 海 道 の瑞 興(ソ フ ン)で 集 ま るこ とに して い た が、 吏 と民 はす で に この こ とを通知 し

た。それ で 盗賊 は夜 に六 十鯨 の騎 を率い て 高い 所 に飛 び乗 って い て傭 日敢しなが ら弓 を射 た 。

そ れ が雨 の よ うで あ るの で 、五 官 軍 が維 持 す る こ とが 出来 な くて崩 壊 して しま い、 帰 って

きた。」 と書 いて い る。

『実 録 』 に は林 巨 叱正 に関す る記 事 が54件 あ る。『明宗 実録 』 には林 巨叱 正 の約3年 間

の活動 につ い て書 かれ て い る。

『朝 鮮 王朝 実録 』 の林 巨叱正 の記 事 に関 して 姜玲 珠 は 「約3年 間の活 動 の 記事 は、 大 臣

らが王 に報告 した 啓 と王 の命 令 や命 令 文 、 そ してそ の過 程 で行 っ た議論 で あ る。 そ の記 録

149『寄齋雑記』は 巻7
、1冊 になっていて、朝鮮初期から明宗時代までの野史を記述 した書物である。

『大東野乗』に収録 されている。
15°朝鮮時代の武職の官職名。
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で は 、実 際 に林 巨正 の名 前 が取 り上 げ られ てい る記 事 は もち ろん 、彼 の名 前 が書 かれ てい

ない けれ ど、林 巨正 の一 党 の仕 業 だ と推 測 して い る記 事 も多数 で あ る。 林 巨正 と関連 す る

記 事 は48件 で あ るが、 ほ とん どの記 事 で一 っ の事 件 、 また は 一連 の 事件 が彼 に よ る朝 廷

で の論 議 と措 置 が何 日間 に もわた っ てい るの で、 多 くの 記事 に分 け て記録 して い る。 」151

と述べ てい る。

筆者 は 『実録 』 の なか で の 林 巨 叱正 に 関す る記 事 を改 めで ま とめた。『明宗 実 録 』 のな

かで の記 事 は48件 で あ るが 、林 巨叱正 の死 後 の記 事 は7件 が あ る。そ の記 事 は 『宣修 実録 』

1522件
、『宣祖 実 録 』 に1件 、『粛 宗 実録 』 に1件 、『孝 宗 実録 』 に1件 、『英祖 実 録 』 に1

件 、『正祖 実録 』 に1件 で あ り、 そ の記 事 を追加 して 、表5に ま とめて みた 。

151姜 玲 珠 「実 録 を踏 ま え た 最 初 の歴 史 小 説 〈林 巨 正 〉」『文 学 思 想 』第35巻
、第11号 通 巻409号 、2006

年11月 、178～187頁 。
152『 宣 祖 昭敬 大 王 修 正 實 録 』 を 『宣修 実 録 』 と表 記 した

。
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表5『 朝鮮 王朝 実録 』 所 載 の林 巨叱正 に関す る記事 一 覧

年代 内容 出典

明 宗14(1559)年3.月6日(戊 寅) 黄海道 の盗津縣 のこ とと官軍 の役 務 につ いて議論す る。 第20輯 、504頁

明 宗14(1559)年3.月13日(乙 酉) 黄海 道 の盗賊 を捉 えて 民衆 を安 心 させ る対 策 を王 に言 上

した。

第20輯505頁

明 宗14(1559)年3.月25日(丁 酉) ① 憲府 は黄海 道 の盗賊 を と らえてい ない観 察使 の愼希 復

を辞 め させ るべ きだ と王 に言 上 した。

② 黄海道 の観 察使 に は李 鐸(イ タ ク)、 承政 院都 承 旨には

李 澤(イ テ ク)、 忠武衛護 軍 には愼 希復(シ ン ヒボ ク)を 任

命す る。

第20輯 、508頁

明 宗14(1559)年3月27日(己 亥) 盗賊 を とらえ る方 法 を論 議 、開城府 の都 事 を武 臣 と して

選 び、派遣 を決 めた。林 巨叱正は黄海道 の盗賊で 、本府 に

住 んでい る とい う。(林 巨叱正 の名 前が 出て くる最初 に記

録)

第20輯 、508頁

明 宗14(1559)年4月19日(庚 申) 王 は黄海 道 の観 察使 の李 鐸 に会 って盗 賊 を とらえ るこ と

を命 じた。

第20輯 、511頁

明 宗14(1559)年4月21日(壬 戌) 公 三 は盗 賊 の林 巨叱正 を追 った ときに死 んだ 開城 府 の捕

盗官 李億 根 に補償す ることを王に願い 出た。

第20輯 、511頁

明 宗15(1560)年8,月20日(癸 丑) 諌 院 は京 畿 の盗賊 を捕 え なかっ た南至 勤 の官職 を免 じる

こ とを王 に願い 出た。

第20輯 、564頁

明 宗15(1560)年10.月21日(癸 丑) 黄海 道 は常 に盗賊 が勃発 してい て、官 吏や 民衆 は盗賊 に

害 を被 る こ とを恐 れて い る。 鳳 山は盗 賊 の巣窟 だか ら本

郡 の守令は武班 にす ると決 めた。

第20輯 、570頁

明 宗15(1560)年10.月22日(甲 寅) 盗賊 を追 撃す る と平安道 の成 川 ・陽徳 ・孟 山 と江原道 の

伊川 の境界 に逃 げて しま った。

第20輯 、570頁

明 宗15(1560)年10.月28日(庚 申) 黄海道 の観察使 であ る柳智善 は3～4ヶ 月の 問盗賊 を捕 え

たこ とがな かっ たので 、柳 智善 を免職 して 文武 に才能 が

ある人を行かせ るよ うに王 に言上 した。

第20輯 、571頁

明 宗15(1560)年11.月24日(丙 戌) 捕 盗大将 金舜 皐 が黄海道 の盗賊林 巨 叱正 の一党 の徐林 を

捕 えた。 前 日長通 坊で林 巨叱正 は逃 げて しま った。林 巨

叱 正の代 わ りに彼 の妻 三人 を捕 らえた。徐 林 は 「今月 の

26日 に新 しい鳳 山郡守令 を殺そ うと平 山南 面馬 山里 で話

し合 った」 と言 った。

第20輯 、572頁

明 宗15(1560)年11月29日(辛 卯) 宣傳 官鄭受益 は 「我 々は26日 に鳳 山につい て兵 ±500人

を連 れ て行 った。 私が馬 山里に着 い た ら、延 千齢 と一 人

の軍 人が七人 の盗賊 に殺 され ていた」 と報告 した。

第20輯 、572頁

明 宗15(1560)年12月1日(壬 辰) 盗賊 の 生活 を止 め る方 法 を議 論 した。 盗賊 が増 えた根 本

的 な理 由 につ いては、王 は 自ら 「彼 らの生活 に不安 を与 え

たか らであ る」と述べた。盗賊 を減 らす ために黄海道 ・江

原道 に巡 警使 を送 るこ とを決 め た。盗 賊 は民衆 た ちに盗

んだ もの を配 っ てい る。 だ か ら民衆 たち は国法 を恐れ ず

に頻繁 に盗賊 を隠 してい る と思われ る。

第20輯 、572頁

明 宗15(1560)年12.月2日(癸 巳) ① 憲府 が報告 を した。現 在 盗賊 を捕 らえ る ことは普通 の

措 置で はな く、兵 士で厳 格 に討伐 しなけれ ば な らな い。

今年 の凶荒 は黄海道 ・江原道 あた りである。

② 巡警使 を送 るこ とを議 論 した。 黄海 道 の盗賊 は普通 の

盗賊 で はな く、反 逆者 で ある。瑞 興 で罪人 を奪 い取 った

り、王使 を殺害 した りして いる。

第20輯 、573頁

明 宗15(1560)年12.月4日(乙 未) 黄海 道 の巡警使 李 思曾 、江原 道 の巡警使 金 世溝 に王 は逆

賊 の足跡 を追 うこ とを命 じる。

第20輯 、573頁

明 宗15(1560)年12.月25日(丙 辰) 諌 院が盗 賊 を捕 え るた め に派 遣 した巡 警使 に帰 って くる

よ うに王に啓 した。そ の理 由は 、西海 の盗賊 は徐 々に増

えているが、費用 は重 く民衆 の負担 にな るか らで あ る。

第20輯 、574頁

明 宗15(1560)年12.月28日(己 未) 黄 海 道 の巡 警 使 李 思 曾 は 盗賊 の首 魁 の 林 巨 叱正 を捕 え

た。 林 巨叱正 は普 通の盗 賊 では ない ので、捕 盗 軍官 と勇

気 のある兵士 たちや 本道の武班 で ある守令 二人 を決 めた。

付 きま とって推考す ることを命 じた。

第20輯 、575頁

明 宗16(1561)年1.月3日(甲 子) ① 黄海道 の巡 警使 李思曾 と江原道 の巡 警使金 世漸 を復 帰

させ る。 盗賊 の首 魁 の 林 巨 叱正 を捕 えた と思 っ た と こ

ろ、 一 党 の加 都 致 で あ っ た。 李 思 曾 は加 都 致 を脅 迫 し

て、いつわ りの証言 を させ た。

② 義禁府 が言 上。 徐林 と対 面 をす る と 「林 巨 叱正で はな

く、彼 の兄 の加都 致だ。 しか し、彼 も大賊 であ る」と徐林

が言 った。

第20輯 、567頁
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明 宗16(1561)年1,月7日(戊 辰) 加都 致 を脅迫 して、い っわ りの証 言 を させ た李 思曾 の罪

を調 べ、裁 くこ とを王が命 じた。

第20輯 、576頁

明 宗16(1561)年2,月13日(癸 卯) 黄海道 の盗賊 の首魁 は逃 げ、横 暴 をきわめてい るので、国

と しては恥ず か しい ことで ある。

第20輯 、578頁

明 宗16(1561)年8,月19日(丙 子) 黄海 道 の観察使 金 樹 に大盗賊 を捕 らえる よ うに命 じた。

長 い間盗 賊 を捕 えなか った ので とて も恥ず か しい と王は

思 ってい る。

第20輯 、600頁

明 宗16(1561)年9,月7日(甲 午) ①義州 牧使李壽鐡 は大賊の林 巨叱正 と韓 温を捕 えた。

② 王 は林 巨叱 正 の陳述 書 をみて驚 い た。林 巨叱正 と関わ

ってい る人 は多 い。京 畿 と地方 に人 を送 ってそ の人 らを

捕 える よ うに命 じた。

第20輯 、601頁

明 宗16(1561)年9.月11日(戊 戌) 政院 は、林 巨正 と金世俊(林 巨正の罪 を調 べ るときに名 前

が出てきた人物)を 対面 させ て、調査 す るよ うに命 令 した。

第20輯 、601頁

明 宗16(1561)年9.月21日(戊 申) 大賊 の林 巨叱 正 と韓温 を捕 えた と思 った ら、サ 煕鼎 とサ

世恭 で あっ た。 チト煕鼎 は海州 の警備 担 当 の兵士 だ った。

義州 牧使 が服 や靴 を与 えた り、脅 迫 した りして 、いつ わ

りの証言 を させ た。二 人 とも林 巨叱正 と韓 温で なな いけ

れ ど、彼 らの陳述 書 をみ る と犯 した犯 罪が 多い ので逆 賊

である。

第20輯 、602頁

明 宗16(1561)年9,月22日(己 酉) 嘘 をっいたサ煕鼎 とサ世恭 を死刑 にした。 第20輯 、602頁

明 宗16(1561)年9,月24日(辛 亥) 脅迫 して、 いつ わ りの証 言 を させ た義 州牧使 李 壽鐡 の官

職 を免 じた。

第20輯 、603頁

明 宗16(1561)年10.月6日(壬 戌) 黄海 道 ・江原 道 で殺人 と略 奪 を頻 繁 に行 う盗賊 を捕 え よ

と王は命 じた。

第20輯 、603頁

明 宗16(1561)年10.月7日(癸 亥) ① 盗賊 を捕 え るこ とと軍籍 につ いて議 論す るよ うに と王

は命 じた。黄海 ・江原 ・平安 ・威 鏡 ・京畿 が軍籍 の期 間

を後 に して 、全羅 ・慶 尚 ・清洪道 は今 ま での通 りに施 行

す る。

②す べての盗賊 を捕 えな さい と王 は命令 した。

第20輯 、604頁

明 宗16(1561)年10.月8日(甲 子) 盗賊 のせ い で苦 しんで い る黄 海道 の 民衆 のた めに黄海 道

に討捕使 南致勤 と巡 検使 白惟倹 を派遣 した。

第20輯 、604頁

明 宗16(1561)年10.月17日(癸 酉) 王 は京 畿観察使 沈 守慶 に盗賊 を捕 えるた めにす べて の こ

とを特別 に注 意す る。盗 賊 が盛 んに なった理 由は盗 む こ

とが好 きで はな く、飢寒 で 民衆 の生活 が難 しくな ったか

らである。 これ は政治家の責任 で ある。

第20輯 、606頁

明 宗16(1561)年10月23日(己 卯) 各 処の頂 上 にい る兵士 た ちは寒 い冬 の間 は山 の下で暮 ら

す よ うに王 は命 じた

第20輯 、606頁

明 宗16(1561)年10月28日(甲 申) ① 黄海道 の盗 賊 の勢力 は現在 ま で盛 んに なっ てい る。 噂

によ る と盗賊 らは京畿 にた くさん隠れ て い る とい う。 都

城 の門を閉 めて捜 索す るよ うに王は命 じた。

②領 議政 尚震 らが王 に啓 した。盗 賊 らは集 ま って散 らば

る と必ず 民家 が多 い と ころで生活 していて 、 開城 と平 壌

は彼 らの巣窟 である。

第20輯 、607頁

明 宗16(1561)年10.月29日(乙 酉) ① 盗賊 らに備 えて都 城 の警備 に 関す る条 目を上 げて 、実

行す る よ うに王 は命 じた。

② 盗賊 がな くな るまで 軍籍 を行 うこ とを停止 す る こ とを

命 じた。

第20輯 、607頁

明 宗16(1561)年10月30日(丙 戌) ① 宮殿 の二つ の 門に二 人 の守門将 以外 に もっ と加 えて平

日よ り厳 し く調 査 す る よ うに命 じた。 この命 令 で使 臣た

ちは国の根本 が ぐらついて いる と心配 していた。

②都 城 の内 と外 を大々 的 に調 べ た ら、 日が 沈ん で しまっ

た。 この捜索 で将 兵 らは民 家 を略 奪 してい る し、罪 のな

い民衆 を盗賊 だ とい ってい るの で民衆 は非 常 に恐 れ てい

る。

第20輯 、607頁

明 宗16(1561)年12月8日(癸 亥) 黄海 道 と平安 道 の民衆 た ちはひ どく貧 しくて苦 しん でい

るので 、黄海 道 の 田税 と賦役 をす べ て免税 し、 平安道 は

田税 と賦 役 を半減す るよ うに命 じた。

第20輯 、609頁

明 宗16(1561)年12A15日(庚 午) 黄海 道の民衆 たち はひ どく貧 しくて苦 しんで いるので 、5
～6年 の問 に払 えなかった税金 の一部 を免 税す るよ うに命

じた。

第20輯 、609頁

明 宗16(1561)年12.月18日(癸 酉) 王 は、武芸 を高 める よ うに と命令 した。 第20輯 、609頁

明 宗16(1561)年12A20日(乙 亥) 平壌庶 サ ・洪淵 は大盗賊金 山を捕 えた ので、安州牧使 に昇

進 させ る よ うに命 じた。

第20輯 、609頁

明 宗16(1561)年12A25日(丁 丑) 兵 ・刑 曹が啓 した。盗賊 の頭 は まだ捕 え なか ったが 、強

い者 はほ とん ど残 りな く滅 ぼ してい て、数少 ないの であ

る と。 それ で討 捕 使 に 帰 っ て くる よ うに 王 にお 願 い し

第20輯 、610頁
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た 。

明 宗17(1562)年1.月3日(戊 子) 黄海道 の討護史南 致勤の書状 には 「大賊林 巨叱正等止接 瑞

興地 、軍官郭瞬 壽、洪彦誠等捉 」 と書 いてあった。

第20輯 、611頁

明 宗17(1562)年1.月8日(癸 巳) 林 巨叱正 を捕 えた南致 勤 ・郭瞬壽 ・洪 彦誠 ・サ 森 らに賞

を与 え、從事官韓 弘濟 ・朴好 元 には馬 を与えた。

第20輯 、611頁

明 宗17(1562)年1.月9日(甲 午) 諌 院 は乱 暴 で暴力 的な討 護 史南致 勤 の免職 を王 にお願 い

したが、王 は許 可 しなか った。

第20輯 、611頁

明 宗17(1562)年1.月10日(乙 未) 討護 史南 致勤 を 除外 した郭 瞬壽 ・洪彦 誠討護 史等 を引見

した。

第20輯 、612頁

明 宗17(1562)年1.月10日(乙 未) 討護 史従史官 である郭瞬壽 ・洪 彦誠等 に賞を与 えた。 第20輯 、612頁

明 宗17(1562)年1.月13日(癸 戌) 徐林 について議論 した。 第20輯 、612頁

明 宗17(1562)年1.月17日(戊 戌) 刑曹 は、言上 した。盗賊 の首魁 は とらえて いて処罰 した が、

黄海 道 、平安 道 には彼 の盗賊 一 党が残 っ てい る と思 うの

で、彼 らに盗賊 生活をや め させ て安定 的な生活 をす る こと

ができる よ うに、両道の監使 に命 令 をす る よ うに頼 んだ。

第20輯 、612頁

宣 修22(1589)年4月1日(丁 丑) 趙憲 の上書。そのなか に 「昔、食欲 な性 格だ ったサ 元衡が
マ マ

政治 に手 を出 したため、国内で は林 巨正 の乱 が起 こ り、国

外 では乙卯倭攣 が起きた。」 と言 った。

第25輯 、578頁

宣 修22(1589)年10月1日(乙 亥) 黄海道観 察吏韓 準 ・載寧郡守 朴忠侃 ・安 岳郡守李軸 ・信川

郡守韓 鷹寅 らは、王に文書 を出 した。その内容 は、謀反 を
『7マ

起 こ した汝立 のこ とで ある。汝 立 は黄海道 の盗賊林 巨正が

乱 を起 こ した時 に黄海都 事 を希望 してい た とい う。 しか

し、汝 立は望み通 りにはで きなか った とい う。

第25輯 、583頁

宣 祖27年(1594)1.月11日(庚 寅) 兵曹参 判沈忠謙 は、前回 の海 西賊林 巨叱正が話 した ことに

つ いて王に報告 した。林巨叱正 は 「我 々の党の なかで政院

の使令 とな らなければな らない」と話 した が、これ は朝廷

を探 知す るた めであ ると王 に報 告 した。

第22輯 、204頁

粛 宗28(1702)年8月4日(癸 未) 領議 政の徐文重 は辞職す る時に文章 を王に出 した。その文

章 には 「今年 は 凶作 の年のた め、一般 平民の生活 が心配で

あ る。 も し、窃 盗 が 増 え る と林 巨叱 正 ・宋 儒 眞(宣 祖

27(1594)年 に 出現 した 忠清道盗賊)の よ うな人が 出て くる

かも知れない」 と書かれて いた。

第39輯 、694頁

孝 宗3(1652)年5.月16日(丙 戌)
マ マ

前掌令 安邦俊在寳城 の上疏。昔張永起 、林 巨正 を捕 えた こ
マ マ

とについて意見 を述 べた。巨正 の場 合、徐 林 を利用 して捕

えた と王に報告 を した。

第35輯 、556頁

英 祖4(1728)年5.月2日(壬 子)
マ マ

洪啓 一を尋 問 した。 李有翼 は、林 巨正 の城 基(林 巨正 には

城 のよ うな建物 もあった こ とがわか る)を 通 った とい う。

第42輯 、54頁

正 祖7(1783)年1,月15日(丁 未) 文仁邦 は平民た ちに邪説 を流布 して、迷惑 をかけたの で

乱 を起 こした 張角の よ うだ とい う。文仁 邦は力士 を集 め よ
マ マ

うとしたが、この よ うな こ とは林 巨正 の よ うに自分 の仲間

を集 め よ うと したの と同様 であ ると報告 した。

第45輯 、346頁

『朝 鮮 王朝 実録 』 を基 づい て林 巨叱 正 の盗賊 の活動 様 式 をま とめ る。 そ して林 巨叱正 の

強 盗 を働 い た活 動 地域 と彼 等 の活 動 に参 加 した人 々 につい て検 討 す る。

明宗14(1559)年 の3月 の記 事 に は林 巨叱正 の名 前 は 登場 しな いが 、3月 か ら記 事 をみ る

と、6日 には黄 海 道 のn津 縣 の こ と と官 軍 の役務 につ い て議 論 し、3月13日 には 黄海 道 の

盗賊 を捉 えて民 衆 を安 定 させ る対策 を王 に言 上 した 。25日 には憲 府 は、黄 海 道 の盗賊 を と

らえて いな い観 察使 の愼希 復 を辞 め させ るべ きだ と王 に言 上 し、黄 海道 の観 察使 に李 鐸 、

承 政院 都 承 旨に李澤 、忠武 衛護 軍 に愼希 復 を任 命 した。27日 には盗 賊 を捕 え る方 法 を論 議 、
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開城 府 の都 事 を武 臣 と して選 び 、派 遣 を決 めた。 この 日の記録 に初 めて林 巨叱正 の名 前 が

出て くる。

史 料5-F「 領 議 政 尚 震 、 左 議 政 安 眩 、 右 議 政 李 湊 慶 、 領 中福 府 事 サ 元 衡 同 議 、 因

朝講金鎧所啓、命議干大臣、故同議如此。啓 日 、 開 城 府 都 事 、 以 武 臣 澤 遣 、 上 教 至 當 。 但 錐

以 武 臣 差 遣 、 不 別 措 置 、 循 常 爲 之 、 則 猶 無 其 益 。 伏 聞 近 來 彊 賊 、 多 葦 本 府 城 底 、 状

害 人 民 甚 多 、 而 人 畏 報 復 、 不 能 進 告 、 官 吏 錐 或 見 聞 、 了 無 設 伏 捕 捉 之 計 。 頃 日林 巨

叱 正 黄海道賊也,來 家干本府之地。」(明 宗14年(1559)3月27日(己 亥)153)

4.月19日 に は 王 が 黄 海 道 の 観 察 使 の 李 鐸 に 会 っ て 盗 賊 を 捕 え る こ と を 頼 み 、21日 に は 林

巨 叱 正 を 追 っ た 時 に 死 ん だ 開 城 府 の 捕 盗 官 李 億 根 に 補 償 す る こ と を 王 に頼 ん だ154。 彼 の 存

在 は 王 も 注 目 して い た とい え よ う。黄 海 道 の 盗 賊 で あ る林 巨 叱 正 は 、 明 宗14年 か ら大 胆 に

盗 賊 行 為 を働 い た 。

明 宗15年8月20日 に は 黄 海 道 ・京 畿 道 に 林 巨 叱 正 の 強 盗 が あ っ た と報 告 が あ っ た 。

10月21日 に は彼 ら一 党 の 盗 賊 の 勃 発 で 、 鳳 山 が 盗 賊 の 巣 窟 で あ る こ とが 分 か っ た 。 そ

れ で 本 郡 の 守 令 は 武 班 にす る と決 め た が 、 官 吏 や 民 衆 は 、 盗 賊 に 害 を 受 け る こ とを 恐 れ て

い た 。 初 め は 黄 海 道 で 強 盗 を働 い た が 、 京 畿 道 か ら鳳 山 ま で 拠 点 を 築 い て い た 。

そ の 翌 日 に 政 府 は 、 林 巨 叱 正 に 攻 撃 を 行 っ た が 、 林 巨 叱 正 一 党 は 平 安 道(成 川 ・陽 徳 ・

孟 山)、 江 原 道(伊 川)に 逃 亡 した 。 政 府 は 、 当 時 黄 海 道 の 観 察 使 で あ る柳 智 善 が 近 来3～4

ヶ 月 間 盗 賊 を 捕 え な か っ た こ と を 王 に 報 告 し、 王 は 柳 智 善 を免 職 して 文 武 に 才 能 が あ る 人

を行 か せ る よ う に命 じた 。 林 巨 叱 正 の 勢 力 は 、 平 安 道 の 成 川 ・陽 徳 ・孟 山 、 江 原 道 の 伊 川

ま で 広 が っ て い た こ とが 分 か る。

153『明宗実録 』巻25
、14(1559)年3.月27日(己 亥)、 『実録』第20輯 、508頁 。

154「開城府捕盗 官李億根 、常時蓋力眼捕 爲賊輩所憎 、及 其眼捕 巨叱正之 際、爲 群賊所伺 、被 其伐殺 、極

其惨 酷、至爲 可衿 。」『明宗実録』巻25、14(1559)年4月21日(壬 戌)、 『実録 』第20輯 、511頁 。
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11月24日 に は捕 盗 大 将 金 舜 皐 は 、 黄 海 道 の 盗 賊 林 巨 叱 正 一 党 の 徐 林 とい う人 物 を捕 え

た と王 に 報 告 が あ っ た 。 し か し林 巨 叱 正 は 、 前 日長 通 坊 で 逃 げ て しま い 、 林 巨 叱 正 の 代 わ

り に彼 の 「妻 」三 人 を 捕 らえ た とい う。 林 巨 叱 正 の 一 員 で あ る徐 林 は 「今 月 の26日 に新 し

い 鳳 山 郡 守 令 を殺 そ う と平 山 南 面 馬 山 里 で 話 し合 っ た と話 し、 政 府 に情 報 を提 供 す る 立 場

に な っ た 。 徐 林 は 、 林 巨 叱 正 一 党 の 重 要 人 物 で あ り、 唯 一 林 巨 叱 正 の 顔 を 知 っ て い る人 物

で あ る。 これ を利 用 して 政 府 は 、 林 巨 叱 正 を 捕 え る た め に 徐 林 を 利 用 した155。

11月29日 に は 、 徐 林 の 情 報(26日 の鳳 山 で 新 しい 鳳 山 郡 守 令 の 殺 害 計 画)で 、 宣 傳 官 鄭

受 益 は 兵 士500人 を連 れ て 鳳 山 に 行 っ た が 、 七 人 の 盗 賊 に 皆 殺 され て しま っ た と報 告 し た 。

林 巨 叱 正 一 党 は 、 た だ の 生 計 維 持 が 目的 で は な く、 国 家 を 対 象 と し、 組 織 的 な 形 で 強 盗 す

な わ ち 、 抵 抗 ・闘 い を 行 っ た と考 え られ る 。

12月1日 に は 、 王 は 彼 等 の 盗 賊 の 生 活 を 止 め る方 法 を 議 論 し た 。 王 は こ の 議 論 で 盗 賊 が

増 え た 根 本 的 な 理 由 に っ い て 、 自 ら 「彼 ら の 生 活 に 不 安 を 与 え た か ら で あ る」 と述 べ た 。

そ れ で 盗 賊 を 減 らす た め に 黄 海 道 ・江 原 道 に 巡 警 使 を送 る こ と を 決 め た 。

翌 日は 、 盗 賊 を捕 え る こ と に つ い て 、 普 段 とは 違 っ て 、 兵 士 で も っ て 討 伐 しな け れ ば な

らな い と憲 府 は 報 告 した 。 そ の 日は 林 巨 叱 正 が 瑞 興 で 罪 人(仲 間)を 奪 い 取 り、 王 使 を殺 害

した 事 件 が 起 き た 。 こ の 事 件 で 王 は 「林 巨 叱 正 は 普 通 の 盗 賊 で は な く 、 反 逆 者 で あ る 。 」

とい い 、 「逆 賊 」 と 呼 ばれ て い た 。

こ れ に よ り、 林 巨 叱 正 の 活 動 地 域 は 、 江 原 道 ま で 広 が っ て い た こ とが 分 か る。 と こ ろ が 、

盗 賊 は 盗 ん だ も の を ど の よ うに 処 分 した の か 。 盗 ん だ も の は 、 ほ とん ど民 衆 た ち に 配 っ て

い た 。 林 巨 叱 正 の 活 動 地 域 が 江 原 道 ま で 広 が っ た 理 由 は 、 民 衆 た ち に盗 ん だ も の を配 っ て

い た156か らで あ り、 そ の た め 民 衆 た ち が 政 府 や 国 法 を恐 れ ず 、 し ば しば 盗 賊 を 隠 ま っ て く

155「去九月初 五 日、其0聚 干長 水院 、欲持 弓矢 、斧斤 、乗昏入城 、打破 典獄署獄 門、 出其魁林 巨叱正 之

妻 、前日長通坊掩捕之時、林巨叱正出走,只獲其妻三人。 」『明宗実録』巻26、15(1560)年11.月24日(丙 戌)、 『実

録』 第20輯 、572頁 。
15612頁 を参照す る こと。『明宗実録』巻26、15(1560)年12.月1日 の条 に は、 「猿 桿之魁 、k聚 齊民 、

遂成 大窯 、如獲 首謀、則 脅從 可赦。況 無享之 民、多有牽連 、亦可矛〉側。 究察情　 、宜加 撫 血。窮 村

之民、畏其報復 、不能拒却 、在所不免 。賛穀之 下、不畏 國法、利其分財 、容隠賊黛者 、比比有 之。

令刑 曹考 閲、窮極 推治 、讐動聞見。 至於外方容 隠養 賊者 、令 其道方伯 、秘密訪 問、依 律痛治。 」 と
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れ た こ とが で きた と考 え られ る。

12月28日 に は、黄海 道 巡警 使 李 思曾 が賊 魁 林 巨 叱正 を捕 えた と報 告(状 啓)157が あ っ た。

王 は 、報 告 書 を見 て兵 曹 に命 令 を下 した(史 料5-G)。

史 料5-Gr己 未 、 以 黄 海 道 巡 警 使 李 思 曾 捕 賊 、賊魁林巨叱正也。 状 啓 下 日、 観 此 馳 啓 、

賊 魁 見 捕 、 予 用 嘉 焉 。 此 非 凡 盗 、 其 令 捕 盗 軍 官 及 驕 勇 軍 等 、 速 下 去 、 以 本 道 武 班 守

令 二 人、定 差 使 員 、嚴 護 掌 推 事、言 干 兵 曹 。 」(明 宗15(1560)年12月28日(己 未)158)

史料5-Gは 、 「彼(林 巨 叱正)は 平 凡 な盗 賊 で は ない。早 速 、捕 盗 軍官 及 び驕 勇 軍等 を

行 かせ 、本道 の武 班 で あ る守 令 二 人 を観 察員 として決 め て、厳 し く調査 、 尋 問 しな さい」

と書 かれ て い る。 この よ うに林 巨 叱正 は 盗賊 の なか で も平 凡 で は ない人 物 で あ り、捕 盗軍

官 及 び驕 勇 軍等 を討 伐 に行 かせ るほ ど彼 の武 術 が優 れ て いた こ とが分 か る。 王 は、林 巨叱

正 は普 通 の 盗賊 で は ない の で、捕 盗 軍 官 と勇 気 の あ る兵 士 た ちや 本道 の武班 で あ る守 令 二

人 を決 めて 、逮 捕 す る こ とを命 じた。

明宗16(1561)年 に も相 変 わ らず 、林 巨叱正 を捕 え るた め の議 論 が続 け られ てい た。

1月3日 には 「盗 賊 の首 魁 の林 巨叱正 を捕 えた 」159と報 告 があ った が 、林 巨叱正 で は な く、

彼 の兄 弟 の加 都 致 で あ った。 黄海 道 の巡警 使 李 思曾 は、加 都 致 を脅 迫 し、 「私 が林 巨叱正

で あ る」 といつ わ りの証言 を させ た ので あ った。 徐 林 と対 面 で彼 の兄 の加都 致 で あ る こ と

が発 覚 した が、 林 巨 叱正 の兄 の加 都 致 も大賊 で あ る と分 か る こ とにな った160。

8月19日 に は王 は 「長 い間盗 賊 を捕 え なか っ たの で とて も恥 ず か しい 」 とい い、 黄海 道

あ る。 下 線 は 引用 者 に よ る。
157状 啓 とは役 人 や 官 員 や 官 吏 らが 王 の 命 令 で 地 方 に行 っ て 民 生 を調 べ

、 そ の結 果 を報 告 す る報 告 書 。
158『 明 宗 実 録 』 巻26

、15(1560)年12.月28日(己 未)、 『実 録 』 第20輯 、575頁 。

159「 甲 子
、黄 海 道 巡 警 使 李 思 曾 、 江 源 道 巡 警 使 金 世 溝 復 命 、 以 捕 捉 賊 魁 林 巨 叱 正 入 啓 、 其實非林巨叱正、乃賊

人加都致也.思 曾脅以刑杖取供、調 侵指爲巨叱正.」 同上 、巻27、16(1561)年1月3日(甲 子)、 『実 録 』 第20輯 、

576頁 。
160「 義 禁 府 啓 日

、 傘 致 徐 林 、 狼賊也。與 林 巨 叱 正 面 質 、則 徐 林 云 、非 林 巨叱 正 、 乃 巨 叱 正 之 兄加 都 致 、 亦

大 黛 也 。 眞 爲 難 耕 、 掌 其 妻 子 、{閲 何 如 。 傳 日、 如 啓 。 」 同書 、『実 録 』 第20輯 、576頁 。
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の観 察 使 金樹 に大 盗賊 を捕 らえ るよ うに命 じた。

9月7日 に は義州 牧 使 李壽 鐡 は 「大賊 の林 巨 叱正 と韓 温 を捕 え た。 」 と報 告 した。 林 巨

叱 正 の陳 述 書 には 「林 巨叱正 と関 わ って い る人 は多 い。 」 とい う記述 が あ り、王 は 、京 畿

と地方 に人 を送 り、 関わ っ た人 らを捕 え るよ うに命 じた161。 しか し、 明宗6(1561)年9∫1

21日 に ま た大 賊 の 林 巨 叱正 と韓 温 を捕 え た と思 った ら、サ 煕 鼎 とサ 世 恭 で あっ た こ とが

発 覚 した。詳 しくい うと、サ 煕 鼎 は海州 の警備 担 当の兵 士 だ っ たが 、義 州 牧使 が彼 に服や

靴 を与 えた り、 脅迫 した りして 、 「私 が林 巨叱正 で あ る」 といっ わ りの証言 を させ た こ と

で あ る。 サ 煕鼎 とサ世 恭 二人 とも林 巨叱 正 と韓 温 で はな い が、彼 らの 陳述 書 をみ る と犯 し

た 犯罪 が多 か った の で、9月22日 に はサ 煕鼎 とサ 世 恭 を死 刑 に した。そ の 二 日後 に は、脅

迫 して いつ わ りの 証言 を させ た 義州 牧使 李 壽 鐡 は 、官職 を免 じられ る こ とにな った。

政府 は、約2年 間林 巨叱正 を捕 え るた め に、捕 盗 軍 官及 び 驕勇 軍 等 を派 遣 した り、本 道

の武 班 で あ る守 令 を観 察員 と して決 めた りした が、 誰 も林 巨叱正 の顔 を知 らず 、 徐 林 との

対 面 に頼 る しか なか った。

明宗16(1561)年10,月7日 には 、軍 役 の期 間 につ い て議 論 した。 黄海 ・江 原 ・平 安 ・1pk

鏡 ・京 畿 が 軍籍 の期 間 を延 期 し、全 羅 ・慶 尚 ・清 洪 道 は今 ま で の通 りに施行 す る と決 め た。

翌 日は 、黄海 道 に討 捕 使 南致 勤 と巡 検使 白惟 倹 を派 遣 した。10.月17日 に は、盗 賊 が盛 ん

にな っ た理 由 につ い て、「彼 らは盗 む こ とが好 きで は な く、飢寒 で民 衆 の生 活 が難 しくな っ

た か らで あ る。 これ は政治 家 の責任 で あ る。 」 と臣下 は話 した162。

林 巨叱 正一 党 の勢 力 は 、徐 々 に大 き くな って お り、10月28日 には 大胆 に京 畿 の都 城 ま

で 入 っ て来 て、 隠 れ てい る とい う報 告 が あ った。

161「 甲 午
、政 院 以 平 安 道 観 察 使 李 櫟 啓 本 、義州牧使李壽鐵、捕捉大賊林巨叱正、韓温等。事 入 啓 、 傳 日 、 観 此 馳 啓 與

巨 叱 正 所 供 、則 不 勝 骸 愕 。 巨 叱 正 、韓 温 等 、 令 今 去 宣 傳 官 、 母 使 有 傷 、 斯 速 掌 來 。 」 同 書 、巻27、

16(1561)年9.月7日(甲 午)、 『実 録 』 第20輯 、601頁 。
162「史 臣 日

、近 者 外 官 拝 僻 之 時、上 之 教 諭 、例 以 捕 盗 爲 主 。 是 知 病 之 痛 、而 不 原 致 病 之 本 也 。 彼 盗 之 獲 、

非 喜 爲 盗 、飢 寒 之 迫 、 不 得 已 而 爲 之 、 萄 延 一 日之命 者 、 蓋 多 　 、 則 其 使 民 爲 盗 者 、果 誰 之 使 耶。 灌

門如 市 、 公 然 費 爵 、 使 無 頼 子 弟 、 羅 列 州 郡 、 割 剥 之侵 漁 之 、則 民 安 往 而 不 爲 盗 乎 。 」 同 上 、巻27、
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史 料5-H「 甲 申、傳 日、西海 賊勢 、到今 熾 獲 、故 已遣討 捕 使 措捕 、而 側 聞賊 徒 、

亦 多隠 匿於 京 中云。 若 閉都 城 各 門 、而 各坊 街 巷 可疑 庭 、窮 極 捜探 、則 錐不 能捕 獲 、

賊輩 聞之 、似 難 投 匿於 京城 也 。 此意 議 干三 公 、領 府 事 、兵刑 曹堂 上 、捕 盗 大將 等 、

以 啓。 」(明 宗16(1561)年10.月28日(甲 申)163)

この史 料 に は 当時 の状況 につ い て書 かれ てい る。 開城 と平壌 は彼 らの巣窟 で あ って 、盗

賊 らは散 らば る と必 ず 民 家 が多 い とこ ろで生 活 して い る と書 か れ てい る。 王 は 、盗賊 らが

京 中に入 れ ない よ うに、都 城 の門 を 閉 めて捜 索す る よ うに命 令 した。

黄 海 道 か ら平安 道 は もち ろん朝 鮮 半 島 の 中心部 で あ る京 畿道 ・京 中ま で勢 力 が 広 が っ

て い た。

12月8日 と15日 に は、黄海 道 と平 安道 の民 衆 た ちは とて も貧 し くて 苦 しん で い るの で 、

黄海 道 の 田税 と賦 役 をす べ て免税 、5～6年 の間 に払 えな か った税 金 の一 部 も免 除す る よ う

に命 じた。 平安 道 に対 して は 、 田税 と賦 役 を半減 す る よ うに命 じた 。

明宗17(1562)年1月3日 付 の条 に は、次 の よ うに あ る。

史 料5-1「 戊 子 、 政 院 以 黄 海 道 討 捕 使 、 南致勒、南致勤、書 状 、 大賊林巨叱正等止接干瑞

興地、軍官郭舜壽、洪彦誠等捕捉。 入 啓 、 傳 日 、 宣 傳 官 、 禁 府 郎 廉 、 捕 盗 軍 官 等 、 斯 速 獲

遣 掌 來 。 」(明 宗17(1562)年1.月3日(戊 子)164)

と、林 巨叱正 が瑞 興 にい た ところ を、 軍官 の 郭舜 壽 と洪 彦誠 らが捕 えた。

黄海 道 の巡 警使 李 思 曾 は 「盗賊 の首魁 の林 巨 叱正 を捕 えた 」 と報 告 した。 黄海 道 の討 護

史 南致 勤 は 、「大 賊林 巨叱 正等 止接 瑞 興 地 、軍 官郭 瞬 壽 、洪 彦誠 等 捉 」と書 い て あ る書 状 を

王 に報 告 した。 この よ うに3年 間 の政府 に対 す る抵 抗 ・闘い は 、明宗17(1562)年1月8日

16(1561)年10.月17日(癸 酉)、 『実 録 』 第20輯 二、606頁 。

163同 上
、 巻27、16(1561)年10.月28日(甲 申)、 『実 録 』 第20輯 、607頁 。
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に 幕 を 閉 じた(史 料5-J)。

史 料5-J「 癸 巳 、 傳 日 、叛 國 大 賊 林 巨 叱 正 等 、 今 已 畢 捕 、 予 甚 嘉 悦 。 討 捕 使 南 致

勤、軍 官 郭 舜 壽 、洪 彦 誠 及 前 司 僕 サ 森 、各 加 一 資、從 事 官 韓 弘 濟 、 朴 好 元 、各 賜 馬。」

(明 宗17(1562)年1月8日(癸 巳)165)

林 巨叱 正 は 「白丁 」出身者 と して珍 しく明宗14(1559)年 か ら朝廷 に対 して 本格 的 な反 旗

をひ るが え した。 政府 は、最 初 は前 代 の 同様 に 「黄海 道 の盗賊 」、 「盗賊 の群 れ 」 な どの取

り扱 い で あっ たが 、次 第 に時 間が 立つ につ れ 、 王 も注 目 しは じめた(史 料5-F)。

林 巨叱 正 の 出身 地 で あ る黄海 道 は長 い 間悪 天候 や 凶年 が続 い てい た た め、 民衆 た ち は苦

しくな って い たの で 、生活 の改 善策 の 一環 と して政府 と闘 った ので る。 政府 に対 して敢然

と直面 して い た林 巨 叱正 は、 守令 た ちの よ うな宰 相 を狙 って い た。 前掲 史料 で あ る 『明宗

実録 』 巻26、15(1560)年12.月1日(壬 辰)の 条 に も記 され てい るよ うに 、宰相 か ら奪 った

もの は貧 民 に配 って いた。『実 録』は 当時 の史 官 に よ って書 かれ てい た もの なの で、支 配者

た ちか らは林 巨叱 正 の存在 は手 に負 えな い ほ どの人 物 で あ った と推 測 で き る。

『実 録 』に彼 の名 前 が 出 て くるの をみ る と、明宗14(1559)年 に2件 、15(1560)年 に2件 、

16(1561)年 に10件 、17(1562)年3件 で あ る。 明宗16(1561)年 は林 巨叱正 が もっ とも政 府

に立 ち 向か っ た時期 で あ ろ う。 政府 と闘 った 時 に はい つ も民衆 た ちが いた。 それ ゆ え、民

衆 た ち と団結 し、 政府 に闘 って い た ともい え よ う。

林 巨叱 正 の死 後 も政 府 は、 林 巨 叱正 の よ うな人 物 に っい て議 論 して いた。 治 者 た ち は、

林 巨叱正 の よ うな 人物 が 登場 す る可能性 につ い て恐 れ て いた。

史 料5-K「 論者 言 之 日昔 有 一元 衡貧 縦 無忌 、任 用 兇虐 、 内致 巨正 之齪 、外 召 乙卯

164同 書
、 巻28、17(1562)年1.月3日(戊 子)、 『実 録 』 第20輯 、611頁 。

165同 書
、 巻28、17(1562)年1.月8日(癸 巳)、 『実 録 』 第20輯 、611頁 。
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倭 攣 。 今 有 百 元 衡 、 各 犀 諌 求 、 其 輿 馬 、 宮 室 、 子 妾 百 年 之 計 、 無 不 日剥 干 軍 民 、 召

敵 讐 不 怠 者 、 未 有 甚 於 此 時 、 將 有 劇 盗 内煽 、 而 外 侮 難 禦 　 」(宣 修22(1589)4月1

日(丁 丑)166)

史料5-Kか ら政府 は明 宗朝 の こ とを振 り替 えなが ら、再 び 「林 巨叱 正 の乱 」の よ うな 民

乱 が起 き る可能性 につ い て恐 れ て いた こ とが わ か る。

史 料5-L「 故 其 資 實如 官 家 、以 之陰養 徒 衆 。 時 、國家 軍政 素 齪 、財 力琿 屈 、比年 凶

災 、盗 賊獲 。 民 間 常苦 族 隣軍 布 之徴 、 又有 北 界刷 民之 擁。 汝 立 見民 有 思齪 之漸 遂 與

其 徒 決 意 謀 齪 。 且 見 海 西 俗 頑 、曾 有 林 巨正 之 齪 、 求爲 黄海 都 事 、 不 遂 。 」(宣 修

22(1589)年10月1日(乙 亥)167)

史料5-Lも 当時 民乱 が 起 き る可能 性 につ い て恐 れ て い る。1589年 には 凶年 と悪 天候 で

民 衆 が苦 しくな って いた。 この よ うな状 況 を利 用 して 、林 巨叱正 の よ うな人 す なわ ち、 当

時 の政 治 に不満 を持 って い た民 衆 と手 を組 んで 乱 を起 こそ うと してい た こ とが わか る。 西

海 の 民衆 た ち は 「見海 西俗 頑 」、す な わち頑 な な人 々で あ る とみ られ て いた 。

史 料5-M「 領 議 政 柳 成 龍 、 右 賛 成 崔 滉 、 吏 曹 判 書 金 慮 南 、 兵 曹 参 判 沈 忠 謙 請 封 、

上 御 行 宮 便 殿 引 見 。 … …成 龍 日 、 洪 可 臣 書 簡 中 有 日 、 賊 以 小 紙 爲 諭 告 書 、 遍 示 百 姓

日 、 民 生 不 堪 其 苦 、 我 爲 爾 等 出 、 云 。 … … 忠 謙 日 、 曼 者 海 西 賊 林 巨 叱 正 言 日 、 吾 輩

一 人
、當 爲 政 院 使 令 、云 、 此 乃 欲 探 知 朝 家 事 也 。 上 日、 錐 細 微 公 事 、予 必 親 執 見 之 、

無 得 使 一 内官 傳 讃 。 政 院 亦 宜 親 執 爲 之 」(宣 祖27(1594)年1月11日(庚 寅)168)

166『宣修実録 』巻23
、22(1589)年4月1日(丁 丑)、 『実録』第25輯 、578頁 。

167同 書 、巻23、22(1589)年10月1日(乙 亥)、 『実録 』第25輯 、583頁 。
168『宣祖実録 』巻47 、27(1594)年1.月11日(庚 寅)、 『実録』第22輯 、204頁 。
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史 料5-N「 方 今 國勢 、如 百 萬蒼 生都 載 漏 船 、 中流遇 風 、失 其 柁 、 碇 、 四顧 荘 然 、

激 無津 涯 、如 有 副手 、 梢 工 、則 錐胡 、 越 、要 與 協力 、 共濟 洪 濤 、 固其 宜也 。橋 傾 揖

催 、悟 不動 心、 岡 上迷 下 、坐 致 胃溺 、此何 等 事 也。 …… 昔在 太 平無 事 之 日、彊賊 如

張 永起 、林 巨正 之徒 、相 縫而 起 、 永起 爲李 克 均 所敗 、 走 死湖 南 、 巨正 至遣 防 禦使 南

致 勤 、動 一道 之 兵 、 四 出追捕 、個 非徐 森投 降翻 義 、則 一年 之 内、賊 酋 未易 得 也。 況

今 時則 三 南連 歳磯 荒 、鼠 籍狗 楡 、庭 庭 遍漏 。 又 自齪 後 、列 邑流 民投 窟 山谷 、持銃 逐

獣 、以 資 生理 者 、其m.n不 億 。 萬 一如 永 起 、 巨正者 、乗 民 心怨 叛 、一 呼而起 、則彼 輩

響慮 影 從 、如 恐 不及 　 。 此 、 國之 大患 、 而漏 朝 諸 臣、 酔 生夢 死 、不 知 爲憂 、徒 以京

大 同、失人 心 爲今 之 第一 策、臣籍痛 焉 。 自古人 臣之献 忠者 、先事 而 言、則 必 不 見信 、

事 至而 言 、則 救 之 莫及 、 臣之 此言 、非 先事 而 言也 。 」(孝 宗3(1652)年5月16日(丙

戌)169)

史 料5-Mは 、領 議 政 柳 成 龍 ・右 賛 成 崔 滉 ・吏 曹 判 書 丁南 ・兵 曹 参 判 沈 忠 謙 ら が 王 に 請

対170し た と き の 記 録 で あ る。 彼 ら は 盗 賊 が 増 え る こ と に つ い て 王 と議 論 し た 。 史 料5-M

か ら当 時 の 盗 賊 は 、 小 さい 紙 に 「民 生 不 堪 其 苦 、 我 爲 爾 等 出 」 と い う文 書 を 書 き 、 民 衆 た

ち に見 せ て い た こ と が 判 明 した 。 そ の 文 を 書 い た 人 の名 前 は記 され て い な い が 、 盗 賊 た ち

で あ る とい う記 録 に よ り、 林 巨 叱 正 も こ の よ うな こ と を 行 っ た と推 測 で き る。 ま た 林 巨 叱

正 が 「吾 輩 一 人 、 當 爲 政 院 使 令 」 と言 っ た こ とか ら政 治 に ま で 手 を 出 そ う と した こ と も推

測 で き る 。

史 料5-Nは 、 前 掌 令171安 邦 俊 の 上 書 で あ る。 こ こ で は 、1652年5月 当 時 の 状 況 が 書 か

れ て い る 。 「今 の 国 の 経 済 的 状 況 は ま る で 、 数 百 万 人 の 百 姓 が 水 の漏 る船 に 乗 っ て い く 中 、

海 の 真 ん 中 で 風 浪 に ま もれ て い る よ うで あ る 。 そ して 船 の 舵 も碇 も な く し、 先 の 見 通 し が

169『孝宗実録 』巻8
、3(1652)年5月16日(丙 戌)、 『実録』第35輯 、566頁 。

170急 用 な どで、王 との対面 を要請 す るこ と。
171司 憲府 の正 四品の官職 。
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き か な い 状 況 で あ る」 と 、当 時 の 経 済 的 状 況 は が わ か る。 「民 心 を な く し た 時 に は 張 永 起 ・

林 巨 叱 正 の よ うな 強 賊 が 出 て く る」 と、 盗 賊 が 出 て く る政 治 的 ・社 会 的 状 況 も わ か る。

こ の よ うに 盗 賊 の 出 現 は 、 国 家 に 責 任 が あ り、 林 巨 叱 正 が 盗 賊 とな っ た 理 由 は貧 しか っ

た 民 衆 を 少 し で も助 け る た め で あ っ た 。 民 衆 の 生 活 の 改 善 の た め 、 彼 は 盗 賊 と な り、 乱 を

起 こ し 、 政 府 と闘 っ た 。 ま た 盗 ん だ 物 を 民 衆 に 配 っ て 、 民 衆 た ち を 助 け よ う と した こ と は

義 賊 の 姿 で あ ろ う。 二 つ の 姿 を も っ て い る林 巨 叱 正 は 盗 賊 で も あ り、 義 賊 で も あ る と考 え

られ る。 しか し、 結 果 的 に は 民 衆 た ち の 生 活 の 改 善 は 見 られ な か っ た 。 盗 賊 を 捕 え る 軍 事

政 策 に よ り民 衆 た ち は も っ と厳 しい 生 活 を して い た 。

前 に 述 べ た が 、 林 巨 叱 正 を含 め 朝 鮮 時 代 の3大 盗 賊 と 呼 ば れ て い た 洪 吉 同 ・張 吉 山 は ど

の よ うな 動 き を 見 せ た の か 。

ま ず 、 洪 吉 同 か ら検 討 し て み よ う。 洪 吉 同 は 、 燕 山君(1494～1506)時 代 に 活 動 した 盗 賊

で あ る。 『実 録 』 に は9件 の 記 録 が あ る。 ① 『燕 山 実 録 』 巻39、6(1500)年10月22日(癸

卯)172、 ② 『燕 山 実 録 』巻39、6(1500)年10.月28日(己 酉)173、 ③ 『燕 山 実 録 』巻39、6(1500)

年1128(戊 寅)174、 ④ 『燕 山 実 録 』 巻39、6(1500)年12月29日(己 酉)175、 ⑤ 『中 宗 実 録 』

巻18、8(1513)年8月29日(甲 子)176、 ⑥ 『中 宗 実 録 』巻47、18(1523)年2月10日(辛 巳)177、

⑦ 『中 宗 実 録 』 巻70、25(1530)年12.月28日(甲 申)178、 ⑧ 『中 宗 実 録 』 巻70、26(1531)

年1月1日(丙 戌)179、 ⑨ 『宣 祖 実 録 』 巻22、21(1588)年1月5日(己 丑)18°で あ る。 そ の な

か で 義 賊 の 姿 に つ い て 記 され て い る 記 事 は な い 。 洪 吉 同 は 、 宰 相 の 財 産 と民 衆 た ち の 財 産

を 盗 ん で い た 。

史 料5-0「 忠 清 道 洪 吉 同 作 賊 之 後 、流 亡 亦 未 復 、而 量 田 久 慶 、牧 税 實 難。 請 於 今 年 、

172『実録』第13輯
、431頁 。

173『実録』第13輯 、433頁 。
174『実録』第13輯 、435頁 。
175『実録』第13輯

、437頁 。
176『実録』第13輯 、673頁 。
177『実録』第16輯 、193頁 。
178『実録』第17輯

、279頁 。
179『実録』第17輯 、280頁 。
180『実録』第21輯 、442頁 。
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先 量 此 二 道 田。 傳 日、 量 田大 事 、 固 當 爲 之 。 」(中 宗8(1513)年8月29日(甲 子))

史料5-0か ら 「忠清 道 は洪 吉 同 が盗 み を はた らいた後 、長 い 間敷 地 の面積 を測 量す る こ

とが で きな か った 」 とあ るた め、義 賊 よ り強 盗犯 の イ メー ジで あ ろ う181。

張吉 山は 、粛宗 時 代(1674～1720年)に 活 動 した盗賊 で あ る。政 府 は 張吉 山 を捕 え る こ と

がで き なか っ たの で 、彼 に 関す る記 事 は3件 しか ない。 この3件 を検討 して み よ う。

史 料5-P① 「引 見 大 臣備 局 諸 宰 。 時 賊 魁 張 吉 山 、 匿 陽 徳 地 。 捕 盗 磨 遣 將 校 掩 捕 、

官 軍 失 捕 。 大 臣請 罪 其 縣 監 、 以 警 他 邑。 上 可 之 。 」(粛 宗18(1692)年12月13日(丁

亥)182)

史 料5-P② 「上 又 下教 鞠磨 日、劇賊 張吉 山、懐桿 無 比。 往 來 諸道 、徒 黛 建繁 、 已

過 十年 、 尚未 斯 得。 頃 自陽徳 、 獲 軍 園捕 、而 終未 捉 得 、 亦可 知 其 陰兇 　。 今観 榮 昌

之招、尤 極 痛椀 。 不 可不 密勅 諸 道、詳 探所 在、別 爲獲 軍 勤捕、以 除後 患、亦爲 議 啓。 」

(粛宗23(1697)年1月10日(壬 戌)183)

史 料5-P③ 「丁 酉 、 鞠 磨 罪 人 李 榮 昌 更 推 、 攣 僻 納 供 、 略 日 … … 又 倣 申 鍵 銀 参 之 説 、

張 吉 山 締 結 之 状 、 女 人 騎 牛 之 状 、 使 之 証 惑 視 輩 、 至 於 一 女 恵 一 、 曾 是 相 知 、 楓 悦 名

僧、慧 籍 爲 言、諸 寺 名 及 他 地 名、或 學 於 恵 一 」(粛 補18423年(1697)2月16日(丁 酉)185)

張 吉 山 は 、 盗 賊 の 首 魁 で 、 陽 徳(平 安 南 道)で 活 動 し て い た 。 性 格 と 行 動 は 猛 撃 で 比 べ る

181最 初 に み られ る記 録 『燕 山実 録 』巻39
、6(1500)年10月22日(癸 卯)の 条 に は 「強 盗 洪 吉 同 を 捕 らえ

た 」 と記 され て い る。 『実 録 』 第13輯 、431頁 。
182『 粛 宗 実 録 』 巻24

、18(1692)年12.月13日(丁 亥)、 『実 録 』 第39輯 、272頁 。
183『 粛 宗 実 録 』 巻31

、23(1697)年1.月10日(壬 戌)、 『実 録 』 第39輯 、446頁 。
184正 式 な名 称 は 『粛 宗 顯 義 光 倫 容 聖 英 烈 章 文 憲 武 敬 明元 孝 大 王 實 録 補 閾 正 誤 』 で あ る

。 英 祖4(1728)

年 に 李 光 佐 ・ヂ淳 らが 編 纂 した 『粛 宗 実 録 』 を修 正 ・補 完 す るた め の歴 史 書 で あ る。
185『 粛 補 実 録 』 巻31

、23年(1697)2月16日(丁 酉)、 『実 録 』 第39輯 、480頁 。
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者 が な い ほ どで あっ た(史 料5-P①)。 史料5-P② か ら 「往 來 諸道 、徒 黛 宴繁 、已過 十年 、

尚未 斯 得 」 とあ って 、張 吉 山 らは全 国各道 を往 来 して い て、い ろ い ろな人 との繋 が りで10

年 が経 過 した に もか かわ らず 、まだ捕 えて い ない 状況 で あ るこ とが わか る。史 料5-P③ か

らは 「締 結 之状 」 とあ り、李 榮 昌(非 嫡 出子)と 条約 や 契約 を結 ん でい た こ とが わか る。

洪 吉 同 も張吉 山 も林 巨叱正 も朝鮮 社 会 か ら厳 しい 差別 を受 けてい た と考 え られ る。 非 嫡

出子 で生 まれ た洪 吉 同 は、厳 しい差 別 を受 けて い たた め 、国 家 に対 す る不満 を強 盗行 為 で

表 した と考 え る。

広大 出身 で あ る張吉 山は 、非嫡 出子 で あ る李 榮 昌 と条 約 を結 ん で い て、10年 間 も盗賊 生

活 を してい た。 だ が 、10年 間 の活動 成 果 はみ られ なか っ た。

「白丁 」 出身 で あ る林 巨叱 正 の場 合 は 、 自 ら党 を作 って 、治 者 の財 産 を奪 い、貧 しか っ

た 民 た ち に配 って い た。 この活 動 は3年 間続 けて いた。 王 も林 巨叱 正 の勢 い に注 目し、一

日も早 く捕 え る よ うに、 盗賊 を捕 え る方 法 につ いて何 回 も議論 し、武 臣 を派 遣 した。

民衆 のた め に政治 に参加 しよ うと した が(史 料5-M)、 参加 で きず 、活動 開始 か ら3年 後

南 致勤 に よっ て捕 え られ た。3年 間捕 え られ な か った 理 由 は、 民衆 とのつ な が りが あ った

とい え るだ ろ う。

お わ りに一 一 残 され た課 題

「白丁 」 身分 は高麗 時 代 か ら存 在 し、一般 農 民 をあ らわす 呼称 で あ る。 朝鮮 初 期 は農 業

政 策 を根 幹 と して い たの で 、柳 器 製 造や 屠 畜 業 な どを生業 とす る 才人 ・禾 尺集 団 を良 民化

す るた め、 世宗5年(1423)10月 に公 式 に 「白丁 」 と改 号 した。つ ま り、一 般農 民 とい う

意 味 で 「白丁」 と改号 した が 、それ が差別 階 層 を表 す 呼称 とな って しま っ た。

「白丁 」身 分 の 始 ま りは 、高 麗 末 に楊 水 尺 といわ れ てい た集 団 の子孫 で あ る。 楊 水 尺 か
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ら才人 ・禾 尺 、才 人 ・禾 尺 か ら 「白丁 」身 分 に な った人 々は 、種族 や 身 分 は 関係 な しに社

会 的 に差 別 され る集 団 に変 わ った。

本研 究 を次 の よ うにま とめ る こ とがで き る。

第1章 で は、 「白丁」身 分 の起源 につ い て展 開 した。前 に述 べ たが 、朝 鮮 時代 の 「白丁 」

身 分 は最 下身 分 の 「賎 民 」 の一 つ と して きつ い差 別 を受 けた。 朝鮮 王朝 初期 の朝 廷 は 国民

た ちの 同化政 策 にカ を入れ 、 世 宗5年 に 才人 ・禾 尺 を 「白丁 」 と改 号 した。 才人 ・禾 尺 は

高麗 末 か ら存 在 して いた 人 々 で、彼 らの職 業 は屠畜 業 と柳 器製 造 業 で あ った。 彼 らは 「白

丁 」 と改 号 され た 後 も屠 畜業 ・柳 器 製 造 に従 事 して い た。 朝鮮 初 期 は農 業 政 策 を根 幹 と し

て い て 、牛 と馬 を重要 視 してい た ので 、 才人 ・禾 尺 の生業 で あ る屠 畜業 は 「別 種 」 ま た は

「異類 」 と認 識 され差 別 され た(「 異 類視 」)。 差別 され た原 因 の一 っ は、彼 らが 自分 た ち

の生業 で あ る牧 畜 、狩 猟 、歌 舞 な どを守 るた め の集 団 生活 の な かで 、 国家 との摩擦 、 また 、

略 奪行 為 、 強盗 、放 火 、殺 人 な どの社会 問題 を引 き起 こ した か らで あ る。 そ れ らは他 の階

層 に もみ られ る こ とで あ った が、 「白丁 」身 分 とい うこ とで彼 らを強盗 の 代名 詞 的 な集 団

とみ な され 、 あ る とき は 「白丁 」身 分 とい う理 由だ けで強 盗 の犯 人 に され 、社 会 不安 の元

凶 と認 識 され てい た。 そ の よ うな こ とか ら一 般 民 は才 人 ・禾 尺 を 「異類 」 と してみ て 、 区

別 し始 めた の で、 朝廷 は同化 政 策 の一 環 と して 才人 ・禾 尺 を 「白丁 」と改 号 した ので あ る。

しか し、 一般 平 民 た ちは彼 ら と同 一視 され るの を拒 否 し、彼 らを 「新 白丁 」 と呼 び 、差

別 した こ とが分 か っ た。 そ の結 果 、世 宗6年(1424)に は 「白丁」 は 「新 白丁」 と呼 ばれ

る よ うにな っ た。 「白丁 」 に対 す る 区別 を な く し、平 民 と婚姻 させ 、農 業 に従事 させ るこ

とを試 み た が、 守令 らが 同化 政策 を守 らなか っ たの で 、 「白丁 」た ちは生 活 が貧 しくな り、

物 を盗 み 、 強盗 を働 いた の で あ る。 世 宗17年(1435)に は 同化 政策 の一環 と して再 び 才人 、

禾 尺 を 「白丁」 と改称 しよ う と王 が命令 し、兵 曹 が各 官 にそ の命 令 を伝 えて い たが 、 この

時 も各 官 は 同化 政策 を従 わ なか っ たの で 、 「白丁 」 は ます ます 差別 され た ので あ る。

韓 国 では 「白丁 」 の起源 を北 方異 民族 と して みて い るが、 筆者 は 「白丁 」 身分 の起源=
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「白丁 」 身分 の成 立 と考 えて お り、そ の成 立 は 、才 人 ・禾 尺 が 「白丁 」 とな った世 宗5年

で あ る と考 え てい る。 また 、高 麗 時代 の社 会 内部 か ら楊 水 尺 が 生 まれ 、楊 水 尺 が才人 ・禾

尺 とな り、 それ らが 「白丁」 と改称 され たが 、次 第 に被 差 別身 分 と して成 立 して い っ た も

ので あ る こ とを明 らか に した。

才人 ・禾尺 は 「白丁 」 と改 号 され た後 も、 実 際 は才 人 、 「才 白丁 」 、禾 尺 、 「禾 白丁 」、

「新 白丁 」 、 「両色 白丁 」 な どと記 録 され て い る。 しか し、 時 間 がた つ につれ て 「白丁 」

と呼 ばれ る よ うにな り、 一方 、農 民 に同化 した 才人 ・禾 尺 は 「白丁 」と呼ばれ な くな った。

第2章 で は 「白丁 」身 分 の職 業 につ い て展 開 した。 「白丁 」身 分 は屠 畜 業 ・柳器 製 造 業

に従事 して い た。 「白丁 」 の身 分 の屠 畜業 ・柳 器 製 造 業 は前身 で あ る楊 水 尺 が従 事 してい

た職 業 で、 才人 ・禾 尺 と称 され るよ うに な って か らも屠 畜 業 ・柳器 製 造 に従 事 して い た こ

とが わ か った。 前 に もふ れ た が、朝 鮮 初期 にお い て農 民化 政策 で あ る同化 政策 の一 環 と し

て 才人 ・禾 尺 の屠 畜 を禁 じ、彼 らを 「白丁」 と改号 され たが 、改 号 され た 以 降 も、農 耕 生

活 にな じめず 、 ま た 、政府 は彼 らに柳器 の上 納 な どを要 求 して い た。 「白丁 」身 分 は農 期

には農 夫 とな り、農 期 で は ない 時 に は兵 士 とな った ので あ る。

『実 録 』の なか には 「去 骨 匠」 とい う屠 畜業 者 が 出 て くる。 私 は15世 紀 後 半か ら16世

紀 前 半 にか け て史料 に表れ る 「去骨 匠 」 が屠 畜業 に従事 して い た こ とを明 らか に して、彼

らが 「白丁 」 に 由来す る もので 、 「白丁 」 同様 の存在 で あっ た ことを 明 らか に した。 朝鮮

時 代 に屠 畜 業 に従 事 した身 分 は 「白丁 」 だ けで 、屠 畜 業 は 「白丁」 身分 の 固有 の職 業 で あ

る と考 えて い る。

第3章 で は 、 「白丁 」 身分 の役 務 と負 担 にっ い て述 べ た。 狩猟 生 活 を して い た才 人 ・禾

尺 は他 の人 々 よ り武 術 が優 れ て い たの で 、政府 が彼 らを軍 籍 に編 入 させ(同 化 政 策)、 兵

士 と して軍事 動 員 した。 この こ とは先行 研 究 で も明 らか に され てい るが 、そ れ を さらに裏

付 け る と ともに、新 た に狩 猟 へ の動 員や 柳器 の上 納 した記 述 を集 め、表 で ま とめた。 この

よ うな役 務 が あ った た め同化 政 策 は失敗 した と考 え る。
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第4章 で は、 「白丁」身 分 に対す る職 業 差別 意 識 と職 業 差別 、居住 地 に対 す る差別 、結

婚 差別 、教 育 にお ける差別 、 日常 生活 面 で の差別 に分 け て分析 した。 特 に 「白丁 」身 分 の

屠 畜業 に対す る差別 意 識 の背 景 と して 、 『実 録』 で 「異 類 」 、 「異種 」 として とらえ てお

り(異 類 視)、 屠 畜業 を 「醜 悪 の風 習」と記 述 され てい た。 また 治者 が 、屠 畜 は 「天地 ・

生 物 の心 を傷 め」 る と考 えてい た記 述 か ら屠 畜業 を差別 す る こ とにつ なが っ てい た と筆 者

は推測 して い る。

第5章 で は、朝 鮮 の 三大 盗賊 の一 人 とも言 われ る 「白丁」 出身 の林 巨叱 正 の動 向 にっ い

て、 『実録 』か ら55件 の記 事 を ま とめ 、 明宗14年(1559)か ら3年 間 の動 きを詳 細 に追

跡 した。 朝 廷 は林 巨 叱正 を洪 吉 童 ・張 吉 山 と ともに朝鮮 の三 大盗 賊 と して 注 目 して い た。

しか し林 巨叱正 は 一般 民 の もの も盗 ん だ洪 吉 童 ・張 吉 山 とは違 って 、林 巨叱 正 の一 党 は、

単 純 な窃 盗や 強 盗 で はな く、官 僚 た ち を狙 って い た。 『実録 』 に は1件 しか 見 当た らない

が、彼 は盗賊 活 動 を通 して民 衆 た ち を救済 しよ うと した。 『実録 』のな か では 王 も 「白丁 」

出身 で あ る林 巨叱 正 に注 目して い た。彼 の盗 賊 の活 動 は 、朝鮮 社 会 で大 きな影 響 を与 えて

い た こ とが わ か る。 治 者 た ち は この よ うな林 巨叱正 を盗賊 の よ うな存在 だ った が、 民 衆 た

ちは義 賊 の よ うな 存在 だ った。 しか し、3年 間 も続 けて いた 盗賊 活 動 は、 民 衆 た ち を悪 天

候 と凶年 か ら救 済 す る こ とがで き なか っ た。

以上 、 朝鮮 の 「白丁 」 身分 の歴 史 的 な分 析 を行 った が、 なぜ 「白丁」 身分 が 時 に きつ く

差別 され た の か につ いて の差 別観 念 の 究 明 は今 後 の課題 と して残 され てい る。 今 後 、 差別

を支 え て きた差 別観 念 の研 究 を深 めて い きた い と考 えて い る。 また 日本 の 近世 被 差別 部 落

民 との比 較 史的研 究 も深 め 、 国際 的 な比較 社 会 史的 な視 野 を広 げた い と考 えてい る。

附 属資 料 『朝鮮 王 朝 実録 』所 載 才 人 、禾 尺 、 去 骨 匠、 「白丁」 身分 に 関す る記 事 一覧
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年代 呼称 内容 出典

太 祖1(1392)年9月24日(壬 寅) 才人
禾尺

都評 議使支蓑 克廉、趙 凌等 は、学校、守令 、郷

吏、才人 ・禾 尺な どにっいて 二十二条 目を王 に

申 し出た。

第1輯 、31頁

太 祖4(1395)年12,月25日(甲 寅) 才人
禾尺

知益 州事 関由義が才人 、禾尺 の流浪 を禁 じる方

法 として 才人 、禾尺 の戸籍 を作 り、才人 、禾尺

に土地 を与 え よ うと王 に意見 を述べた。 王はそ

のよ うな法令(同 化 政策)は 前 か らあ るが施 行 し

なかった だけであ るので、各道 に同化政策 を施

行す る よ うに命令 した。

第1輯 、88頁

定 宗1(1399)年7.月15日(癸 未) 才人 成 陽禾 尺毎 邑金 の妻 が三つ子 を出産。 第1輯 、152頁

太 宗4(1404)年9.月19日(丁 巳) 才人
禾尺

議政 府で各 品の上 申。 参知議政府 事崔蓮 は 「才

人 、禾尺 は皆 各鎭 に属 して、藩 兵を忠実 に させ

るよ うに」 と王 に報 告 した。

第1輯 、306頁

太 宗6(1406)年4.月24日(甲 申) 禾尺 【屠 畜 禁 止 令 】
:.一:;
、 禾 尺 に 牛 馬 の 屠 畜 を 禁 じ さ せ る よ う に 繰

り返 し て 命 じ た 。

第1輯 、355頁

太 宗6(1406)年6.月5日(癸 亥) 才人
禾尺

白丁

西 北面都巡 間使 趙撲 が土官 の制 度につ いて 「平

壌府 司の数 を比較す る と、約 六百名が禄 を もら

ってい る。近 所の各村 と平壌府 の外村 に住 んで

いる 白丁 まで職 を得 よ うと してい る。軍役 の免

除も訴えてい る」 と意見 を述 べた。

第1輯 、359頁

太 宗6(1406)年6.月5日(甲 戌) 才人

禾尺

領議 政府 事成石燐 の上 申。

政府 は 「牛馬 の屠畜禁止 令 によ り有司 が厳 しく

禁 じる。 まだ屠畜 を生 業 と してい る才人 と禾尺

には田地 を与 え、耕作 させ 、離散 しない よ うに」

と議論 した。

第1輯 、359頁

太 宗10(1410)年11月2日(甲 子) 才人

禾尺

才人、禾尺 の年貢 と漁 梁悦、船税 は国用 の魚物

以外 には皆楮貨 で収納す るよ うに と、報告 した。

第1輯 、569頁

太 宗11(1411)年1.月3日(甲 子) 白 丁
ス ッ ク 尺

(宮 中で の

小人)

王 が司憲府 に 「河永 の祖 は前 か ら帳籍 に 白丁 と

され たが 、五 十年以 降か らはス ック尺 とす る」

と命令 した。

第1輯 、572頁

太 宗11(1411)年10月17日(乙 巳) 禾尺 司憲府 の上書。全6項 目。 そのなか に 「禾 尺」

の記載 があ る。

第1輯 、606頁

太 宗12(1412)年1.月18日(癸 卯) 禾尺 外方 の囚人 たちの罪 を許 した。 禾尺 を忠 清道水

軍 に属す よ うに と命 令 した。

第1輯 、622頁

太 宗13(1413)年3.月4日(癸 未) 才人
禾尺

王 は汚城君韓 珪に 甲士 五百人 を広州で狩 りるこ

とを命 じた。 才人 と禾 尺 を皆集 め、広州 で待 っ

ている よ うに命 じ、王はそれ を見物 した。

第1輯 、664頁

太 宗13(1413)年8月21日(丁 卯) 才人

禾尺

前仁 寧府 は 「號牌法(身 分証 明書で ある牌 を持

つ法)」 につ いて報告 した。才人 ・禾尺 に號 牌 を

常 に持っ よ うに命 じた。

第1輯 、684頁

太 宗13(1413)年9.月16日(壬 辰) 才人
禾尺

王 は狩 りのために忠清道 、慶 尚道、全羅道 で駆

軍(猟 師)、 才人 ・禾尺 を徴発 した。

第1輯 、688頁

太 宗14(1414)年6.月3日(甲 辰) 禾尺 全羅 道観察使 に傳 旨(王 の命令 を伝 える こと)

した。雲峯 県禾尺の よい馬だ と言われ てい る黒

馬 を進 上す るよ うに命令 した。

第2輯 、19頁

太 宗14(1414)年6,月13日(甲) 才人
禾尺

農海 道観察使 李根 は禾 尺、才人 の上納法 を議論

した。

第2輯 、22頁

太 宗14(1414)年 閏9.月3日(癸 卯) 才人

禾尺

王 は、江原道 で講武(朝 鮮王朝 時代 に指 定 した

場所 で、将官 、軍士 と民衆 を集 め、王 が狩 りを

しなが ら武芸 の練 習す るこ と。)を 行った。当領

船 軍、才人 、禾尺 を駆 軍 と して徴 発 した。 皆で

五 千名 であ る。

第2輯 、39頁

太 宗15(1415)年3.月8日(丙 午) 白丁 議政府 、六曹 は人心 を和 合 させ る條 目につい て、
「庶 人の私生児 は 白丁 とす る」と王に報告 した。

第2輯 、54頁

太 宗16(1416)年7月3日(壬 辰) 才人 景福 宮の裏 に も うけた庭 園で猿 と鹿 を養 ってい

る。 これ を捕獲 したのは の才人の張先 であ る。

第2輯 、126頁

世 宗1(1419)年2月7日(壬 午) 白丁 刑曹 は、「楊 州 白丁熊伊 は夫 を殺 した。獄 で死 ん

で しまった」 と王に報告 した。。

第2輯 、301頁

世 宗1(1419)年2.月20日(乙 未) 才人

禾尺

宣 旨 した。「明 日楊根 、広州 で狩 りを催す ので兵

曹 は京畿道各 官の才人 、禾尺 を草伐里 に集 ま る

よ うに」 と。

第2輯 、303頁

世 宗1(1419)年5月14日(戊 午) 才人
禾尺

上 王、王 は対 馬に侵略す る問題 を議論 した。 才

人 と禾 尺 を兵士 と決 めた。

第2輯 、316頁
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世 宗1(1419)年6.月2日(乙 亥) 才人
禾尺

兵曹 は封馬(島 名)の 討伐 のため、「下番 甲士、別

牌 、侍衛牌 、鎭属、 才人、禾尺 、 日守 、雨班 な

どを兵士に動員 させ よ う」と王 に意 見を述べ た。

第2輯 、320頁

世 宗2(1420)年11.月7日(辛 未) 　範
才人
禾尺

各 官吏た ちは 『元績 六典』 にある判 旨を施 行 し

ないので、施行 す るよ うに王は禮曹 に命 令 した。

才人 ・禾尺 の同化 政策の 内容 が記 され ている。

第2輯 、415頁

世 宗3(1421)年1.月10日(癸 酉) 禾尺
才人

洪州 の人李成 は謳告罪 で秋百 、三十 四里流刑 に

処 された。

第2輯 、420頁

世 宗3(1421)年10.月11日(庚 子) 才人

禾尺

慶 尚道右道水 軍都按撫使 は 「金海 府 四人 の吏が

代捕 に行 って倭 の捕虜 とな った。 近 くの郡 県 の

侍衛 牌、別牌 、才人 、禾 尺 を徴集 した」 と王 に

報告 した。

第2輯 、457頁

世 宗4(1422)年7月15日(庚 午) 才人

禾尺

兵 曹は 「才人 、禾尺 は移 動 してい るの で皆集 め

て地元 に帰 る よ うにす る。施行 しない守令 がい

る とその罪 を論 じる」 と王 に報 告 した。

第2輯 、488頁

世 宗4(1422)年11,月24日(丁 丑) 才人
禾尺

兵 曹は 「軍籍 に登録 され てい ない才人 、禾 尺 を

探 して軍籍 に登録 させ る。平 民 と雑処 させ て、

農 業に従事 させ る。三年 に一度 は彼 らの子 を戸

籍 に登録 させ 、移動 を禁 じる。 もし、 出入 りす

るこ とが ある と、 日にち を決 めて行状(旅 行証

明書)を 発給 を下 さるよ うに」と王に 申し出た。

第2輯 、513頁

世 宗5(1423)年10月8日(乙 卯) 才人
禾尺
白丁

兵曹 は王に次 のよ うに意見 を述 べた。「才人 ・禾

尺 は元々 良人 であ る。 平民 は、彼 らの職 業 を賎

しく思 っている。 また彼 らの呼称は 「特殊 」だ

と思ってい る。 平民 は彼 らを異類 と してみてい

る。 そ して区別 して い る。平 民た ちは 自分た ち

と違 う人 である と考 えてい るので、誠 にかわい

そ うで ある。 それ ゆえ、才人 ・禾尺 を 白丁 と改

号 し、平民 たち と才人 ・禾尺 を結婚 させ 、彼 ら

を戸籍 に登録 させ るべ きで ある。 また 、閑 田を

与 え、農業 に従事 させ 、役務 であった狩 り ・柳

器 ・狩猟 か ら得 られ る物、つま り、皮 ・鑑 ・筋 ・

角 な どの貢物 を免除 し、才人 ・禾尺の生活 を安

定 させ るべ きであ る。 そ して 、家計が豊 かで武

材 が優れ ている者 は侍衛 牌 ・守城 軍 とす る。 も

っ と武材 が優 秀な者 は、そ の才能をテ ス トし、

合格 した ものは 甲士職 とす るが、今の まま昔 の

職 業に従事 し、流浪 してい る者 は、法律 として

その罪 を罰 し、戸籍 の本 籍地 に戻 させ るべ きで

ある」 と述べ た。 王は兵曹 の意 見 を許 可 した。

第2輯 、559頁

世 宗5(1423)年11,月17日(甲 午) 白丁 盆津 白丁梁貴珍 九歳 を親孝行 で表彰 した。 第2輯 、564頁

世 宗6(1424)年3.月8日(甲 申) 才人
禾尺

工曹は京畿道 監司の報 告 に基づ き、王 に報 告 し

た。「前 回には柳 で作 ったハ ンガーはすべ て禾 尺

か ら集 め、 上納 した。 現在 は才人、禾尺 は一般

平 民 と婚姻 させ 、屠畜業 を禁 じさせ てい るの で、

柳器 は他 の貢 物の例 に よって 民か ら上納す るよ

うに」 と。

第2輯 、585頁

世 宗6(1424)年10.月10日(辛 亥) 新白丁 王 は、各都 の新 白丁 の妻 と子 を調 査 し、本 来 の

農 業に従事 させ、生計 を立て られ るものは三丁

を一戸 にす る ことを命令 した。 そ して 、は じめ

て農 業 に従事 して生計 が充実 ではない者 は、五

丁 を一戸 とす る こ とを決 めた。別 牌、侍衛 牌、

守城 軍な どを決め る時は、彼 らの才品 に よって

の軍人 に補 充 し、正役 と奉足 は、その役 を分 け

て名 前を記録 し、報 告す るよ うに命 じた。

第2輯 、629頁

世 宗7(1425)年1.月22日(癸 巳) 新白丁 各 官の新 白丁を捜索す る ことを決めた。 そ して

新 白丁の生計 と才品を見分 け して別牌 、侍衛牌 、

守城 軍の軍役 を決 めた ら、正 軍九十八名 、奉足

四百二十六名 であった。

第2輯 、649頁

世 宗7(1425)年2月4日(甲 辰) 新 白 丁

白丁

【屠 畜禁止令 】
「現 在、牛馬 を屠殺す る者 は新 白丁で あ る。新

白丁は永楽9(1411)年 に 村か ら捜 索 して都城 の

外側 に移動 させ たが 、今 は都城 の下や 内で住み

なが ら、牛馬 を屠殺 してい る。 牛馬 を屠殺 す る

者 は逮捕 し、厳 しく禁 じるべ きであ る。 」 と王

に報 告 した。 王は、牛馬 屠殺禁 止令 を出 して、

第2輯 、652頁
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牛 馬 を屠 畜 す る もの は 逮捕 す る こ と を決 定 し

た。

世 宗7(1425)年2月27日(丁 卯) 新白丁 兵 曹は、 巨濟 縣の移転 と守護 軍の増員 を要請 し

た。「100名 の 守護軍 に200名 を増 やすが 、その

200名 は 、付 近の各官 に住 んでい る新 白丁 を陸

軍 とし、罪 を犯 した者 は奴碑 に し、 四つ に分 け

て西方地方 を防御す るた めに派 遣 させ る こと」

を決 めた。

第2輯 、658頁

世 宗7(1425)年5月25日(甲 午) 白丁 刑 曹は、 白丁趙仁富 は箭 串御馬 場で馬 を盗ん だ

と王に報告 した。

第2輯 、671頁

世 宗7(1425)年12.月5日(庚 午) 新白丁 王 は巷間 で隠れて牛馬 を屠畜 してい るこ とにつ

いて問 うた。 兵曹判書趙 末生 は 「牛馬 の盗殺 を

禁 じて い るに もかか わ らず 、 今 も行 わ れ てい

る。 また この よ うなこ とを告 げる と賞 を与 える

にもかかわ らず 、一人 もい ない。 」 と答 えた。

王 は 「都城 の西の ほ うの母岳 山の下 に住 んでい

る新 白丁 を京 畿の外側 に追放 しな けれ ばな らな

い」 と追放す るこ とを命 じた。

第2輯 、704頁

世 宗8(1426)年1.月4日(己 亥) 新白丁 兵 曹は 「多角都 に ば らば らになってい る新 白丁

を侍衛 軍に補充す る よ うに」 と王 に報告 した。

第3輯 、1頁

世 宗8(1426)年8.月2日(癸 亥) 白丁 兵 曹は 「慶 尚道洒川縣 の人 、傍 邑実 は 白丁の妻

朴 文を死 なせ たので絞 首刑 とす る」 と王 に報告

した。

第3輯 、38頁

世 宗8(1426)年12.月15日(甲 戌) 白丁 兵 曹は 「殺人 を犯 した松 禾 の白丁金照 乙は絞首

刑 だが、年 寄 りの父 がい るた め罪を減等 した」

と王に報告 した。

第3輯 、53頁

世 宗9(1427)年1,月19日(戊 申) 新白丁 慶 尚道固城 の新 白丁 の妻 が二人 の男 と女 の子一

人 の三つ子 を産 んだ。

第3輯 、58頁

世 宗9(1427)年5月9日(丙 申) 新白丁女 新 白丁の娘 である寳金 を姦通 罪で杖刑 に した。 第3輯 、72頁

世 宗9(1427)年10.月16日(庚 午) 禾尺 【牛馬 屠殺禁止 法】

司憲府 は 「禾 尺は牛馬 の屠畜禁 止法が ある もの

の密 か に屠 畜を して いる。 また皮 革 は価値 が高

いため密 か に屠 畜を してい る者 は増 えている。」

と報 告 した。 王は 「禁止 法 を刑 曹は議論 して報

告 しな さい」 と言 った。

第3輯 、98頁

世 宗9(1427)年11.月27日(辛 亥) 新白丁 【牛馬 屠殺禁止 法】

刑 曹は、王 に 「牛馬屠殺 禁止す る法 と、新 白丁

と平民が一緒 に暮 らす令(雑 処令)と を命 じて

下 さるよ うに」 と意見 を述べ た。 王 はそれ に従

った。

第3輯 、103頁

世 宗10(1428)年 閏4.月3日(甲 申) 新 白 丁
白丁

才人

黄海 道監 司は、江陰縣 で盗み を してい る新 白丁

を捕 え る方法 や盗賊 の退 治 につ いて王 に報 告 し

た。

第3輯 、127頁

世 宗10(1428)年 閏4.月30日(辛 亥) 新白丁 盗賊 の行動 に悩んで いる兵曹 の報告 に王 は 「京

畿道 、黄海道 に小賊 が多い。馬 を持 ってい る侍

衛牌 、下番 甲士、鎭軍 、閉散人 、新 白丁 は、そ

の馬 を一箇所 に集 めておいて 、盗賊が 出て くる

と捕 え るよ うに」 と発 した。

第3輯 、130頁

世 宗10(1428)年5.月19日(庚 午) 新白丁 平安 道の監 司に新 白丁 が集 まって盗み を してい

るので防護所 を作 って、彼 らの出入 りを禁 じる

こ とを命 じた。

第3輯 、72頁

世 宗10(1428)年7.月13日(癸 亥) 禾尺 中国 の 明か ら宙 官(内 竪)を 送 るこ とを要求 さ

れ 、議 論 した。

第3輯 、138頁

世 宗10(1428)年9月25日(甲 戌) 新白丁 新 白丁は 、も う平民 の例 で あって、侍衛牌 に属

す こ と許可 したので 甲士 に選 ぶ ことを命 じた。

第3輯 、146頁

世 宗10(1428)年10月18日(丙 申) 白丁 左 司諌金考 貞は王 に 「庶 人 の私 生児 は 白丁 とす

る」 と報告 した。

第3輯 、148頁

世 宗10(1428)年10月28日(丙 午) 新白丁 刑 曹は王 に 「黄海道 の囚人 の新 白丁姜豆 彦、洪

得希 らを強盗罪 で斬刑 とします」 と報告 した。

第3輯 、151頁

世 宗12(1430)年6.月23日(壬 辰) 新白丁 兵 曹は王 に 「各官 に住 んでい る新 白丁 、閉散人

等 を選 んで城 を警備 させ るよ うに」と報告 した。

第3輯 、242頁

世 宗12(1430)年9.月11日(己 酉) 新白丁 刑 曹は王 に 「新 白丁李 元吉 を殺 害 した私奴 碑 の

豆難 は絞首刑 にあた る」 と報 告 した。

第3輯 、260頁

世 宗13(1431)年9月27日(戊 子) 白丁 刑 曹は王 に通 津人 の囚人の 白丁末守 を窃 盗罪 で

絞刑 にす ると報 告 した。

第3輯 、344頁

110



世 宗14(1432)年9月1日(丙 辰) 白丁 兵 曹は 「公私 の碑が 良民(夫)と 結婚 して生まれ

た息子を績 白丁 と称す る。そ して外方(ソ ウル を

除 く全ての地方)に 住 んでいて平 民 と結婚 し、息

子 を生ん だ場 合は、津 尺 ・倉庫 直 ・牧子干 ・急

唱等役 に就 く」 と議 論 した。

第3輯 、414頁

世 宗14(1432)年10.月12日(丁 酉) 新白丁 禮 曹は、王 に報告 した。 新 白丁 は、 も う平民 と

居住 し、婚姻 してい て軍役 を差 定す るこ とにな

ったので、郷 学に 出 られ るよ うに王 にお願 い し

た。

第3輯 、420頁

世 宗14(1432)年10.月13日(戊 戌) 白丁 刑 曹は 「白川 の囚人 であ る船 軍朴忠寳 は彼 の妻

を殺 害 し、 平山の 囚人 で ある 白丁朴所 乙進 は 白

丁柳 成 己と闘ってい るなか彼 を殺 害 した罪 で、

絞刑 にあた る と王に報告 した。

第3輯 、420頁

世 宗15(1433)年2月27日(辛 亥) 新白丁 議政府 、六曹 、三軍都鎭 撫使等 を呼ん で議 論 し

た。 平安 ・黄海 の二つ の道 に新 白丁 を選 んで牌

を作 って行かせ なければ な らない と決 めた。

第3輯 、453頁

世 宗15(1433)年8月13日(癸 巳) 新白丁 全羅 道新 白丁 、武才 のあ る者 を選んで警備 をさ

せ る と京畿 の軍人の面倒 をみ な くて もいい と安

崇 善が話 した。

第3輯 、499頁

世 宗15(1433)年 閏8.月16日(丙 寅) 新白丁 兵 曹は、勇気 があ って武 術 に優 れてい る新 白丁

を選 んで忠清 、京畿 、黄海 な どに送 るべ きで あ

る と報告 した。

第3輯 、507頁

世 宗15(1433)年11月23日(壬 寅) 新白丁 刑 曹は、廣州 の強盗 の犯 人新 白丁 申灌 ・巨作只

は律 に より斬刑 に した と報告 した。

第3輯 、527頁

世 宗16(1434)年4,月24日(辛 未) 白丁 兵 曹は、箭 串牧場 の牛馬 の警備 を強化 した。牧

場 のなか では農 民以外 、用事 のない者 が勝 手 に

出入 りす るこ とを禁 じ、牧場 の近 くに散 らば っ

て住 んでい る新 白丁全員 を五十 里か ら六十里 に

離れ てい る ところに移動 させ るべきで ある と報

告 した。

第3輯 、560頁

世 宗16(1434)年6.月19日(甲 子) 新白丁 仁壽府 少サ李吉措 は、「済州 ・珍鳥等 の南海 の方

の島に外部 か らの被害 が多い ため、新 白丁 を選

び 、警備 させ る こと」 を王 に報 告 した。警備 さ

せ る新 白丁 は、そ の島の近 くに住 んで いる人 で

選ぶ ことを決 めた。

第3輯 、573頁

世 宗17(1435)年8.月2日(辛 丑) 新白丁 京 畿監司 は、盗賊の被 害か ら守 るた めに新 白丁

の馬 の売買 を厳 しくす るこ とを王 に報告 した。

第3輯 、645頁

世 宗17(1435)年8.月3日(壬 寅) 新白丁 刑 曹は、強盗 犯の李波 回 ・宋天 守 ・宋他 日等 を

律 によ り斬刑 とす る と王 に報 告 しとた。

第3輯 、646頁

世 宗17(1435)年8月27日(丙 寅) 才人
禾尺

白丁

兵 曹は、各官 に才人 ・禾 尺 を管 理す るこ とにつ

いて報告 した。 王 は 「才人 と禾 尺を 白丁 と改称

し、土地 を与え る。平 民の戸籍 登録 によ り農業

に従 事せず 、流浪す る者 は、罰 を与 える よ うに

す る。再び流 浪生活 を禁 止 させ て、守 らない者

は皆探 して、その妻 を閻延等 に移 住 させ る」 と

命令 を出 した。

第3輯 、649頁

世 宗18(1436)年 閏6.月18日(癸 未) 新白丁 国が侵略 され た時の対策 を平安道 都節制使 に伝

えた。下三道 の営鎭所 属の人 々 と狩 りに動 員 さ

れ る新 白丁 らは、常 に狩 猟生活 を してい るの で、

武術 が優れ てい る。 この人 々を利 用す る と防衛

に役 に立つ と思 うの で、新 白丁 のなか か ら勇気

のある者 を選ぶ こ とを王 に願 望 した

第4輯 、3頁

世 宗19(1437)年1.月3日(癸 巳) 新白丁 忠清 監司 は王に報告 した。王 は報告 を聞いて、

各 里各戸 に新 しい無頼輩 と流浪 してい る新 白丁

を捕 えて、根脚 を聞いてみ る ことを命令 した。

第4輯 、48頁

世 宗19(1437)年7月28日(丙 辰) 新白丁 議政府 の報告 に王 は、各官 の守令 が新 白丁の流

浪 を禁 じさせ てい るのか ど うか、確認す る こと

を命 じた。

第4輯 、94頁

世 宗19(1437)年8,月6日(癸 亥) 新白丁 刑 曹は 「新 白丁毛莫松 は強盗罪 で、斬刑 に あた

る」 と王 に報告 した。

第4輯 、98頁

世 宗20(1438)年8月8日(庚 申) 白丁 平 山の 白丁金 用界夫婦 ・婿 に雷 があた って、皆

死 亡 した。

第4輯 、159頁

世 宗21(1439)年2,月16日(乙 丑) 白丁

新 白丁

前 吏曹判書朴信 の上書 には 「新 白丁が農 業に従

事す るか ど うかにつ いて各守令 は報告す るべ き

である」と書 かれて いた。それ をみ た議政府 は、

新 白丁の 同化 政策が失敗 した理 由につ いて話 し

第4輯 、188頁
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た。 その理 由は、各守領 た ちが新 白丁 の同化政

策 を実行 しなかった か らで ある と。そ の内容 を

王 に報告 した。

世 宗21(1439)年9,月15日(庚 申) 新白丁 王 は禮曹 に 「親 孝行 した平安道 三登縣 の新 白丁

韓 設 と黄海道 載寧 郡 の良女 永徳 等 に賞(=施 門

を立てて復戸す る こと)を 与 えるよ うに」と命 令

した。

第4輯 、238頁

世 宗23(1441)年6.月13日(戊 寅) 白丁 刑 曹は、王 に報告 した。 忠清道洪 州の 囚人の 白

丁金 山 ・金奉 は、強盗罪 で斬刑 にあたる と。

第4輯 、347頁

世 宗24(1442)年8.月6日(癸 巳) 才人

禾尺
白丁
新白丁

王 は、各官 の監察使及 び開城府 留守 に 白丁の雑

役 の状況 を報 告す るよ うに命令 した。王 は 「才

人 ・禾尺 は皆(平 民)と 離 れ ている場所 で、 自分

たちで住 んでい る。 そ して、農 業に従事せ ず、

もっぱ ら柳器製 造 と皮物 を扱 いなが ら生活 して

いたので、 白丁 と改号 した。 また土地 を与 え、

平 民た ちと結 婚 させ 、混住 させ る法が 『六典』

に記 され ているが、現在 の報告 に よる と、各官

吏 と人民 は白丁 を新 白丁 と呼 びなが ら区別 し、

狩 りに利用 してい る とい う。 また柳器製 造に ま

で堂々 と徴収 してい る とい うので、 白丁 らに任

され てい る雑 役の状況 を記録す る よ うに」 と命

令 した。

第4輯 、247頁

世 宗24(1442)年10月23日(庚 戌) 白丁 成 吉道洪原縣 監金競 は 白丁李難 守 とそ の息子李

牛 同が他人 の牛 を盗 んだ とい い、刑法 を柱刑 し

て皆 死なせた。金 競に罰 を罰せ られた。

第4輯 、347頁

世 宗24(1442)年11月30日(丙 戌) 白丁 忠青 道忠州 吾乙未 は斬刑 とされ た。そ のなか に

は 「白丁」 の記載 があ る。

第4輯 、449頁

世 宗26(1444)年10月9日(甲 寅) 才人

白丁

右参 賛は 「私 が聞い た話 です が、才人 、禾 尺だ

けが盗賊 となってい る と思 ったのに、今 は賎民

や 商人が盗賊 にな っていて、盗 んだ ものをい ろ

んな所で売 ってい る。 そ してその党 は中外 に散

らばってい る」 と王に報告 した。

第4輯 、578頁

世 宗28(1446)年10月28日(壬 戌) 新白丁 判 中椹院事李 順蒙 は 「號 牌法 」につい て意 見 を

述べ た。

第4輯 、711頁

世 宗28(1446)年11月27日(辛 卯) 白丁 窃 盗 を3回 も起 こ した 白丁若 老 を絞 首刑 にす

る。

第4輯 、712頁

世 宗29(1447)年3,月21日(癸 未) 　靱

禾尺
白丁

議政府 で盗 みを禁 じさせ る方法 につい て王に報

告 した。王 は、村民 と白丁 はあち こちで盗んだ

ものを売 ってい るの で守令 は彼 らを捕 える よ う

に命令 した。

第5輯 、10頁

世 宗29(1447)年4月29日(庚 申) 白丁 逃 げた強盗犯 を捕 える ことが でき るよ うに手伝

った朴豆蘭 は、官 吏にな った。

第5輯 、17頁

世 宗30(1448)年4.月9日(甲 子) 才 白丁

禾 白丁

新 白丁

白丁

前 同知敦寧府 事の趙 費の上書。 白丁 に関す る対

策 を論 じた。

第5輯 、59頁

世 宗32(1450)年1.月15日(辛 卯) 白丁 白 丁 、 良 民 を 軍 ±(=兵 ±)と す る 。 第5輯 、156頁

文 宗 即 位(1450)年10.月10日(庚 辰) 白丁 前朝(高 麗)の 西北 の地方 の軍士数額 について

王 に報告 した。

亀州城 では 白丁 軍が125名 、 寧州城 では 白丁軍

が141名 で ある。

第6輯 、302頁

文 宗 即 位(1450)年10.月26日(丙 申) 白丁 右 正言、金教 給が原平教 導 の魏 明禮 を逓職 す る

こ とを上 申 した。

第6輯 、308頁

文 宗 即 位(1450)年11月8日(戊 申) 白丁 申叔 舟等 は、原 平教導 の魏 明禮 が免職 され るべ

きである と訴 えた。

第6輯 、315頁

文 宗1(1451)年1.月6日(丙 午) 両色白丁

才人

禾尺

各 種 の軍 事 の な かで武 才 と勇 気 の あ る者 を選

び 、報告す るよ うに命 じた。

第6輯 、342頁

文 宗1(1451)年4.月17日(乙 酉) 白丁 兵曹 は王に 申 し出た。各道 の節制使 に命 令 して、

螢 鎭属 ・船 軍 ・白丁 のなか で才力 の あ る者298

人 を 選ん で、防衛 を強化 す るこ とと、武科 出身

者 、内禁衛 出身者、別侍 衛、 甲士の再 品を論定

した。

第6輯 、377頁

文 宗1(1451)年4,月19日(丁 亥) 両色白丁

才人

禾尺

兵 士 と両色 白丁 を徴集 して狩 りを催す こ とを厳

しく禁 じる。

第6輯 、378頁
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文 宗1(1451)年6,月16日(癸 未) 両 色 白

丁
才人
禾尺

検討 官河緯地 が 申 し出た。 国家 は両色 白丁 と平

民 が雑処す る よ うに命令 した が、その後 患が心

配 であ る。 しか し、 白丁 と平 民は互い に婚 姻せ

ず 、 自ら区別 してい る。 も し、災難が起 き る時

には群れ で乱 を起 こす 可能性 があ るの で、平民

と白丁を婚姻 させ るべ きで ある と。

第6輯 、401頁

文 宗1(1451)年10.月17日(壬 午) 才人

新白丁

刑 曹参判安完 慶は、各道 の 囚の内、強盗犯 と殺

人犯 は約380名 に な り、その うち約380人 の な

かで才人、新 白丁が 半数 にあたるので 、王 に盗

賊 を捕 え る仕事 を分担す るこ とを要請 した。

第6輯 、446頁

端 宗 即 位(1452)年11.月1日(己 夫) 才人
禾尺

威 吉道 観 察 使 は王 に救荒 條 件 につ い て 申 し出

た。「飢鯉 に よ り人 々は必ず盗賊 とな る。それで

才人 と禾尺 の夜間 出入 を禁 じ、窃盗 を止 め るべ

きです」 と。

第6輯 、551頁

世 祖2(1456)年3.月28日(丁 酉) 白丁
禾尺

才人
　靱

集 賢殿 直堤学梁誠 之の上疏。梁誠之 は春 秋大射 、

五京 、蕃部樂 の設置 、冠 礼 の議行 、服色 、 白丁

を区分 して処理す る方法等 、24を 申し出た。そ

のなかには 「禾尺 ・祭神 ・犠 靱」 の記 載が ある。

第7輯 、121頁

世 祖2(1456)年8.月12日(己 酉) 白丁 議禁府 で官 軍に抵抗 した 白丁金 生石 らが した こ

とを調 べ ることを要請 した。

第7輯 、147頁

世 祖4(1458)年2.月8日(丁 酉) 白丁 白丁に牛馬 を密 か に屠 畜 させ た人を調査す るこ

とを王か ら許可 を得た。

第7輯 、251頁

世 祖4(1458)年12月11日(乙 丑) 新白丁 忠清 道堤川人 の朴孝行 善は10余 りの条 目を話

した。

第7輯 、304頁

世 祖5(1459)年4月22日(癸 酉) 才人
禾尺

兵 曹は、軍役 のない 才人 と禾尺 のなか で 「武術

に才能 を持 ってい る者 を選ぶ試 験」 を行 うこと

を王か ら許可 を得 た。

第7輯 、324頁

世 祖5(1459)年8月24日(癸 酉) 才人

白丁

申末 舟の上 申。 譲寧大 君の不正行 為、 才人、 白

丁 を密 か に連 れてい て勝 手 に狩 りに 出た ことな

どについて報告 した。

第7輯 、344頁

世 祖6(1460)年1,月16日(甲 午) 才 白丁 掌令 李f孫 の上疏。 第7輯 、363頁

世 祖8(1462)年1.月27日(壬 戌) 才人
禾尺

白丁

兵 曹は、 良賎 の身分 ・才人 ・禾 尺 ・白丁 身分 の

號牌 法につい て意 見を述べ た。

第7輯 、509頁

世 祖9(1463)年5月8日(丙 申) 才人

白丁

王 は、韓城府 が本来 の故郷 か ら離れて逃 亡 して

いて、京 中で盗賊 になった才人 ・白丁 を捕 えて

故郷 に帰す よ うに と、命令 を した。

第7輯 、574頁

世 祖10(1464)年8,月4日(乙 酉) 去骨匠 刑 曹は、牛馬 の屠畜す る者 を捕 え るこ とを命 じ

た

第7輯 、644頁

世 祖10(1464)年10.月2日(壬 午) 白丁 講武 を行 った。 ソンゴル メ(タ カの一種)を 献

上す る よ うに命 じた。

第7輯 、655頁

世 祖11(1465)年5,月25日(辛 未) 白丁 盗賊 を捕 える方法 にっいて議案 を立て た。 第7輯 、687頁

世 祖11(1465)年12.月28日(辛 丑) 白丁 刑 曹は陽智 県監南芝 が 白丁銀 同 と黄 巨を誤 って

殺 して しま った と報 告 した。王は南芝 に 「秋90

と徒 二年半(罰 の一種)」 を与 えた。

第7輯 、717頁

世 祖12(1466)年1,月21日(甲 子) 才人

白丁

兵 曹は観察使 に 「狩 りに行 く ときに は才人、 白

丁 、騙軍選ぶ ことを多少 避 けて、水陸諸將 で集

まって狩 りをす る こと」 を命令 した。

第8輯 、4頁

世 祖12(1466)年5,月13日(癸 未) 白丁 礼 山 白丁趙元 界の報告 に よ り、王は忠清道 敬差

官金 灌 に 「洪 州出身 の李 毎 邑同を捕 えて尋問す

るよ うに」 と命令 した。

第8輯 、22頁

世 祖13(1467)年1.月4日(辛 未) 白丁

禾尺
去骨匠

農牛 の屠畜禁 止法 に関す る上疏。 白丁 ・禾 尺 ・

去骨 匠は屠畜業 を してい る。

第8輯 、56頁

世 祖13(1467)年7.月1日(甲 子) 白丁 諸道 の節度使 に李施愛 の征伐 のため、 弓に秀で

た白丁を選ぶ こ とを命令 した。

第8輯 、92頁

世 祖14(1468)年1.月16日(丁 丑) 白丁 掌苑 署別監金 好 山 らは正式 の兵 ±で ある ことを

報告 した。そ のなかには 「白丁 」の記 載が ある。

第8輯 、156頁

世 祖14(1468)年2.月26日(丁 巳) 白丁 義禁 府は命令 した。河川 の郡守 金 自省 らは 白丁

申哲 山 を無理 や りに強 盗犯 と してみて尋 問 した

ので、金 自省 を尋問 し、そ の内容 を報告 しな さ

い と。

第8輯 、156頁

世 祖14(1468)年3.月3日(癸 亥) 白丁 王 は承政院 に命 令 し、承 政院 は慶畿道観 察使 に

囚人の六人 を、また忠清 道観察使 に公州 囚人 の

白丁佛 丹 ら六 人 を京 に押 送 す る こ と を命 令 し

第8輯 、167頁
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た 。

世 祖14(1468)年3.月7日(丁 卯) 白丁 義禁府 は王 に報告 した。 「前海美県 監李季禧 は、

盗賊 を捕 える時に 白丁延 壽 を殺 して しまった の

で、その罪 は杁100に あ たる」 と。

第8輯 、169頁

世 祖14(1468)年4,月2日(辛 酉) 才人
白丁

王 は文科 の策 問 を慶会櫻(池 の名 前)の 周 辺で

策 問を行った。「現在 の盗賊 の十中八九 が才人 と

白丁で ある。 盗賊 を減 らす のに ど うすれ ば、い

いのか?」 と。

第8輯 、176頁

世 祖14(1468)年5.月7日(丙 寅) 才 白丁 王 は11日 、洪福 山に狩 りに行 くために、承 政院

に命令 を した。京畿、広州、抱川 、積城 、長濡 、

披州 、高 陽、陽川、果川 、衿川 、陽根 、龍 仁、

富平、金浦 、通津、永 平、漣川 等の 邑の才 白丁

を徴集 しな さい と。

第8輯 、183頁

世 祖14(1468)年8月14日(辛 丑) 白丁 崔瀬 元 と安孝 禮は禅 について是 非を 固執 した。

崔a元 は安孝 禮に 「あなた は白丁の孫 であ る」

とい うと、安孝 禮 は 「私が 白丁 の孫だ とい うと

あなたは私 の息子で ある」 と言 った。言 う言葉

がす べて この よ うな類 で あ り、お互い に悪 口を

言 いなが ら怒 ってい る。 そ してお互い に言 い渋

るこ とを恐れ てい なかった。 それで梁誠 之が王

の前 で安孝禮 の罪 を弾劾 した が王は罰 を下 さら

なかった。

第8輯 、207頁

容 宗1(1469)年1,月17日(壬 申) 白丁 兼 司僕韓奉連 は、「楊 州 と富平 で盗賊が群れ をつ

くってい る」と聞 き、捕 えてみ る と白丁崔海等 、

9人 だった。

第8輯 、319頁

容 宗1(1469)年6.月29日(辛 巳) 楊水尺
才人
白丁

曹判 書梁誠之 は王に 申 し出た。その なかには 「白

丁 」の記載が ある。

第8輯 、393頁

容 宗1(1469)年11.月1日(辛 未) 白丁 慶 尚右道節度使 李克均 が智異 山に盗賊 が乱舞 し

ている ことを報告 した。

第8輯 、427頁

成 宗1(1470)年1.月28日(丁 未) 才人
白丁

江原 道観察使 茜承錫 が退 職す る と、大王 大妃が

崇 文堂で江原 道観察使 を引見 した。茜承 錫は才

人 、白丁 が集 まって住 んでい るこ とを報 告 した。

第8輯 、461頁

成 宗1(1470)年2.月8日(丁 巳) 才 白丁 才 白丁が集 まって住 んでい る と、盗み心 を起 こ

して しま うので、そ の よ うなこ とは平民 に被害

を与え るこ とにな る。 そ こで 、本 来の故郷 に行

かせ て集 まっ て住 む こ とを禁 じる命 令 を 出 し

た。

第8輯 、464頁

成 宗1(1470)年2,月30日(己 卯) 白丁

才 白丁

兵曹 は、王 に報 告 した。「田丁 、雇 士、才 白丁及

び諸 色匠人 らの保(奉 足)は 作 らない方が いい」

と。

第8輯 、473頁

成 宗1(1470)年3,月10日(己 丑) 白丁女 刑曹 は王に報告 した。「囚人 の人の善 山私 奴石今

が白丁の娘 の春伊 を姦通 した」 と。

第8輯 、479頁

成 宗1(1470)年5,月26日(癸 卯) 白丁 申叔 舟 ・韓 明檜 ・具致 寛 ・崔恒 ・曹錫 ・歩 子雲

らは、張永奇 を捕 えた時、功績 を挙 げた125人

の褒 賞 につ いて議論 し、僧 侶 、 白丁、私 賎は綿

布15匹 を支 給す るこ とを決 めた。

第8輯 、503頁

成 宗1(1470)年6.月6日(癸 丑) 白丁女 刑 曹は王に報告 した。「夫 を殺 した 白丁 の娘の甘

物 、盗み を した莫 同を陵遅処斬(大 逆罪 を犯 し

た罪 人に与 える極刑)に あたる」 と。

第8輯 、507頁

成 宗1(1470)年7.月5日(辛 巳) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「囚人 の新 寧 白丁石 乙萬 は

強盗 をはた らいた罪 で、斬 不待時 にあた る」と。

第8輯 、513頁

成 宗1(1470)年7.月14日(庚 寅) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「囚人 の南原 白丁小n山 、

大n山 、者斤 石伊 は強 盗 をはた らいた罪 で、斬

刑 にあた る」 と。

第8輯 、517頁

成 宗1(1470)年7.月22日(戊 戌) 白丁 兵曹 は王に報告 した。「典獄 の囚人の 白丁春才、

永夫 、吉 同、春 乙、 乙中は強盗 をはた らいた罪

で、斬刑 にあたる」 と。

第8輯 、518頁

成 宗1(1470)年8,月3日(戊 申) 白丁

白丁女

議禁府 は全羅 道観察使 の啓本 に よ り王 に報 告 し

た。「求禮県に住 んでい る白丁 朴石老 は人 々を混

乱 させ た罪で杁 が100、 徒 が3年 に相 当す る」

と。

第8輯 、521頁

成 宗2(1471)年2.月11日(甲 寅) 白丁 刑 曹は王に報告 した。「萬頃 の囚人の 白丁北間が

人 を殺 した ので、死刑 にあた る」 と。

第8輯 、555頁

成 宗2(1471)年2.月18日(辛 酉) 才人
白丁

王 は院相 たち と盗賊 を捕 える対 策につ いて議論

した。

第8輯 、555頁
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成 宗2(1471)年4,月30日(壬 申) 白丁 刑 曹 は王 に報 告 した。 「良人 李銀 山、 白丁 申莫

金 、李石 山等 は人 の馬 と衣服 を盗んだ罪 で斬不

待 時にあた る」 と。

第8輯 、568頁

成 宗2(1471)年7,月12日(癸 未) 白丁 議禁府 は 白丁延 壽及び 李石他 乃 と朴若雲 等 を逮

捕 した。王 が韓明漕 に命 じて尋 問 し、義禁 府 に

下獄 させた。

第8輯 、588頁

成 宗2(1471)年7.月16日(丁 亥) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「興海 の囚人の 白丁朴吾 乙

は牛 を屠畜 した罪 で絞待時 にあた る」 と。

第8輯 、589頁

成 宗2(1471)年7月21日(壬 辰) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「昌寧 の囚人の 白丁成丹 は

牛 を盗んだ罪 で絞待 時 にあた る」 と。

第8輯 、589頁

成 宗2(1471)年7.月25日(丙 申) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「白丁延 壽は乱言 の罪で斬

不待 時に あたる」 と。

第8輯 、589頁

成 宗2(1471)年8.月27日(丁 卯) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「鴻 山の囚人の 白丁朴今 同

は牛 を奪った罪 で斬 不待時 にあた る」 と。

第8輯 、594頁

成 宗2(1471)年 閏9.月3日(壬 辰) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「金堤 の囚人の 白丁李 牛知

は強盗をはた らいた罪で斬不 待時 にあた る」と。

第8輯 、589頁

成 宗2(1471)年 閏9.月27日(丙 寅) 白丁 刑 曹は王に報告 した。「居 昌の囚人の 白丁趙仇 徳

は牛 を盗んだ罪 で斬 不待時 にあた る」 と。

第8輯 、603頁

成 宗2(1471)年11,月7日(乙 巳) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「開城府 の囚人 の 白丁崔 白

伊 、 金守 丁 、崔 イ乃火 は 強盗 罪 で絞 待 時 に あた

る」 と。

第8輯 、608頁

成 宗2(1471)年11.月15日(癸 丑) 才人
白丁

御経 錘。講す る ことが終わ った ら、領事鄭 麟趾

は王に報告 した。「都城 の周辺 と螢穀の ある所 で

は盗 賊が群(党)を 成 してい るので、皆捕 えて

退治 させ るべ きであ る」 と訴 えた。

知事 姜希孟 は王 に報 告 した。「盗賊 となった者 は

皆 才人 と白丁であ るので、才人 と白丁 を集 め、

移動 させ るべ きであ る」 と訴 えた。

王 は言った。 「盗賊 も私 の赤子(=民)で ある。

飢寒 で生活が厳 しかっただ ろ う」 と。

第8輯 、611頁

成 宗3(1472)年1.月5日(壬 寅) 才 白丁 漢城府 で五部 坊里、盗賊 を禁 じる条 目を王に報

告 した。「一、外方 に住んで いる才 白丁 は党を作

って密 か に往 来 して いるので 、京 城 に入 って く

る者 は直 ちに告発 し、刑 曹か ら推鞠(義 禁府 が特

別 に王の命令 によ り、罪 人を尋問す る こと)す る

よ うに」 と訴 えた。

第8輯 、622頁

成 宗3(1472)年1.月30日(丁 卯) 才人

白丁

刑 曹は傳 旨 して言 った。 諸道諸 邑の才人 と白丁

と行 乞 している者 は、何 人 か集 まって 、仕 事せ

ず遊 んだ り、盗んだ りして生活 を して いる と。

彼 らに 「群(党)で 行 乞す るこ と」 を禁 じると

王 は命 令 した。

第8輯 、629頁

成 宗3(1472)年2.月1日(戊 辰) 才 白丁 兵 曹は、下 三道の うち軍 を減 らす計画 を王 に訴

えた。 王は これ に従った。

第8輯 、629頁

成 宗3(1472)年2.月5日(壬 申) 白丁 刑 曹は、 囚人 の 白丁李 山等 は金 貴 山の家 の財産

を盗 んだ罪で斬待 時 と した。

第8輯 、634頁

成 宗3(1472)年2.月9日(丙 子) 白丁 刑 曹は、康津 の囚人 の 白丁毎 邑金等の 四人は牛

を盗 んだので絞待 時 と した。

第8輯 、636頁

成 宗3(1472)年5月22日(戊 午) 白丁 刑 曹は、沃溝 の囚人 の 白丁朴沙汝 只 と洪 亡連 を

強盗 罪で斬不待 時 とした。

第8輯 、658頁

成 宗3(1472)年6.月1日(丙 寅) 白丁 刑 曹は、泰仁 の囚人 の 白丁李得 戒 を殺人罪 で斬

刑不待 時 と した。

第8輯 、662頁

成 宗3(1472)年6.月7日(壬 申) 白丁 刑 曹は、金演 の囚人 の 白丁金今 山 を牛 と馬 を盗

んだ罪で斬刑待 時 した。

第8輯 、664頁

成 宗3(1472)年6.月12日(丁 丑) 白丁 刑 曹は、楊州 の 白丁水 光が群(=党)で 金 孝南

の家 の もの を盗 んだ こ とで斬刑 不待 時 とした。

第8輯 、665頁

成 宗3(1472)年10.月8日(辛 未) 才人

白丁

才 白丁

院木 目申叔舟 ・サ 子雲は 、王 に報告 した。「強盗

犯 にな る者 は皆才人 と白丁 なので、盗賊 を減 ら

す ため には才人 と白丁 を平民 と居住 させ るべ き

である」 と意見 を述べた。

第8輯 、689頁

成 宗3(1472)年10,月8日(辛 未) 白丁 刑 曹は 「白丁韓同 ・末 同 ・趙元 の明火強 盗(=

明火賊 。盗賊 で火 を持 って行動 した。)の 罪で斬

刑不待 時に あたる」 と報告 した。

第8輯 、689頁

成 宗3(1472)年10,月25日(戊 子) 白丁 義禁府 は王 に報告 した。 「趙石 サ ・成 己は冠岳

山に集 ま って官軍 に敵 対 した こ とに よ り、そ の

罪 は斬刑 不待 にあた る」 と。

第8輯 、692頁
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成 宗3(1472)年10月29日(壬 辰) 才 白丁 刑 曹 は王 に報 告 した。 「成安 の 囚人 の良人金 龍

與 、才 白丁梁 莫生、 良衣 萬 らは、盗み を働 い た

ので斬刑 にあたる」 と。

第8輯 、692頁

成 宗3(1472)年11,月13日(乙 巳) 白丁 刑 曹は王 に報 告 した。振 威 の白丁黄莫 同 と白丁

全介 叱同 らは、強盗罪 で斬刑不待 時 とした こと

を述 べた。

第8輯 、695頁

成 宗3(1472)年12.月19日(辛 巳) 白丁 刑 曹 は王 に報 告 した。 「典獄 の囚人 の の 白丁 莫

松 、洪州 の囚人のの崔 山 らは強盗を はた らいた

ので、斬不待時 にあた る」 と述 べた。

第8輯 、699頁

成 宗4(1473)年4.月12日(壬 申) 才人

白丁

戸曹 は、王 に報告 した。「才人 ・白丁の なかで流

浪 した り、逃 亡 した りす る場合 には、故郷 に行

かせ ねば な らないが 、落 ち着 いて定着 しなが ら

生 業が安定 してい る者 は、そ のまま生活 がで き

るよ うにす る条令が ある。 しか し、京外 官吏 が

この条令 があるに もかかわ らず 、条令通 りに行

わなれな かった。 これ か らは、条令 を厳 しく守

るよ うに し、「才人 、白丁が安 心 して仕事 につ く

状況 」 を考 えな けれ ばな らない と、王 に意 見 を

述べ た。

第9輯 、17頁

成 宗4(1473)年4月24日(甲 申) 白丁 刑曹 は王に報告 した。「広州 の囚人の 白丁朴 末 中

は、強盗 をはた らいた ので、斬不待 時に あた る」

と述 べた。

第9輯 、19頁

成 宗4(1473)年4月29日(己 丑) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「洒川 囚人の 白丁金 山が

良女 で あ る由 里 を姦 通 した 罪 は絞 待 時 に あた

る」 と述べ た。

第9輯 、21頁

成 宗4(1473)年5.月8日(戊 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「新 寧の囚人 の 白丁劉 亡、

千與 鑓の三人 は党 を結成 、崔宗右 の牛一 匹 と雑

物 を盗んだ ので、絞待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、23頁

成 宗4(1473)年5.月22日(壬 子) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「囚人 の趙永賛 は、泰貴

生 の豚 を盗 んだ罪で斬 不待時 にあた る」 と述べ

た。

第9輯 、24頁

成 宗4(1473)年7.月18日(丁 未) 白丁 義禁府 は、王 に報告 した。「囚人の 白丁 白山(現

在逃 亡中)、 尚佐 、検同 らは通 行人 を脅迫 し、強

盗 をはた らいた罪 は律 に よって斬不待 時に あた

る」 と述べた。

第9輯 、39頁

成 宗4(1473)年7.月19日(戊 申) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。 「囚人 の白丁趙莫 同は、

死 亡 した趙 永 萬 と一 緒 に強 盗 を はた らい たの

で、斬 不待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、39頁

成 宗4(1473)年7月26日(乙 卯) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「水原 の囚人の 白丁李勿

才 と李之里 は冠岳 山に住 んで いたが、 そ こで官

軍 と敵対 した。彼 らの罪 は、斬不待 時に あた る」

と述 べた。

第9輯 、42頁

成 宗4(1473)年7.月28日(丁 巳) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「典獄 の囚人の 白丁金仲

は、内隠 山 ・介叱知 と一緒 に牧 場の馬 を盗んだ

罪 で、その首魁 は絞 待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、43頁

成 宗4(1473)年8.月8日(丁 卯) 白丁 刑 曹は、王 に報告 した。 利川 の囚人の 白丁金 自

己は窃盗罪で絞待 時に あた る」 と述べ た。

第9輯 、51頁

成 宗4(1473)年8.月9日(戌 辰) 白丁
才人

領事 韓明漕 、曹錫文 、左 承 旨申瀞 は、徒 民(居

住 地を移動 させたが逃 亡 して しまった民)し て

いる醜 泉の 白丁魯 大山 につ いて議 論 した。

第9輯 、61頁

成 宗4(1473)年8.月21日(庚 辰) 才人

白丁

刑 曹の報告書。 居住地 か ら逃 亡 した才人 、 白丁

は逮 捕、斬刑 とな るが、やむ を得ず地元 を出 る

場合 は行状(旅 行証 明書)を 発 給す るこ とを決

めた。

第9輯 、55頁

成 宗4(1473)年9月23日(辛 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「松禾の囚人 の 白丁趙栗 、

李泰 田は強盗罪 で斬 不待時 にあた る」と述べ た。

第9輯 、61頁

成 宗4(1473)年10,月17日(乙 亥) 白丁 義禁府 は、王 に報告 した。「白丁得 山、甘丁 は金

庭 中の家 のもの を盗み 、火 をつ けたの で斬 不待

時にあた る」 と述 べた。

第9輯 、67頁

成 宗4(1473)年11,月22日(己 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「威安 の囚人の 白丁 白哲

は莫 山 ら三人 と一緒 に牛馬 を盗 んだ。三 人以上

の群 をな し、盗み を働 いた場合 、頭 目は絞 待時

にあたる」 と述 べた。

第9輯 、74頁

成 宗4(1473)年12.月18日(甲 戌) 才人
白丁

兵 曹は王 に報 告 した。 才人、 白丁の なかで生業

のある者は、「保(正 軍 を手伝 う補助者。正 軍が

出役 した場合 その人 の家の こ とを手伝 う人。奉

第9輯 、79頁
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足 または軍保 ともい う。)を っ くる」こ とを決 め

た。 才人 の数 は平民 の三分 の一 、四分 の一で あ

る。

成 宗5(1474)年2月7日(壬 戌) 去骨匠 金 質は、経莚(国 政 に参与す る協議会)で 意 見 を

述 べた。京 内で牛 を屠 畜 を禁止 す るこ とを王 に

訴 えた。

第9輯 、90頁

成 宗5(1474)年4.月8日(壬 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「平壌 の囚人の 良人 と白

丁桂 同は、家 に火 をつ けて、牛馬 ・衣服 を盗ん

だので、斬不待 時にあた る」 と述べた。

第9輯 、100頁

成 宗5(1474)年 閏6.月10日(癸 巳) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「囚人 の良人金 仲山、白

丁 黄千金 は、家に火 をつ けて 、盗み を働 いた の

で、斬 不待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、117頁

成 宗5(1474)年 閏6月17日(庚 子) 去骨匠 洪允 成 らは、牛の屠畜 を禁止す る ことを王に訴

えた。

第9輯 、119頁

成 宗5(1474)年 閏6.月19日(壬 寅) 白丁 刑 曹は、王 に報 告 した。「囚人 の 白丁趙介 叱同萬

頃 らは、通行 人 を脅迫 して馬 ・衣服 を盗 んだ の

で、斬不待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、122頁

成 宗5(1474)年9.月9日(辛 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「窃盗 犯であ った新 昌 白

丁 申石山、窃盗 を2回 起 こ したので、絞待 時 に

あたる」 と。

第9輯 、144頁

成 宗5(1474)年10,月5日(丁 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「羅州 囚人の 白丁朴者 古

未 らは李 山の馬 を盗 ん だ ので 斬不 待 時 に あた

る」 と述べた。

第9輯 、515頁

成 宗5(1474)年11,月14日(乙 丑) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。 「大興 の囚人の僧侶 は、

逃 亡中の 白丁金升老 らとともに通行人 と僧 侶二

人 を殺 害、衣服 、馬、ものを盗ん だ。その罪 は、

斬不待 時に あたる」 と述べ た。

第9輯 、166頁

成 宗5(1474)年12.月6日(丁 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「龍 仁の囚人 の趙 春 同は、

石 乙同 らの8人 とともに馬 と物 を盗ん だので斬

不待 時にあた る」と述べ た。石 乙同は死亡 した。

第9輯 、171頁

成 宗5(1474)年12.月7日(戊 子) 去骨匠 李 亨元 らは、家で牛 を屠畜 した者 に は罰 を与 え

るべ きであ ると王に意見 を述 べた。

第9輯 、171頁

成 宗5(1474)年12月8日(己 丑) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「長興 の囚人の 白丁姜仲

老 、金三 、南 仲達 は、朴莫 同の家を燃や し、衣

服 ・物 を盗 んだ。そ の罪 は、律 に よって、斬不

待 時にあた る」 と述 べた。

第9輯 、171頁

成 宗6(1475)年1,月5日(乙 卯) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「陰城 の囚人の 白丁許 豆

音 は、窃盗 を2回 起 こしたので、絞待 時にあた

る」 と述べた。

第9輯 、177頁

成 宗6(1475)年2月29日(戊 申) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「全州 の囚人の 白丁小高

山は、強盗罪 で斬 不待時 にあた る」 と述 べた。

第9輯 、205頁

成 宗6(1475)年3,月19日(戊 辰) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「水原 の囚人の 白丁金 仇

京 、龍仁 白丁仁 守 は、通行人 に対 し強盗 を働 い

た。 その罪 は斬不待 時 にあたる」 と述べ た。

第9輯 、210頁

成 宗6(1475)年4,月8日(丙 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「尚州 の囚人の 白丁金 完

山は、窃盗 を2回 起 こしたので、絞待 時にあた

る」 と述べた。

第9輯 、213頁

成 宗6(1475)年4.月12日(庚 寅) 才人
白丁

兵 曹は王に報告 した。「才人 、白丁に軍伍 の編 入

の希 望者 がいれば、編入 をさせ る よ う。 そ して

産 業のない者 には閑 田を支給 し、農桑 を勧 め、

才人 ・白丁 と呼ぶ こ とを禁 じる。 そ して一般民

と一緒 に住 みなが ら、互い に婚姻 す るよ うに観

察使 に命 令 をご下賜 くだ さい」 と述べ た。

第9輯 、214頁

成 宗6(1475)年4月13日(辛 卯)① 白丁 刑曹 は王に報告 した。「白丁金 得界の徒民 なの に

逃 亡 した罪 で斬待時 にあた る」 と述べ た。 王 は

刑 を減 じた。

第9輯 、214頁

成 宗6(1475)年4月13日(辛 卯)② 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「羅州の 白丁朴介 叱 同は、

強盗 をは た らいたの で、斬不待 時に あたる」 と

述べ た。

第9輯 、214頁

成 宗6(1475)年4.月22日(庚 子) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「益 山の囚人の 白丁朴衆

伊 は、強盗罪で 、斬不待 時 にあたる」と述べ た。

第9輯 、216頁

成 宗6(1475)年5.月8日(丙 辰) 白丁 刑 曹は、王 に報 告 した。「平壌 の囚人の 白丁李石

老 らは、窃盗 を二度起 こした ので、絞待 時に あ

たる」 と述べ た。

第9輯 、221頁

成 宗6(1475)年6.月22日(己 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「鎭零 の囚人の 白丁石 乙 第9輯 、236頁
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知 らは、強盗罪 で斬不待 時にあた る」と述べ た。

成 宗6(1475)年9.月10日(丙 辰) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「平壌 の囚人の 白丁鄭 叱

同 らは、窃盗 を三回 もはた らいたので 、絞 待時

にあたる」 と述 べた。

第9輯 、259頁

成 宗6(1475)年9月21日(丁 卯) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「古阜 の囚人の 白丁姜莫

同 らは、強盗罪 で斬不待 時にあた る」と述べ た。

第9輯 、272頁

成 宗6(1475)年10,月27日(癸 卯) 白丁 経莚 を行 った。 そ のなか には 「白丁」 の記 載が

ある。

第9輯 、272頁

成 宗6(1475)年11,月2日(丁 未) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「典獄 の囚人の 白丁李北

問 らは、強盗 をはた らいた。 その罪 は斬 不待時

にあたる」 と述べ た。

第9輯 、284頁

成 宗6(1475)年11,月7日(壬 子) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「振威 の囚人の 白丁趙 玉

連 は、窃盗 を二回 はた らいた ので、締刑 にあた

る」 と述べた。

第9輯 、285頁

成 宗6(1475)年11.月14日(己 未) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「典獄 の囚人の 白丁の張

命 三は、窃盗 を三回 はた らい たので、絞待 時 に

あたる」 と述べ た。

第9輯 、286頁

成 宗6(1475)年11.月19日(甲 子) 白丁 刑 曹は、王 に報 告 した。「振威 の囚人の 白丁趙 玉

連 は、窃盗 を三回 はた らいた ので、締待 時に あ

たる」 と述べ た。

第9輯 、287頁

成 宗7(1476)年7.月13日(甲 寅) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「谷城 の囚人の 白丁趙 末

生 は、窃盗 を三回 はた らいた ので、絞待 時に あ

たる」 と述べ た。

第9輯 、358頁

成 宗7(1476)年7.月18日(己 未) 才 白丁 王 は諸道 の観 察使 に 「同化政策 の失敗 の原 因 を

み る と、守領 の職務怠慢 で 同化 政策 に従 わなか

った。それ で良民た ちが被害 を受けて いる」 と

い う文書 を送 った。

第9輯 、539頁

成 宗7(1476)年10,月7日(丁 丑) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「典獄 囚人の 白丁金 豆多

非 は、強盗犯 なので 、斬 不待 時にあた る」 と述
べ た。

第9輯 、384頁

成 宗8(1477)年1月11日(庚 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「強盗 犯であ る白丁巨干

未 と良人黄凡伊 は、律 に よって、斬不待 時に あ

たる」 と述べ た。

第9輯 、408頁

成 宗8(1477)年6.月8日(癸 卯) 白丁 刑 曹は、王 に報 告 した。「窃盗 犯であ る白丁朴永

は、再び盗 みを した ので、絞待 時に あたる」 と

述べ た。

第9輯 、463頁

成 宗8(1477)年9.月12日(丙 子) 白丁 禮 曹は、親孝 行 した清州 の 白丁金石鳳兄弟 に施

門復 戸を した。

第9輯 、463頁

成 宗9(1478)年6.月21日(辛 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「殺人 犯であ る富寧 白丁

張仇 知は、絞待 時にあた る」 と述べた。

第9輯 、618頁

成 宗10(1479)年5.月18日(癸 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「僧侶 を脅迫 して衣服 を

強 奪 した綾城 の 白丁朴 夫奇 は、斬 不待 時にあた

る」 と述べた。

第10輯 、16頁

成 宗10(1479)年6.月22日(丁 未) 白丁 刑 曹は、王 に報 告 した。「通行 人を殺 して衣服 を

掠 奪 した京 畿陰竹縣 の囚人 の白丁辺義存 らは、

斬不待 時に あたる」 と述べ た。

第10輯 、30頁

成 宗10(1479)年7.月3日(丁 巳) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「窃盗 を二回 はた らいた

昌原 の囚人 の 白丁仲伊 は、絞待 時に あたる」 と

述べ た。

第10輯 、31頁

成 宗10(1479)年7,月12日(丙 寅) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「人 に火 をつ けた強盗犯

であ る全州 の囚人の 白丁石 乙知 らは、斬 不待時

にあたる」 と述べ た。

第10輯 、33頁

成 宗10(1479)年10.月27日(己 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「人 に火 をつ けて物 を盗

んだ光州 の囚人の 白丁 白春 は、斬 不待 時にあた

る」 と述べた。

第10輯 、64頁

成 宗11(1480)年3,月20日(庚 子) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「公州 の囚人の 白丁金 元

山 らは、強妊 し、人 に火 をつ けた。全州 の囚人

の 白丁石 乙知 らは、強 盗 をはた らいた。 その二

人 は斬 不待時 にあた る」 と述 べた。

第10輯 、116

頁

成 宗11(1480)年4.月12日(壬 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「通行 人 を脅迫 し、衣 服

と品 物 を奪 っ た春 川 の 囚人 の 白丁 金 介 叱 同 ら

は、斬不待時 にあた る」 と述 べた。

第10輯 、119

頁

成 宗11(1480)年12月6日(辛 亥) 白丁女 刑曹 は、王 に報 告 した。「全家族 を定着 させ た 白

丁趙 石京外5人 と入居 させ た 白丁黄 豆羅外18

人 の囚人 を放 った。

第10輯 、177

頁
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成 宗12(1481)年10.月22日(癸 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「長興 の囚人の張致 雲 ら

は、明火賊(盗 賊 の一種)で ある。 その罪(重 罪)

は斬 不待時 にあたる」 と述べ た。

第10輯 、269

頁

成 宗13(1482)年1,月17日(丙 戌) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「衣服 と品物 を掠 奪 した

陰城 の囚人 の 白丁斐毎 邑吐 らは斬 不待 時にあた

る」 と述べた。

第10輯 、290

頁

成 宗13(1482)年4.月11日(己 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「酒 を飲 んで 白丁 を殺 し

た長 興の 囚人 の朴番 山は、斬待 時に あたる」 と

述べ た。

第10輯 、318

頁

成 宗13(1482)年5.月4日(壬 申) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「お寺 に火 をつ けて物 を

盗 んだ囚人 の量刑 を決 めた」 と述べた。

第10輯 、331

頁

成 宗13(1482)年11.月3日(丁 酉) 才人
白丁

全羅 道観察使 李克激 に土豪 の幣につい て王の文

書。その なかには 「才人 ・白丁」の記載 が ある。

第10輯 、405

頁

成 宗13(1482)年12.月12日(丙 子) 白丁 都承 旨盧公弼 は、刑曹 の啓本 を参考 に して王 に

報告 した。そ のなかには 「白丁 」の記 載が ある。

第10輯 、417

頁

成 宗14(1483)年1.月6日(己 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「粛川 の囚人の 白丁小斤

山黄順 山は、衣服 と品物 を盗 んだ。そ の罪 は斬

不待 時にあた る」 と述べた。

第10輯 、426

頁

成 宗14(1483)年3.月8日(庚 子) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「他人 の家に火 をつけて

物 を盗ん だ長 淵の 囚人 の 白丁黄順 山は、斬 不待

時にあた る」 と述 べた。

第10輯 、438

頁

成 宗15(1484)年11月20日(癸 卯) 才人 刑曹 は、王 に報 告 した。「不法 で牛 を屠畜 してい

る士大夫 の下人がい る。 逮捕 のため、 その士大

夫 の家を取 り調 べるべ きだ」 と訴 えた。

第10輯 、641

頁

成 宗16(1485)年7,月23日(辛 未) 白丁 鄭 誠謹 は、刑 曹 の啓本 をもっ て王 に報告 した。

「江 華 囚人 の 白丁 李 賛 が強 盗 を はた らい たの

で、その罪 は斬 不待 時 にあた る」 と述べ た。

第11輯 、44頁

成 宗16(1485)年10.月22日(己 亥) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「通津 の囚人の 白丁者 火

同は、律 によって、斬 不待時 にあた る」 と述べ

た。

第11輯 、64頁

白丁 刑曹 は、王 に報告 した。 「清州 の白丁金大衆 は、

徒 党を作 って強盗 を働 いた。 その罪 は斬 不待時

にあたる」 と述 べた。

第11輯 、87頁

成 宗17(1486)年3.月8日(癸 丑) 白丁 司憲府大 司憲 李境全等 、司諌 院大司諌韓堰 等 の

上疏(奏 書)。

第10輯 、438

頁

成 宗17(1486)年5.月7日(辛 亥) 白丁 刑 曹は、王 に報告 した。 南平 の囚人の 白丁梁今

音 山は、逃 亡中に強盗 を働 い たので、 その罪 は

斬不待 時に あたる」 と述べ た。

第11輯 、106

頁

成 宗18(1487)年1.月9日(庚 戌) 白丁 右 副承 旨栄瑛 は、刑曹 が報告 した文 を参 考に し

て、王に報告 した。「梁 山の囚人の 白丁金 連 らは、

強盗 をは らたいた。 その罪 は、斬 不待 時にあた

る」 と述べた。

第11輯 、174

頁

成 宗19(1488)年11.月11日(庚 午) 白丁 慶 尚道観察使 成叔 は、 白丁 の婚姻 状況や公 私賎

が逃 亡 してい る状 況等 につ いて王 に報告 した。

第11輯 、399

頁

成 宗20(1489)年9.月26日(辛 巳) 才人
白丁

刑 曹判 書鄭イ舌らは、王 に申 し出た。「ほ とん どの

才人 ・白丁 は、盗み をはた らいてい るので、彼

らを区別す るべきで ある。才人 ・白丁皆集 め、

本居 住地 か ら移 動 させ るべ きであ る」 と意 見 を

述べ た。

王 は 「才人 と白丁 は、京 都 のなかで住む ことが

できない とい う法が あるので 、 この こ とを調査

して報告す るよ うに」 と命令 した。

第11輯 、519

頁

成 宗20(1489)年10月2日(丙 戌) 才白丁將 王 は、猪 を追 撃 して離脱 し しまった才 白丁將金

瑞衡 に杖九十 の罰 をあた えた。

第11輯 、521

頁

成 宗20(1489)年10月15日(己 亥) 才 白丁 王 は、承政院 に次の よ うに話 した。「刑曹 の報 告

には、京城 のなかで住 んでい る才 白丁 か ら盗賊

が発 生す る とあ るが 、才 白丁 も百姓(民 衆)な

ので、盗賊 は皆彼 らか ら発生す る とい うことは

間違 ってい る。 平民 も盗んだ りしてい るので、

才白丁だ けが盗賊 ではない」 と述べた。

第11輯 、526

頁

成 宗20(1489)年11.月14日(戊 辰) 才 白丁 イ舌は王 に才 白丁 を同化 させ る方 法につ いて 申 し

出た。

第11輯 、539

頁

成 宗20(1489)年12.月9日(壬 辰) 才 白丁 大 司諌 李枠 は、「才人 ・白丁 の区別せず 、良民 と
一緒 にす るこ とに よって盗賊 は

、な くなる と思

う」 と王に 申 し出た。

第11輯 、551

頁
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成 宗21(1490)年1,月24日(丁 丑) 才 白丁 前 掌樂院林重 は、布螢使 從事官 の ときに感 じた

こ とを上書 した。

第11輯 、567

頁

成 宗21(1490)年4,月7日(己 丑) 才 白丁 【牛 の屠畜禁止法 】

王 は、盗賊 が増 えて い くことで 「才 白丁 た ちを

区別 しない よ うに」 と述 べた。 しか し都城 の な

かで散 らばって住ん でい る才白丁た ちはまた屠

畜 を行 っているので 、彼 らの 「牛の屠畜 」 を禁

じる させ るべ きであ ると述べ 、「牛 の屠畜禁止 」

を命 じた。

第11輯 、583

頁

成 宗21(1490)年7,月7日(丁 巳) 白丁 刑曹 は、王 に報 告 した。「江 陵の囚人の 白丁緑 山

は、人 を殺 した罪で斬待 時にあた る」と述べ た。

第11輯 、611

頁

成 宗21(1490)年7.月11日(辛 酉) 白丁女 南原 水軍朴検 山 白丁 の娘は、緑 只を殺 した罪で

斬待 時にな ると報 告 した。

第11輯 、614

頁

成 宗21(1490)年7.月26日(丙 子) 白丁 王 は、鄭文燗外10名 に官職 を与 えた。

そのなかに は 「白丁」の記載 があ る。

第11輯 、624

頁

成 宗21(1490)年9.月24日(癸 酉) 白丁 刑 曹は、利川 白丁牛 叱同 らが 強盗を働 いた罪で

斬不待 時 となる と王に報告 した。

第11輯 、643

頁

成 宗22(1491)年4月23日(戊 辰) 才人
白丁

才人と白丁の軍丁の補充を頼んだ行愈知中椹府
事金永濡の上言書

第12輯 、16頁

成 宗22(1491)年5.月4日(己 卯) 才人
白丁

都 元帥許綜 は北方征伐 に必要 な事 目(才 人 と白

丁 を騎 兵に選ぶ)を 報告 した。

第12輯 、26頁

成 宗22(1491)年9月29日(壬 寅) 才人

白丁

王 は 宰相 と犯 人 を捕 える こ とにつ い て議 論 し

た。 五部(京 畿の東部 、西部 、南部、北部 、 中

部)に 将官 を置 くこ とを決 めた。

第12輯 、98頁

成 宗23(1492)年2,月24日(乙 丑) 去骨匠 刑 曹は屠畜(牛)禁 止文 を王 にみせ て報告 した。

去骨 匠は屠畜 を してい る。

第12輯 、151

頁

成 宗23(1492)年7月19日(丁 亥) 白丁 柳子 光は銀 口魚 の上納 につい て王に報告 した。

史 臣は論評 した。「柳 子光 は代 々南原 に住 みなが

ら田宅 をた くさん置 いていて 、 白丁 をた くさん

占有 ていた」 と述 べた。

第12輯 、207

頁

成 宗23(1492)年9,月29日(丁 酉) 白丁 刑曹 は、王 に報告 した。「晋州囚人 の私奴 玉 同は、

白丁金 山孝達 の家 内を殺 した。 その罪 は斬 待時

にあたる」 と述 べた。

第12輯 、229

頁

成 宗24(1493)年12月19日(己 卯) 白丁 王 は政事 を行 った。権 景祐 は、刑 曹の報告 を参

考 に して王 に報告 した。「璽巌 の囚人の 白丁金 山

同 らは、殺人犯 で斬待時 にな ります」と述べ た。

第12輯 、452

頁

成 宗25(1494)年8月23日(己 卯) 白丁 朝 啓 に官 員 が集 ま って 死刑 者 につ い て議 論 し

た。 そのな かには 「白丁」 の記 載が ある。

第12輯 、575

頁

燕 山3(1497)年8.月3日(壬 申) 白丁 司諌 院は 「李 粉の非理」について王 に 申し出た。

李 聡は守令 だが、非理 で彼 の守令 の官職 はふ さ

わ しくな く、守令か ら下 ろす よ うに 申 し出た。

そのなかに は 「白丁」の記載 があ る。

第13輯 、268

頁

燕 山4(1498)年6.月15日(庚 辰) 白丁 大 臣 らは妻 の不倫相手 の 白丁 玉山を殺 した金仲

夫 の罪につい て議論 した。

第13輯 、313

頁

燕 山5(1499)年7.月2日(庚 申) 才 白丁 義禁府 は王 に次 のよ うに報告 した。「玉 山 らの七

人 は才 白丁 だが、常 に黛 を作 って崇禮 門の外側

にあ る福徳 の家に集 まってい る。 また 、産業 に

従事せ ず、遊 ぶばか りで盗み をはた らいてい る」

と述 べた。議 禁府 は、才 白丁 を調 べ る とその賊

品は見つ か らないが 、彼 らを流 配す るこ とを王

に要 請 した。

第13輯 、365

頁

燕 山5(1499)年9月16日(癸 酉) 才 白丁 左参 贅洪貴達 は 「才 白丁 らを狩 りに動員す る」

こ とについて王 に意 見 を述べ た。

第13輯 、377

頁

燕 山8(1502)年4月18日(己 未) 白丁 承政 院は 「白丁金毎 邑山の処罰は、正 しくない」

と報 告 した。 白丁金毎 邑山は、二 ヶ月 間牛七匹

を屠 畜 したが、その屠 畜行為 は、彼の意 志で は

ない と承 旨許輯 は話 した。

第13輯 、486

頁

燕 山8(1502)年10月17日(丙 辰) 白丁 承 旨許輯 は王に 「白丁趙 亡乃 は窃盗罪 だ」 と報

告 した。

第13輯 、520

頁

燕 山8(1502)年11.月2日(辛 未) 白丁 承 旨姜参 は 「白丁趙 亡乃は窃盗 をはた らいた。

その罪は、斬不 待時 にあたる」と王に報告 した。

第13輯 、525

頁

燕 山9(1503)年2月23日(庚 申) 才人
白丁

奉 常寺判官趙鑛 は、王 に申 し出た。「王 が狩 りに

出る ときには軍人 ・才人 ・白丁 を集 めて狩 りに

出るが、10日 以上狩 りに 出た場合 は、才人 ・白

丁 は疲れ で倒 れて し、彼 らの作 業をす る時間 が

第13輯 、547

頁
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な くな るこ とにな る。 そ うす る と農期 を逃 して

しまい、泥簿 が増 える よ うになる。 なので、狩

りに出 るこ とを減 らす方 がい い」 と意見 を述べ

た。

燕 山10(1504)年9.月12日(己 亥) 才 白丁 王 は、將 士 ・才 白丁 に命 令 を した。「講武す る と

き、侍衛す る將士 ・才人 ・白丁 ・軍事 らは、 自

分 の弓 と矢 に 自分が住 んでい る村の名前 を刻む

よ うに」 と述べ た。

第13輯 、661

頁

燕 山11(1505)年11月10日(辛 卯) 才人

白丁

武 士の存在 の重要性 について話 した。 才人、 白

丁 が山坂 をよ く上 った り下 りた りす るのは慣れ

ているか らで ある と。

第14輯 、27頁

中 宗1(1506)年10.月29日(甲 戌) 才人
白丁

王 は、朝講 に仏 教につ いて議 論 した。柳 崇祖 は、

王 に 「才人 ・白丁 はその 由来 が長 いが 、国家で

の役 職は ない。 以前 は、彼 らの住んで いる官か

ら狩 りに出た り、薬草 を取 った り、皮 を扱 った

りす る使役 を させた が、そ のこ とに よ り安ま る

ひ まがな くな り、盗賊 にな る。 才人 ・白丁の保

を作 り、休憩 を与 え、農 業 に従 事 させ る よ うに

して、一般 平民 と同様 に考 えるべきで ある」 と

申 し出た。

第14輯 、91頁

中 宗2(1507)年3,月28日(辛 未) 白丁 領議 政柳洵 は、強盗犯 で ある白丁唐來 ・弥勒兄

弟 の ことを議論 した。

第14輯 、131

頁

中 宗2(1507)年6,月3日(乙 亥) 才人
白丁

大 臣た ちが王に 「燕 山君の時 、才人 と 白丁の居

住地 を京 中に移動 させたが、今原籍 に戻す こ と」

を要請す る と王はそ の りよ うにお こな うことを

命令 した。

第14輯 、153

頁

中 宗2(1507)年10.月29日(己 亥) 才人
白丁

趙 舜 ・宋軟 ・チト金孫等 は 「謙使 服に は才人、 白

丁 たちは入属 させ ない こ と」 を王 に報告 した。

第14輯 、200

頁

中 宗2(1507)年12.月18日(丁 亥) 白丁 大 司諌 南裸 は、「蔭加 と朴永文 が犯 した こ と」に

つ いて王 に報 告 した。 その なかに 「白丁 」の記

載 がある。

第14輯 、213

頁

中 宗4(1509)年10.月5日(癸 巳) 才人
白丁

盗賊 を捕 える方法 を報告 した。「仁川 ・金 浦 ・通

津 に住 んで い る 才人 と 白丁 の 巣 に将 軍 を行 か

せ 、仁川 ・金 浦 ・通津 等の地方 に住ん でい る盗

賊 の巣を一気 に攻 撃す るこ と」を決 めた。

第14輯 、377

頁

中 宗5(1510)年3.月26日(辛 巳) 去骨匠 去骨 匠は即 ち屠牛者 であ る。人 々(民 衆)は 、屠

畜 を職 業 と している者 を 「大悪」と思ってい る。

第14輯 、418

頁

中 宗5(1510)年8.月4日(丁 亥) 楊水尺

白丁

大 臣は、蘇起 披の 自給 を上 げるか ど うかについ

て議論 した。

白丁 は、前朝 之楊水尺 である とい う記 載が ある。

第14輯 、453

頁

中 宗6(1511)年8,月4日(辛 巳) 白丁 権敏 手は、 白丁が盗 んだ賊 品を扱 った 白丁の放

免 を要請 した。

第14輯 、528

頁

中 宗7(1512)年9,月6日(丁 丑) 才 白丁 王 は 「来 る11日 に義 山差 山で狩 りに出る予定な

ので、京 中のなか に住 んでい る下番軍事 と村近

くに住ん でいる才人 、 白丁た ち皆集 めな さい」

と命令 した。

第14輯 、612

頁

中 宗7(1512)年11.月4日(甲 戌) 才 白丁 柳順 汀は 、王に報告 した。府 内の才 白丁 は元 々

2000名 だ った とい う。

第14輯 、621

頁

中 宗9(1514)年10.月13日(壬 寅) 白丁 王 は、親孝行 した泰仁 白丁允斤 に賞 を与 えた。 第15輯 、33頁

中 宗9(1514)年12月16日(甲 辰) 才人

白丁

執義金 崇祖 は、「全羅道 各村 の才人は、生活 がで

きる よ うな財 産や家 な どが ないので、数 人の才

人 が集 ま って党 を作 ってい る とい う。 それ で才

人 は、民 たちの財産 を奪 って いる し、や がて盗

賊 にな って しまった とい う。後 日に は彼 らの群

れ は もっ と大 き くなるので はないか と心配 で あ

る。」 と言 った。

鄭 光弼 も 「才人だ けではな く、 白丁 も同様 で あ

る。 各村 の守 令が才人 と白丁 らを法律 で守 ると

ころか、逆 に彼 らの生 業 を落 としてい る。 そ の

群れ(=守 令)は 平 民のなか で最 も良心 のない

人 である」 と述 べた。

第15輯 、48頁

中 宗9(1514)年12.月19日(丁 未) 白丁 朝講 で鄭光弼 らは守令 た ちの横 暴につ いて報告

した。南原等 の村で 土豪、 品官 らが 白丁 を 占有

している とい う。

王 は、「各村の守令 たちの 白丁 に対す る横暴 につ

いてに罰 を与 えるよ うに」 と命 令 をした。

第15輯 、49頁
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中 宗10(1515)年2,月4日(壬 辰) 才 白丁 執義 許遅 は、王に報告 した。全 羅道土豪成 世貞

は 「勝手に才 白丁を 占有 してい る」 と述 べた。

第15輯 、54頁

中 宗10(1515)年3,月15日(壬 申) 白丁 憲府 で成世 貞 ・李菰 らを弾劾 した。そ のなか に

「白丁」の記載 があ る。
第15輯 、65頁

中 宗12(1517)年5月30日(甲 辰) 才 白丁 史 臣は、論 じた。サ止衡 は、 才 白丁 を占有 した

り、不健全 な生活 を した りしたので、官職 を辞

め させ るよ うに、王 に要請 したが、王 は許 さな

かった。

第15輯 、277

頁

中 宗12(1517)年7.月2日(丙 子) 才 白丁 王 は、才 白丁を勝手 に 占有 した朴英 につ いて述

べ た。
第15輯 、284

頁

中 宗13(1518)年9.月17日(甲 寅) 白丁 慶 尚道 白丁金 山は捕盗 官 を殺 害 した。 その罪 は

死刑 にあた ると述 べた。

第15輯 、481

頁

中 宗14(1519)年12.月10日(庚 午) 白丁 毫諌 全員 は前 事(趙 光祖 ・朴英)に つ いて王 に

報告 した。そ のなかに 「白丁」の記載 があ る。

第15輯 、595

頁

中 宗15(1520)年4.月16日(癸 酉) 丁 白 李信 は、金提 が亡命 した事情 について話 した。

金混 は 「丁 白を各村 で三百余 り集 め るこ とがで

きるので軍事 を作 りやすい」 と述べた。

第15輯 、646

頁

中 宗15(1520)年4.月29日(丙 戌) 白丁 金提 と関係 のあ る呉希顔 につ いて調べ た。 この

調 べに よって、金提 は、 白丁 たちに 「自分の命

令 に従 うこ と」 を要求 した とい うことが分か っ

た。

第15輯 、656

頁

中 宗15(1520)年4.月30日(丁 亥) 白丁 王 は、思政殿 に出て 、呉希顔 ・李 中 らを鞠 問 し

た。 そのな かに 「白丁」 の記載 が ある。

第15輯 、657

頁

中 宗15(1520)年6.月6日(壬 戌) 白丁 委官 らは賓廉(領 議政 ・左議政 ・右議政 が集 ま っ

て執務 した場所)で 尋 問 した。そのなか に「白丁」

の記 載があ る。

第15輯 、664

頁

中 宗16(1521)年3.月5日(丁 巳) 才 白丁 戸曹 は、天使 を接待 す るときに必要な毛皮 を 「狩

りに出て、 準備 す る必 要が ある」 と、王 に報告

した。王 は 「兵曹 は才 白丁 を徴集 しよ うとす る

が、才 白丁 も農 夫で あるた め、狩 りに出る こと

は許 さない」 と述 べた。

第16輯 、20頁

中 宗17(1522)年10.月19日(辛 卯) 才 白丁 京 中に住 んでい る下番 軍士 ・自隷 ・羅將 ・諸色

匠人 ・各 品判 人 ・農作 の時期 を逸 しない下番軍

± ・才 白丁 を全部調 べ、召集令 を 出した。

第16輯 、170

頁

中 宗18(1523)年 閏4月6日(丙 午) 白丁女 鏡城 白丁金哲 孫が 白丁 の娘 を殺 害 した事件 を王

に報 告 した。

第16輯 、211

頁

中 宗18(1523)年8.月17日(甲 寅) 白丁 王 に 「白丁金 義孫 と田石 山らは、明火賊 なので

斬不待 時に あたる」 と報告 した。

第16輯 、256

頁

中 宗19(1524)年7.月14日(丁 丑) 才人
白丁

毫諌 は王 に 「全羅左道水 使柳塘 は順天 の才人 ・

白丁200余 りを勝 手に使 っていたので退職 を要

請す る」 と意見 を述 べた。

第16輯 、321

頁

中 宗19(1524)年12月8日(戊 戌) 才人

白丁

全羅左 道水使柳塘 は、順天 の才人 ・白丁200人

とその辺の4～5里 に住 ん でいる民 を勝 手 に働

かせ たので、「皆逃 げて しま った」と墓諌 は王 に

報告 した。

第16輯 、360

頁

中 宗19(1524)年12.月18日(戊 申) 才人

白丁

三公 は、「帰化 した者 の居住地や婚 姻等 は才人 ・

白丁 の例に従 うよ うに」 と命令 した。

第16輯 、363

頁

中 宗20(1525)年4,月22日(辛 亥) 白丁 草渓金 壽長が 白丁文同 を殺害 した。 第16輯 、411

頁

中 宗20(1525)年9,月13日(己 巳) 白丁 王 に報告 した。 延安 白丁 らの約 五十人 は、党 を

つ くって、人 々 を殺害 し、盗 みをはた らいた。

この人 らを死刑 す るが、臭首 して懲戒す る よ う

に と意見 を述べ た。

第16輯 、452

頁

中 宗21(1526)年5.月5日(丁 亥) 才人
白丁

漢城 府 ・刑曹 ・捕盗將 らは政府 に次の よ うに報

告 した。 「圓学 寺 の墓地 に雑 人た ちが住 ん でい

る。 また東 大門の なかの二つ の橋の間 、大路 の

南 の方 と開川 の北 にある家 の過 半数 は才人 と白

丁 である」 と述 べた。

第16輯 、509

頁

中 宗21(1526)年7.月26日(丁 未) 白丁 延 安 白丁趙振 孫 は、 同僚 の李成 と 自分の 父(孝

同)を 殺 害 した。

第16輯 、522

頁

中 宗21(1526)年8.月7日(戊 午) 白丁 黄海 道観察使 金謹思 は、王 に白川 に住 んでい る

白丁 趙根孫が父 を殺 害 した こ とを報告 した。

第16輯 、523頁

中 宗22(1527)年2月7日(甲 寅) 才 白丁 壼諌 は、王 に申 し出た。「春 と夏狩 りに行 くこと

は当然の ことだが、近来 は悪天候 と凶作の結果 、

民衆 の生活 は次第 に難 しくなってい るので、農

第16輯 、549

頁
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作 の時期 である春 には軍民 と才 白丁 を狩 りに動

員す ることを避 けま しょ う」 と述べた。 王は、

狩 りに出 ることを中止す る と言った。

中 宗23(1528)年4,月16日(丁 巳) 才 白丁 巡辺(邊)使 許砿 の上疏。 節度使 は、武術 が優れ

てい る者 と勇 気が あって よく歩 け る者 を官軍 ・

羅将 ・才 白丁 ・公私賎 のなかか ら選ぶ と述べ た。

第16輯 、654

頁

中 宗24(1529)年7月8日(辛 丑) 白丁 領議 政鄭光弼 ・左議政 沈貞 ・右議 政李丁 らは、

王 に報告 した。「黄海道 の盗賊 は、白丁 出身 で あ

る」 と述べた。

第17輯 、138

頁

中 宗28(1533)年4.月2日(甲 戌) 才人

白丁

諌 院は司憲府 に報 告を した。「前蔚 山郡守黄汝 献

は、郷人及 び才人 と白丁 を連れ て、隠れ て使役

を させ た」 とい う。

第17輯 、406

頁

中 宗28(1533)年7月14日(乙 卯) 去骨匠 政府 は、現在 屠畜が盛行 して いる ことについて

議論 した。屠 畜が盛行 してい て、牛一 匹の値段

は、麻布でい うと80～90匹 に及 ぶ。成宗 朝に去

骨 匠が増 えて、皆の家 を辺境 の地に移住 させた

が、今 もこの よ うなこ とを厳 しく禁止 しな けれ

ばな らない。

第17輯 、446

頁

中 宗28(1533)年10.月7日(丙 子) 才人
白丁

王 は政院に命令 した。

「三年間悪獣 を追い 出す ことができ なかった の

で、二十 日後 、京畿 下番 軍士(兵 士)を 除いて

京 中の下番 軍士及び 才人 と白丁 を動員 して代表

を任命 す る」 と。

第17輯 、474

頁

中 宗31(1536)年1.月9日(乙 丑)① 才人
白丁

王 は政院に命令 した。

二十 日後、青漢 山の狩 りを しに行 くた めに兵士

を募集 す るこ とに なった。王 は兵曹が京 畿の下

番兵 士、才人 、 白丁 、京 中の下番 兵士 を募集 す

るよ うに命令 を した。

第17輯 、630

頁

中 宗31(1536)年1.月9日(乙 丑)② 才人

白丁

兵 曹は王 に狩 りに行 く日を延期 す るよ うに と申

し出た。そ の ときは才人 と白丁 を狩 りに動 員す

るこ とを決 めた。

第17輯 、630

頁

中 宗31(1536)年6月21日(甲 辰) 才 白丁 王 は三公 と兵曹 を呼んで彼 らに命 令 を した。「講

武 の時兵士 は京畿 ・黄海 道以外 の道で徴発 し、

才人 と白丁 は京 畿で徴発す る ように」 と。

第17輯 、666

頁

中 宗31(1536)年7.月18日(辛 未) 才 白丁 領議 政金謹思 等は王 に 申し出た。 三 日間続 けて

講武 す ると兵 士は疲れ て しまい、農業 は もちろ

ん本 来職 に従 事す るこ とがで きない。 また徴兵

の数 は三万 を超 えて いるので 、才人 と 白丁以外

にも雑 類(課 官 、医員 な どの雑職 に従 事す る人)

も 多いか ら二つ に分けて従事 させ るべ きだ と。

第17輯 、672

頁

中 宗31(1536)年9.月10日(壬 戌) 才 白丁 王 は、三道 に轟災 と風水 災が あったの で、民衆

たちの生活 が厳 しい状 況で ある。 だか ら、才 白

丁 を徴兵す るこ とを禁 じる と、王 は命 じた。

第17輯 、681

頁

中 宗31(1536)年12.月5日(丙 戌) 才 白丁 金謹 思 らは 「京畿の 才 白丁 ・京 中の下番兵 士 ら

が狩 猟す る時には、各 官 に分担 して決 める」 と

王 に報告 した。

第18輯 、3頁

中 宗32(1537)年7.月7日(甲 申) 白丁 憲府 は次の よ うに王に 申 し出た。「奉嗣宗 は、申

潮 が光州牧使 だった 時、光州 に住 んで いた 白丁

叱於 里 らの四人 を奴碑 に しよ うとした。 嗣宗 は

申潮 の親戚 であ り、 申潮 は叱於 里 とともに嘘 の

立案 賎箱(奴 碑や賎 民の名前 を登録 した帳)を

作 った。 申潮 は死亡 したので 、罰 す るこ とはで

きないが 、親 戚で ある嗣宗 にその罪 に対 して罰

を与える よ うに」 と王 に訴 えた。

第18輯 、90頁

中 宗36(1541)年5.月14日(己 亥) 才人

白丁

王 は賑佃廉節 目(9項 目)を 政 院に命令 した。そ

のなかに 「才人 、 白丁」 の記載 が ある。

第18輯 、465

頁

明 宗6(1551)年6.月28日(乙 酉) 才 白丁 憲府 は両宗 の禁断事 目につい て修 正す る ことを

頼 んだ。そ のなかに 「才 白丁 」の記載 があ る。

第20輯 、29頁

明 宗16(1561)年10月14日(庚 午) 才人 傑禮(中 国の勅使 に対す るもてな しや 王の御幸)

の 時、参加 させ る才人男女 を調 べた。

第20輯 、605

頁

明 宗20(1565)年5.月20日(乙 卯)

宣 祖26(1593)年11.月5日(乙 卯)

白丁

白丁

京 畿監司 の啓 本。そ のなか に 「白丁」 の記 載が

ある。

巳時(午 前9時 か ら11時)王 は便殿(王 が普段

生活 してい る宮殿)で 大臣 らに 自分の意 見 を話

しな さい と言 った。

王 は 「功 は高いが賞 が少 な かった り、貰 えなか

第21輯 、18頁

第22輯 、119

頁
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った りした人 はい るのか」 と問 うた。朴 晋は、

蔚 山 白丁張五 石 と私奴碑 金善進 たちが力 戦 した

功 を持 って い る人 で あ る と言 っ た。 王 はそ の

人 々には官職 を与え るべ きだ と言 った。

宣 祖27(1594)年5月8日(乙 酉) 才人
白丁

軍功鷹 は王 に報告 した。「公 賎 ・私賎 と才人、白

丁 、匠人 、山尺(狩 猟 または薬草 を採集 す る人)

な どの賎類 は新 しい官職 につ いています。 す な

わち、張吾 ソックの よ うな類 です。」 と。

第22輯 、266

頁

宣 祖27(1594)年10.月9日(癸 丑) 才人
白丁

政 院は昨 日の夕方 、京畿監 司柳根 が承政院 で 「龍

仁 に住ん でいる百姓(民)醇 世 昌は、 白丁 と山

尺 四十余 りの人 を率 いていて 、玄夢の指揮 に従

って、賊 を作 った者 です 。 また、京 中東 大門 に

住 んでい る才人金 義山は、首魁 です。」と、王 に

報告 した。

第22輯 、365

頁

宣 祖34(1601)年3.月18日(丙 辰) 白丁 都禮 察使李徳馨 は王 に 「現在 の軍 と兵士 」につ

いて報告 した。 そ のなか に 「白丁」の記載 が あ

る。

第24輯 、218

頁

光 海 即 位(1608)年2,月19日(丙 子) 才人

白丁

推鞠 磨は王 に報告 した。 鄭龍 と下文 乙里 に圧 膝

刑(膝 の上 に重い ものを置い て訊 問す る刑)を

行 った。そ のなかに 「白丁」 の記載 がある。

第31輯 、269

頁

光 海11(1619)年9,月19日(戊 戌) 才人
白丁

備辺 司は王 に辺境 の警備 の件 で意見 を述 べた。

正 軍以外 に軍功の雑職 、書吏 、僧 徒、郷 吏、官

属 自隷 、羅 將、漕 軍、水 軍、騨卒 、山尺 、才人 、

白丁、諸色 匠人、公私賎 、各項保 率の よ うな類

(群 れ)は 、普段兵士 として調 査 して徴発 す る

こ とがで きるので、辺境 の警備 に行かせ るべ き

だ と申 し出た。

第33輯 、267

頁

光 海12(1620)年6,月29日(乙 亥) 白丁 新 閾螢建都 監は、王 に報 告 した。 諸道 の監司 に

「全 国の 白丁 に一人 当た り三 匹を納 め合 わせて

10月 の 内に上送 させ る」べ きだ と申 し出た。

第33輯 、329

頁

景 宗2(1722)年3,月27日(壬 子) 屠市 武術 が優れ てい る人 をた とえて 「屠市」 と語 っ

た。

第41輯 、201

頁

景 宗3年(1723)年3月13日(壬 辰) 屠市 汚 く、醜い こ とをた とえて 「屠市 の問の悪少年 」

と語 った。

第41輯 、284

頁

英 祖15(1739)年2,月22日(己 亥) 庖丁 右議 政宋寅 明は王 に申 し出 た。仕 事が順調 で あ

るこ とをた とえて 「庖 丁が牛 を さば くよ うに」

と語 った。

第42輯 、618

頁

英 祖23(1747)年4月5日(甲 子) 宰人 王 は、禮曹判書 と参判金 尚魯 に命令 した。

祭享(祭 司)は 、犠牲 が大事 であるので 、祀官 は

宰人 を連れ て攣刀で犠 牲 を割 り、祝史 は各盤 に

命令 を して毛血 を取 る ことを今 回の大享 か ら禮

文 に よって行 いな さい と命 じた。

第43輯 、245

頁

純 祖9(1809)年6.月5日(甲 午) 白丁 王 は朴孝成 の報告書 をみて、 開城 府 にく石 を投

げた事件」 について大 臣 に質 問 した。 その事件

につ いて、金 思穆は王 に次の よ うに答 えた。「私

はよ くわ か りません が、閻巷 の問に、 いわ ゆる

白丁 と言われ ている者がお り、とて も賎者 です 。

なので常人 と同様 な行動 は できません が、今 日

聞 くと、該府 に住ん でい る白丁 が婚嬰す るとき

に冠服 を着 て 日傘 を使 用 したので 邑の人 々は騒

ぎを起 し、冠服 を貸 した人には乱打 を しま した。

そ して冠服 を着た 白丁 の家 を壊 し、本府 に 白丁

が冠 服 を着 た罪 を厳 しく罰 しない とい う理 由で

起 こっ た人 々 が数 十 人集 ま って石 を投 げ ま し

た」 と答 えた。

第47輯 、631

頁

純 祖9(1809)年6.月11日(庚 子) 屠漢 開城 留守韓致 慮は、最 近起 きた乱につ いて 申 し

出た。 その人 々は屠漢で ある。

第47輯 、632

頁

憲 宗6(2842)年6.月5日(壬 午) 屠 【屠 畜禁止法 】

領議 政趙寅永 は、王 に 申し出た。 個人 的に屠畜

す る ことを禁 じる法 を作 るこ とを頼ん だ。 そ の

なかには 「屠」 の記 載が ある。

第48輯 、490

頁

附属資料 『高宗純宗実録』所載屠漢 ・房 ・屠に関する記事一覧
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年代 呼称 内容 出典

高 宗2(1865)年10.月4日(乙 末) 屠漢 議政府 は王 に報告 した。 京畿監 司禽致善 の報告

によ ると、 高陽屠漢 であ る李石 東は、楊州 居朴

甲京 を殺害 し、牛 を盗 み、屠 畜をお こなった と

い う。 その なかには 「屠漢」 の記載 がある。

『高 宗 純 宗 実

録』 上、199頁

高 宗29(1892)年6,月10日(丙 申) 房 王 はの手順 と関連 して、次 のよ うに減免 した。

市 民の縣 役 は2ヶ 月に限 って、房賄 は10ヶ 月 に

限って特別 に減免 す るよ うに免 じた

『高 宗 純 宗 実

録』 中、421頁

高 宗29(1892)年7月18日(癸 卯) 屠漢 議政 府は、税穀 の 問題 につい て王に 申 し出た。

最近 牛の値段 が上が り、年貢 として ある地域 は

「年 貢 と して牛 を収納す る」 とあ る。 そのな か

には 「屠漢」 の記載 が ある。

『高 宗 純 宗 実

録』 中、431頁

高 宗35(1898)年12月9日(陽 暦) 屠 前参 書官安泰遠 の民会 に関す る上疏。最 近町 の

様子 につい て報告 した。 そ のなかに は 「屠」 の

記載 があ る。

『高 宗 純 宗 実

録』 下、77頁
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